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母
「
ほ
ら
”
は
ら
”
泣
か
な
い
で
、

お
母
さ
ん
で
す
よ
。
は
ら
、
は
ら
、

先
生
に
よ
く
見
て
も
ら
う
ん
で
す
よ

お
り
こ
う
さ
ん
、
お
り
こ
う
さ
ん
」

医
師
「
ど
れ
ど
れ
、
よ
く
見
せ
て
ご

ら
ん
。
…
…
…
·
：
大
丈
夫
グ
順
調
に

育
っ
て
い
る
よ
。
お
母
さ
ん
‘
育
て

か
た
か
う
ま
い
ね
。
」

こ
ん
な
会
話
か
聞
こ
え
る
毎
月
第

二
木
曜
日
に
行
わ
れ
る
乳
児
検
診
。

こ
れ
は
村
か
乳
児
に
健
全
な
発
育

を
し
て
も
ら
う
た
め
‘
医
師
‘
助
産

帰
、
保
健
婦
か
、
疾
病
又
は
異
常
の

早
期
発
見
と
予
防
や
、
六
ヵ
月
頃
の

乳
児
に
は
、
離
乳
食
と
発
育
を
中
心

と
し
た
指
導
や
発
育
観
察
を
行
い
‘

健
康
で
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を

顧
い
毎
月
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
私
達
大
人
の
宝
で
す

す
こ
や
か
に
‘
は
ぐ
く
ま
れ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
ね
”
~

まーるい眼をしだ

いい子だよ

村の乳児検診風景

経
済
課
‘
そ
の
文
字
の
と
お
り

村
発
展
の
如
め
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

大
切
な
経
済
課
長
と
し
て
の
初
め

て
の
予
算
編
成
に
当
り
大
変
苦
慮

し
ま
し
た
。

農
業
の
発
展
は
、
そ
の
基
盤
を

整
備
し
な
け
れ
ば
と
思
い
、
農
業

の
基
盤
に
重
点
を
置
い
た
の
で
す
。

特
に
苦
慮
し
た
農
業
関
係
予
算

に
お
い
て
は
、
村
の
土
地
改
良
事

業
か
終
っ
て
二
十
年
近
く
も
た
ち

ま
す
の
て
、
農
業
に
お
い
て
、
不

可
欠
の
農
業
用
水
路
も
あ
ち
こ
ち

で
崩
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
必
要

な
水
路
、
不
用
な
水
路
を
機
能
的

に
処
理
す
る
よ
う
に
し
、
緊
急
を

要
す
る
個
所
か
ら
遂
次
改
修
事
業

一
を
進
め
て
行
く
よ
う
に
編
成
し
、

i
ま
た
、
大
型
農
道
建
設
は
、
村
を

縦
貫
す
る
文
字
通
り
の
幹
線
農
道

i
 

i
 i

で
す
の
て
、
農
業
発
展
の
大
動
脈

了
こ
な
り
う
る
と
確
信
し
、
我
々
課

i
員
の
意
気
込
み
も
す
ご
か
っ
た
。

i
計
画
決
定
す
る
ま
で
千
代
田
村

．
と
の
合
議
、
県
と
の
合
議
、
地
元

i
説
明
、
全
員
残
業
し
て
の
契
約
書

『
類
の
作
成
な
ど
多
く
の
苦
労
か
あ

｝
っ
た
か
、
関
係
地
権
者
全
員
か
気

ー
持
よ
く
賛
成
し
、
契
約
調
印
し
て

一
戴
き
心
か
ら
ご
協
力
に
感
謝
す
る
．

と
と
も
に
我
々
職
員
も
ホ
ッ
ト
胸

を
な
で
降
ろ
し
、
完
成
を
待
ち
わ

び
て
い
ま
す
。 経

済
課
長

一
序
；
呵
ぷ
冗

課
長
奮
戦
記
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7億&,3991.iPJで
般会計

4月よりス9ート

歳 入

その他

105. 502干円

匡庫支出金
49.415千円

繍越金
50,000千円

繰入金
52,216千円

村費
60.700千円

村 税

196,157千円

地方交付税

250,000千円

尋
':,1-. 

几
又
舟

会

計

oｷ,0  

出

その他

民生費
1118. 930千円

総 務 費

140,723干円

土 木 費

223,114千円

第
一
回
定
例
村
議
会
が
三
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
会
期
八
日
間
で
開
か
れ
、
一
般
会
計

予
算
（
七
億
六
千
三
百
九
十
九
万
円
）
を
は
じ
め
、
各
種
特
別
会
計
予
算
（
三
億
一
千
八
百
九
万

三
千
円
）
な
ど
計
十
二
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
前

年
度
よ
り
十
一
・
三
％
の
伸
び
、
特
別
会
計
は
二
十
五
・
五
％
の
伸
び
と
な
り
両
会
計
を
合
計
し

ま
す
と
十
億
八
千
三
百
八
万
三
千
円
と
初
め
て
十
億
円
台
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
こ

と
し
の
年
間
計
画
書
と
も
い
う
べ
き
各
会
計
予
算
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
概
要
を
説
明

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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いと よ整に社産
もしこん備ゴ会業
のてので保ミ資振
で取よい全処本興
ありうま等理の‘
り除なすあ‘充道
まく要゜ら公実路
すこ望 ゆ害‘を
゜とは る防教中商或福至お乳民と→りそ概ま針算あ審のは冒日
のど 分止育心工る祉る年幼のお御で次要しをのた議予‘頭村＝
出れ 野の‘とない‘ま寄児要＇）承すのはた説編＇）す算新‘議可
来ー に環さしどは農で＇）か望‘知゜とお゜明成‘る案年村会十
なつ お境らたの‘業のにらも村の およ し方予にを度長の一

予算編成はこのよ
村長議会の冒頭で説明する

限
ら
れ
た
予
算
で
、

長
こ
れ
ら
を
村
の
実
情
に

木
対
応
し
て
健
全
財
政
を

寸

維
持
し
つ
つ
村
民
の
要

を
る

望
に
応
え
て
い
か
な
け

針
す

方
明

成
説
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

編
そ
こ
で
私
は
次
の
三

算
つ
の
事
を
重
点
に
力
を

予
注
い
で
行
き
た
い
。

▲
①
福
祉
施
策
の
向
上

②
社
会
資
本
の
充
実

③
産
業
の
振
興

ま
す
「
福
祉
施
策
の
向
上
」
で
す

か
、
前
年
度
と
比
較
し
て
‘
二
十
六

％
減
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
か
、
こ
れ

は
保
育
園
建
設
か
完
了
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
か
、
内
容
に
お
い
て

は
老
人
福
祉
費
‘
青
少
年
育
成
費
な

ど
に
お
い
て
は
昨
年
よ
り
大
幅
に
充

実
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
に
「
社
会
資
本
の
充
実
」
で
す

か
こ
れ
は
幹
線
排
水
路
改
修
工
事
費

を
千
五
百
八
十
万
円
と
し
た
は
か
‘

部
落
用
排
水
浚
渫
補
助
金
百
万
円
を

計
上
し
、
二
年
目
を
迎
え
た
広
域
道

建
設
に
関
す
る
費
用
を
九
百
三
十
一

万
円
、
そ
し
て
‘
道
路
維
持
費
で
は

グ
レ
ー
タ
ー
委
託
料
‘
砕
石
購
入
費

小
型
ダ
ン
プ
お
よ
び
ト
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ベ
ル
購
入
費
な
ど
前
年
よ
り
六
百

うに

六
十
万
円
も
増
額
し
ま
し
た
。

最
後
の
柱
で
あ
る
「
産
業
の
振
興
」

に
つ
い
て
は
商
工
会
の
助
成
費
増
額

や
融
資
枠
の
拡
大
を
図
り
明
和
村
の

商
工
等
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
に

対
応
し
得
る
よ
う
に
配
慮
い
た
し
ま

し
た
。そ

の
他
、
三
つ
の
柱
を
中
心
に
し

て
‘
と
り
ま
く
消
防
費
の
非
常
備
及

ひ
施
設
費
に
つ
い
て
は
、
再
編
成
さ

れ
た
支
団
の
費
用
と
‘
こ
れ
に
伴
う

詰
所
の
新
築
ニ
カ
所
分
等
を
織
リ
込

み
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
の
教
育
費
に
つ
い
て
は
‘
学
校

建
築
な
ど
大
き
な
建
設
事
業
か
終
っ

て
い
る
本
村
と
し
て
は
、

そ
の
内
容
充
実
と
運
用

＇
ー
の
よ
ろ
し
き
を
図
る
こ

t

t

 

.

.
 
こ

上
と
か
大
切
で
あ
る
と
考

福
祉
施
策

C
向

1

産
業
の
振
興
を
一
＂
、
ま

ー
一
｀
を
"
`
‘
`
`
`
-
.
-
:
-
:
.
ー
]
`
、
•
『
J

2

町
え
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
要
望
に
応
ス
な
が
ら
予
前
年
度
よ
リ
一

0
%

＇
度

一
、
一
年
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り

，
り
新

m
[
]
[
`
[
]

図
書
館
指
定
な
ど
、
い

く
つ
も
の
指
定
を
受
け
て
研
究
発
表

を
行
う
計
画
や
設
備
拡
充
計
画
並
び

に
校
舎
内
外
の
補
修
計
画
な
ど
か
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

（
こ
の
ほ
か
四
つ
の
特
別
会
計
の
予

算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
）

以
上
各
会
計
予
算
の
概
要
な
ど
を

村
長
と
し
て
の
考
え
の
一
端
を
の
ベ

ま
し
た
か
‘
充
分
ご
審
議
を
頂
き
ま

し
て
、
ご
認
定
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
‘

心
か
ら
お
顧
い
申
し
上
け
ま
し
て
、

提
案
理
由
の
説
明
を
終
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。
」
と
‘
こ
の
よ
う
に
演
説
し
ま

し
た
。
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前年との比較 主 な 支 出

土
木
費

増 28.06% 

総
務
贄

51年

増

140,723 

18.8% 

民
生
贄

減 26.28% 

教
育
贄

50年

51年

50年

50年

51年

50年

51年

増

年゜5
 
棗
贄
農
林
水
産

51年

増

（千円）

174,218 

223. 114 

118,446 

150, 182 

118,930 

89,374 

98,314 

10% 

36,355 

51,840 

42.59% 

消
防
費

衛
生
贄

50年

51年

増

議
会
贄
一
公
債
贄
一
商
工
贄

50年

51年

35,237 

38,299 

8.69% 

-30,896 

36,484 

18.09% 

27,933 

28, 128 

゜0.7% 10,832 
15,067 

39了房
9,466 

10,089 

6翠

・道路補修用砕石代 4,488 千円

・小型ダンプ購入 l,35Q II 

・トラクターショベル購入 3,8QQ II 

・村営住宅建設 12,768" 

・住宅建設用地購入 6,415" 

道路改良並びに舗装 '’ ・新設工事 } 132,470 ;; 
•千津井渡船運営費 3,850 II 

•特別職及び一般職給与 94,796" 

．庁用車購入代 2,4QQ II 

・納税表彰費 1,646" 

・知事選挙費 1.  063 " 

・衆議院議員選挙費 1.  163 " 

・老人福祉費 29,483 II 

（老人医療扶助費 23,490II 老人クラプ育成補助金 l,100I,)
・保育園費 56,570" 

（給食費 9,793II保育材料講入 3,767,,)
・小学校費 39,966" 

・中学校費 21,187" 

・幼稚園費 15,684" 

・社会教育費 2,976 II 

・保健体育費 2,523 II 

・稲作請負防除補助金 1,610" 

・農業近代化資金利子補給金 1, 176 " 

・農業生産団地育成対策補助金 l,8QQ II 

・幹線排水路改修工事費 15,800" 

・広域農道受益者負担金 9,312" 

・館林地区消防組合負担金 37,221" 

（三］：費28：日］
・災害対策費

・医療事務組合負担金

•高等看護学院負担金

・医療材料費

・防疫薬剤購入費

・衛生施設組合負担金

・議員報酬

・議員期末手当

・議員共済会公費負担金

•長期債償還元金

•長期債償還利子

800 II 

4,603 II 

3,205 II 

1,045 " 

1.702 " 
7.170 II , 

15,228" 

6,599" 

702 II 

4,789 II 

10,268" 

•明和村商工会助成金 1,900 II 

・商業設備近代化資金貸付金 2,000 II 

・労働福祉施設資金貸付金 1, OOQ II 

7,473円

9,23011 

434// 

1. 639 // 
862 // 

1. 146 // 

村民税

固定資産税

軽自動車税

村たばこ消費税

電気税

特別土地保有税

一世帯当たりが

負担する費用

91. 234円

32,805円

40,518 // 

1, 901// 

7,196// 

3,78511 

5,029 II 

23,640 円

14,910// 

12,601// 

10,417 // 

5,493// 

4. 058 // 

9,829 // 

土木費

総務費

民生費

教育費

農林水産業費

消防費

その他

一世帯当たりに

サービスされる

費用

355,344円

103,774円

65,453// 

55,316// 

45. 727 // 

24. 112 // 

17,814// 

43,148 // 

固定資産税

87,114千円

44.41% 

村民税

70,532千円

35.96% 

［村税の内訳〕

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

▼
収
入
収
益
的
収
入
は
四
千
二
百

〔
水
道
会
計
〕

〔
国
民
健
康
保
険
〕

予
算
総
額
は
二
億
六
百
六
十
一
万

円
で
前
年
よ
り
二
十
九
％
の
伸
び
。

▼
歳
入
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
保
険
税
は
七
千
四
百
八
十
一
万

円
で
、
こ
れ
は
一
人
当
り
一
万
六
千

三
百
円
で
一
世
帯
当
り
五
万
五
千
八

百
円
の
納
め
で
す
。
ほ
か
に
国
庫
支

出
金
一
億
二
千
五
百
十
三
万
円
、
繰

入
金
三
百
六
十
万
円
、
繰
越
金
二
百

五
十
万
円
な
ど
で
す
。

▼
歳
出
皆
さ
ん
か
医
者
に
か
か
っ

た
と
き
に
村
が
支
払
う
療
養
給
付
費

は
一
億
七
千
五
百
七
十
九
万
円
で
支

出
全
体
の
八
十
五
％
を
占
め
て
い
ま

す
。こ

れ
は
一
人
当
り
三
万
八
千
三
百

円
で
一
世
帯
当
り
十
三
万
千
百
円
支

払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
高
額
療
養
費
七
百
六
十

一
万
円
、
助
産
費
一
「
百
四
十
万
円
、

人
件
費
千
四
万
円
な
ど
で
す
。

〔
有
線
放
送
〕

予
算
総
額
は
千
九
百
八
十
一
万
円

で
前
年
よ
り
九
％
の
伸
び
。

▼
歳
入
主
な
歳
入
は
使
用
料
の
千

百
九
十
五
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
が
三
百
万
円
、
繰
越
金
百
五

十
万
円
な
ど
で
す
。

▼
歳
出
施
設
管
理
費
千
百
四
十
万

円
基
金
利
子
積
立
八
十
二
万
円
、
人

件
費
千
五
百
八
十
万
円
な
ど
。

五
十
万
円
で
内
訳
は
給
水
収
益
三
千

八
百
六
十
三
万
円
、
雑
収
入
百
二
十

一
万
円
、
受
取
利
息
及
び
配
当
金
百

九
十
七
万
円
な
ど
で
す
。

▼
支
出
支
出
は
三
千
八
百
七
十
六

万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
、
原
水
及
び

浄
水
費
八
十
七
万
円
、
配
水
及
び
給

水
費
四
百
五
十
六
万
円
、
滅
価
償
却

費
六
百
六
十
六
万
円
、
支
払
利
息
六

百
五
十
六
万
円
、
人
件
費
千
六
十
二

万
円
な
ど

（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

▼
収
入
収
入
は
な
く
、
資
本
的
支

出
に
不
足
す
る
額
六
百
七
十
八
万
円

は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
百

六
十
一
万
円
、
建
設
改
良
積
立
金
四

百
三
十
万
円
及
び
繰
越
利
益
剰
余
金

処
分
額
八
十
七
万
円
で
補
て
ん
す
る
。

▼
支
出
支
出
六
百
七
十
八
万
円
は

建
設
改
良
費
五
百
九
十
一
万
円
と
企

業
債
償
還
金
八
十
七
万
円
に
使
わ
れ

ま
す
。〔

農
業
共
済
〕

予
算
総
額
は
四
千
六
百
十
三
万
円

で
十
九
％
の
伸
び
。

▼
歳
入
主
な
も
の
は
農
作
物
共
済

掛
金
九
百
七
万
円
、
県
か
ら
の
補
助

金
八
百
九
十
三
万
円
、
加
入
者
賦
課

金
四
百
七
万
円
、
県
連
よ
り
受
け
る

保
険
金
千
五
百
四
十
一
万
円
な
ど
、

▼
歳
出
被
害
農
家
へ
支
払
う
共
済

金
二
千
六
百
十
二
万
円
、
農
作
物
無

事
も
ど
し
金
百
八
十
八
万
円
、
県
連

へ
支
払
う
保
険
料
三
百
六
十
二
万
円

人
件
費
千
九
十
二
万
円
、
県
連
へ
支

払
う
賦
課
金
六
十
七
万
円
な
ど
で
す
。

特
別
会
計
予
算
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生
活
改
善
運
動
な
と
き
く

第
一
回
定
例
村
議
会
か
三
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
十
八
日
ま
で
七
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
①
明
和
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
＠
明
和
村
課
設
置
条
例

の
一
部
改
正
③
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
④
）
明
和
村
渡
船
越
立
請
負
受
諾
に
つ
い
て

⑤
昭
和
五
十
一
年
度
明
和
村
農
業
共
済
事
業
の
事
務
費
の
賦
課
総
額
等
の
決
定
な
ど
十
二
議

案
か
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
リ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
最
終
日
に
は
一
般
質
問
七
件
か
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
村
長
や
各
課
長
か
答
弁
を
行
い
、
七
日
間
の
議
会
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
の
内
容
〕

▼
新
年
度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
、

各
種
会
計
予
算
に
つ
い
て

二
、
三
面
に
予
算
の
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
の
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
明
和
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

東
保
育
園
な
ど
か
開
園
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
職
員
の
吏
員
七
十
七
人
を

八
十
一
人
に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

▼
明
和
村
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
水
源
地
の

整
備
と
い
う
大
き
な
事
業
も
一
段
落

し
、
今
後
は
‘
管
理
と
運

営
の
み
と
い
う
こ
と
で
水

道
課
を
な
く
し
て
建
設
課

の
所
管
と
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

今
ま
で
外
国
人
（
韓
国
、

朝
鮮
）
は
永
住
許
可
か
な

け
れ
ば
、
被
保
険
者
と
は

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
、

被
保
険
者
と
な
れ
る
よ
う

政
正
し
た
。

ま
た
助
産
費
の
額
を
二

万
円
か
ら
四
万
円
に
葬
祭

費
も
二
千
円
を
五
千
円
に

引
上
げ
ま
し
た
。

第 1 回定例村議会風景

▼
農
業
共
済
事
業
の
事
務
費
の
賦
課

総
額
等
の
決
定
に
つ
い
て

農
業
共
済
事
業
を
行
う
た
め
、
必

要
な
事
務
費
を
負
荷
す
る
も
の
で
賦

課
金
額
は
、
果
樹
の
十
ア
ー
ル
当
り

八
百
九
十
円
を
最
高
に
最
低
百
四
十

九
円
、
蚕
繭
に
つ
い
て
は
‘
二
百
円

か
ら
百
七
十
五
円
、
家
畜
に
つ
い
て

は
八
百
四
十
七
円
か
ら
六
百
六
十
六

円
と
決
定
し
ま
し
た
。

般
質
問
事
項

●
明
和
中
学
生
の
高
校
進
学
率
と
平

均
学
力
に
つ
い
て

●
明
和
村
の
生
活
改
善
に
対
す
る
村

当
局
の
指
導
と
熱
意
に
つ
い
て

●
明
和
村
奨
学
金
制
度
導
入
に
つ
い

て●
村
営
住
宅
に
つ
い
て

●
鉄
骨
カ
ラ
ス
張
リ
ハ
ウ
ス
の
固
定

資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

●
農
業
用
排
水
に
つ
い
て

●
環
境
問
題
（
生
活
排
水
）
に
つ
い
て

l^ 可一正］
新
年
度
予
算
な
ど

1
2議
案
を
可
決

ま
ち
が
い
や
す
い
印
紙
税

可
口
行
少
年
と
し
て
表
彰

館
林
地
区
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
は
こ
の
は
ど
、
今
年
卒
業
す
る

人
の
中
で
、
他
の
模
範
と
な
る
行
い
を
し
た
少
年
に
与
え
ら
れ
る
善

行
少
年
は
東
小
の
今
泉
淳
、
小
菅
美
奈
、
明
中
で
は
帆
足
利
夫
、
森

尻
富
雄
君
か
表
彰
を
受
け
ま
し
た

C

そ
こ
で
明
中
で
表
彰
を
受
け
た

帆
足
君
と
森
尻
君
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

夫
‘
‘
,
'
ノ

利
島

大南

足帆
（

帆
足
君
は
学
級
委
員
長
と
し
て

積
極
的
に
活
躍
し
、
級
友
の
信
頼

か
厚
い
。
特
に
級
友
の
一
人
か
脳

腫
の
た
め
長
期
欠
席
中
、
数
科
ご

と
に
授
業
の
要
点
を
ノ
ー
ト
に
記

入
し
‘
級
友
の
学
力
か
お
く
れ
な

い
よ
う
に
手
助
け
し
た
行
為
は
他

の
生
徒
に
良
い
刺
激
を
与
え
た
こ

と
や
、
前
期
生
徒
会
長
と
し
て
全

校
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
明
る

い
学
校
づ
く
り
に
つ
く
し
た
こ
と

か
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

領
収
証
や
契
約
書
な
ど
を
作
る
と

き
五
十
円
の
収
入
印
紙
を
は
れ
ば
済

む
と
こ
ろ
を
、
間
違
え
て
千
円
の
印

紙
を
は
っ
た
か
汚
れ
た
た
め
に
、
振

り
出
す
の
を
や
め
た
場
合
な
ど
に
‘

印
紙
税
か
納
め
過
ぎ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
そ
と
証
書

を
税
務
署
へ
持
っ
て
い
き
、
そ
の
事

実
の
確
認
を
受
け
る
と
、
間
違
え
て

は
っ
た
分
の
印
紙
代
か
返
っ
て
き
ま

幼
い
頃
、
父
と
死
別
し
、
母
子
家

庭
と
い
う
中
で
も
明
る
＜
、
ま
じ
め

で
あ
る
と
同
時
に
‘
よ
く
母
に
協
力

し
て
田
植
え
‘
梨
の
取
り
入
れ
等
、

農
作
業
全
般
に
わ
た
っ
て
手
つ
だ
い

骨
身
を
お
し
ま
ず
や
っ
て
い
る
姿
は

隣
近
所
の
人
達
か
ら
「
全
く
よ
く
働

き
本
当
に
母
想
い
の
子
だ
」
と
評
判

が
す
こ
ぶ
る
よ
く
学
校
に
お
い
て
も

陰
日
向
な
く
、
多
方
面
に
わ
た
り
良

く
行
う
の
で
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
。

す
。
こ
の
印
紙
税
の
還
付
を
請
求
で

き
る
の
は
、
印
紙
を
は
っ
た
日
、
あ

る
い
は
使
う
見
込
み
の
な
く
な
っ
た

日
か
ら
五
年
間
で
す
の
で

忘
れ
す
に
早
目
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
印
紙
税
の
か
か

る
文
書
は
二
十
五
種
類
に

区
分
し
て
あ
り
、
同
じ
文

書
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
文

森尻富雄

（南大島）

1
1

明
和
中
学
校

1
1

公社電話加入数

川俣局 1,608 台

館林局 320 台

10軒に 9 台の割合

で加入してある。

公衆電話 30台

S 50.12. 20現在

®
霰
①
＠

⑱
拳
®
⑳

今
年
の
明
和
中
学
校
卒
業
生
の

内
、
高
校
に
進
学
し
た
者
は
男
五

十
九
名
、
女
六
十
一
名
で
実
に
進

学
率
は
九
十
八
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
進
学
校
別
に
み
る
と
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
公
立
高
等
学
校
入
学
者
数

館
林
高
校
十
七
名

館
林
女
子
高
校
十
八
名

板
倉
高
校
十
五
名

大
泉
高
校
二
十
五
名

羽
生
実
業
高
校
八
名

太
田
工
業
高
校
六
名

太
田
女
子
高
校
三
名

足
利
女
子
高
校
一
名

桐
生
工
業
高
校
一
名

西
邑
楽
高
校
二
名

◎
私
立
高
等
学
校
入
学
者
数

関
東
学
園
高
校
十
一
名

足
利
学
園
高
校
三
名

足
工
大
附
属
高
校
三
名

足
利
女
子
専
門
学
校
七
名

書
に
書
か
れ
た
金
額
に
よ
っ
て
、
印

紙
を
は
る
必
要
か
な
い
も
の
と
か
、

は
る
印
紙
の
金
額
か
違
う
も
の
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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1 年間の寿学級学習内容
No. 開催日 学習内容 講師名

高令者教室について
県社教主事

1 4 24 他町村の状況、説明、
中西武

打合せ、組織つくり

2 5 7 
交通安全について 館林笞察署

（講義、映画） 木内巡査部長

3 5 27 朝顔栽培について 館林市立第六小学

校教頭 栗原英夫

遺産相続と贈与につ 月'I 橋地方法務局太

4 6 30 しヽて 田支局長石坂次男

明る＜正しい選挙の 県選挙管理委

意義について 員会下山博

現代の義務教育につ 明和村西小学校長

5 7 14 
いて 関口徳市

（講義、施設見学） 明和村西小学校教

頭岩田光太郎

6 9 22 
老後の生きがいにつ 前県社会教育課長

いて 戸所文太郎

民謡踊りについて 明和村民謡会

7 10 24 （炭坑節、日光和楽 長

音頭） 坂上千枝子

開発に伴う地域社会 大幸化成 KK

8 11 29 の変化について 丸新フェルト

（村内企業見学） KK  

, 12 24 入浴の効用
医師竹越功

（年寄の一番湯）

10 1 27 
老人と家庭について 安中市教育委

員 磯貝三郎

11 2 25 
有り難いお話し 沼田市長寿園

（生きる事の難しさ） 住服設丸岡単騒手

老人学級の現状と今 県社教主事

12 3 17 
後の課題 中西武

閉講式（修了証書授 教育長

与、反省会） 三田惣三郎

式

級

報

風
の
お
だ
や
か
な
あ
る
日
‘
近

所
の
子
供
達
を
連
れ
て
、
利
根
川

の
堤
に
行
っ
て
み
る
と
‘
昔
は
‘

日
々
の
生
活
の
大
切
な
足
で
あ
っ

た
渡
し
船
が
、
春
霞
に
ゆ
ら
ゆ
ら

と
動
い
て
い
た
の
は
な
ん
と
も
風

情
か
あ
り
身
も
心
も
洗
い
清
め
ら

れ
る
思
い
で
し
た
。

今
は
櫓
に
変
わ
っ
て
エ
ン
ジ
ン

か
、
ま
た
、
近
く
に
は
東
北
自
動

車
道
の
鉄
橋
か
あ
り
、
今
や
な
ん

と
も
近
代
的
な
ポ
ン
ポ
ン
船
か
‘

◄

身
体
検
査
を
す
る
園
児

こ
と
ぶ
き
学
級
の
本
年
度
の
終
了

式
か
三
月
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
ぶ
き
学
級
は
老
人
か
幸

せ
に
な
る
か
、
不
幸
に
な
る
か
、
そ

れ
は
老
人
自
ら
の
心
の
持
ち
方
で
決

め し＼ わ

内山利子

（中谷）

昭和51年 4 月 10 日

►

代
表
し
て
修
了
証
書

を
受
け
る
福
田
さ
ん

「
保
育
園
で
の
勉
強
の
方
法
、
園
児
の

家
庭
で
の
指
導
な
ど
」
に
つ
い
て
、

巨
大
な
鉄
橋
の
下
を
往
来
し
て
い

る
。
県
営
て
無
料
だ
と
の
こ
と
‘

せ
ち
か
ら
い
世
に
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。
一
度
は
ぜ
ひ
乗
っ
て
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。
利
根
の
川
風

も
一
味
ち
か
う
で
し
ょ
う
。

あ
ぜ
道
で
枯
れ
た
草
む
ら
に
蔽

え
る
よ
う
な
み
ど
り
の
セ
リ
を
見

つ
け
、
う
れ
し
さ
に
か
ら
れ
ま
し

こ
。t
 その

セ
リ
を
都
会
の
知
人
に
届

け
た
ら
「
お
金
で
は
買
え
な
い
品

を
く
だ
さ
っ
て
」
と
便
り
か
来
ま

し
た
。ま

だ
ま
だ
我
か
村
は
、
毎
日
の

生
活
の
中
で
心
の
ゆ
と
り
と
よ
ろ

こ
び
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。
そ
ん

な
我
か
村
か
大
好
き
だ
。

我
が
村
を
語
る
3
0行

ま
り
、
経
済
‘
不
安
、
病
苦
、
能
力

低
下
な
ど
あ
ら
ゆ
る
悪
条
件
に
め
げ

す
あ
く
ま
で
向
上
を
目
指
し
て
生
き

よ
う
と
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
中
西
武
さ
ん
（
県
社
教

主
事
）
か
＂
老
人
学
級
の
現
状
と
今

後
の
課
題
“
に
つ
い
て
講
演
し
た
の

ち
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
学
級
長
の
福
田
峯
次
さ
ん
か

代
表
し
て
、
三
田
教
育
長
か
ら
修
了

証
書
か
渡
さ
れ
式
を
終
え
ま
し
た
。

最
近
、
作
物
に
い
ろ
い
ろ

な
障
害
か
数
多
く
見
ら
れ
、

作
柄
不
安
定
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
田
畑
に
還
元
さ
れ

る
有
機
質
の
減
少
に
伴
い
、

無
機
質
の
化
学
肥
料
の
多
用

に
あ
り
、
土
の
健
康
状
態
は

か
な
り
悪
化
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
自
分
の
田
畑
や
床

土
に
つ
い
て
不
安
を
お
持
ち

の
方
は
、
健
全
な
作
物
を
育

て
る
た
め
に
も
‘
土
壌
分
析

診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

麟
昌
買
]

保
育
園
の

四
月
か
ら
新
し
く
保
育
園
に
入
園

す
る
園
児
の
一
日
入
園
か
八
日
、
九

日
、
十
日
と
三
地
区
に
分
け
て
保
育

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
度
東
保
育
園
か
新
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
申
込
者
は
全
員
入
圏
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
は
二
百
七

十
九
名
の
園
児
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
入
園
児
は
、
お
母
さ
ん
に

付
き
添
わ
れ
て
保
育
園
に
緊
張
ぎ
み

で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

身
長
、
体
重
、
胸
囲
の
測
定
、
園

服
な
ど
の
園
用
品
を
注
文
し
た
あ
と

お
母
さ
ん
方
に
は
園
長
先
生
か
ら
、 ＊土壌が分析されるまで

深さ 15cm位のとこ
ろから最底ニカ所 l • 
土壌をとる。

乾いたらよ〈まぜ
約コップー杯位の I • 
量をとる。

ビニールなどに入
れて農協へ持って
行く。

館林農業改良普及
所で毎月 8 日 26 日
土壌分析する。

結果報告

助言

土
壌
分
析
診
断
を
受
け
て
は

お
た
く
の
土
壌
は
大
丈
夫
？

指導

欲
し
が
っ
て
い
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
は
母
乳
を

お
話
し
か
あ
り
、
ま
た
、
入
園
児
に

は
、
歌
や
紙
し
ば
い
な
ど
を
行
っ
て

一
日
入
園
を
終
え
ま
し
た
。

母
乳
を
飲
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
は

人
間
か
、
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て

。
る
た
め
の
ご
く
人
間
的
な
行
為
で
す
。

す
母
乳
に
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
利
点

で斗
が
あ
り
ま
す
。

米無
日
病
気
に
対
す
る
免
疫
抗
体
か
あ
る

ー
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
か
病
気
に
か
か
り

+ 
斗
に
く
く
、
死
亡
率
も
低
い
。

金米

ロ
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
な
り
に
く
い
。

曰
肌
を
接
し
て
母
親
の
心
が
通
い
、

精
神
、
情
緒
発
達
が
よ
い
。

図
栄
養
成
分
の
組
成
か
理
想
的
。

国
産
後
の
回
復
か
早
く
、
母
親
の
健

康
に
も
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
人
工
乳
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
優
れ
た
も
の
を
持
っ
て

い
ま
す
。

母
乳
は
、
お
母
さ
ん
だ
け
し
か
与

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
母

乳
育
児
の
大
切
さ
を
お
母
さ
ん
方
か

再
認
識
し
「
赤
ち
ゃ
ん
は
、
母
乳
で

育
て
る
」
と
い
う
強
い
心
構
え
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
か
生
れ
た
ら
、
約
六
週

間
ま
で
は
母
乳
の
み
で
育
て
、
三
カ

月
ま
で
は
、
で
き
る
だ
け
母
乳
の
み

で
育
て
ま
し
ょ
う
。
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►

お
遊
戯
会

三
月
六
日
、
東
幼
稚
園

で
は
、
ひ
な
祭
を
か
ね
だ

卒
園
お
遊
戯
会
を
行
い
ま

し
な園

児
が
雛
に
扮
し
、
雛

段
に
並
ぶ
と
参
観
に
来
て

い
た
父
兄
が
あ
ま
り
の
美

し
さ
に
留
息
を
つ
く
ば
か

り
で
し
だ
6

こ
の
あ
と
歌
や
お
遊
戯

を
し
て
幼
稚
園
生
活
の
最

後
を
飾
り
ま
し
だ
6

国
民
年
金
の
保
険
料
を
も
う
納
め

ら
れ
ま
し
た
か
。
一
月
、
二
月
、
三

月
分
の
保
険
料
は
四
月
三
十
日
か
最

:x>

納
め
ま
し
た
か

保
険
料
を

父
兄
が
見
守
る
中

l
l
l
月
二

十
三
日
両
保
育
園
で
卒
園
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
6

こ
の
日
中
央
保
育
園
で
は

六
十
五
人
、
西
保
育
園
で
は

四
十
七
人
が
卒
園
さ
れ
ま
し

こ
。f
 園児

は
胸
に
か
わ
い
い
リ

ポ
ン
を
つ
け
、
園
長
先
生
の

「
皆
さ
ん
、
運
動
会
や
七
夕

祭
や
遠
足
の
こ
と
を
お
ぼ
え

て
い
ま
す
か
、
幼
稚
園
に
入

園
し
た
ら
、
も
っ
と
も
っ
と

良
い
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
●
」

と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、

卒
園
証
書
を
渡
し
、
修
了
の

歌
で
式
を
終
え
ま
し
た
。

『
ヽ
．
，
．
‘
．
"
i

' 

終
の
納
付
期
限
で
す
。

昨
年
の
四
月
分
か
ら
十
二
月
分
ま

で
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
人

◄

校
門
を
出
る
卒
業
生

も
、
四
月
三
十
日
ま
で
は
役
場
に
納

め
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

四
月
三
十
日
を
過
ぎ
ま
す
と
役
場

に
納
め
る
こ
と
か
で
き
な
く
、
直
接

社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
大
変
手
数
か
か
か

り
ま
す
。

保
険
料
を
何
力
月
も
納
め
忘
れ
ま

す
と
、
金
額
か
大
き
く
な
っ
て
、
一

度
に
納
め
に
く
く
な
る
も
の
で
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
ま
せ
ん
と
不
測
の
事
故
に
あ

っ
た
と
き
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な

ど
か
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

中
学
校
（
校
長
・
江
森
久
雄
）
の

卒
業
式
は
三
月
十
六
日
に
行
わ
れ
、

百
十
三
名
か
母
校
を
巣
立
っ
て
行
き

ま
し
た
。

す
。
事
故
や
災
害
に
あ
っ
て
か
ら
、

あ
わ
て
て
納
め
て
も
間
に
あ
い
ま
せ

ん
。納

め
忘
れ
の
保
険
料
か
な
い
か
ど

う
か
も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

納
め
た
つ
も
り
で
も
実
は
納
め
忘
れ

か
あ
っ
た
と
い
う
例
か
意
外
に
多
い

も
の
で
す
。

な
お
所
得
か
な
く
て
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
人
は
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
役
場
住

民
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

明
中
を
巣
立

父
兄
や
来
賓
が
見
守
る
な
か
、
校

長
先
生
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業
証
書

か
授
与
さ
れ
「
卒
業
は
こ
れ
か
ら
の

第
一
歩
で
、
今
ま
で
習
い
覚
え
た
こ

と
は
、
い
わ
ば
基
礎
で
、
そ
の
上
に

作
る
の
は
み
な
さ
ん
の
努
力
で
す
。

ぜ
ひ
、
立
派
な
人
に
な
っ
て
、
く
だ

さ
い
。
」
と
式
辞
を
の
べ
ま
し
た
。

ほ
た
る
の
光
の
斉
唱
の
こ
ろ
に
な

る
と
女
生
徒
の
あ
い
だ
に
は
、
ハ
ン

カ
チ
で
目
頭
を
お
さ
え
る
光
景
も
あ

ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
父
兄
や
在
校
生
の
拍
手
に

送
ら
れ
式
場
を
退
場
し
、
こ
の
あ
と

柿
と
桜
の
記
念
樹
を
も
ら
い
、
先
生

在
校
生
、
父
兄
が
両
側
に
な
ら
ぶ
中

を
拍
手
で
見
送
ら
れ
、
「
元
気
で
や
れ

ょ
」
「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
い
う
言
葉

か
飛
び
か
う
中
、
母
校
を
去
っ
て
行

き
ま
し
た
。

11111 

希
望
に
躍
り

つ

11111 
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東
毛
林
間
学
校
を

利
用
し

東
毛
林
間
学
校
は
、
赤
城
山
頂
大

沼
湖
畔
の
自
然
に
か
こ
ま
れ
た
好
環

境
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
林
間
学
校
は
、
東
毛
地
域
の

九
市
町
村
が
共
同
で
建
設
し
た
も
の

で
、
東
毛
の
人
々
に
赤
城
の
大
自
然

の
中
で
学
習
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
大
い
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
の
も
の
で
す
。

校
内
の
諸
設
備
な
ど
も
昭
和
四
十

七
年
の
開
校
以
来
、
年
ご
と
に
拡
充

整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
‘
き

っ
と
楽
し
い
集
団
生
活
の
喜
び
を
満

て

は

喫
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま

す
の
で
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
年
度
に
お
け
る
一
般
の
方
の
ご

利
用
は
、
圏
域
内
の
各
中
学
校
か
入

校
す
る
日
程
以
外
と
な
り
ま
す
の
で

い
ま
か
ら
早
目
に
計
画
し
て
、
村
の

教
育
委
員
会
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
不
明
な
点
は
左
記
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

館
林
市
役
所
内
、
東
毛
広
域
市
町

村
圏
事
務
局
電
話

1
1

館
林
（
二
）

四
―
―
―

ナ
ス
の
出
荷
か
最
盛
期
を
迎
え
大
忙
し
の
毎
日
。

こ
れ
は
ハ
ウ
ス
ナ
ス
の
話
で
す
か
。

南
大
島
の

久
保
口
明
さ

ん
の
ハ
ウ
ス

内
は
高
さ
七

+
c
m
の
木
に

枝
も
た
わ
わ

に
高
級
ナ
ス

が
い
っ
ぱ
い
。

四
年
前
か

ら
ナ
ス
の
ハ

ウ
ス
栽
培
を

始
め
、
今
年

は
二
月
一
日

大
盛
況
に
終
る

児
童
手
当
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

植
木
即
売
会

総
ガ
ラ
ス
張
り
ハ
ウ
ス
完
成

に
初
切
り
を
し
て
一
日
お
き
に
館
林

市
の
集
送
セ
ン
タ
ー
ヘ
出
荷
し
て
い

ま
す
。

久
保
口
さ
ん
は
「
加
温
す
ぎ
る
と

木
か
育
ち
す
ぎ
て
実
か
な
ら
な
く
な

リ
、
木
を
一
本
一
本
つ
る
し
た
り
、

ナ
ス
を
切
り
取
る
の
も
大
変
で
す
し

二
月
か
ら
六
月
ま
で
出
荷
す
る
の
で

キ
ン
キ
ラ
キ
ン
の

千
津
井
花
升
園
芸
組
合
（
野
本
久

雄
組
合
長
）
は
‘
こ
れ
か
ら
シ
ク
ラ

メ
ン
‘
ラ
ン
に
良
い
花
を
咲
か
せ
る

最
近
失
わ
れ
て
い
く
緑
を
求
め
て

庭
園
樹
、
街
路
樹
、
鉢
物
な
ど
の
需

要
が
高
ま
る
事
を
予
想
し
て
、
我
々

で
生
産
し
、
販
売
し
よ
う
と
、
四
十

八
年
に
発
足
し
た
植
木
生
産
組
合
か

当
時
購
入
し
た
苗
木
か
り
っ
ぱ
に
育

っ
た
の
で
、
こ
の
は
ど
三
月
十
八
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
商
工
会
館
で
即

苦
労
の
毎
日
で
す
よ
。
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
内
に
い
る
と
、
全
く
季
節

感
が
な
く
な
り
、
最
近
の
野
菜
は
‘

暖
房
の
た
め
加
温
す
る
石
油
を
食
べ

て
い
る
よ
う
だ
と
感
じ
な
か
ら
取
材

を
終
え
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

の
は
、
ま
ず
良
い
苗
を
作
る
の
か
大

切
で
あ
る
と
し
て
‘
千
津
井
地
内
に

ガ
ラ
ス
張
り
の
協
同
育
苗
ハ
ウ
ス
を

約
三
千
二
百
万
円
か
け
て
四
カ
所
作

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
良
い
苗
を
作
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
自
分
の
施
設
か
フ
ル

に
使
え
る
こ
と
や
‘
協
同
し
て
行
う

の
で
燃
料
や
労
働
が
か
か
ら
な
い
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
か
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
キ
ラ
キ
ラ
と
夕
陽
に

映
え
る
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
か
見
ら
れ
、

そ
の
中
で
は
、
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
色

の
シ
ク
ラ
メ
ン
‘
ラ
ン
の
花
か
咲
き

競
う
で
し
ょ
う
。

売
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
村
内
の
人

は
む
ろ
ん
の
事
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ

ー
や
最
近
世
帯
を
持
っ
た
と
思
わ
れ

る
若
い
カ
ッ
プ
ル
か
庭
木
を
買
っ
て

行
く
姿
か
多
く
大
成
功
に
終
り
ま
し

こ
。t
 和田

実
会
長
（
江
黒
）
は
「
初
め

は
赤
字
覚
悟
で
や
っ
た
か
予
想
に
反

し
て
多
く
販
売
で
き
た
の
で
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
販
売
に
つ
い
て

は
‘
お
お
よ
そ
の
目
安
か
で
き
た
の

で
‘
こ
れ
か
ら
は
春
、
秋
の
年
二
回

こ
の
よ
う
な
即
売
会
を
や
っ
て
行
き

た
い
。
」
と
語
っ
て
く
れ
、
ま
た
、
庭

木
を
買
っ
て
い
か
れ
た
若
い
カ
ソ
。
フ

ル
は
「
確
か
に
値
段
は
安
い
で
す
ね

し
い
て
い
え
ば
‘
も
う
少
し
種
類
と

数
を
多
く
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

児
童
手
当
制
度
は
児
童
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生
活

の
安
定
と
次
代
を
に
な
う
児
童
の
健

全
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
を
は
か

る
こ
と
か
目
的
で
す
。
児
童
手
当
は

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
支
給
さ

れ
ま
す
。

-
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

二
、
十
八
オ
未
満
の
児
童
を
三
人
以

上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
人

以
上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で

あ
る
こ
と
。

三
、
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
か
一
定

の
額
（
た
と
え
は
給
与
所
得
者
に
つ

い
て
は
‘
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
四

百
五
十
万
円
）
に
満
た
な
い
こ
と
。

こ
の
児
童
手
当
は
各
種
の
福
祉
年

金
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
け
て

い
る
人
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
村
長
に
認
定
請
求
書
を
提
出

し
、
そ
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

支
給
額
は
、
三
人
以
上
の
児
童
の

う
ち
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
以
降

て
あ
る
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
一

人
に
つ
き
月
五
千
円
か
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

51 年度交通災害共済加入状況

部落名 人 ロ 加入者数 加入率 順位

斗合田 411 人 388 人 94 40% 1 (1) 

下江黒 349 328 93 98 2 (2) 

上江黒 514 430 83 66 10(8) 

千津井 579 518 89.46 4 (4) 

江 ロ 633 528 83.41 11 (11) 

田 烏 509 456 89.59 3 (5) 

南大馬 1,228 1,010 82 25 12(13) 

新里 721 543 75 31 14(10) 

中 ベロ 549 386 70.31 16(16) 

梅原 793 590 74.40 15(14) 

JII 俣 432 375 86.81 5 (3) 

須賀 420 362 86 19 7 (7) 

大輪 937 790 84 31 9 (12) 

入ケ谷 137 112 81. 75 13(15) 

矢島 653 554 84.84 8 (6) 

大佐貫 573 495 86.39 6 (9) 

合計 9,438 人 7,865 人 83. 33% 

）内は昨年順位
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戸
籍
手
数
料
令
の
改
正
に
伴
い
、
五
月
一
日
か
ら

次
の
と
お
り
戸
籍
謄
抄
本
等
の
手
数
料
か
改
訂
さ
れ

ま
す
。

謄記
載
事
項
証
明

記
載
事
項
証
明

な
お
、
村
条
例
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
（
住
民
票

の
写
、
印
か
ん
証
明
、
転
出
証
明
、
そ
の
他
諸
証
明
等
）

に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

ゴ
ミ
や

最
近
、
著
し
い
住
宅
の
建
設
に

伴
い
住
宅
か
ら
の
家
庭
排
水
に
よ

り
農
業
用
水
路
が
著
し
く
汚
染
さ

れ
て
い
ま
す
。

村
内
の
水
路
は
す
べ
て
農
業
用

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
現
状
で

あ
り
放
流
先
を
不
潔
に
し
て
お
く

た
め
農
家
か
ら
の
苦
情
か
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
み
て
も
都
市
化
に
つ

れ
て
増
加
し
て
お
り
首
都
圏
、
中

部
圏
か
ら
、
米
ど
こ
ろ
の
東
北
、

北
海
道
に
も
広
か
り
実
際
に
相
当

の
被
害
も
出
て
い
ま
す
。

冬
期
の
渇
水
期
に
は
、

残
飯
な
ど
が
直
接
放
流
さ
れ
て
い
る

為
水
路
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
悪
臭
な

ど
の
発
生
源
に
も
な
っ
て
お
り
、
堀

ざ
ら
い
の
時
な
ど
も
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。
特
々
何
軒
も
か
た
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
す
ぐ
に
水
路
は

汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

各
家
庭
で
水
路
に
放
流
す
る
場
合

に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
又
は
汚
水
桝
を
つ

け
て
ゴ
ミ
や
残
飯
な
ど
を
取
り
除
い

て
か
ら
上
水
だ
け
を
流
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

放
流
先
の
水
路
は
常
々
掃
除
を
し
、

清
潔
に
し
て
農
業
用
水
路
と
し
て
の

機
能
を
損
わ
な
い
よ
う
に
し
て
住
み

か
ん
き
ょ
う
ー
⑤

家
庭
排
水
に
つ
い
て

汚水浄化桝I( h し（は企画開発渥まで 1

吊二しき') 1杖

nーしき＇）板

,,スケット

”二沈水ロ

”―流＊ロ

戸籍の手数料が改訂
＝謄本・抄本•閲覧等＝

除
籍

閲

覧

抄

本

謄

本

一
通
（
一
戸
籍
全
部
）
三
百
円

（
現
行
一
枚
に
つ
き
七
十
円
）

一
通
（
一
部
）
三
百
円

（
現
行
一
枚
に
つ
き
七
十
円
）

一
件
二
百
円
（
現
行
一
件
七
十
円
）

一
戸
籍
二
百
円

（
現
行
一
戸
籍
七
十
円
）

閲

覧

戸
籍

オ少

本 本

一
通
（
一
戸
籍
全
部
）
二
百
円

（
現
行
一
枚
に
つ
き
七
十
円
）

一
通
（
一
部
）
二
百
円

（
現
行
一
枚
に
つ
き
七
十
円
）

一
件
百
円（
現
行
一
件
七
十
円
）

一
戸
籍
百
円

（
現
行
一
戸
籍
七
十
円
）

教
職
員
の
人
事
異
動
か
四
月
一
日

付
で
行
わ
れ
た
か
、
本
村
関
係
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▼
退
職
0

明
中
小
島
節
子
大
金

静
江
0

西
小
岩
田
光
太
郎

▼
転
出
〇
板
倉
東
小
教
頭
小
野
田

勇
（
東
小
教
頭
）
〇
館
林
六
小
渡

辺
和
夫
（
西
小
）

0

佐
波
東
中
石

田
信
子
（
西
小
）
0

大
泉
北
中
大

根
田
真
夫
（
明
中
）

▼
転
入
0

東
小
教
頭
中
西
武
（
社

教
主
事
）
0

西
小
教
頭
吉
永
正
一

（
千
代
田
東
小
）
0

西
小
真
仲
美

智
子
（
大
泉
北
中
）

0

明
中
宇
治

川
哲
也
（
館
林
一
中
）

0

田
代
す
み

江
（
板
倉
中
）
0

野
村
八
千
代
（
館

林
六
小
）

よ
い
生
活
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
住
宅
な
ど
を
建

設
す
る
場
合
は
必
ず
汚
水
桝
等
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
図
の
よ
う
な
汚
水
浄
化

桝
か
効
果
的
で
す
。

▼
転
補
0

西
小
岡
田
智
江
（
明
中
）

▼
新
採
用
0

東
小
橋
本
嘉
子

な
お
（
）
内
は
前
任
校
で
す
。

文
芸
欄

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

白
魚
の
手
に
は
あ
ら
ね
ど
あ
か
切
れ

し
ま
ゆ

の
こ
の
指
い
と
し
終
ひ
湯
に
沈
む

中
島
あ
い
子

石
田
三
成
水
政
め
の
地
は
草
枯
れ
て

も
み
ぢ
の
樹
々
の
雫
を
落
と
す

坂
上
干
枝
子

ビ
ロ
ー
ド
の
肌
合
に
生
ぶ
毛
も
つ
猫

柳
朝
の
光
り
に
あ
や
し
む
ら
さ
き

富
塚
富
江

点
滴
か
よ
う
や
く
と
れ
て
看
護
も
か

よ
い
に
と
漸
く
仕
事
に
疲
れ
を
感
す

細
田
武
子

茜
さ
す
裸
木
の
秀
梢
き
さ
ら
ぎ
の
春

め
け
る
か
に
仰
ぐ
季
の
い
ろ両

安
ふ
み

樫
の
木
の
下
の
み
濡
れ
ず
雨
ふ
れ
り

タ
ベ
ひ
そ
け
し
厨
の
戸
を
閉
む

高
橋
正
枝

陽
を
受
け
し
ギ
ャ
マ
ン
皿
の
う
す
氷

凝
視
つ
切
な
し
物
言
ひ
し
ゅ
ぇ

滝
口
た
け

（
米
月
も
短
歌
て
す
）

□[
]
ロ
ー

l

t
t
／

□口L
]

,
f
t
]
采
]
[
]
:
]
I
J

B
[
°
の
一

固
定
資
産
課
税
妊
婦
検
診

1
5日
（
第
三
木
曜
日
）

台
帳
の
縦
覧
育
児
相
談

2
2日
（
第
四
木
曜
日
）

い
す
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
受
付

市
町
村
は
毎
年
一
回
固
定
資
産
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
の
て
自
て
て
す
。
一

今
月
の
納
め

分
の
財
産
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

縦
覧
は
四
月
十
日
か
ら
三
十
日

ま
で
役
場
税
務
課
で
、
午
前
九
時
今
月
の
納
め
は
、
軽
自
動
車
税
一

か
ら
十
二
時
ま
て
行
い
ま
す
。
有
線
放
送
使
用
料
及
ぴ
水
道
使
用
一

（
た
た

X
Lい
い
口
を
い
く
）
科
て
い
]
口
納
入
日
一

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

▼
日
時
四
月
十
五
日
‘
五
月
十
二
十
八
日
東
部
児
童
館
一

三
日
い
す
れ
も
午
前
十
時
か
ら
＂
斗
合
田
薬
王
寺

午
後
三
時
ま
て
三
十
日
明
和
農
協
第
一
―

▼
場
所
館
林
市
役
所

1
1

矢
島
公
民
館

』

T

日

·
·
T

．
日
・
・
・
・
・
・
・

T
·
·
·
·
·

教
職
員
の

人
事
異
動

役場人事異動 4 月 1 日付
( ）内は前職

保 健

公
し
々

柿沼 清吉（水道課）

小田木邦夫（経済課）

鯉沼 三郎（新採用）

鈴木早苗( II ) 

泉田澄子( II ) 

始沢紅子（総務課）

多田紀美江（税務課）

小平 健一（新採用）

係長心得酒井 清（経済課）

島田 欣重（新採用.)

坂村滋子（出納）

上野 幸子（住民課）

係長 田口 辰（出納）

調理人谷津照子（新採用）

退職 小『1 マン（調理人）

園長 石村よつ（中央保）

保母 大沢妙子(II)

II 野本静子( II ) 

II 内山 玲子（新採用）

', 張谷佐知子（西保）

調理士大津 タマ（新採用）

公仕 松岡ミヨ（ II)

園長 久保庭ヨシミ( II ) 

保母 木村涼子（西保）

II 谷津 弘子（新採用）

/, 金子春江( II ) 

調理士藤倉幸子（西保）

保母 大谷初江（新採用）

調理士始沢芳江( II ) 

◎係の組職か変わリました。

庶務管理係か庶務財政係に
（係長 奈良英世）

財政係か消防交通係に（係長 藤野

有線放送係か広報係に（係長 島田

水道課か建設課に水道係として蝙入

（係長青山清）

務

課長

一係長
課

課

住
出

民 課
納 係長

税
経
務
済
課
課

農業共済課

建設課

教育委員会

東保育園

中央保育園

西保育園

係長

繁）

守）
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五
日
の
こ
ど
も
の
日
は
‘
こ
ど
も

の
人
格
を
重
ん
じ
‘
こ
ど
も
の
幸
福

を
は
か
る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す

る
日
で
す
。

五
月
人
形
の
金
太
郎
の
よ
う
に
目

の
パ
ッ
チ
リ
し
た
か
わ
い
い
初
孫
の

た
め
に
庭
に
柱
を
立
て
た
お
じ
い
ち

ゃ
ん
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
も
‘
菖
蒲

（
し
ょ
う
ぶ
）
の
葉
を
切
っ
て
、
ニ

人
で
お
風
呂
に
入
り
‘
我
か
子
の
成

長
を
肌
で
感
じ
た
事
も
あ
っ
た
で
し

よ
、
つ
。

須
賀
の
荒
川
さ
ん
宅
で
は
、
今
日

は
、
初
孫
の
た
め
に
‘
お
じ
い
ち
ゃ

ん
か
始
め
て
コ
イ
ノ
ボ
リ
を
掲
げ
て

や
る
日
。

「
貴
光
／
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
あ
げ
て

や
る
か
ら
良
く
見
て
ろ
」
と
言
う
の

を
合
図
か
の
よ
う
に
、
コ
イ
は
す
る

す
る
と
大
空
へ
…
…
…
。

青
空
に
な
び
く
、
コ
イ
ノ
ボ
リ
を

見
る
と
両
親
は
も
と
よ
り
‘
だ
れ
も

か
こ
ど
も
た
ち
か
い
つ
も
健
康
で
、

幸
福
に
育
つ
よ
う
に
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

5

1

0
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第 1

発行所

編集

印刷所

（須賀の荒川好ーさん宅にて）

7 6 号
明和村役場

総務課

広報係
小林印刷所

元気に育て

課
長
奮
戦
記

地
域
住
民
と
の
直
接
結
び
つ
き

の
あ
る
窓
口
事
務
と
住
民
福
祉
の

事
務
を
処
理
し
て
お
り
住
民
に
対

す
る
接
偶
と
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
毎
日
は
げ
ん
で
い
る
の

か
住
民
課
で
す
。

村
長
も
本
年
の
重
点
目
標
に
福

祉
の
向
上
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
の

で
我
々
も
こ
れ
か
ら
増
々
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。新

年
早
々
本
年
度
の
保
育
園
の

入
所
希
望
申
請
を
と
り
ま
と
め
た

と
こ
ろ
二
百
七
十
九
人
の
入
園
希

望
か
あ
り
定
員
を
三
十
八
名
も
オ

ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

早
速
、
手
分
け
し
て
全
家
庭
の

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ

ろ
か
共
稼
ぎ
の
家
庭
か
多
く
、
夜

の
調
査
と
な
っ
た
り
、
四
・
五
回

訪
問
し
て
も
逢
え
な
い
家
庭
も
あ

り
、
大
変
苦
労
し
た
。
そ
の
調
査

も
よ
う
や
く
終
っ
た
頃
；
希
望
者

全
員
を
入
所
さ
せ
よ
I
.
“
と
父
兄
～

か
ら
の
強
い
要
望
か
あ
り
、
全
貝
一一一

入
所
と
決
定
し
た
の
で
、
我
々
の

実
態
調
査
は
結
果
的
に
は
無
意
味
一

～
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
我
々
が
）

一

訪
問
し
て
母
親
の
幼
児
教
育
の
熱
一

心
さ
に
、
お
ど
ろ
く
と
同
時
に
‘
.
­

一

母
親
達
か
ら
の
生
の
声
が
聞
け
た
（

事
は
本
当
に
よ
い
勉
強
に
な
り
‘
-

一

幼
児
教
育
を
推
進
し
て
行
く
う
え
）

で
、
よ
り
一
層
張
り
が
出
て
来
た
一
ｭ̂r
 

住
民
課
長

源
下
恒
男



J
 昭和51年 5 月 10 日 広

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
な
い

村
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産

選
挙
管
理
委
員
会
（
定
数
四
名
）

の
委
員
が
四
月
二
十
六
日
で
、
任
期

満
了
と
な
り
四
月
二
十
三
日
に
行
わ

れ
た
臨
時
議
会
で
選
挙
し
た
結
果
、

青
山
喜
市
郎
さ
ん
、
坂
上
長
吉
さ
ん

田
口
栄
良
さ
ん
が
再
選
さ
れ
、
新
た

に
千
津
井
の
籾
山
幸
一
さ
ん
（
五
十

九
歳
）
か
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
の
補
充
貝
と
し
て
、

石
崎
佐
平
さ
ん
（
矢
島
）
鯉
沼
実
さ

ん
（
川
俣
）
森
田
芳
郎
さ
ん
（
上
江

黒
）
福
島
明
さ
ん
（
南
大
島
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
な
ど
の
任
期
は
、
昭

和
五
十
五
年
四
月
二
十
六
日
ま
で
で

す
。

④
村
税
条
例
の
一
部
改
正

※軽自動車税（り認晨雷門麟胃謬悶詮‘く）

報 め

車 種
区 分 改正案 現 イヽ~丁一

原自 50cc.以下のもの 650 円 500 円

動転 50c.c を超え 90 c.c以下のもの 1,000 800 機

付車 90c.c を超え 125cc以下のもの 1,300 1,000 

二輪のもの（側車付を含む） 2,000 1,500 

i 
三輪のもの 2,600 2, 0 0 0 

りは 乗用
営業用 5, 2 0 0 

4, 5 0 0 
及 自家用 5, 9 0 0 
び
小 の

貨物車
営業用 2, 9 0 0 

型 も 2, 5 0 0 

i 車
の 自家用 3 1 30 0 

専ら雪上を走行するもの 2,000 

恥殊小車自 農刈耕取作脱業穀用作業自動用車自動及車び 1,300 1,000 

その他のもの 3, 9 0 0 3,000 

二輪の小型自動車 3, 3 0 0 2, 5 0 0 

し＼

④
選
挙
管
理
委
員

四
名
決
ま
る

わ

〔
主
な
議
案
の
内
容
〕

税
か
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
村
民
税

昭
和
二
十
六
年
度
か
ら
据
え
置
か

れ
て
い
た
村
民
税
（
個
人
均
等
割
の

税
率
）
か
年
額
二
百
円
か
ら
七
百
円

第 旦·

臨時議会

第
二
回
臨
時
議
会
が
四
月
二
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
会
で
は
、
①
村
税
条
例
の
一
部
改
正
②
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
③
商
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改
正
®
選
挙
管
理
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
税
条
例
の

第 176号 (2) 

に
な
り
県
民
税
も
百
円
か
ら
三
百
円

に
な
り
ま
し
た
。

●
法
人
税

法
人
税
（
法
人
税
均
等
割
の
税
率
）

に
つ
い
て
も
、
資
本
の
金
額
、
ま
た

は
、
出
資
金
額
か
一
千
万
円
を
超
え

部
改
正
を
可
決

春
の
叙
勲
で
、
前
議
会
議
長
で

あ
っ
た
篠
原
弥
市
さ
ん
（
七
十
二

歳
）
は
、
地
方
自
治
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
に
よ
り
‘
勲
六
等
単

光
旭
日
章
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。

篠
原
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年

四
月
に
千
江
田
村
議
会
議
員
に
当

選
し
て
以
来
、
昭
和
四
十
六
年
八

月
ま
で
二
十
四
年
間
地
方
自
治
に

ひ
じ
ょ
う
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

一
億
円
以
下
の
法
人
は
四
千
円
が
一

万
二
千
円
に
な
り
、
一
千
万
円
以
下

の
法
人
は
二
千
四
百
円
か
七
千
二
百

円
に
な
り
ま
す
。

●
軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
税
率
か
上

表
の
よ
う
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
固
定
資
産
税

土
地
の
評
価
替
に
と
も
な
い
、
昭

和
五
十
一
年
度
か
ら
昭
和
五
十
三
年

度
ま
で
の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
負
担

調
整
措
置
か
行
わ
れ
、
前
年
度
価
格

に
対
し
て
、
一
、
二
倍
程
度
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。

④
商
業
設
備
資
金
融
資
条
例
の

一
部
改
正

村
内
の
中
小
企
業
者
に
商
業
振
興

を
図
る
た
め
、
融
資
す
る
限
度
額
か

い
ま
ま
で
は
、
一
商
店
当
り
五
百
万

円
だ
っ
た
が
、
七
百
万
円
に
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

特
に
昭
和
三
十
年
の
合
併
後
の
困

難
な
議
会
運
営
に
総
務
常
任
委
員
長

と
し
て
、
ひ
じ
ょ
う
に
努
力
を
重
ね

新
し
く
誕
生
し
た
明
和
村
の
た
め
に

貢
献
し
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
に
議

長
に
就
任
し
て
以
来
、
ま
す
ま
す
、

前
議
長
の
篠
原
弥
市
さ
ん

勲
六
等
単
光
旭
日
章
に
輝
く

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
す

手
腕
を
発
揮
さ
れ
‘
健
全
な
村
財
政
れ
ま
し
た
。

に
寄
与
す
べ
く
議
員
定
数
の
減
少
に
さ
ら
に
、
現
在
で
も
、
館
林
た

取
り
組
み
、
熱
意
と
統
率
力
で
四
人
ば
こ
販
売
協
同
組
合
理
事
長
と
し

の
減
員
を
実
現
し
た
り
、
教
育
施
設
て
、
組
合
員
の
販
売
施
設
の
近
代

の
整
備
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
網
化
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

の
整
備
な
ど
各
方
面
に
お
い
て
、
大

健
康
保
険
税
の
課
税
最
高
限
度
額

か
十
二
万
円
か
ら
十
五
万
円
と
な
り

さ
ら
に
税
率
の
改
正
を
し
、
所
得
割

を
三
・
三
％
か
ら
四
・
三
一
％
と
し

群
馬
県
警
察
本
部
で
は
四
月
一
日

か
ら
困
り
ご
と
相
談
の
た
め
の
テ
レ

ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
（
電
話
0
二
七
ニ
・

ツ
ー
ホ
ー
で
ハ
レ
．
、
レ

ニ
四
ー
八

0
八
0
)
を
開
設
し
ま
し

こ
。t
 この

テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
相
談

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

曰
一
般
防
犯
に
関
す
る
相
談

口
家
庭
内
の
紛
争
に
関
す
る
相
談

口
債
権
、
債
務
等
に
関
す
る
相
談

四
公
害
等
の
苦
請
に
関
す
る
相
談

I
I

困
り
ご
と
相
談

I
I

テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
開
設

④
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

き
く
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
五
月
か

ら
明
和
村
商
工
会
長
に
就
任
し
て

商
工
会
館
の
完
成
に
努
力
を
傾
む

け
る
と
と
も
に
‘
小
規
模
企
業
共

済
制
度
の
普
及
促
進
に
も
活
躍
さ

資
産
割
で
は
二
十
五
％
か
ら
三
十
一

％
と
し
、
被
保
険
者
均
等
割
は
一
人

当
り
三
千
七
百
円
か
ら
四
千
九
百
円

に
世
帯
別
平
等
割
は
一
世
帯
当
り
、

四
千
三
百
円
か
ら
五
千
六
百
円
に
引

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
諸
法
令
の
質
疑
に
関
す
る
相
談

因
少
年
に
関
す
る
相
談

団
そ
の
他
県
民
の
周
辺
に
あ
る
困
り

ご
と
や
悩
み
ご
と
の
相
談
等
で
す
。

受
付
時
間
は
平
日
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
土
曜
日

は
正
午
ま
で
）
で
す
か
ら
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
を
お
持
ち
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
。
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
に
つ

い
て
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。
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い
ま
せ
ん
か

皆
さ
ん
か
住
所
を
移
転
し
た
り
、
必
要
か
生
じ
た
場
合
に
は
次
の
と
お

あ
る
い
は
世
帯
を
変
更
し
た
り
す
る
り
‘
忘
れ
す
に
正
確
な
届
け
出
を
行

場
合
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
っ
て
く
だ
さ
い
。

づ
く
一
定
の
届
け
出
を
役
場
に
し
な
●
転
出
届

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
の
市
町
村
へ
住
所
を
移
す
（
転

こ
の
制
度
に
よ
る
届
け
出
は
、
住
出
）
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
転
出

民
の
権
利
と
利
益
を
守
る
た
め
の
基
届
を
し
て
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受

礎
と
な
る
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
あ
り
ま
す
。
●
転
入
届

ま
た
、
届
け
出
に
よ
っ
て
作
成
す
他
の
市
町
村
か
ら
住
所
を
移
し
た

る
住
民
基
本
台
脹
に
基
づ
き
住
民
票
（
転
入
）
場
合
は
、
そ
の
転
入
を
し

の
写
し
の
交
付
、
印
鑑
証
明
な
ど
は
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
転
入
届
を

も
と
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

者
証
の
交
付
や
小
・
中
学
校
の
就
学
●
転
居
届

通
知
等
あ
ら
ゆ
る
事
務
が
行
わ
れ
る
村
内
で
住
所
を
移
し
た
（
転
居
）

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
届
け
出
の
場
合
に
は
、
そ
の
転
居
を
し
た
日
か

お
年
玉
年
賀
は
が
き
で

一
等
が
当
た
る

江
口
の
柿
沼
行
男
君
（
小
学
五
年
ま
だ
、
お
年
玉
年
賀
は
か
き
を
調

生
）
の
お
年
玉
年
賀
は
か
き
に
み
ご
べ
て
な
い
方
は
調
べ
て
み
て
は
、
第

と
一
等
の
折
り
た
た
み
自
転
車
か
当
二
の
行
男
君
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

た
り
ま
し
た
。
ん
ょ
”
~
（
引
替
は
七
月
十
九
日
ま
で
）

こ
の
は
か
き
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

子
か
行
男
君
に
出
し
た
は
か
き
で
、

行
男
君
か
番
号
を
調
べ
て
い
る
う
ち

に
一
等
か
当
た
っ
て
い
る
事
に
気
づ

き
、
家
族
の
方
に
話
し
た
と
こ
ろ
半

信
半
疑
。
父
か
川
俣
局
に
持
っ
て
い

っ
た
か
局
で
も
開
局
以
来
の
出
来
事

に
大
祝
福
゜

行
男
君
は
早
速
自
転
車
を
手
に
し

た
か
、
「
本
当
は
二
等
の
腕
時
計
の
方

か
良
か
っ
た
。
」
と
ぜ
い
た
く
な
こ
と

を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

屋
出
書
忘
れ
て
は

オートバイの保有台数

50 cc以下 932 台

90 cc以下 475 台
125 cc以下 32 台
250 ·cc以下 24 台
250 cc以上 24 台
合計 1,487 台

10軒に約 7 台の割合

で保有している。
S5 1. 4.1現在

更
新
の
お
知
ら
せ

ら
十
四
日
以
内
に
転
居
届
を
し
な
け
成
か
変
更
し
た
場
合
に
は
そ
の
変
更

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
の
あ
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
世

●
世
帯
変
更
届
帯
主
変
更
届
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

世
帯
主
が
変
っ
た
り
、
世
帯
の
構
せ
ん
。

救
急
自
動
車
の

良
い
利
用
を

消
防
署
の
救
急
業
務
は
主
と
し
て
お
顆
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
者
を
病
院
に

搬
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
ま
す
が

こ
こ
数
年
来
救
急
車
の
利
用
か
漸
増

し
て
お
り
ま
す
。

消
防
署
は
皆
さ
ま
の
生
命
を
守
る

た
め
救
急
隊
員
は
文
字
通
り
救
急
の

要
請
に
応
え
る
た
め
日
夜
待
機
、
出

動
の
姿
勢
で
お
り
ま
す
か
、
な
か
に

は
‘
救
急
車
の
搬
送
は
必
要
は
な
い

と
思
わ
れ
る
軽
症
患
者
や
片
道
を
タ

ク
シ
ー
代
リ
に
使
う
と
い
っ
た
例
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
重
症
の

方
を
搬
送
す
る
本
来
の
業
務
に
支
障

か
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
適
切

な
ご
判
断
に
よ
り
救
急
車
の
利
用
を

労
働
保
険
年
度

労
働
保
険
（
労
災
保
険
‘
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
の
時
期
か
ま
い
り

ま
し
た
。

す
で
に
年
度
更
新
の
申

告
用
紙
等
は
四
月
始
め
に

基
準
局
か
ら
送
付
さ
れ
て

あ
る
と
思
い
ま
す
か
、
五

月
十
五
日
ま
で
に
最
寄
の

銀
行
ま
た
は
郵
便
局
に
自

主
申
告
納
付
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
保

険
料
を
五
月
十
五
日
ま
で
に
納
付
で

き
な
い
場
合
で
も
‘
概
算
‘
確
定
申

告
書
は
監
督
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

、
。

ー
＞

不
明
な
点
か
あ
リ
ま
し
た
ら
、
館

林
労
慟
基
準
監
督
署
‘
電
話

1
1

館
林

②
三
二
三
八
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭和50年中の救急車出動数

: 事故種別
合

火 ; 水交i [ 一犯 [ 急のそ
災 難通 贋傷罪 病他 計

館林消防署 2 2 322 25 10 88 10 21 452 40 972 

板倉分署 3 58 6 1 8 1 2 90 6 175 

明和分署 1 34 3 14 1 1 80 1 135 

干代田分署 1 40 6 1 6 5 90 4 153 

邑楽分署 3 1 78 8 1 30 2 5 147 6 281 

合計 6 7 532 48 13 146 14 34 859 57 1,716 

明
和
東
小
学
校
校
歌

和
田
実
作
詞

後
藤
重
樹
作
曲

て
く
た
の

-
、
手
を
組
ん
で
み
ん
な
楽
し
く

が
っ
こ
う
か
よ
み
ち

学
校
へ
通
っ
こ
の
道

あ
お
ぞ
ら
ひ
カ
リ

青
空
に
光
あ
ふ
れ
て

な
し
は
な
し
ろ
に
お

梨
の
花
白
く
匂
う
よ

み
の
み
ら
‘

実
り
あ
る
未
来
の
た
め
に

明
和
明
和
東
小
学
校

ニ
・
っ
て
い
は

二
、
校
庭
の
す
ず
か
け
の
葉
が

n
 

さ
わ
や
か
な
風
に
揺
れ
て
る

て
あ
っ
じ
る

照
り
つ
け
る
暑
い
ま
昼
も

... 

と
お
や
ま
・

1

J
`
‘
”
)

遠
山
に
吹
雪
す
る
日
も

げ
ん
さ
と
は

L

元
気
よ
く
飛
ん
で
走
っ
て

し

鍛
え
よ
う
意
志
と
か
ら
だ
を

明
和
明
和
東
小
学
校

は
な
さ
と

三
、
花
つ
く
る
里
を
う
る
お
し

と
し
が
わ
た
な
か

利
根
川
は
絶
え
ず
流
れ
る

ム
す
し

わ
れ
わ
れ
も
明
日
に
向
か
っ
て

止
も
う
よ
出
く
麒
し
く

ょ
さ

I
x．
つ
う
み

果
て
し
な
い
希
望
の
海
と

た
い
よ
う
ま

太
陽
が
そ
こ
に
待
っ
て
る

明
和
明
和
東
小
学
校

校
歌
は
、
う
た
い
‘
く
ち
ず
さ

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
に
希
望

と
誇
り
を
与
え
‘
卒
業
生
に
と
っ

て
は
、
愛
校
心
や
郷
土
愛
を
よ
び

起
す
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
、

永
久
に
‘
校
風
と
伝
統
を
伝
え
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
統
合
以
来
、
東
小
に
は
、

ま
だ
校
歌
か
作
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
各
方

面
の
方
々
か
ら
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
自
然
、
風
土
、
産
業
等
の

特
色
か
十
分
盛
り
込
ま
れ
た
校
歌

か
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

の
校
歌
が
で
き
ま
し
た

1
1

東
小
学
校

I
I
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品
＂
っ

,
"
り

村
営
住
宅
も
建
設
三
年
目
に
な

り
合
計
三
十
六
戸
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
度
は
環
境
整
備
と
い
―
―

う
こ
と
で
自
転
車
置
場
と
遊
園
地
一

を
作
り
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
シ
ー
ソ
ー
や
ブ
ラ

一

ン
コ
鉄
棒
な
ど
の
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
に
一

大
喜
び
ペ
ン
キ
の
乾
わ
く
の
も
待

て
ず
に
た
め
し
乗
り
。

お
母
さ
ん
方
も
「
遊
園
地
か
出

来
た
事
に
よ
り
安
心
し
て
遊
ば
せ

る
こ
と
か
で
き
る
し
、
自
転
車
も

今
ま
で
と
ち
か
っ
て
‘
雨
に
濡
れ

南
大
鳥
に
あ
る
厳
島
神
社
（
通
称

弁
天
様
）
の
氏
子
一
同
は
鰐
口
（
ワ

ニ
グ
チ
）
を
作
り
‘
こ
れ
を
四
月
十

五
日
の
春
祭
り
を
兼
ね
て
奉
納
式
を

て
米
な
い
鰐
日

復
元
し
奉
納
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
鰐
口
は
、
長
野
県
南
佐
久
郡

川
上
村
に
あ
る
金
峯
山
神
社
の
鰐
口

を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の

►

村
営
住
宅
地
に
遊
園
地
が

四
月
二
十
日
東
小
学
校
の

交
通
公
園
で
P
.
T
.
A

を
対

象
に
交
通
指
導
員
に
よ
る
旗

振
リ
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
P
.
T
.
A

か
生
徒

達
に
安
全
に
登
校
し
て
も
ら

お
う
と
毎
朝
交
通
安
全
と
書

か
れ
た
黄
色
い
旗
を
持
っ
て

行
っ
て
い
る
か
、
旗
を
上
げ

て
い
る
の
か
下
げ
て
い
る
の

、
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
ド
ラ

イ
バ
ー
な
ど
か
ら
苦
情
か
あ

り
こ
の
日

P
.
T
.
A

総
会
の
あ
と

旗
振
り
指
導
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

{“ 

こ
―

立
二

ュ
ー
ス
ず
に
済
む
の
で
本
当
に
助
か
り
ま

す
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

◄

旗
振
り
指
導

優
良
子
と
も
会
と
し
て

表
彰
を
受
け
る

新
里
子
ど
も
会
（
会
長
・
林
満
痔

美
）
で
は
、
三
月
三
十
日
県
庁
に
お

い
て
‘
優
良
子
ど
も
会
と
し
て
、
群

馬
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

新
里
子
ど
も
会
で
は
少
年
野
球
、

カ
ル
タ
大
会
な
ど
の
諸
行
事
に
積
極

的
に
参
加
し
‘
り
っ
ば
な
成
績
を
残

し
た
の
か
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
会
の
育
成
会
長
で
あ
り
ま

『
ー
／rl

新里
こども会

村
内
の
地
価
を
公
示

土
地
取
引
の
目
安
に

みんなの
歌ごえ

六
0
五
0
円

盟： ］冑だデげ贔腐后］：企臭］覧畠
神の同めてう返し杜は日郎島で百山
社をはな‘に還‘の南と三郷‘年神
に復全の交川し再も大刻郎厳そ前社
奉元くで渉上て＝の鳥ま出島のにに
納し同‘し村くにだのれ吉鰐鰐作あ
し‘ー氏たにれわと厳て享ロロらる

｀彎疇応ぷ： [ [ [ [ : 
め十同少卜I ら今
に二所佐しか
‘月住貫いら

た
も
の
で
あ
る
。

（
注
）
鰐
口
…
社
殿
、
仏
堂
前
の
軒

下
に
つ
る
す
金
属
製
の
具
で
、
扁
円

中
空
で
下
方
に
横
長
い
口
が
あ
る
。

参
詣
者
は
‘
布
で
編
ん
だ
綱
を
振

り
動
か
し
て
打
ち
鳴
ら
す
物
。

す
鈴
木
正
路
さ
ん
は
、
「
昭
和
三
十
六

年
に
組
織
さ
れ
た
当
子
ど
も
会
か
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
‘

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
子
ど
も
達
は
、

張
り
合
い
が
で
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
達
に
物
心
両

面
に
わ
た
り
指
導
す
る
と
と
も
に
‘

正
月
に
は
手
造
り
の
凧
を
造
り
、
手

造
り
の
楽
し
さ
を
味
あ
わ
せ
て
や
り

地
価
公
示
は
毎
年
一
月
一
日
現
在

の
標
準
地
の
正
常
な
価
格
を
一
般
の

土
地
取
引
価
格
に
対
し
て
指
標
を
与

え
る
ほ
か
、
公
共
用
地
な
ど
の
取
得

価
格
の
算
定
基
準
に
さ
せ
る
た
め
実

施
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
地
価
標
準

今
多
く
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
く
多
多
多

4
`

た
い
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
子
ど
も
会
か
よ
り
活
発

に
な
る
と
共
に
、
子
ど
も
達
の
成
長

を
楽
し
み
に
見
守
り
た
い
で
す
ね
。

地
場
所
は
三
カ
所
で
公
示
価
格
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
地
目
は
宅
地
）

●
標
準
地
番
号
一

大
字
中
谷
三
八
九
番
三

地
積
二
六
〇
対

価
格
一
，

m
当
り

九
八
0
0
円

●
標
準
地
番
号
ニ

大
字
新
里
三
三
六
番
一
外

地
積
三
四
七
面

価
格
一
面
当
り
八
七

0
0
円

●
標
準
地
番
号
三

大
字
江
黒
五

0
九
番
ニ

地
積
四
九
五
面

価
格
一
加
当
り
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し
で
畑
を
休
ま
せ
る
こ
と
な
く
‘

働
い
て
も
ら
う
の
で
‘
私
も
休
ま

ず
に
働
か
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
し

た
ま
に
は
ぐ
ち
も
出
ま
す
し
賽

材
の
高
騰
、
出
柚
物
の
価
格
の
変

動
‘
過
剰
投
資
と
思
え
る
農
機
具

\ 

須藤富雄
（江口）

昭和51年 5 月 10 日

私
は
二
十
八
オ
。
農
業
を
や
ろ

う
と
決
心
し
て
‘
八
年
の
蔽
月
か

経
ち
ま
し
た
。
私
の
家
の
農
作
物

は
主
に
施
設
を
利
用
し
て
の
ナ
ス
、

レ
タ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
で
す
＞

毎
日
、
柏
付
‘
収
穏
の
く
リ
込

購
入
な
ど
‘
不
安
も
あ
リ
ま
す
。

し
か
し
‘
自
分
の
播
い
た
利
か
＂
牙

を
出
し
た
と
き
‘
"
こ
れ
か
、
子
の

成
長
を
靭
う
母
親
の
氣
持
な
の
だ
“

と
思
い
ま
す

e

農
業
は
不
安
で
魅
力
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
か
‘
そ
の
よ
う
な
こ

と
も
農
業
を
や
め
ら
れ
な
い
一
っ

の
要
因
で
す
し

蚊
近
‘
農
業
を
見
直
す
動
き
や

つ
い
‘
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
か
ち
な

農
業
後
継
者
と
い
わ
れ
る
若
い
人

逹
の
間
に
‘
農
染
を
研
究
し
お
た

か
い
に
帖
報
を
交
換
し
よ
う
と
い

う
‘
牒
業
に
泣
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
グ
ル
ー
プ
か
出
米
た
串
に

よ
り
‘
私
も
新
た
な
心
撓
て
、
農

業
に
取
リ
紺
め
ま
す

e

冠
婚
葬
祭
を
な
る
べ
く
質
素
に
し

心
で
喜
び
と
悲
し
み
を
表
現
し
、
ム

ダ
・
ミ
ェ
を
追
放
し
よ
う
と
始
ま
っ

た
生
活
改
善
運
動
か
ス
タ
ー
ト
し
て

一
カ
月
、
す
で
に
九
軒
の
葬
儀
か
行

わ
れ
、
大
部
分
生
活
改
善
の
申
し
合

せ
事
項
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

川
俣
で
行
わ
れ
た
葬
儀
の
場
合
を

紹
介
し
ま
す
と
香
典
は
川
俣
の
人
は

も
ち
ろ
ん
、
村
内
の
人
も
千
円
以
内

お
返
し
の
金
品
や
村
内
の
人
の
花
輪

の
類
は
一
切
廃
止
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
の
指
導
に
当
た
ら
れ
た

川
俣
区
長
さ
ん
ら
三
人
は
「
川
俣
で

は
既
に
昭
和
十
四
年
か
ら
こ
の
運
動

を
実
施
し
て
来
た
か
、
さ
ら
に
村
内

全
域
の
方
に
輪
を
広
げ
て
行
い
、
忌

我
が
農
業
を
語
る
3
0行

主
の
方
も
こ
の
運
動
に
心
良
く
受
け

入
れ
て
く
れ
た
の
で
感
謝
す
る
と
同

時
に
、
こ
の
運
動
が
よ
り
浸
透
し
て

福
祉
年
金
受
給
者
は

年
金
証
書
の
提
出
を

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

五
月
支
払
分
の
年
金
を
受
け
取
っ
た

ら
国
民
年
金
証
書
を
五
月
二
十
日
ま

で
に
各
部
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長

さ
ん
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
の
五
月
分
か
ら
来
年
四
月

分
ま
で
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
は
、
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
昭
和
五
十
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
証
書
の
提
出
か
お
く
れ

ま
す
と
‘
九
月
六
日
の
支
払
日
に
年

金
を
受
け
と
る
こ
と
か
で
き
な
い
場

合
か
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
会

長
さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
は
所
得
制
限
の
限

度
額
か
表
の
と
お
り
‘
ゆ
る
め
ら
れ

ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
い
ま
ま
で
所
得
か
多

く
て
福
祉
年
金
を
受
け
る
こ
と
か
で

き
な
か
っ
た
人
で
も
、
こ
と
し
か
ら

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
場
合
か
あ

り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

汀
待
て
川
や
空
地
口[

/
]
/
]
A

力
]
]
]

--------今年度 昨年度

本人 （扶老養齢親・族障1 害人） 年収 年収
1,530,000円 L 200,000円

の

所得 （母扶子着親・族準母1 子人） 年2収,960,000 円 年収
2,670,000円

扶（養扶義養務親者族の5 所人得) 据え置き
年収
8,760,000円

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
」
と
話
し
て
お

り
ま
し
た
。

こ
と
し
は
シ
ク
ラ
メ
ン
ブ
ー
ム
。

見
事
な
花
を
来
年
も
咲
か
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
実
生
で
ふ
や
し
ま

す
か
ら
、
古
球
を
休
眠
さ
せ
て
再
び

使
う
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
の

で
す
か
失
敗
し
て
も
と
も
と
、
と
い

っ
た
気
持
で
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

花
か
終
わ
る
と
‘
し
だ
い
に
葉
も

黄
ば
ん
で
き
て
、
七
月
末
ご
ろ
ま
で

に
は
す
っ
か
り
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

球
根
か
休
眠
に
入
っ
た
わ
け
で
す

か
ら
、
水
や
り
を
止
め
、
や
や
湿
っ

た
て
い
ど
の
は
ち
の
状
態
で
、
庭
の

涼
し
い
と
こ
ろ
へ
は
ち
ご
と
置
き
ま

す
。
雨
水
か
か
か
り
す
ぎ
る
と
、
球

根
か
く
さ
っ
て
し
ま
つ
の
で
、
雨
の

当
た
ら
な
い
所
へ
。

九
月
中
旬
す
ぎ
の
涼
し
い
風
が
吹

く
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
は
ち
か
ら

球
根
を
と
り
出
し
、
新
し
い
土
に
植

え
か
え
ま
す
。
十
月
い
っ
ぱ
い
は
半

日
陰
に
置
い
て
水
を
き
ら
さ
な
い
よ

う
に
。
十
一
月
に
は
呈
内
に
と
り
こ

み
暖
か
く
し
て
お
く
と
、
や
が
て
つ

ぼ
み
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

来
年
も

咲
か
せ
て
は

シ
ク
ラ
メ
ン
を

私
達
の
住
む
き
れ
い
な
環
境
を
、

わ
ず
か
な
不
心
得
者
に
よ
っ
て
、
よ

ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ひ
じ
ょ
う
に

な
げ
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。

み
な
さ
ん
一
人
一
人
か
、
監
視
者

と
な
り
、
ゴ
ミ
の
投
棄
者
な
ど
に
注

意
を
う
な
か
す
と
と
も
に
、
み
ん
な

か
自
覚
し
て
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
指
導
員
も

九
名
決
ま
る

区
長
さ
ん

決
ま
る

今
後
一
年
間
村
の
た
め
に
御
協
力

し
て
い
た
だ
く
、
新
し
い
区
長
さ
ん

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0

部
落
名

斗
合
田

下
江
黒

上
江
黒

千
津
井

江
口

田
島

南
大
島

新
里
中
谷

梅
原

川
俣
須
賀

大
輪

入
ケ
谷

矢
島

大
佐
貫

篠清金田田塩吉折小今奈須奈荒柴大
木水子口口谷田原平成良藤良川崎谷氏

原
清義富貞光正重重 久健重正一金善名
一雄次雄雄一信郎勇雄一吉男郎作― ^ 

60 54 54 66 54 68 51 72 63 68 59 69 58 59 54 59: 悶
略

旧新旧新旧旧 1日旧新新新旧旧旧旧新 一

朝
に
夕
に
、
交
通
事
故
か
ら
み
な

さ
ん
を
守
る
交
通
指
導
員
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
始
沢
重
信
（
梅
原
）
▼
坂
上
貞
雄

（
中
谷
）
▼
本
沢
萬
吉
（
南
大
島
）

▼
田
口
宏
一
（
大
輪
）
▼
石
崎
栄
一

（
矢
島
）
▼
金
子
竹
雄
（
入
ケ
谷
）

▼
松
本
昇
（
千
津
井
）
▼
中
村
功

（
下
江
黒
）
▼
関
口
忠
（
江
口
）
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地
盤
沈
下
に
は
大
き
く
分
け
て

二
通
り
あ
り
ま
す
。

地
殻
運
動
や
堆
積
物
の
収
縮
な

ど
の
自
然
的
原
因
に
よ
る
も
の
と

特
に
工
業
地
帯
な
ど
に
お
い
て
多

く
見
ら
れ
る
地
下
水
の
過
剰
揚
水

に
よ
る
人
為
的
原
因
に
よ
っ
て
起

こ
る
も
の
と
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
盤
沈
下
に
よ
る
被
害
に

は
、
構
造
物
や
埋
設
物
の
被
害
、

溢
水
、
浸
水
な
ど
が
主
な
被
害
で

す
。埋

設
物
の
被
害
に
は
、
ガ
ス
管
、

水
道
管
の
破
壊
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

侵
水
の
被
害
と
し
て
は
、
高
台
だ

っ
た
と
こ
ろ
か
沈
下
し
て
‘
囲
り
か

沼
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
や
、
家
か

傾
む
い
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。

沈
下
現
象
は
年
間
平
均
ニ

C
mi
三

e
m（
と
き
と
し
て
は
二
十
c
m以
上
）

と
非
常
に
少
<
‘
ほ
と
ん
ど
我
々
に

は
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
盤
沈
下
に
つ
い
て

か
ん
き
ょ
う
—
⑥
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修耐よい笛つくりの

都
市
計
画
法
に

よ
る
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区

域
の
線
引
き
の
県

原
案
が
、
四
月
二

十
八
日
館
林
市
公

民
館
に
お
い
て
館

林
・
邑
楽
地
区
の

地
元
代
表
者
（
約

三
百
人
）
に
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
‘

本
村
の
市
街
化
区

ため1:

(6) 

域
は
約
百
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
行

政
面
積
に
対
し
て
六
・
五
％
）
で
あ

り
ま
す
。

本
村
は
昭
和
四
十
五
年
に
都
市
計

画
法
の
指
定
を
受
け
六
年
に
な
り
ま

す
か
、
県
原
案
が
発
表
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
い
よ
い
よ
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
街
化
区
域
に
入
り
ま
す
と
‘
+

年
以
内
に
計
画
的
か
つ
優
先
的
に
市

街
化
か
促
進
さ
れ
、
ま
た
、
逆
に
調

整
区
域
に
入
り
ま
す
と
市
街
化
を
よ

く
制
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
順
序
と
し
ま
し
て
は

県
で
は
、
地
元
説
明
会
、
公
聴
会
、

公
告
縦
覧
な
ど
を
行
い
秋
頃
に
は
決

定
し
た
い
意
向
で
す
。

電
気
事
故
を
な
く
そ
う

か
ん
か
い
用
モ
ー
タ
ー
を
使
用
す

る
場
合
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
‘
事

故
防
止
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
モ
ー
タ
ー
に
は
必
ず
ア
ー
ス
を
取

付
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
モ
ー
タ
ー
を
使
い
始
め
る
と
き
は

よ
く
点
検
し
て
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入

こ
の
よ
う
な
沈
下
を
知
る
に
は

水
準
基
標
を
設
置
し
、
そ
の
高
さ

を
定
期
的
に
測
量
し
、
そ
の
差
を

求
め
る
こ
と
に
よ
り
‘
知
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
水
準
基
標

を
四
カ
所
設
置
し
て
、
地
盤
沈
下

の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
第
一
回
目
の
測
量
か
十
一

月
頃
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

※
本
村
に
お
け
る
井
戸
の
数

農
業
用
井
戸
八
百
四
十
五
本

工
業
用
井
戸
十
本

飲
料
用
井
戸
四
本

文

芸―

欄

れ
、
作
業
終
了
の
時
は
、
一
番
先
に

ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
ぬ
れ
手
や
は
だ
し
で
ス
イ
ッ
チ
や

モ
ー
タ
ー
に
さ
わ
る
の
は
危
険
で
す
。

4
 

寄
付
あ
り
が
と
う

柿
沼
勇
さ
ん
（
江
口
）
は
緑
化
運

動
に
ち
な
ん
で
、
東
小
学
校
と
東
幼

稚
園
に
イ
チ
ョ
ウ
の
苗
木
百
本
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

病
め
る
子
の
咳
す
る
毎
に
目
の
覚
め

て
春
雨
続
く
夜
は
明
け
に
け
り

江
森
佳
世
子

雪
の
日
に
父
の
位
牌
を
持
ち
し
子
に

背
広
の
似
合
う
春
の
お
と
づ
れ

瀬
下
一
江

は
じ
め
て
の
父
親
参
観
い
そ
／
＼
ー
と

作
文
読
み
来
て
我
を
叱
り
ぬ石

川
ヒ
ロ
子

生
き
甲
斐
を
子
に
の
み
求
む
友
の
話

梅
の
残
花
に
こ
ぬ
か
雨
降
る

奈
良
原
キ
ク
ノ

川
端
に
切
り
捨
て
ら
れ
し
柳
枝
の
芽

の
ふ
き
た
る
を
病
む
友
に
告
げ

内
山
利
子

残
光
の
陽
だ
ま
り
に
一
人
釣
人
の
黙

し
て
座
せ
り
今
日
も
変
ら
ず金

子
あ
き

短
命
の
初
孫
か
た
り
時
折
に
わ
か
せ

な
あ
や
す
友
の
ほ
ほ
え
み

柿
沼
ま
つ

帰
り
来
ぬ
夫
を
想
ひ
つ
、
鍵
し
め
て

夜
更
け
の
風
呂
に
音
さ
せ
ず
を
り

江
森
政
美

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
通
り
す

ぐ
亡
父
の
学
友
は
畔
の
草
刈
る

岡
安
み
や
子

（
来
月
は
俳
句
で
す
。
）

ｷ

ｷ

t

 

]-_— 

』
〖

' 
士
試
験
の
実
施

よ
び
二
級
建
築
士
の
試

れ
ま
す
。

築
士
試
験

配
布
群
馬
建
築
士
会

五
月
三
十
一
日
1

六

県
土
木
部
建
築
課

築
士
試
験

配
布
と
受
付
場
所
各

所
五
月
十
四
日
1

五
月

し
く
は
館
林
土
木
事
務

②
四
三
五
五
へ
お
た
ず

、
。

ー●
め
い
わ
I
i
の

縮
刷
版
は

の
い
わ
”
の
縮
刷
版
か
、

か
残
っ
て
お
り
ま
す
の

希
望
者
は
役
場
総
務
課

千
四
百
円
を
持
参
し
て

゜児
マ
ヒ

生
ワ
ク
の
接
種

｀
ヒ
の
予
防
接
種
を
次
の

ｷ
 

六
月
二
十
七
日

九
月
十
二
日

1
_
1

ー

'
,
'
,
9

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
一

▼
対
象
者
昨
年
五
月
に
接
種
を

予
定
さ
れ
て
い
た
幼
児

▼
日
時
五
月
二
十
四
日
午
後

一
時
三
十
分
よ
り

▼
場
所
武
道
館

電
気
工
事
士
の

試
験
を
実
施

今
年
度
の
電
気
工
事
士
試
験
か

次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
願
書
受
付
太
田
商
工
労
働
事

務
所
6
太
田
⑬
0
四
一
五

▼
受
付
期
間
五
月
七
日
＼
五
月

十
三
日

▼
筆
記
試
験

▼
技
能
試
験

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
3日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
2
0
日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談
2
7
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
‘
受

付
は
当
日
午
後
一
時
か
ら
午
後
二

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
‘
固
定
資
産
税

自
動
車
税
、
国
民
年
金
、
明
和
土

地
改
良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料

及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館
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野
も
山
も
す
っ
か
り
緑
に
包
ま
れ

農
作
物
の
成
長
が
活
発
に
な
り
、
今

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
農
家
で
は
、

摘
み
取
り
に
追
わ
れ
る
毎
日
。
下
江

黒
の
関
口
さ
ん
宅
で
も
家
族
総
出
で

腰
に
カ
ゴ
を
つ
け
て
の
摘
み
と
り
に

大
忙
し
。

「
こ
ん
に
ち
わ
I
.

―
つ
一
っ
手
で
摘

む
の
は
大
変
で
す
ね
。
」
「
え
ー
、
と
っ

て
も
根
気
の
い
る
仕
事
で
す
よ
」
「
一

日
お
き
ぐ
ら
い
に
摘
む
の
で
す
か
」

「
い
や
、
毎
日
摘
ま
な
い
と
大
き
く

な
り
す
ぎ
て
、
だ
め
な
ん
で
す
よ
」

「
今
日
の
よ
う
に
良
い
天
気
に
、
東

北
道
を
な
か
め
な
か
ら
仕
事
す
る
の

は
い
い
で
す
ね
」
「
全
く
い
い
で
す

よ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
と
ち
が
っ

て
、
良
い
空
気
を
吸
え
る
し
、
都
会

の
人
に
も
味
あ
わ
せ
て
や
り
た
い
で

す
よ
。
」

夫
婦
向
か
い
あ
っ
て
摘
ん
だ
サ
ヤ

エ
ン
ド
ウ
は
、
さ
ぞ
か
し
甘
い
味
が

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

初夏の 味

サヤエンドウの摘おとり

毎
年
五
月
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ

の
調
査
か
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の

で
も
教
育
委
員
会
基
礎
調
査
、
学

校
基
本
調
査
‘
卒
業
後
の
調
査
、

施
設
台
帳
お
よ
び
建
物
実
態
調
査

な
ど
あ
り
ま
す
。
数
あ
る
調
査
の

な
か
で
、
も
っ
と
も
注
意
し
て
や

ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
学
校
基
本

調
査
で
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
五
月

一
日
現
在
で
、
幼
児
、
児
童
、
生

徒
数
、
学
級
数
、
教
職
員
数
な
ど

を
明
確
に
す
る
調
査
で
あ
り
、
こ

れ
は
統
計
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
他

の
行
政
機
関
で
も
使
用
さ
れ
ま
す

も
し
、
児
童
や
生
徒
数
に
相
違

な
ど
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
国
庫
一

並
び
に
県
補
助
金
、
地
方
交
付
税
―

な
ど
の
補
助
金
関
係
に
大
き
く
影
一

響
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
切
な
調
査
が
、
．

五
月
中
に
は
数
多
く
調
査
が
あ
り
i

ま
す
の
で
大
変
で
す
。
一

こ
の
よ
う
な
多
く
の
調
査
を
完
―

全
に
そ
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
進
め
i

る
た
め
に
は
教
育
長
の
指
揮
監
督
一

の
も
と
全
職
員
の
協
力
が
な
く
て
i

は
な
り
ま
せ
ん
。

県
教
委
、
教
育
事
務
所
、
隣
接
一

市
町
村
と
の
連
絡
協
調
を
図
り
、
一

今
後
も
各
種
の
調
査
に
は
万
全
を
一

期
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
一

”
教
育
明
和
”
の
名
に
は
じ
な
い

L
.

よ
う
事
務
局
は
が
ん
ば
っ
て
ま
す

教
委
事
務
局
長

土
ふ
及
人

課
長
奮
戦
記
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第
五
回
村
政

功
労
者
の
表
彰

式
か
五
月
二
十

一
日
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
村
政

功
労
者
に
選
ば

れ
た
五
人
と
も

多
年
に
わ
た
り

村
民
幅
祉
の
増

進
に
尽
く
さ
れ

数
々
の
偉
大
な

功
績
を
残
し
た

人
達
で
、
そ
の
功
労
に
対
し
て
表
彰

か
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

五名晴九d)乏賞

n
 ▼

村
政
功
労
者

◎
奈
良
種
介

長
い
間
、
教
員
や
校
長
を
な

さ
れ
四
十
二
年
十
月
か
ら
八
年

間
教
育
長
と
し
て
、
村
民
の
教

育
の
推
進
‘
学
力
向
上
に
努
力

な
さ
れ
ま
し
た
。

◎
大
塚
源
六

民
生
委
員
を
九
年
七
カ
月
、

.

'

,

'

,

'

,

'

 

写
真
説
明

右
か
ら
小
杓
マ
ン
さ
ん
、
及
川
ヨ
シ
さ
ん

奈
良
種
介
さ
ん
、
村
長
、
大
塚
源
六
さ
ん

故
木
村
徹
司
さ
ん
の
長
男
信
雄
さ
ん

敬
称
略

届
井
啓
尽
土
す

ま
た
、
同
時
に
や
ま
う
の
漬
物
腕

と
奈
良
種
介
さ
ん
に
村
民
福
祉
の
増

進
と
教
育
行
政
の
発
展
に
多
大
の
貢

献
を
行
っ
た
も
の
で
感
謝
状
と
記
念

品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
村
長
の
式
辞
や
館
林
財

務
事
務
所
長
と
新
井
村
議
会
議
長
の

祝
辞
か
あ
り
次
に
受
賞
者
を
代
表
し

て
奈
良
種
介
さ
ん
か
「
こ
の
よ
う
に

村
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

す
と
、
も
っ
と
も
っ
と
な
す
べ
き
こ

と
か
あ
っ
た
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん

今
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
も
‘

村
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
か
あ
っ
た
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
の

発
展
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
感

謝
の
こ
と
ば
を
の
べ
て
式
を
終

え
ま
し
た
。

料
条
例
が
改
正
さ
れ

か
ん
証
明
書
な
ど
百
円
に

保
護
司
と
し
て
十
六
年
間
、
ま
た
、
四

十
三
年
四
月
か
ら
本
年
四
月
ま
で
選

挙
管
理
委
員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た

◎
故
木
村
徹
司

本
年
一
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が

三
十
四
年
か
ら
十
二
年
間
区
長
や
、

社
会
福
祉
協
議
会
員
と
し
て
、
ま
た

四
十
二
年
か
ら
農
業
委
員
と
し
て
、

農
業
振
興
に
力
を
注
か
れ
ま
し
た
。

◎
及
川
ヨ
シ
・
小
杓
マ
ン

及
川
さ
ん
は
二
十
五
年
十
力
月
、

西
小
の
調
理
人
と
し
て
、
小
杓
さ
ん

も
二
十
年
間
東
小
の
調
理
人
と
し
て

第
三
回
定
例
村
議
会
か
五
月
二
十

五
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
開

か
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
は
村
土
地
開
発

公
社
の
借
入
資
金
融
資
に
対
す
る
損

失
補
償
に
つ
い
て
や
、
村
手
数
料
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
、
六

議
案
か
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
後
に
一
般
質
問
五
件
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
の
内
容
〕

◎
公
民
館
用
地
取
得
の
た
め
に

▼
村
土
地
開
発
公
社
の
借
入
資
金
融

資
に
対
す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社
が
公
民
館
用
地
取

得
の
た
め
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
、

借
入
れ
た
額
に
つ
い
て
損
失
を
生
じ

た
場
合
は
村
か
そ
の
損
失
額
に
対
し

児
童
の
健
全
な
発
育
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

▼
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
）

◎
や
ま
う
の
漬
物
工
業
株
式
会
杜

取
締
役
社
長
梅
沢
敏
夫

村
政
の
振
興
と
村
民
福
祉
の
た
め

に
と
百
万
円
と
多
く
の
物
品
を
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
奈
良
種
介

本
村
の
教
育
行
政
の
発
展
の
た
め

に
と
六
十
万
円
寄
付
さ
れ
た
も
の
で

す
。

て
補
償
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
印
か
ん
証
明
な
ど
百
円
に

▼
村
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

村
条
例
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
（
住

民
票
の
写
‘
印
か
ん
証
明
‘
転
出
証

明
、
そ
の
他
諸
証
明
な
ど
）
か
今
ま

で
一
件
七
十
円
か
七
月
一
日
か
ら
一

件
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
災
害
給
付
額
の
引
上
げ

▼
村
農
業
災
害
対
策
特
別
措
置
条
例

の
一
部
改
正

暴
風
雨
、
豪
雨
、
降
雪
な
ど
の
災

害
に
よ
る
被
害
農
業
者
に
貸
付
け
ら

れ
る
金
額
か
三
十
万
か
ら
約
八
十
万

円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
事
項

●
日
曜
、
祭
日
に
小
・
中
学
校
校
庭

を
子
ど
も
達
へ
の
開
放
に
つ
い
て

●
昭
和
五
十
一
年
度
予
算
（
道
路
維

出
納
閉
鎖
後
三

持
費
、
備
品
費
五
百
十
五
万
円
）
小
力
月
以
内
に
出
来
る
か
ど
う
か

型
ダ
ン
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ
●
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
市
街

ル
購
入
に
つ
い
て
化
線
引
内
の
課
税
は
ど
う
な
る
か

●
決
算
の
提
出
は
‘
●
営
農
集
団
の
育
成
に
つ
い
て

0
と
り
競
ら
ゴ
投
禁
し
よ
う

県
知
事
選
挙

七
月
二
十
五
日
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
八
月

一
日
で
県
知
事
の
任
期
が
満
了
す
る

の
で
‘
県
知
事
選
の
投
票
日
を
七
月

二
十
五
日
と
決
定
し
ま
し
た
。

県
民
の
最
高
責
任
者
を
選
ぶ
選
挙

で
あ
り
ま
す
。
「
明
る
い
群
馬
」
を
築

く
た
め
に
大
切
な
一
票
を
棄
権
せ
ず

み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
選
挙

七
月
十
日
投
票

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
七

月
二
十
八
日
ま
で
で
す
の
で
、
七

月
十
日
に
農
業
委
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

な
お
、
選
挙
に
よ
る
定
員
は
十
五

名
、
有
権
者
数
は
二
千
七
百
九
十

一
名
で
す
。
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統制小作料の最高額

田の部 畑の部

闘 10 アール 闘 10 アール
当たりの額 当たりの額

1 級 • (65,,862868円Pl) 1 級 2,604 闘(2,170) 

2 級 6,533 闘 2 級
2,488 円

(5,444) (2,073 円）

3 級
6,245円 3 級

2,368 円
(5,204円） (1 ,973 円）

4 級
5.952円 4 級

2,250 円
(4,960 円） (1 ,875 円）

5 級 5,664 贋 5 級
2,134 円

(4,720) (1 ,778 円）

6 級
5,371 円

6 級
2,016 円

(4,476 円） (1 ,680 円）

7 級 5 0炉闊 7 級
1,896 円

(4, ,236) (1 ,580 円）

8 級
4,790円

8 級 1 7 4 80 円
(3,992 円） (1, 83 円）

昭
和
四
十
二
年
に
設
定
さ
れ
た
ま

ま
、
い
ま
ま
で
、
据
置
か
れ
て
い
た

統
制
小
作
料
か
平
均
二
十
％
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
経
済
事
情
の
変
化
や
、

標
準
小
作
料
と
の
均
衡
を
は
か
る
た

め
引
上
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
統
制
小
作
料
は
昭
和
四
十
五

年
九
月
三
十
日
以
前
に
契
約
し
た
も

の
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
で
、
標

準
小
作
料
と
は
別
の
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ち
か
わ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、

域
適
用
す
る

地
額
の
は
、
契

当
の
該
で
約
当
事
者

村
ま
本
今
の
次
の
支

）
払
い
時
か

ら
と
な
り

（
ま
す
。

►

盛
大
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会

報 め

統
制
小
作
料
の

最
高
額
の
引
上
げ

し＼ わ

左
か
ら
三
番
目
が
谷
津
選
手

四
番
目
小
幡
監
督

昭和51年 6 月 10 日

新
里
の
谷
津
嘉
章
選
手

（
日
大
二
年
）
は
十
八
日
、
小

幡
洋
次
郎
監
督
（
旧
姓
上
武
）

県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
長
正
田

文
男
氏
ら
と
役
場
を
訪
れ
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
レ
ス
リ

ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
九
十

キ
ロ
級
に
出
場
の
正
式
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

ベ
イ
ジ
ュ
の
ブ
レ
ザ
ー
に

オ
ラ
が
村
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が

身
る
包
ん
だ
谷
津
選
手
は
「
出
場
す
明
中
体
育
館
で
‘
壮
行
会
を
行
い
ま

る
か
ら
に
は
悔
い
の
な
い
試
合
を
し
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
谷
津
選
手

ま
す
。
」
と
力
強
く
語
り
‘
ま
た
、
五
を
激
励
し
て
く
だ
さ
い
。
会
費
干
三

輪
レ
ス
リ
ン
グ
の
小
幡
監
督
は
「
九
百
円
で
す
。

十
キ
ロ
級
は
各
国
に
強
豪
か
そ
ろ
っ
て
【
谷
津
選
手
の
。
フ
ロ
フ
ィ
ル
】

い
る
か
と
に
か
く
若
い
力
で
絶
対
に
●
足
利
工
大
付
高
出
日
大
二
年
在
学

入
賞
は
で
き
る
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
●
四
十
八
年
千
葉
国
体
で
優
勝

た
。
●
五
十
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

本
村
か
ら
は
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
権
に
出
場
優
勝

出
場
だ
け
に
‘
ぜ
ひ
と
も
金
メ
タ
ル
●
五
十
一
年
全
日
本
選
手
権
優
勝

を
ミ
ヤ
ゲ
に
持
っ
て
来
て
も
ら
い
た
●
得
意
技
片
足
タ
ッ
ク
ル

い
で
す
ね
。
な
お
、
六
月
二
十
九
日
●
身
長
一
昇
八
十
二

篠
原
さ
ん
の
功
績
を

た
た
え
叙
勲
を
祝
う

春
の
叙
勲
で
勲
六
等
単
光
旭
日
章

を
受
章
さ
れ
た
前
議
長
の
篠
原
弥
市

さ
ん
の
栄
誉
を
た
た
え
、
数
々
の
優

れ
た
功
績
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
‘
祝
福

を
お
く
る
意
味
合
に
お
い
て
、
叙
勲

を
祝
う
会
（
会
長
1
1

新
井
初
太
郎
さ

ん
）
か
中
心
と
な
っ
て
‘
叙
勲
祝
賀

.

.

.

.
 ,
.
5
.
.
.
,
.
.
.
.
.

、

9.... 

ぼ
特
べ
．

希
叙
勲
枕
貿
谷

会
か
五
月
二
十
三
日
分
福
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
二
百
余
名
か
列
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
方
々
か
明
和
村
発
展
の
た

め
に
昼
夜
努
力
を
重
ね
た
こ
と
な
ど

篠
原
さ
ん
の
功
績
を
ほ
め
た
た
え
ま

し
た
。そ

し
て
、
叙
勲
を
祝
う
会
か
ら
は

り
っ
ぱ
な
置
時
計
か
贈
ら
れ
る
な
ど

し
て
、
叙
勲
を
祝
い
ま
し
た
。

油
類
の
流
出
に
よ
る

公
害
を
防
ご
う

た
ん
せ
い
こ
め
て
植
え
た
は
か
り

の
水
稲
か
油
類
に
よ
っ
て
枯
死
す
る

な
ど
の
被
害
か
毎
年
六
月
頃
に
な
る

と
起
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
ぜ
ひ
と
も
油
類
に
よ
る
稲

の
被
害
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
油
顆

を
取
扱
っ
て
い
る
各
事
業
所
な
ど
に

お
い
て
は
総
点
検
な
ど
を
行
い
、
そ

の
管
理
に
つ
い
て
万
全
を
期
し
て
、

農
家
の
皆
さ
ん
か
安
心
し
て
農
業
を

営
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

西
小
で
は
親
子
二
十
分
読
書
運

動
を
P
T
A

の
事
業
と
し
て
、
昨

年
度
か
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

毎
日
わ
ず
か
な
時
間
の
親
と
子

に
よ
る
読
書
、
話
し
合
い
を
通
じ

て
、
親
と
子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を

は
か
り
、
よ
り
望
ま
し
い
人
間
関

係
を
つ
く
り
あ
げ
て
行
く
と
同
時

に
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
読
書
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

起
っ
た
運
動
で
す
。

昨
年
度
は
、
地
区
別
懇
談
会
な

ど
を
通
し
て
趣
旨
の
理
解
を
は
か

る
こ
と
か
ら
始
め
、
先
進
校
の
視

察
な
ど
を
行
い
。
運
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
子
ど
も
達
は
年
間
一

人
平
均
低
学
年
で
二
十
三
冊
、
中

学
年
二
十
冊
、
高
学
年
で
二
十
五

冊
の
本
を
読
む
な
ど
の
成
果
を
収

め
ま
し
た
。

本
年
度
は
こ
の
実
績
に
基
づ
い

て
‘
①
全
家
庭
親
子
読
書
の

実
施
②
長
期
間
に
わ
た
り
こ

の
運
動
を
展
開
し
て
行
く
。

こ
の
二
点
を
推
進
し
て
行
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

先
生
方
も
夜
の
忙
し
い
時

間
を
さ
い
て
地
区
別
懇
談
会

を
全
地
区
で
開
き
、
一
年
間

の
経
験
か
ら
、
成
功
例
、
失

敗
例
な
ど
喜
び
や
悩
み
か
活

発
に
交
換
さ
れ
、
話
し
合
い

協
力
し
合
い
な
か
ら
こ
の
運

動
を
広
け
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
始
め
て
の
こ
と
で
、

手
さ
ぐ
り
悩
み
な
か
ら
も
、
楽
し

＜
、
活
発
に
運
動
か
進
め
ら
れ
、

親
子
二
十
分
読
書
運
動
か
ま
す
ま

す
高
ま
り
つ
つ
あ
る
現
在
で
す
。

お
わ
び

先
月
号
の
東
小
の
校
歌
で
、
作

詞
者
和
田
実
と
あ
り
．
ま
し
た
か
、

和
田
利
男
の
誤
り
で
し
た
。

深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

先生を囲んでの懇談会

十
分
説
書
運
動

1
1

西
小
学
校

I
I
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ニ
ュ
ー
ス

蚕
室
に
入
る
と
ホ
ル
マ
リ
ン
か

目
に
し
み
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で

養
蚕
農
家
で
は
一
日
四
回
の
春
蚕

の
桑
く
れ
に
大
忙
し
の
毎
日
が
続

い
て
い
ま
す
。

大
輪
の
尾
花
寒
一
郎
さ
ん
宅
で

は
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

共
同
で
桑
く
れ
を
し
な
か
ら
「
三
、

四
年
前
ま
で
は
多
く
の
農
家
か
、

飼
っ
て
い
た
か
、
今
で
は
大
輪
で

六
、
七
月
は
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
の
第
一
世
代
の
発
生
す
る
季
節
で

す
。
こ
の
虫
は
非
常
に
繁
殖
力
か
盛

ん
で
ほ
と
ん
ど
の
樹
木
の
葉
を
食
べ

て
し
ま
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

緑
の
大
敵
F
、
I
J
?
y
o
」
ト
リ

早
期
発
見
”
早
期
防
除
を
”
~

涵.. 
i-

►

カ
イ
コ
の
桑
く
れ

◄

園
外
保
育

は
三
軒
に
な
っ
て
し
ま
い
、
さ
び

し
い
で
す
ね
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

五
月
晴
れ
の
五
月
十
八
日

保
育
園
で
は
利
根
川
の
土
手

で
園
外
保
育
を
行
い
ま
し
た

テ
ン
ト
ウ
虫
を
捕
え
る
子

ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
輪
を
作
る

子
、
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
大
は

し
ゃ
ぎ
。

ま
る
で
黄
色
い
帽
子
の
大

き
な
蝶
か
飛
び
交
う
よ
う
な

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

ト
リ
の
被
害
か
ら
緑
を
守
る
た
め
に

は
、
虫
か
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に

発
見
し
だ
い
早
め
に
摘
み
と
る
こ
と

か
肝
心
で
す
。

会
社
、
事
業
所
、

一
般
家
庭
な
ど

の
樹
木
は
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
も
っ

て
防
除
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
年

二
回
発
生
し
ま
す
。
第
一
世
代
は
、

六
月
上
旬
か
ら
七
月
中
旬
、
第
二
世

代
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
で
す

※
防
除
の
方
法

日
防
除
は
幼
令
期
に
集
団
し
て
い
る

も
の
を
枝
ご
と
摘
み
と
る
か
‘
焼
き

殺
す
の
が
最
も
効
果
的
で
す
。
最
近

は
虫
の
発
生
期
に
幅
か
あ
る
の
で
時

々
見
ま
わ
り
、
小
さ
い
巣
の
「
か
た

ま
り
」
の
う
ち
に
防
除
し
て
く
だ
さ

_If __ If̀
'11,_11 __ if __ If __ II
_
`
I
f
川
｀
I
f
`
＂
＂

税
金
は
。
。

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す

私
た
ち
か
健
康
で
豊
か
な
生
活
か

で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団

体
は
社
会
保
障
の
充
実
、
住
宅
や
道

路
の
整
備
、
教
育
や
科
学
の
振
興
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
費

米
価
の
安
定

国
伯
の
旧
還
な
と

地
方
財
政
の
援
助

教
育
や
科
学
の
振
興
―
二
五
円

＊税金千円当たりの使いみち

一
六
二
円

九
円

そ
の
他

キャンプ参加者

募集（白樺湖）
山全体ガ、ニッコウキスゲ1こ

おおわれ、美しい山並みの中

白樺湖畔キャンフ場で苦い仲

閏と言舌し合い親睦の醗を広げ

ません力．／

主涯明和青年会

明和村体育協会

日時 7 月16 • 17 • 18日
(16日午後9 : 00出発）

場所白樺淫霧ケ峰

乗物束武観光バス

会費 5,000円

び切 7 月 2 日（教育委貴

会事務同へ会費を持

参の上お申し込みく

ださい。）

用
は
、
私
た
ち
み
ん
な
か
分
担
し
て

出
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
税
金
な
の
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
度
国
の
一
般
会
計

予
算
は
、
二
十
四
兆
二
干
九
百
六
十

億
円
で
す
が
‘
こ
の
う
ち
六
十
三
・

九
％
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
ま
す

こ
の
税
金
が
私
た
ち
の
た
め
に
‘

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
千
円
当

り
で
見
る
と
上
の
よ
う
に
な
り
ま
す

゜

゜
゜
゜

、
。
し口

老
令
虫
と
な
っ
て
分
散
し
た
と
き

は
薬
剤
で
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

薬
剤
は
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤

か
D
D
V
P

乳
剤
の
七
百
ー
一
千
倍

液
か
効
果
か
あ
り
ま
す
。

な
お
薬
剤
散
布
を
行
う
時
に
は
、

桑
や
池
に
薬
か
か
か
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
散
布

中
は
マ
ス
ク
を
す
る
と
と
も
に
終
了

後
は
手
足
を
良
く
洗
っ
て
く
だ
さ
い

口
常
習
的
に
発
生
す
る
と
こ
ろ
は
特

に
注
意
し
、
不
用
木
は
伐
採
し
て
被

害
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

暴
力
犯
罪
は
平
和
な
市
民
生
活
を

営
む
人
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
敵

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

警
察
は
、
こ
の
敵
を
追
放
す
る
た

め
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
と
努
力
を
し
て

い
ま
す
が
、
暴
力
に
よ
る
犯
罪
は
依

然
と
し
て
跡
を
絶
た
な
い
ば
か
り
か

暴
力
団
は
社
会
の
各
層
に
入
り
込
み

善
良
な
皆
さ
ん
に
、
少
な
か
ら
ぬ
脅

威
を
与
え
て
い
ま
す
。

暴
力
団
を
根
絶
さ
せ
る
に
は
、
総

合
的
な
対
策
か
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
警
察
の
取
り
締
ま

り
と
あ
わ
せ
て
、
町
ぐ
る
み
、
地
域

ぐ
る
み
こ
の
問
題
と
取
り
組
む
こ
と

か
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
次
の
こ
と
を
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
リ
か
実
行
し
て
く
だ
さ
い

◎
暴
力
を
恐
れ
な
い
、
見
逃
さ
な
い

◎
暴
力
を
見
た
ら
聞
い
た
ら
被
害
に

あ
っ
た
ら
す
ぐ
―

1
0
番
ヘ

◎
つ
け
入
れ
ら
れ
る
‘
す
き
や
、
弱

み
を
つ
く
ら
な
い

1
0
番
ヘ

暴
力
行
為
は

の
ー
｀
お
り
ノ

—
①
 

l
f
l
ぼ

象
放
そ
う
そ
か
＇r
た
t
人
”
に

●
制
度
の
目
的
と
趣
旨
は

国
民
は
誰
で
も
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
は
、
保
険
に
よ
っ
て
医

師
の
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
国
民
皆

保
険
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
か
、
こ
の
保
険
制
度
に

も
、
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。
会
社
や
官
庁
で
働
く
人
達
に

は
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
の

医
療
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

国
保
は
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
人
を
対
象
に
し
た
保
険
制
度

で
す
。

●
国
保
に
加
入
す
る
人
は

健
保
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人

と
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

外
は
、
み
ん
な
国
保
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
保
の
加

入
者
を
被
保
険
者
と
い
っ
て
、
一

人
一
人
か
被
保
険
者
と
な
り
ま
す

が
加
入
そ
の
他
の
手
続
き
は
世

帯
主
か
行
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す

●
保
険
税
は

保
険
税
は
国
保
の
被
保
険
者
と

な
っ
た
そ
の
世
帯
主
が
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
税
の
額

は
保
険
者
（
村
）
の
財
政
、
つ
ま

り
、
医
療
費
の
支
出
が
多
い
か
少

｀
な
い
か
、
そ
れ
と
被
保
険
者
（
世
帯

` 
｀
主
）
自
体
の
所
得
な
ど
か
主
で
す

5が
、
年
額
十
五
万
円
を
超
え
る
こ

一
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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恩田八太郎
（矢島）

我
が
趣
味
を
語
る
3
0行

県
内
の
交
通
事
故
死
者
は
昨
年
に

比
べ
て
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
館

林
警
察
署
管
内
で
は
逆
に
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
（
五
月
六
日
現
在
）

こ
の
不
名
誉
な
記
録
を
早
く
ス
ト

ッ
プ
す
る
よ
う
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
死
亡
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
動
車
を
運
転
す
る
人
は

●
危
険
の
な
い
よ
う
ゆ
っ
く
り
走

私
は
郷
土
の
民
謡
八
木
節
が
大

好
き
で
子
ど
も
の
頃
よ
り
歌
っ
て

お
り
ま
し
た
。

今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま

す
が
N
H
K

や
T
B
S

な
ど
の
各

テ
レ
ビ
放
送
に
六
回
ほ
ど
出
演
し

た
ほ
ど
大
好
き
で
す
。

昨
年
は
自
作
の
交
通
安
全
の
八

木
節
や
、
千
津
井
の
野
本
順
蔵
さ

ん
が
明
和
村
の
八
木
節
を
作
り
私

が
歌
い
有
線
放
送
に
流
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

ろ
う
。

●
酒
の
み
運
転
は
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
の
ま
せ
な
い
。

●
信
号
無
視
や
無
理
な
追
越
し
は

絶
対
に
し
な
い
。

●
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
に

注
意
し
よ
う
。

◎
自
転
車
に
乗
る
人
は

●
交
差
点
で
は
必
ず
停
っ
て
左
右

八
木
節
は
他
の
歌
と
ち
が
い
、

腹
の
底
よ
り
声
を
は
り
あ
げ
る
の

で
、
健
康
に
も
非
常
に
よ
く
、
私

が
家
で
タ
ル
を
た
た
い
て
練
習
し

て
い
る
と
家
内
は
台
所
で
体
を
振

り
ふ
り
夕
食
の
準
備
を
し
て
、
ま

さ
に
家
庭
円
満
で
す
。

以
前
は
本
村
に
も
八
木
節
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
し
た
か
、
現
在
は
、

全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

今
年
こ
そ
は
、
八
木
節
保
存
会
を

結
成
し
、
明
和
村
の
八
木
節
な
ど

の
P
R

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

郷
土
の
民
謡
八
木
節
を
愛
す
る

こ
と
は
、
我
か
村
、
我
か
郷
土
を

愛
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

死
者
率
は
県
下
最
高

支
巻
羹
雀
急
』

大
丈
夫
？

ま＇い宅お

袋
か
け
を
す
る
栽
培
農
家

蒙
の
畳
靡
瓢
い

を
宣
言

〔
館
林
警
察
署
管
内
〕

の
安
全
を
確
認
す
る
。

●
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

●
二
人
乗
り
、
三
人
乗
り
は
し
な

、
。
し

●
か
さ
さ
し
運
転
は
し
な
い
。

●
左
側
を
一
列
に
進
行
す
る
。

攣
の
綱
宣
け

も
う
梨
が
実
っ
た
の
か
？
と
錯
覚

す
る
ほ
ど
、
梨
の
栽
培
農
家
で
は
、

袋
か
け
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
歩
く
人
は

●
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
は
し

な
い
。

●
道
路
を
横
切
る
と
き
は
必
ず
‘

左
右
の
安
全
を
確
か
め
る
。

●
車
の
か
げ
や
路
地
か
ら
急
に
と

び
出
さ
な
い
。

◎
子
供
の
母
親
は

●
子
供
を
道
路
で
遊
ば
せ
な
い
。

●
幼
児
の
一
人
歩
き
を
さ
せ
な
い

●
幼
児
や
児
童
に
は
自
転
車
に
乗

ら
せ
な
い
。

●
交
通
の
危
険
と
正
し
い
通
行
方

法
を
教
え
る
。

こ
の
袋
か
け
は
直
径
二
丑
／
ほ
ど
に

な
っ
た
梨
の
実
一
っ
―
つ
に
茶
色
の

特
殊
加
工
し
て
あ
る
袋
で
実
を
保
護

す
る
た
め
に
と
防
虫
、
防
疫
の
た
め

に
か
け
る
も
の
で
す
で
に
二
回
目
の

袋
か
け
。
こ
の
袋
か
け
が
少
し

で
も
遅
れ
る
と
病
気
が
出
て
し

ま
う
の
で
汗
を
拭
く
の
も
忘
れ

て
、
秋
の
豊
作
を
祈
っ
て
作
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ネ
コ
の
手
も
借

り
た
い
ほ
ど
い
そ

が
し
い
農
繁
期
は

戸
締
り
も
お
ろ
そ

か
に
な
り
が
ち
で

こ
れ
を
ね
ら
う
あ

き
巣
ど
ろ
ぼ
う
も

か
せ
ぎ
ど
き
で
す
。

農
家
は
開
放
的
な
つ
く
り
か
多
く

戸
締
り
に
つ
い
て
も
関
心
が
薄
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
近
ご
ろ
の
よ
う
に

交
通
が
便
利
に
な
る
と
「
田
舎
だ
か

ら
」
と
い
っ
て
安
心
し
て
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

留
守
に
す
る
と
き
は
、
ま
ず
戸
締

り
を
確
実
に
し
、
さ
ら
に
隣
近
所
へ

声
を
か
け
、
頼
ん
で
か
ら
仕
事
に
出

か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ど
ろ
ほ
う
に
入
ら
れ
や
す
い
家

0

目
立
つ
南
京
錠
が
つ
い
て
い
る
家

〇
昼
間
か
ら
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン
が
し

ま
っ
て
い
る
家
．

0

天
気
が
良
い
の
に
、
廊
下
な
ど
に

洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る
家

〇
午
後
に
な
っ
て
も
新
聞
受
け
に
新

聞
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
る
家

〇
夕
食
時
で
あ
る
の
に
家
の
中
か
暗

い
家

0

防
犯
灯
や
門
灯
か
な
く
屋
外
か
暗

い
家

0

へ
い
が
高
く
、
植
え
込
み
な
ど
が

あ
っ
て
身
を
隠
し
や
す
い
家

五
月
四
日
に
告
示
さ
れ
、
二
十
四

日
に
執
行
さ
れ
た
利
根
加
用
水
土
地

改
良
区
総
代
選
挙
は
、
総
代
の
定
数

を
超
え
な
い
た
め
無
投
票
と
な
り
ま

し
た
。当

選
し
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。●第

四
選
挙
区
（
敬
称
略
）

田
口
栄
良
、
松
本
陽
三
、
田
口
耕
作

鯉
沼
忠
弥
‘
宇
木
徳
治
、
薗
田
哲
雄

利
根
加
用
水
土
地

改
良
区
総
代
選
挙

無
投
票
当
選

泉
田
貞
一
、

石
崎
司
朗
、

金
子
広
蔵

●
第
六
選
挙
区

福
田
峯
次
、
田
部
井
富
次
、
栗
原
栄

一
、
佐
山
茂
一
、
岡
安
利
清
次
、
坂

上
喜
太
郎
、
堀
口
正
、
小
平
勇

●
第
七
選
挙
区

新
井
初
太
郎
、
奈
良
丑
沿
、
橋
本
章

一
、
長
谷
川
清
一
、
二
十
里
伊
勢
三

森
田
芳
郎

田
口
重
夫

暴
走
族
を
追
放
し
よ
う

集
団
で
暴
走
し
た
り
、
暴
行
傷
害

な
ど
を
起
こ
し
て
付
近
の
人
や
一
般

の
交
通
に
著
し
い
迷
惑
を
か
け
る
暴

走
族
か
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
多
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
暴
走
族
の
ほ
と

ん
ど
は
十
六
歳
か
ら
二
十
歳
未
満
の

有
職
の
少
年
か
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て

い
ま
す
。
車
は
改
造
し
た
り
グ
ル
ー

。
フ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
り
つ
け
た
り

し
て
土
曜
日
の
夜
、
道
路
を
我
が
も

の
顔
に
乗
り
ま
わ
し
、
集
団
暴
走
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
暴

走
族
を
な
く
す
た
め
、
次
の
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
暴
走
行
為
を
さ
せ
な
い
よ
う
地
域

ぐ
る
み
で
少
年
健
全
育
成
に
つ
と
め

て
く
だ
さ
い
。

▼
保
護
者
や
雇
用
者
は
少
年
か
グ
ル

ー
。
フ
に
加
入
し
て
い
な
い
か
確
か
め

て
く
だ
さ
い
。
特
に
土
曜
日
の
夜
な

ど
休
日
前
夜
の
行
動
に
つ
い
て
は
十

分
注
意
し
、
ど
ん
な
行
動
を
と
っ
て

い
る
の
か
確
認
し
、
指
導
し
て
く
だ

、
。

さ
し

サ
？
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移
動
浴
槽
車

お
う
ら
さ
わ
や
か
号

グ
ル
ー
プ
や
家
族
旅
行
に

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
は
い
か
が

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
国

民
年
金
の
被
保
険
者
、
受
給
権
者
と

そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進

保
養
に
役
立
て
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
公
営
の
宿
泊
施
設
で
、
一
般
の
方

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

保
養
セ
ン
タ
ー
は
全
国
各
地
に
十

四
カ
所
、
い
ず
れ
も
自
然
公
園
や
温

泉
地
、
海
浜
地
な
ど
の
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
家
族
つ
れ
、
グ
ル
ー
プ
旅

行
に
利
用
し
て
は
、
料
金
は
各
セ
ン

移
動
浴
槽
車

I
I

お
う
ら
さ
わ
や
か

号
I
i
か
七
月
一
日
か
ら
運
行
さ
れ
ま

す
。こ

の
移
動
浴
槽
車
は
、
家
庭
に
お

い
て
入
浴
す
る
こ
と
か
困
難
な
寝
た

タ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
か
、
一
泊

二
食
付
で
二
千
円
ー
ニ
千
九
百
円
程

度
で
、
申
し
込
み
は
、
六
カ
月
前
か

ら
各
保
養
セ
ン
タ
ー
で
直
接
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

き
り
老
人
な
ど
に
対
し
て
、
入
浴
し

て
‘
さ
わ
や
か
に
、
そ
し
て
長
生
き

し
て
も
ら
お
う
と
‘
希
望
者
に
移
動

浴
槽
車
を
派
遣
し
‘
定
期
的
（
お
お

む
ね
月
一
回
）
に
入
浴
さ
せ
る
事
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
家
族
の
者

か
付
き
添
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
条
件

で
す
。

こ
の
浴
槽
車
て
入
浴
を
希
望
す
ヽ

手
＼
足
の
ば
せ
ば

主
茫
の
び
る

寝
た
き
り
老
人
に
移
動
浴
槽
車
が
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T E L (024324) 2306 

草津グリーン 群白根馬県吾妻郡草津町草津
ノぐークパレス

T E L (027988) 3960 

ひ . み 亨 山県賓見市[ 400 
E L 0766 79-1324 

北潟湖畔荘 福井県阿井郡: 原北潟
TE L 0776 79-1124 

養グリーンノヽイ老ツ 岐阜塁養老郡養老町小倉
七ツ
TEL (05843) 2-3118 

つ卒{ ク［ 湖 荘
滋浜賀県高島郡高島田萩の

TEL (07403) 6~1140 

< まのじ
和浦歌町市山県屋東牟婁郡那智勝

TEL (07355) 7-0633 

湖 陵 斗9土9 
湖島根畔県簸川郡湖陵町神西

TEL (0853) 43-1311 

贔媛県宇和島市丸穂字天うわじま 甲207-2
TEL (08952) 5-3000 

〈にさき望海苑
大津分県東国東郡国東町黒

T 崎E L (09787) 2-2112 
青島太陽閣 宮T 峠E 県L 宮(崎098市5青6) 烏5-1531 

垂水温泉ホテル
鹿番地児島県垂水市錦江町 1

TEL (09943) 2-1531 
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（昭49年）
成人病による死亡者内訳
( ）中は県平均

ヽ
る
人
は
、
移
動
浴
槽
車
派
遣
申
請

書
に
担
当
民
生
委
員
の
確
認
を
受
け

医
師
の
入
浴
証
明
書
を
添
付
し
て
、

役
場
住
民
課
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ

固
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
。
付
加
年
金
制
度
と
い

う
の
は
「
よ
り
多
い
老
齢
年
金
を
受

け
た
い
」
と
い
う
人
の
希
望
に
こ
た

え
て
で
き
た
制
度
で
、
定
額
保
険
料

（
月
額
千
四
百
円
）
の
ほ
か
に
‘
付

加
保
険
料
（
月
額
四
百
円
）
を
納
め

る
と
‘
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
上
積

み
さ
れ
た
年
金
か
受
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。

よ
り
よ
い
老
後
を
す
ご
す
た
め
に

付
加
年
金
に
加
入
し
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
か
。

希
望
者
は
役
場
住
民
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

さ
い
。な

お
‘
詳
し
い
こ
と
は
担
当
民
生

委
員
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

脳
卒
中
・
ガ
ン
・
心
蔵
病
な
ど
は
成
人
病
の
代
表
的

な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
四
十
歳
前
後

か
ら
急
に
増
え
、
社
会
的
に
も
‘
家
庭
的
に
も
中
心
と

付加保険料を納めた場合の年金額

糸内イ寸角三委女 ．疋. 闊1呆防癸闊の 糸付内加め保た士険易料合 をみめた合

20年 月額22,640 円 月額26,640 円

25年 II 28,300円 II 33,300 円

30年 II 33,960 円 II 39,960 円

35年 II 39, 620円 II 46,620円

45年 II 45,280 円 " 53,280 円

よ
り
多
い
老
齢
年
金
を

受
け
た
い
人
に

な
っ
て
い
る
人
達
を
襲
い
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
脳
卒
中
に
よ
る

死
亡
か
高
い
率
を
示
し
て
お
り
ま
す

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
本
村
で
は

「
栄
養
士
訪
問
指
導
事
業
」
県
指
定

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
栄
養
指
導
に
よ
る
、
食
事
療

法
か
、
そ
の
治
療
の
効
果
を
あ
げ
る

第
一
条
件
で
あ
リ
、
健
康
を
回
復
す

る
の
に
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
七
月
一
日
か
ら
九

日
ま
で
に
行
わ
れ
る
住
民
検
診
と
血

圧
測
定
に
よ
り
栄
養
指
導
を
受
け
る

必
要
の
あ
る
人
を
選
び
だ
し
、
そ
の

人
達
に
対
し
て
栄
養
指
導
を
行
い
ま

す
の
で
、
三
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳

ま
で
の
方
は
‘
ぜ
ひ
、
七
月
一
日
よ

り
行
わ
れ
る
住
民
検
診
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

日
赤
社
費
ご
協
力

あ
り
が
と
う

日
赤
社
費
の
募
集
に
つ
き
ま
し
て

ご
協
力
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
度
は
特
に
社
員
増
強
運
動
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
百
円
杜
費

を
三
百
円
に
切
替
を
致
し
ま
し
た
。

社
員
の
皆
さ
ん
か
ら
集
め
ら
れ
た

社
費
は
‘
災
害
救
護
事
業
‘
献
血
事

業
‘
血
液
型
判
定
、
赤
十
字
奉
仕
団

青
少
年
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
な
ど

の
事
業
費
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

水の使用量は

昨年 1 年

悶腐畠｝ 689,970m'
1 日 1 世． 886 J! 
帯当りの｝（ドラム缶で
使用量約4.5本）

1 日 1 人 207 ｣ 

畠贔ヽ｝（辛し冒訂子て
（この水量は工場用が
含まれています。）
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●日用品店舗
●ガソリンスタンド
•二、三男の分家
●ドライブイン

開発許可を受けてできる開発行為 ←上→

●農業用住宅
●畜舎

●温室
●育苗施設
●農機具収納施設

開発許可を受ける必要のない開発行為

現
在
の
宅
地
化
は
農
地
山
林
を
あ
た
か
も
虫
が
喰

い
あ
ら
す
よ
う
に
、
無
秩
序
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ス
プ
ロ
ー
ル
と
い
っ
て
い
ま
す
が
こ
の
ス

プ
ロ
—
ル
は
次
の
よ
う
に
困
っ
た
も
の
で
す
。

ま
ず
第
一
に
、
虫
喰
い
状
に
農
地
山
林
を
残
し
た

ま
ま
開
発
が
進
み
ま
す
と
、
そ
れ
だ
け
道
路
な
ど
の

計
画
を
不
必
要
に
多
く
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
村
民
の
税
金
を
使
っ
て
効
率

の
悪
い
公
共
投
資
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。第

二
に
、
こ
う
し
た
宅
地
化
の
結
果
排
水
も
不
十

分
な
ま
ま
開
発
が
進
み
ま
す
と
、
雨
が
ふ
る
と
ぬ
か

る
み
と
な
っ
た
道
路
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

第
三
に
、
都
市
を
計
画
的
に
造
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
と
、
農
業
を
や
っ
て
い
く
う
え
に
も

水
路
に
家
庭
排
水
が
流
入
し
、
い
ろ
い
ろ
と
支
障
を

き
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
街
地
と
し
て
い
く
と
こ
ろ
と
、
市
街

化
を
す
べ
き
で
な
い
と
こ
ろ
の
線
引
き
が
必
要
で
す

一
体
線
引
き
は
ど
う
ゆ
う
も
の
か
主
な
要
点
を
説

明
す
る
と
…
…
…
。

◎
開
発
許
可
を
受
け

る
必
要
の
な
い
建
物

①
市
街
化
区
域
に
お

け
る
千
平
方
以
未
満

の
規
模
の
開
発
行
為

②
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
農
業
用
住

宅
、
畜
舎
、
温
室
、

農
機
具
収
納
施
設
な

ど
の
農
業
用
関
係
建

築
物
③
社
会
福
祉
施

設
、
医
療
施
設
、
公

民
館
な
ど
の
公
益
的

建
築
物

④
非
常
災
害
の
た
め

必
要
な
応
急
措
置
と

し
て
行
う
も
の
。

⑤
通
常
の
管
理
行
為

軽
易
な
行
為
で
仮
設

建
築
物
、
車
庫
、
物

置
な
ど
の
建
物

◎
調
整
区
域
内
で
開
発
行
為
の
で
き

る
建
物

①
住
民
の
日
常
生
活
必
需
品
の
販
売

加
工
、
修
理
な
ど
の
た
め
の
店
舗
、

事
業
所
な
ど
の
目
的
の
も
の
（
物
品

小
売
業
、
修
理
業
、
理
容
業
な
ど
）

②
調
整
区
域
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産

物
の
処
理
、
貯
蔵
及
び
加
工
に
必
要

な
も
の

③
調
整
区
域
と
決
定
さ
れ
た
際
（
農

地
転
用
許
可
が
あ
る
も
の
）
自
己
の

居
住
又
は
業
務
用
建
築
物
を
建
築
す

る
目
的
で
六
カ
月
以
内
に
既
存
権
利

の
届
出
を
し
た
も
の
で
決
定
後
五
年

以
内
に
行
う
も
の

④
市
街
化
区
域
に
お
い
て
行
う
こ
と

が
困
難
ま
た
は
不
適
当
と
認
め
ら
れ

あ
ら
か
じ
め
開
発
審
査
会
の
議
を
経

た
も
の
（
例
農
業
の
二
、
三
男
の

住
宅
等
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
等
の
沿
道
サ
ー
ビ
ス
施

設
、
事
業
所
に
従
事
す
る
者
の
住
宅

寮
で
、
当
該
土
地
に
建
築
す
る
こ
と

か
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も

の
）都

市
計
画
一
問
一
答

三
男
な
ど

閲
調
整
区
域
内
に
二
、

の
分
家
は
で
き
る
か
。

閤
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑
制

す
べ
き
土
地
で
あ
り
ま
す
か
、
市

街
化
区
域
内
に
お
い
て
行
う
こ
と

が
困
難
又
は
不
適
当
と
認
め
ら
れ

あ
ら
か
じ
め
開
発
審
査
会
の
議
を

経
た
も
の
で
あ
れ
ば
許
可
に
な
り

ま
す
。

ご
質
問
の
農
業
の
二
、
三
男
の
住

宅
等
を
建
築
す
る
こ
と
か
や
む
を

得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
許

可
に
な
り
ま
す
。

閲
調
整
区
域
内
の
青
地
は
白
地
に

な
り
ま
す
か
。

笞
農
用
地
と
し
て
設
定
し
た
も
の

で
す
か
ら
や
む
を
得
な
い
場
合
に

限
っ
て
、
除
外
申
請
を
県
に
申
請

し
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
（
最
低
一
年
）

閲
市
街
化
区
域
は
、
区
画
整
理
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
。

閤
市
街
化
区
域
は
、
お
お
む
ね
十

年
以
内
に
市
街
化
を
積
極
的
に
整

備
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
良
い
街

づ
く
り
を
す
る
た
め
区
画
整
理
を

推
進
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。

閲
市
街
化
区
域
の
農
地
は
、
税
金

が
宅
地
並
み
と
の
こ
と
で
す
が
。

笞
宅
地
並
み
課
税
は
、
当
分
の
間

課
税
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
都
市
計
画
事
業
又
は
土

地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費
用

に
あ
て
る
た
め
、
市
町
村
は
条
例

で
都
市
計
画
税
を
設
け
る
こ
と
か

で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
税
額
は
土
地
及
び
家
屋
に
つ

い
て
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の

価
格
の
百
分
の

O
·

二
と
な
っ
て

い
ま
す
。

閲
市
街
化
区
域
内
で
は
用
途
指
定

さ
れ
る
の
で
す
か
。

閤
い
ろ
い
ろ
の
用
途
や
形
態
の
建

物
か
混
在
し
ま
す
と
‘
騒
音
、
悪

臭
、
日
照
な
ど
に
よ
り
生
活
環
境

が
悪
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
み
良

い
生
活
環
境
を
作
る
べ
き
用
途
で

あ
り
ま
す
か
ら
建
物
に
よ
っ
て
は

限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
工
業
専
用
地
域
に
は
住

宅
は
建
て
ら
れ
な
い
な
ど
で
す
。

閲
ぉ
店
を
開
き
た
い
が
商
業
地
域

で
な
い
と
だ
め
で
し
ょ
う
か
。

閤
ど
ん
な
内
容
の
お
店
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
日
常
生
活

に
必
要
な
日
用
品
の
販
売
等
の
店

舗
併
用
住
宅
で
一
定
規
模
以
内
で

あ
れ
ば
‘
工
業
専
用
地
域
を
除
い

て
商
業
地
域
で
な
く
て
も
建
築
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
ま
ず
。

た
だ
し
、
第
一
種
専
用
住
宅
地

域
で
は
五
0
平
方
米
を
こ
え
る
併

用
住
宅
は
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

閲
開
発
行
為
と
は
ど
ん
な
こ
と
で

す
か
。

閤
主
と
し
て
建
築
物
の
建
設
又
は

土
地
の
造
成
を
す
る
こ
と
で
す
。

◎今後の決定手続の順序

□戸戸←了2量冒詞←
2 
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（意見申出書）
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県主催

I 決定告示I
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か
ん
き
ょ
う

学
校
へ
行
く
前
の
幼
児
が
自
宅
の

庭
池
や
近
く
の
用
水
堀
な
ど
へ
転
落

す
る
事
故
は
、
保
護
者
が
目
を
離
し

た
は
ん
の
わ
ず
か
な
す
き
に
起
き
て

県
で
は
、
六
月
を
「
環
境
月
間
」

と
し
て
県
民
の
環
境
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
‘
環
境
保
全
に
努

め
る
た
め
の
全
県
的
な
普
及
啓
発

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
環
境
悪
化
が
世

界
的
に
問
題
さ
れ
は
じ
め
た
7
2
年

の
第
一
回
国
連
人
間
環
境
会
議
の

開
催
に
由
来
し
ま
す
か
、
こ
の
開

催
日
（
六
月
五
日
）
を
も
っ
て
、

「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
し
、
毎
年
こ

の
日
に
環
境
問
題
に
対
す
る
認
識

を
深
め
、
人
間
環
境
の
保
全
に
努

い
ま
す
。

幼
い
こ
ど
も
の
生
活
は
遊
び
で
す

や
っ
と
一
人
歩
き
か
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
無
心
に
遊
ん
で
い
る
幼
児
。

危
険
を
知
ら
な
い
可
愛
い
盛

り
の
幼
児
を
親
の
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
か
ら
、
一
瞬
に
し
て

水
の
犠
牲
に
し
て
し
ま
う
こ
と

か
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

す
。
既
に
六
月
七
日
に
千
津
井

で
五
オ
の
坊
や
か
亡
く
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

悲
し
い
事
故
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
危
険
な
場
所
を
な
く
す

こ
ど
も
の
生
活
範
囲
か
ら
危

⑦
 

六
月
は
環
境
月
間
で
す

め
る
決
意
を
再
確
認
す
る
た
め
の
世

界
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。近

年
‘
わ
た
し
た
ち
を
取
り
ま
く

生
活
環
境
は
産
業
の
発
展
、
都
市
へ

の
人
口
集
中
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変

化
し
、
自
然
破
壊
や
環
境
汚
染
な
ど

の
重
大
な
問
題
を
引
き
起
し
て
お
り

ま
す
。こ

れ
を
未
然
に
ふ
せ
ぎ
、
快
適
な

生
活
環
境
を
保
持
し
て
ゆ
く
た
め
に

は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題

を
よ
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
県
‘

* 『
鴫
寧
の

睾

険
な
場
所
を
な
く
す
。
そ
の
た
め
庭

池
や
用
水
堀
（
側
溝
）
な
ど
で
危
険

な
と
こ
ろ
に
は
、
金
網
の
ふ
た
や
さ

く
な
ど
を
す
る
。

◎
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

子
守
り
を
し
な
か
ら
仕
事
な
ど
を

し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
す

特
に
洗
濯
‘
買
物
、
立
ち
話
し
、

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き
な
ど
に
起

き
て
い
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
危
険
な
水
遊
び
を
さ
せ
な
い

こ
ど
も
は
水
遊
び
か
大
好
き
で
す

し
か
し
危
険
な
水
遊
び
は
絶
対
に

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
危
険
な
場
所
で
の
遊
び
を
な
く
す

よ
く
邑
楽
用
水
の
橋
の
上
で
遊
ん

で
い
る
幼
児
達
を
見
か
け
ま
す
か
、

両
親
は
も
と
よ
り
、
見
か
け
た
人
は

す
ぐ
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
愛
の
一
声
か
大
勢
の
こ
ど
も

村
、
事
業
者
、
県
民
か
一
体
と
な

っ
て
解
決
に
努
め
て
ゆ
く
こ
と
か

必
要
で
す
。

こ
の
環
境
月
間
を
機
会
に
、
皆

さ
ん
、
今
一
度
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
期
間
中
次
の
行
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
六
月
十
六
日
環
境
問
題
の
講

演
会
（
県
民
会
館
）

▼
六
月
十
八
日
環
境
汚
染
物
質

等
の
街
頭
測
定
（
館
林
郵
便
局
前

▼
そ
の
他
自
然
保
護
指
導
員
の
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
多
く
の
行
事
か
あ

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
企
画

開
発
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

を
救
い
ま
す
。

緑
化
推
進
逼
動
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
緑
の
羽

根
募
金
か
二
万
二
千
六
百
五
十
円
集

ま
り
ま
し
た
。
早
速
県
郷
土
緑
化
推

進
委
員
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
丸
新
フ
ェ
ル
十
紡
織
籾
よ
り
東
保

育
園
の
職
員
室
、
保
健
室
‘
遊
戯
室

に
又
、
中
央
、
西
保
育
園
の
職
員
室
に

そ
れ
ぞ
れ
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
（
合
計
一
百
六
十
七
面
）

▼
篠
原
弥
市
さ
ん
は
春
の
叙
勲
で
勲

六
等
単
光
旭
日
章
に
叙
せ
ら
れ
た
記

念
に
三
十
万
円
教
育
振
興
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
玉
井
正
助
さ
ん
（
江
口
）
は
福
祉

事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
二
十
万

円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
動

樫
の
葉
の
落
敷
く
朝
や
早
苗
月

安
見
あ
っ
子

皇
陵
の
奥
深
こ
う
し
ぬ
茂
り
か
な

岡
安
福
一

子
の
伸
び
に
嬉
し
き
愚
痴
や
衣
更
へ

北
島
若
水

嬉
々
と
し
て
乳
児
見
と
れ
る
鯉
織

田
口
春
栄

鯉
織
空
一
ぱ
い
に
泳
ぎ
け
り田

口
春
耕

五
月
晴
れ
布
さ
ら
さ
ら
と
染
あ
か
り

吉
田
春
英

夕
飼
膳
肉
に
も
勝
る
冷
奴

青
木
光
子

早
乙
女
も
ふ
用
田
植
も
近
代
化

原
口
春
晴

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

文

芸

欄

i
l

]
^
r
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
児
検
診
1
0
日
（
第
二
木
曜
日
）

9

る
妊
婦
検
診
1
7
日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談
2
4
日
（
第
四
木
曜
日
）

午
後
一
時
ー
ニ
時
ま
で
1
1

役
場

芳
集

九
月
二
三
才
児
検
診
1
5
日
（
火
）
午
後

)
·
'
-
」
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3
.
`
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世帯数

人口総数

男

女
(6 月中

出生13 人

転入18人
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タ
ソ
！
タ
ゾ
／
と
音
を
ひ
び
か
せ

な
か
ら
見
る
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
う

機
械
に
よ
る
田
植
。

そ
ん
な
機
械
で
植
え
て
い
る
の
を

横
目
に
見
な
か
ら
腰
を
の
ば
し
の
ば

し
手
で
植
え
て
い
る
家
で
は
、
親
戚

の
助
け
を
か
リ
て
の
人
海
戦
術
。

「
ち
ょ
う
ど
三
時
だ
。
一
服
す
べ

ー
や
」
「
あ
ー
こ
れ
で
や
っ
と
半
分
位

だ
ね
」
「
機
械
だ
と
既
に
終
わ
っ
て
い

る
か
な
あ
…
…
」

こ
ん
な
会
話
の
中
‘
腰
を
た
た
き

な
か
ら
畦
に
く
す
れ
る
よ
う
に
腰
か

け
一
休
み
。

用
意
し
た
バ
ナ
ナ
や
夏
ミ
カ
ン
を

食
べ
な
か
ら
「
米
年
は
‘
う
ち
で
も

機
械
を
買
う
べ
」
「
だ
け
ど
な
ー
機
椋

を
買
う
は
ど
面
積
は
な
い
し
な
」

「
だ
け
ど
‘
手
で
植
え
る
の
は
時
代

遅
れ
た
よ
父
さ
ん
」
「
そ
う
た
な
ー
。

来
年
は
ど
う
に
か
す
べ
や
ー
」

こ
の
家
の
よ
う
に
‘
何
人
も
で
植

え
た
り
‘
畦
に
腰
か
け
な
か
ら
休
ん

で
い
る
光
景
も
見
ら
れ
な
く
な
り
そ

う
で
す
ね
。 『―’'言ベーや』

手栢え農家の憩いのひととき

課
長
奮
戦
記

な
く

‘-I 

農
業
共
済
課
長

招
棗
賜

お
年
寄
り
か
ら
幼
児
ま
で
の
福

祉
行
政
か
ら
一
転
‘
農
家
の
所
得

補
償
の
た
め
の
農
業
共
済
の
仕
事

に
入
り
‘
毎
日
か
こ
ま
か
い
数
字

と
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
数
字
と

は
あ
ま
リ
縁
の
な
か
っ
た
業
務
か

ら
手
掛
け
る
仕
事
と
し
て
は
、
心

も
と
な
い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
も

の
か
あ
り
ま
す
。

特
に
一
般
会
計
と
は
異
な
る
予

算
の
編
成
方
法
、
こ
ま
か
な
料
率

と
の
闘
い
、
本
年
度
よ
り
始
ま
っ

た
果
樹
共
済
の
部
落
説
明
、
引
受

け
説
明
と
無
我
無
中
の
う
ち
に
す

こ
し
て
し
ま
っ
た
感
か
あ
る
。

自
転
車
の
ペ
タ
ル
を
踏
ん
で
、

評
価
員
の
方
々
と
村
中
を
麦
の
損

害
評
価
、
ま
た
家
畜
の
引
受
け
検

査
に
か
け
め
ぐ
る
こ
と
も
あ
れ
ば

い
ま
は
、
数
少
な
く
な
っ
た
養
蚕

農
家
と
の
接
触
も
あ
リ
‘
忘
れ
か

け
て
い
た
農
業
を
少
し
づ
つ
思
い

出
し
て
い
る
こ
の
頃
で
も
あ
る
。

田
植
え
も
一
段
落
を
し
、
見
渡

す
限
り
の
青
田
を
眺
め
な
か
ら
、

今
年
こ
そ
は
、
被
害
の
な
い
豊
作

の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
念
じ

て
や
み
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
稲
作
も
、
病
害
虫
防

除
の
た
め
ヘ
リ
コ
。
フ
タ
ー
の
爆
音

商
く
、
農
薬
の
空
中
散
布
か
行
わ

れ
て
お
り
、
課
員
一
同
水
稲
細
目

書
の
集
計
に
お
う
わ
ら
わ
の
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
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テ
レ
な
が
ら
ネ
ク
タ
イ
を
す
る
斉
藤
さ
ん

健
康
で
明
る
＜
暮
ら
せ
る
原
動
力

は
な
ん
と
い
っ
て
も
お
父
さ
ん
、
ニ

十
日
の
父
の
日
に
各
家
庭
で
は
、
い

1
1

紙
で
作
っ
た
ネ
ク
タ
イ
1
1

己
加
謬
の
景
攣

己
加
謬
で
置
鵬

六
月
三
十
日
に
告
示
さ
れ

た
県
知
事
選
は
二
十
五
日
間

に
わ
た
る
選
挙
戦
が
切
っ
て

落
と
さ
れ
ま
し
た
か
、
ご
承

知
の
と
お
り
今
回
の
選
挙
は

昭
和
五
十
年
代
の
群
馬
の
県

改
を
担
う
重
要
な
選
挙
で
あ

り
ま
す
の
で
有
権
者
は
候
補

者
の
政
策
な
り
を
十
分
考
え
、

ろ
い
ろ
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
感
謝
の

表
現
を
行
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

東
保
育
園
の
園
児
達
は
紙
で
作
っ

た
水
玉
模
様
の
ネ
ク
タ
イ
を
お
父
さ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

江
黒
の
斉
藤
さ
ん
宅
で
も
、
予
想

も
し
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
終
始
テ
レ
ど
お
し
「
こ

の
よ
う
な
ハ
デ
で
し
か
も
紙
で
作
っ

て
あ
る
ネ
ク
タ
イ
は
し
て
歩
け
な
い

が
常
に
し
て
い
る
よ
う
な
気
持
で

こ
れ
か
ら
仕
事
を
し
な
い
と
子
供
に

申
し
訳
け
な
い
な
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

|知事選辛1

投票日 7月25 日

゜た

◎
保
育
指
導

最
近
の
子
供
達
は
過
保
護

の
せ
い
か
、
食
事
の
時
で
も

ハ
シ
も
満
足
に
も
て
な
い
子

か
い
て
、
手
先
が
無
器
用
で

す
の
で
、
こ
の
よ
う
に
ネ
ク

タ
イ
な
ど
を
作
ら
せ
て
、
手

先
を
練
習
さ
せ
て
い
ま
す
。

東
保
育
園
長

口ょ四庄；立ょ、二竺

病
気
や
お
産
の
た

め
投
票
日
に
歩
行

が
困
難
な
人

こ
の
よ
う
な
人
は
●
●
●
●
●
●

投
票
日
前
に
投
票
を

こ
の
人
な
ら
と
信
頼
で
き
る
人
を
選

び
、
明
る
い
県
政
を
築
く
た
め
大
切

な
一
票
を
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

〔
投
票
の
と
き
〕
七
月
二
十
五
日

午
前
七
時
ー
午
後
六
時
ま
で

霊
投
票
て
き
，
／
八
〕
次
の
①
と
②

の
条
件
を
満
た
す
人
①
昭
和
三

十
一
年
七
月
二
十
六
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
②
こ
と
し
三
月
二
十

五
日
以
前
か
ら
引
続
き
三
カ
月
以

上
住
民
登
録
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人

〔
代
理
投
票
〕
目
の
不
自
由
な
人
や

字
の
書
け
な
い
人
は
投
票
所
で
投

票
管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

霊
開
票
〕
明
和
村
役
場
会
議
室
で

午
後
七
時
よ
り

国
土
調
査
協
会
か
ら
表
彰

昭
和
五
十
年
度
県
民
税
完
納
表
彰

式
が
六
月
二
十
一
日
県
民
会
館
で
行

わ
れ
、
本
村
が
連
続
十
八
年
間
完
納

と
い
う
蝉
か
し
い
記
録
を
樹
立
し
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
税
に
対
す
る
理
解

と
協
力
か
あ
れ
ば
こ
そ
達
成
で
き
た

も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
記
録
を
さ
ら

に
の
ば
す
べ
く
頑
張
り
た
い
と
お
も

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
お
一
層
の

ご
協
力
を
お
顧
い
し
ま
す
。

十
年
以
上
連
続
県
税
完
納
町
村

多
野
郡
中
里
村
（
二
十
四
年
間
）

邑
楽
郡
明
和
村
（
十
八
年
間
）

吾
妻
郡
東
村
（
十
八
年
間
）

勢
多
郡
粕
川
村
（
＋
一
年
間
）

1
1

新
里
村
（
＋
年
間
）

利
根
郡
川
場
村
（
十
年
間
）

佐
波
郡
赤
堀
村
（
十
年
間
）

こ
の
た
び
国
土
調
査
事
業
（
地
籍

調
査
及
び
土
地
分
類
）
が
完
成
し
た

の
で
全
国
国
土
調
査
協
会
か
ら
明
和

村
を
は
じ
め
次
の
方
々
か
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
う
ち
、
地
籍

調
査
は
土
地
改
良
と
併
行
し
て
宅
地

そ
の
他
の
面
積
を
正
確
に
測
定
し
た

も
の
で
、
土
地
分
類
は
本
村
の
農
地

の
種
類
、
地
力
を
調
査
判
定
し
た
事

業
で
あ
り
ま
す
。

④
役
場
関
係
奈
良
丑
松
大
塚
雅

勇
④
土
地
改
良
区
関
係
若
月

正
寿
立
川
知
司
（
敬
称
略
）

村
県
民
税

「
十
八
年
連
続
完
納
」

輝
か
し
き
記
録

？
＼
燿

芦
い
め
に
べ
んNf

臣
万
t
]
ム
几
川
J

ゴ
訊
□
·
:
·
:
:
}

お
金
を
貸
し
た
か
返
し
て
く
れ
な

い
。
貸
し
た
家
を
明
け
渡
し
て
く
れ

な
い
。
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
て
け
か

を
し
た
か
ら
治
療
代
が
ほ
し
い
。
親

子
や
夫
婦
の
間
か
う
ま
く
行
か
な
い

な
ど
、
こ
う
し
た
‘
い
ろ
い
ろ
の
争

い
や
‘
請
求
は
、
訴
え
を
お
こ
し
て

裁
判
を
受
け
れ
ば
い
い
の
で
す
か
‘

裁
判
の
手
続
に
は
、
い
ろ
い
ろ
む
ず

か
し
い
き
ま
り
か
あ
っ
て
、
法
律
知

識
が
必
要
で
す
し
‘
費
用
や
時
間
も

か
か
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
法
廷
へ

出
て
争
う
こ
と
も
‘
親
せ
き
間
や
、

昔
な
じ
み
の
間
柄
で
は
、
は
ば
か
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
手
軽
に
早
く
話
し
合

い
‘
譲
り
合
っ
て
‘
納
得
の
い
く
解

決
を
与
え
て
く
れ
る
の
か
調
停
で
す

調
停
も
裁
判
所
の
公
正
な
手
続
の

―
つ
で
す
か
、
法
律
的
に
む
す
か
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
‘
ま
た
、

公
開
の
法
廷
で
な
く
‘
裁
判
官
と
調

停
委
員
と
当
事
者
と
か
膝
を
つ
き
合

わ
せ
て
話
し
合
い
‘
納
得
ず
く
で
解

決
す
る
の
で
す
か
ら
、
い
や
な
後
味

も
残
り
ま
せ
ん
。
法
律
論
で
は
片
付

か
な
い
妙
味
も
出
せ
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

0
今
月
の
調
停
相
談
日

●
日
時
七
月
二
十
九
日
午
前
十

時
ー
午
後
三
時
ま
で

館
林
市
役
所
保
健
相
談
室

●
場
所 調

f
fe
は
な
‘
3
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金子増蔵

（大輪）

私
は
真
多
呂
人
形
（
日
本
人
形
）

を
作
っ
て
四
十
年
近
く
に
な
り
ま

す
か
、
私
は
人
形
の
ボ
デ
ィ
（
体
）

造
り
な
の
で
外
見
の
美
し
さ
と
ち

か
い
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
や

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
人
形
造
り
を
始
め
て
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
事
が
―
つ
だ
け

あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
浩
宮
様
か
生
ま
れ
た

年
に
正
田
家
よ
り
日
本
橋
の
三
越

本
店
に
注
文
か
あ
り
、
三
人
一
組

｀
多
多
仁
も
詮5
刀
行
ロ

の
天
童
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。こ

の
人
形
か
皇
室
に
飾
ら
れ
る

の
か
と
思
う
と
緊
張
は
す
る
し
、

力
も
は
い
る
し
、
汗
か
に
じ
み
出

て
来
た
の
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て

お
り
ま
す
。

人
形
の
ボ
デ
ィ
は
桐
の
オ
ガ
ク

ズ
に
ボ
ン
ド
な
ど
を
混
ぜ
あ
わ
せ

た
も
の
で
大
変
や
わ
ら
か
な
た
め

常
に
赤
ち
ゃ
ん
を
扱
う
よ
う
に
仕

事
を
し
な
い
と
す
ぐ
崩
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
…
…
人
に
は
よ

く
理
解
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
を
作
っ

て
お
り
ま
す
か
、
心
か
お
ち
つ
い

て
、
い
つ
の
ま
に
か
歴
史
の
中
に

と
け
込
み
平
安
時
代
の
優
雅
な
気

持
ち
に
か
ら
れ
ま
す
。

|
線

忌
1
[

（
ハ
ウ
ス
内

ヽ
J

` 
雨水万ロン文の役口

◎特に正午前後

か危険です。

雨水のたまり

江
口
の
柿
沼
英
雄
さ
ん
は
‘
ハ
ク

サ
イ
の
新
種
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

既
に
二
十
年
に
な
る
か
、
三
年
前
に

新
種
「
に
し
き
」
を
つ
く
り
あ
げ
ま

し
た
。
（
柿
沼
さ
ん
は
錦
鯉
を
多
く
飼

育
し
て
い
る
の
で
「
に
し
き
」
と
名

付
け
る
）

こ
の
新
種
「
に
し
き
」
は
在
来
の

品
種
よ
り
耐
病
性
に
す
く
れ
、
貯
蔵

し
て
も
腐
れ
か
な
く
食
味
も
よ
く
‘

さ
ら
に
、
多
収
性
に
富
ん
で
い
る
た

め
生
産
農
家
か
ら
早
く
も
注
目
を
浴

び
て
い
る
品
種
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ハ
ク
サ
イ
の
品
種
と

い
え
ば
＂
王
将
“
か
＂
仲
春
“
と
決

ま
っ
て
い
た
が
、
柿
沼
交
配
「
に
し

き
」
の
暴
発
的
人
気
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
夏
の
タ
ネ
の
需
要
期
に
そ
な

え
、
こ
の
ほ
ど
＂
に
し
き
白
菜
I
j
の

タ
ネ
採
り
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
タ
ネ
採
り
作
業
は
、
タ
ネ
に

傷
を
つ
け
る
と
発
芽
か
悪
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
と
ん
ど
か
手
作
業
。

き
っ
と
よ
い
「
に
し
き
ハ
ク
サ
イ
」

か
出
来
る
で
し
ょ
う
。

◄

柿
沼
さ
ん
に
依
頼
さ
れ

タ
ネ
を
採
る
高
瀬
さ
ん

ハ
ク
サ
イ
の
新
種
づ
く
り
に
成
功

ろしむゃ
＼
ラヮ小

さ
な
タ
ネ
に
大
き
な
夢

〔水のレンズ作用〕

な
ぜ
‘
こ
ん
な
場
所
で
火
災
か
？

と
‘
思
わ
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
火

災
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

一
ゞ

\ \ 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
ワ
ラ
や
む

し
ろ
な
ど
を
格
納
し
て
置
く
と
‘
雨

水
の
レ
ン
ズ
作
用
に
よ
っ
て
火
災
か

館
林
消
防
署
管
内
に
お
い
て
既
に
四

件
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
に

た
る
み
が
あ
る
と
降
雨
の
た
め
雨
水

か
溜
り
‘
そ
の
後
晴
天
に
な
る
と
‘

太
陽
光
線
か
焦
点
を
構
成
し
て
、
約

二
十
分
ー
三
十
分
ぐ
ら
い
で
火
災
を

起
こ
し
ま
す
の
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
に
ワ
ラ
や
む
し
ろ
な
ど
を
格
納
し

て
あ
る
家
で
は
、
雨
か
止
ん
だ
ら
ビ

ニ
ー
ル
の
張
り
具
合
を
点
検
す
る
な

ど
し
て
、
火
災
の
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

乏

L―
ー
[

現
在
教
育
機
器
は
、
学
習
指
導

の
―
つ
の
手
段
と
し
て
欠
く
こ
と

か
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
も
O
H
P

（
オ
ー
バ
ー

ヘ
ッ
ト
。
フ
ロ
ジ
ク
タ
ー
）
は
各
教

室
に
据
え
、
教
育
機
器
至
に
は
シ

ン
ク
ロ
フ
ァ
ク
ス
（
シ
ー
ト
式
磁

気
録
音
）
や
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
（
集

団
反
応
分
析
装
置
）
な
ど
か
あ
り

ま
す
。

O
H
P

は
学
習
内
容
を
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
だ
す
の
で
、
生
徒
の
興
味
と
関

心
を
ひ
き
学
習
意
欲
か
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
シ
ン
ク
ロ
フ
ァ
ク
ス
は
二

教
育
の
現
代
化
”
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
先
生
の
指
導
に
よ
る
と
こ

ろ
か
大
き
い
か
そ
の
補
助
と
な
る
視
聴
覚
教
具
を
見
逃
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
中
学
校
で
は
昭
和
四
十
四
年
の
N
H
K

の
放
送
教

育
研
究
指
定
を
導
火
線
に
テ
レ
ビ
の
ビ
テ
オ
な
ど
着
々
と
導
入
し

す
ば
ら
し
い
効
果
を
収
め
て
お
り
ま
す
。

人
一
組
で
指
導
音
声
を
聞
き
な
か

ら
考
え
方
を
学
び
、
わ
か
ら
な
い

と
き
は
何
回
で
も
聞
き
直
し
か
で

き
‘
こ
と
に
放
課
後
や
長
期
休
業

中
の
個
人
学
習
に
は
効
果
的
で
あ

り
ま
す
。

も
う
―
つ
の
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
は

先
生
か
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
学

習
活
動
を
は
握
し
う
る
能
力
に
は

限
界
か
あ
る
た
め
、
少
し
で
も
幅

を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
使
用
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
教
師
の
質
問
に

対
し
て
、
出
来
た
生
徒
だ
け
か
反

応
す
る
だ
け
で
な
く
、
わ
か
ら
な

い
生
徒
も
、
質
問
の
あ
る
生
徒
も

同
時
に
反
応
し
て
、
そ
の
パ
ー
セ

ン
ト
を
示
し
て
く
れ
る
た
め
、
誰

れ
か
理
解
で
き
て
、
誰
れ
か
理
解

で
き
な
い
で
い
る
か
が
一
瞬
に
し

て
つ
か
め
る
た
め
、
わ
か
ら
な
い

生
徒
に
個
人
指
導
の
手
を
さ
し
の

ベ
答
え
に
対
し
て
「
あ
な
た
の
答
え

は
正
し
い
で
す
」
「
ま
ち
が
い
で
す

か
ら
も
う
一
度
」
な
ど
の
信
号
か

個
人
に
送
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
生
徒
が

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、

「
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
を
楽
し

み
な
が
ら
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

果
満
点
I
I教
育
機
器

1
1

明
和
中
学
校

1
1
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青
少
年
が
の
び
の
び
と
成

前
進
し
、
明
日
の
＂
明
和
I
I

年
の
成
長
は
国
民
す
べ
て
の
願
い

い
か
ぎ
り
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
ゞ

年
非
行
は
単
純
な
動
機
の
遊
び
型

範
意
識
の
薄
い
少
年
や
欲
求
不
満

ル
で
き
な
い
少
年
達
が
非
常
に
多

本
村
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
羊
―

加
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
こ
れ

る
た
め
に
六
月
二
十
一
・
日

題
協
議
会
（
仮
名
称
）
を
発

青
少
年
非
行
防
止
に
村
ぐ

り
組
む
事
に
な
り
ま
し
た

こ
で
村
民
の
皆
さ
ん
に
本

の
少
年
非
行
は
ど
の
よ
、
（

な
状
況
な
の
か
対
策

い
か
に
す
べ
き
か

の
べ
て
み
る

少
年
は
家
庭
や
友
人
な
ど
周
囲
の

環
境
に
支
配
さ
れ
易
く
、
と
く
に
家

庭
に
お
け
る
保
護
者
の
監
護
の
適
否

が
少
年
の
将
来
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
か
ら

非
行
は

上
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
わ
か
る
と
お

り
、
昨
年
中
に
警
察
に
補
導
さ
れ
た

少
年
は
二
十
四
名
で
す
が
、
す
で
に

こ
と
し
の
夏
休
み
を
前
に
十
四
人
か

補
導
さ
れ
昨
年
を
上
回
る
勢
い
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
昨
年
は
中
学
生

は
三
人
で
あ
っ
た
も
の
か
、
こ
と
し

は
十
一
人
と
四
倍
近
く
も
補
導
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
年
令

の
低
い
中
学
生
が
多
い
こ
と
と
、
補

導
さ
れ
た
人
数
も
多
い
の
で
、
早
く

非
行
の
芽
を
摘
み
と
ら
ね
ば
や
か
て

大
き
な
問
題
か
予
想
さ
れ
る
と
し
て

今
回
村
長
み
ず
か
ら
の
訴
え
と
な
り

ま
し
た
。

早
く
明
和
村
の
名
の
と
お
り
、
明

る
＜
和
や
か
な
村
に
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

ち
な
み
に
、
昨
年
の
補
導
率
（
青

少
年
千
人
に
対
し
て
補
導
さ
れ
た
少

年
）
は
明
和
村
二
十
九
・
一
％
（
約
二

十
九
人
）
館
林
市
六
・
八
％
（
約
七
人
）

板
倉
町
―
二
％
（
十
二
人
）
千
代
田

村
―
一
％
（
十
一
人
）
で
県
平
均
は

―
―
・
三
％
（
約
十
一
人
）
と
‘
こ
の

よ
う
に
非
常
に
高
く
、
県
下
第
二
と

不
名
誉
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

非
行
の
実
態

村
内
の

＾
ホ
イ
ホ
イ
型
〉

な
ん
で
も
い
い
な
り

に
な
る t

こ
i
命
ゑ

M

[

 

こ
の
よ
う
な
少
年
も
あ
る
日
突
然

非
行
化
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
補
導
さ
れ
た
少
年
の
家
庭
環
境

は
八
十
％
か
両
親
の
そ
ろ
っ
た
中
流

以
上
の
家
庭
、
子
ど
も
か
ど
こ
で
誰

と
遊
ん
で
い
る
か
知
ろ
う
と
し
な
い

放
任
家
庭
、
家
中
で
な
ご
や
か
に
話

〈
ホ
ッ
ト
ケ
型
〉

こ
ど
も
へ
の
関
心
が

う
す
く
、
ほ
う
り
っ

ば
な
し
に
し
て
い
る

し
あ
い
の
な
い
家
庭
、
家
の
中
か
い

つ
も
も
め
ご
と
か
多
く
暗
い
家
庭
、

な
ん
で
も
ほ
し
い
も
の
は
買
っ
て
や

る
家
庭
゜

こ
の
よ
う
に
、
非
行
少
年
に
な
る

最
初
の
原
因
は
家
庭
内
に
ま
ず
原
因

か
あ
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
ガ
ミ
カ
ミ
型
〉

こ
ど
も
の
言
い
分
な

ど
き
か
ず
、
頭
か
ら

お
し
つ
け
る

〈
ハ
ラ
バ
ラ
型
〉

家
族
の
考
え
が
バ
ラ

バ
ラ
て
し
つ
け
も
ま

ち
ま
ち

こ
ん
な
家
庭
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
I
.
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▼
遊
び
型
非
行
が
多
発

自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
自
分
で

乗
り
回
し
て
み
た
い
と
い
っ
た
単
純

な
動
機
で
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を

盗
み
‘
遊
び
道
具
と
し
て
単
車
な
ど

を
運
転
し
て
そ
れ
が
交
通
事
故
に
結

び
付
く
場
合
が
多
く
「
遊
び
型
」
の

非
行
と
い
う
こ
と
か
最
近
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

▼
少
年
の
暴
走
行
為
の
増
加

全
国
的
に
少
年
た
ち
が
グ
ル
ー
。
フ

を
つ
く
っ
て
非
行
に
走
る
と
い
う
ケ

ー
ス
か
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
地

域
に
お
い
て
は
、
一
台
や
二
台
で
走

る
と
い
っ
た
暴
走
行
為
か
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
り

教
育
長

中
学
か
ら
高
校
に
か
け
て
の
時
期

は
親
へ
の
反
抗
を
は
じ
め
と
し
て
、

周
囲
の
権
威
や
支
配
か
ら
逃
れ
て
仲

間
集
団
を
形
成
し
、
そ
の
集
団
の
中

で
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
年
頃

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
仲
間
づ
く
り

友
達
づ
く
り
は
非
常
に
大
切
な
意
味

を
も
っ
て
い
ま
す
か
、
一
歩
誤
る
と

非
行
集
団
に
移
っ
て
し
ま
う
恐
れ
か

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭

学
校
・
地
域
社
会
•
関
係
機
関
か
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
努
力
と
協
力
が

必
要
で
す
。

今
年
も
間
も
な
く
夏
休
み
を
迎
え

児
童
や
生
徒
に
と
っ
て
夏
休
み
は
心

身
の
活
力
を
蓄
え
、
自
律
的
な
生
活

態
度
を
身
に
つ
け
る
絶
好
の
機
会
で

す
か
、
そ
の
過
し
方
に
よ
っ
て
は
非

行
仲
間
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
逆
に

犯
罪
の
被
害
者
に
な
る
な
ど
不
幸
な

結
果
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
を
充
実
さ
せ
楽
し
い

意
義
あ
る
休
み
と
す
る
た
め
に
、
特

に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

惣
三
郎

◎
家
庭
と
学
校
の
共
通
理
解
を

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
の

方
針
や
指
導
事
項
を
よ
く
理
解
し
て

各
家
庭
で
指
導
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
心
配
な
徴
候
か
あ
ら
わ
れ
た

ら
す
ぐ
先
生
に
相
談
す
る
か
、
親
と

し
て
自
信
と
責
任
を
も
っ
て
子
ど
も

に
助
言
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
健
康
な
体
力
づ
く
り
を

夏
休
み
は
体
力
づ
く
り
に
は
も
っ

て
こ
い
の
時
期
で
す
。
水
泳
、
球
技
、

早
朝
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
積
極
的
に
行
わ

せ
、
村
で
も
野
球
大
会
や
サ
ッ
カ
ー

教
室
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
し
ど
し
参
加
さ
せ
て
じ
ょ
う
ぶ
な

体
を
つ
く
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て

ァ
ル
バ
イ
ト
自
体
は
勤
労
の
尊
さ

を
知
る
う
え
で
大
変
良
い
事
で
す
か

自
分
の
金
だ
か
ら
と
自
由
に
使
い
、

そ
れ
か
も
と
で
浪
費
の
く
せ
か
つ
き

し
ま
い
に
は
欲
し
い
も
の
は
盗
み
と

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト

先
の
環
境
か
良
く
な
か
っ
た
た
め
に

三

田

▼
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

乱
用
少
年
の
増
加

昭
和
四
十
七
年
八
月
「
毒
物
及
び

劇
物
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
か
施
行
さ
れ
、
シ
ン
ナ
ー
等
の

販
売
者
や
授
与
者
を
規
制
す
る
ば
か

り
で
な
く
乱
用
者
自
体
も
規
制
さ
れ

急
減
し
た
か
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら

再
び
増
加
し
て
特
に
中
学
生
や
高
校

生
の
間
に
ま
ん
延
化
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

▼
低
年
齢
の
窃
盗
が
増
加

悪
く
染
ま
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま

す
の
で
、
子
ど
も
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
た
い
と
い
う
相
談
か
あ
っ
た
場
合

は
学
校
で
許
可
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
新
学
期
を

楽
し
い
夏
休
み
で
も
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
て
は
な
ん
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
夏
休
み
か
終
わ
っ
た
ら
み
ん

な
の
顔
か
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
ね
。

り
交
通
事
故
防
止

暑
さ
の
た
め
注
意
力
が
落
ち
か

ち
で
す
の
で
、
正
し
い
歩
行
、
正

し
い
道
路
の
横
断
‘
正
し
い
自
転

車
の
乗
り
方
を
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
く
だ
さ
い
。

回
水
難
事
故
防
止

利
根
川
、
谷
田
川
で
の
水
遊
び

や
邑
楽
用
水
路
で
の
魚
釣
、
水
遊

び
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
そ
の
よ
う
な
所
で
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
を
見
た
ら
必
す
や
め
る
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

い
非
行
防
止

夏
休
み
を
さ
か
い
に
非
行
が
毎

年
多
く
な
り
ま
す
。
両
親
は
‘
持
物

や
行
動
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 \ 

非
行
少
年
対
策

万
引
き
は
中
学
生
、
高
校
生
に
多
い

が
、
特
に
最
近
は
高
校
生
よ
り
も
中

学
生
に
多
く
非
行
の
低
年
齢
化
傾
向

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
低
年
齢
の
少

年
達
だ
け
に
事
故
の
取
扱
い
か
う
ま

く
い
け
ば
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い

で
済
む
こ
と
か
多
い
。

▼
映
画
や
本
か
ら
の
剌
激
を

受
け
て
の
犯
行
の
増
加

性
解
放
の
風
潮
や
暴
力
礼
讃
の
風

潮
を
反
映
し
て
内
容
の
極
め
て
低
俗

な
映
画
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
か
は

ん
ら
ん
し
、
こ
れ
ら
か
過
敏
な
思
春

期
の
少
年
に
強
い
刺
激
を
与
え
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
性
の
逸
脱
行
為

か
目
立
っ
て
い
ま
す
。

◎
家
庭
で
は
：
·
·
:

非
行
に
走
る
大
き
な
原
因
は
家
庭

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
は
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
罪
を
犯
し
た
少
年
で
も
、
適
切

な
教
育
や
指
導
に
よ
っ
て
再
び
健
全

な
姿
に
立
ち
戻
る
可
能
性
は
極
め
て

高
く
そ
れ
か
早
け
れ
ば
早
い
は
ど
、

そ
の
矯
正
も
容
易
で
す
の
で
、
早
く

気
づ
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
村
で
は
…
…

村
で
は
非
行
少
年
の
一
掃
を
目
指

し
て
各
部
落
ご
と
に
少
年
を
持
つ
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
対
象
に
座
談

会
を
開
き
情
報
の
交
換
‘
施
策
の
研

究
、
連
携
補
導
な
ど
の
あ
り
方
を
話

し
合
い
、
地
域
ぐ
る
み
、
村
ぐ
る
み

の
非
行
防
止
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
村
内
六
カ
所
に
「
青
少
年

健
全
育
成
宣
言
村
」
と
書
か
れ
た
立

看
板
を
設
置
し
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
少
年
の
啓
蒙
、
啓
発
を
行
い

ま
す
。

◎
警
察
で
は
…
•
•

警
察
で
は
非
行
を
小
さ
な
芽
の
う

ち
に
摘
み
と
る
た
め
に
‘
非
行
少
年

や
不
良
行
為
少
年
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
ま

た
、
警
察
の
少
年
係
で
は
あ
な
た
の

お
子
さ
ん
や
知
り
合
い
の
お
子
さ
ん

の
こ
と
で
心
配
ご
と
の
あ
る
方
は
、

0
二
七
二
（
二
四
）
八

0
八
0
の
困

り
ご
と
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
の
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て

非
行
の
芽
を
早
く
摘
み
と
り
ま
し
ょ

゜

、

1◎
村
青
少
年
関
係
機
関
で
は
…
…

青
少
年
関
係
機
関
で
は
家
庭
‘
学

校
、
地
域
住
民
の
人
々
と
い
っ
た
あ

ら
ゆ
る
立
場
の
人
達
と
協
力
し
、
相

互
の
連
絡
を
密
に
し
て
指
導
を
強
化

し
、
非
行
防
止
の
効
果
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
不
幸
に
し
て
問
題
を
多
く

持
つ
生
徒
や
非
行
を
繰
り
返
す
生
徒

に
つ
い
て
は
警
察
、
児
童
相
談
所
、

福
祉
事
務
所
、
家
庭
裁
判
所
な
ど
へ

持
ち
込
み
ま
す
。

◎
児
童
相
談
所
で
は
…
…

太
田
に
あ
る
児
童
相
談
所
で
は
、

家
庭
や
学
校
な
ど
か
ら
す
べ
て
の
少

年
非
行
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す

が
‘
万
引
き
な
ど
の
一
見
軽
懲
に
見

え
て
も
調
べ
て
い
く
に
つ
れ
て
そ
の

少
年
の
後
ろ
に
は
大
き
な
問
題
か
ひ

そ
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
児

童
相
談
所
で

は
、
な
ぜ
少

年
が
そ
の
よ

う
な
行
動
を

と
っ
た
の
か

―
つ
ひ
と
つ

問
題
点
を
解

決
し
て
本
人

毎朝歯をみかき (3 分間）

顔を洗う (2 分間）間、水

道の水を出し放しにして

しヽると一―-。

1 日で約65 £、 1 カ月で

約 2 干t （風呂桶 14杯）

これを 2 人かしていると

1 カ月の風呂の水と同じ

くらいの水を損していま

す。

か
立
派
に
立
ち
直
る
よ
う
本
人
や
周

囲
の
人
々
と
協
力
し
て
矯
正
や
防
止

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

こ
れ
は
警
察
に
保
護
さ
れ
た
少
年

の
声
で
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
「
兄
さ
ん
は
い
い
子
な
の
に
お
前

は
：
·
…
…
」
す
ぐ
兄
弟
を
ひ
き
あ

い
に
す
る
。

◆
両
親
の
け
ん
か
か
一
番
い
や
だ
。

◆
「
近
ご
ろ
の
子
ど
も
は
：
·
…
」
と

か
「
お
父
さ
ん
の
若
い
こ
ろ
は
…
」

な
ど
と
す
ぐ
言
う
。

◆
お
こ
っ
て
は
か
り
い
な
い
で
、
た

ま
に
は
ほ
め
て
も
ら
い
た
い
。

●
「
勉
強
、
勉
強
」
と
い
っ
て
ば
か

り
言
わ
な
い
で
は
し
い
。

◆
自
分
か
っ
て
な
こ
と
ば
か
り
言
わ

な
い
で
子
ど
も
の
気
持
も
わ
か
っ

て
ほ
し
い
。

◆
言
え
ば
わ
か
る
こ
と
を
、
す
ぐ
な

ぐ
っ
た
り
し
な
い
で
ほ
し
い
。

◆
悪
い
こ
と
を
し
た
と
き
‘
迷
っ
て

い
る
と
き
は
し
っ
か
り
注
意
し
て

も
ら
い
た
い
。

◆
一
度
い
え
ば
す
む
こ
と
を
、
何
回

も
く
り
か
え
し
て
い
わ
な
い
で
ほ

し
い
。

◆
日
に
一
度
で
い
い
、
ど
ん
な
話
題

で
も
い
い
。
両
親
と
な
ご
や
か
に

話
の
で
き
る
時
間
が
ほ
し
い
。
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►

授
業
参
観

こ
と
ぶ
き
学
級
は
毎
月
一
回
学

習
課
題
を
定
め
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
、
六
月
は
東
小
学
校
と
東
保
育

園
の
授
業
参
観
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
に
校
長
先
生
か
ら
学
校
の

概
要
、
教
頭
先
生
か
ら
は
、
生
徒

の
考
え
方
な
ど
を
聞
い
て
か
ら
各

教
室
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

老
人
達
は
、
「
ず
い
ぶ
ん
教
育
も

変
わ
っ
た
な
ー
」
と
口
ぐ
ち
に
話

七
月
は

村
内
の
三
保
育
園
で
は
、

歯
の
検
診
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
西
閲
で
は
虫

歯
は
あ
っ
て
も
治
療
し
て
あ

り
、
中
閥
で
は
虫
歯
の
園
児

は
少
く
東
闊
で
は
ほ
と
ん
ど

全
員
虫
歯
が
あ
り
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
方
も
お
菓
子
を

与
え
た
ら
、
歯
を
み
が
か
せ

る
な
ど
虫
歯
を
予
防
し
、
虫

歯
は
早
く
治
療
し
て
く
だ
さ

ヽ
~
゜

し

I
I

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
I
I

輸
血
し
て
も
血
液
代
金
は
無
料

こ
と
し
も
”
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
”
が
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
カ
月
に
わ
た
り
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
す
で
に

献
血
を
経
験
さ
れ
た
方
、
ま
た
輸
血

の
お
陰
で
命
拾
い
を
し
た
方
か
い
る

と
思
い
ま
す
。

科
学
か
め
ざ
ま
し
く
進
歩
し
た
今

日
に
お
い
て
も
、
血
液
を
人
工
的
に

造
り
出
す
こ
と
か
で
き
な
い
た
め
‘

輸
血
に
は
健
康
な
人
の
献
血
か
ぜ
ひ

必
要
で
す
。

現
在
、
健
康
で
も
今
後
い
つ
、
輸

立
二

ュ
ー
ス

困
っ
て
い
る
人
達
の
相
談
相
手
と

な
る
民
生
委
員
か
一
名
欠
け
て
い
た

た
め
新
た
に
、
江
口
の
荒
井
澄
子
さ

ん
（
四
十
八
オ
）
を
推
薦
し
ま
し
た

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
昭
和
五
十
二
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

民
生
委
員
に

荒
井
澄
子
さ
ん

村
で
は
、
す
べ
て
の
子
供
の
す
こ

や
か
な
成
長
と
母
親
の
健
康
を
守
る

た
め
妊
産
婦
や
乳
幼
児
に
つ
い
て
の

相
談
相
手
と
な
っ
て
く
だ
さ
る
母
子

保
健
推
進
員
三
十
二
名
を
委
嘱
し
ま

し
た
の
で
母
子
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
推
進
員
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

▼
斗
合
田
梁
瀬
た
ま
子
▼
下
江

黒
二
十
里
千
代
子
▼
上
江
黒

江
森
ふ
く
斉
藤
安
江
▼
千
津
井

飯
塚
い
つ
子
酒
井
ち
よ
子
▼
江

口
木
村
ト
ミ
関
口
富
士
子
▼

田
島
青
木
こ
め
北
島
と
し
▼

南
大
島
岡
安
ふ
み
小
磯
泰
子

小
池
菊
代
栗
原
し
ん
島
田
幸
子

▼
新
里
鈴
木
す
か
小
平
志
げ
子

▼
中
谷
坂
上
い
そ
坂
上
ト
ヨ

▼
梅
原
清
水
ま
さ
子
福
田
千
代

江
森
育
▼
川
俣
石
崎
イ
ク

▼
須
賀
尾
崎
し
げ
子
▼
大
輪

江
原
サ
イ
原
口
よ
し
門
間
と
よ

▼
入
ケ
谷
金
子
と
み
▼
矢
島

奈
良
原
キ
ク
ノ
清
水
ア
ヤ
子
▼

大
佐
貫
中
島
愛
子
篠
木
栄
美
代

畔
戸
闘3
2名
を
委
嘱

墨
『H
e嘗
登
引
言
畳
口
寧
す

◄

歯
の
検
診

し
て
い
た
の
か
印
象
的
で
し
た
。

血
を
必
要
と
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
健
康
な
う
ち
に
す
す
ん
で
献

血
し
て
お
け
ば
万
一
の
場
合
に
は
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
の
献
血
に
よ
る
血

液
で
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

献
血
こ
そ
お
互
い
の
血
液
が
か
よ

い
合
つ
美
し
い
助
け
合
い
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
こ
の
＂
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
”
を
機
会
に
献
血
の
尊
さ
を

ご
理
解
し
、
八
月
二
十
四
日
に
献
血

車
か
来
ま
す
の
で
、
地
域
、
職
場
ぐ

る
み
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日

以
降
に
お
い
て
病
気
や
事
故
の
た
め

輸
血
を
受
け
、
そ
の
血
液
代
金
（
自

己
負
担
金
）
を
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
場
合
、
日
本
赤
十
字
社
が
そ
の
自

己
負
担
金
分
を
お
支
払
い
し
、
実
質

的
に
血
液
代
金
を
無
料
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
輸
血
患
者
の
と
こ
ろ
に

「
支
給
申
請
書
」
か
届
い
た
ら
‘
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
‘
献
血
さ
れ
た
方

々
の
善
意
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

血
液
無
料
化
に
つ
い
て
詳
し
く
は

役
場
住
民
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
気
機
器
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
洗
た
く
機
に
ア
ー
ス
を
つ
け
て
い

正
し
く
安
全
に
ま
す
か
。

＊
電
気
ひ
げ
そ
り
は
ど
こ
で
お
使
い
●
洗
た
く
機
や
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
に

で
す
か
。
は
、
電
気
工
事
店
に
頼
ん
で
安
全
な

●
コ
ー
ド
式
の
電
気
ひ
げ
そ
り
を
ア
ー
ス
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

洗
面
所
な
ど
の
湿
気
の
多
い
所
で
使
＊
電
気
器
具
に
ふ
れ
る
と
ピ
リ
ッ

I
.

う
場
合
は
、
金
属
製
の
刃
か
直
接
顔
と
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
か
。

に
当
た
る
た
め
、
万
一
淵
電
し
た
場
●
こ
わ
れ
た
電
気
器
具
を
使
っ
て
い

合
‘
顔
か
ら
、
心
臓
、
足
へ
と
電
気
か
る
と
、
感
電
し
て
思
わ
ぬ
事
故
を
起

流
れ
大
変
危
険
で
す
。
使
う
場
所
に
こ
し
ま
す
。
す
ぐ
修
理
し
ま
し
ょ
う
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、
）や
的
正
変

格
目
適
は
告

麟
疇L
謬
直

予
の
る
＜
ど

買
地
著
欠
な

売
土
か
を
更

（
ー
＼

I 

I 
I 

6 週間以内 ~ i 

' 

ロ
＼
ー
）L
 

才さ表
判
公
批
に
的
般
会一社

I

¥

 

土
地
取
引
に
お
け
る
規
制
を
行
う
国
土

法
か
施
行
さ
れ
、
す
で
に
一
年
余
を
経
過

し
ま
し
た
か
、
今
な
お
法
の
不
知
な
ど
の

理
由
か
ら
届
出
の
履
行
が
十
分
で
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
国
土
利
用
法
は

ど
の
よ
う
な
法
律
で
あ
る
の
か
説
明
し
ま

す
と
…
…
…
。

〔
土
地
売
買
契
約
の
届
出
〕

土
地
の
売
買
契
約
（
予
約
を
含
む
）

を
す
る
と
き
は
、
そ
の
土
地
が
次
の

面
積
に
該
当
す
る
と
き
は
役
場
を
経

由
し
て
知
事
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

面
積
要
件

市
街
化
区
域
二
千
面
以
上

都
市
計
画
区
域
（
市
街
化
調

整
区
域
）
五
千
面
以
上

な
お
、
面
積
の
小
さ
い
土
地
で
も

一
人
か
数
人
か
ら
買
っ
た
り
一
人
が

数
人
に
売
っ
た
り
す
る
場
合
、
そ
の

合
計
面
積
が
前
記
の
規
模
以
上
に
な

る
一
団
の
土
地
に
つ
い
て
も
届
出
か

必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
場
合
何
回

も
分
け
て
売
買
す
る
の
も
届
出
か
必

要
で
す
。

〔
届
出
か
必
要
な
権
利
の

移
転
ま
た
は
設
定
〕

所
有
権
、
賃
借
権
、
地
上
権
の
売

買
、
及
び
一
時
金
を
伴
う
賃
借
権
、

地
上
権
の
設
定
な
ど
。

〔
届
出
か
不
要
な
も
の
〕

二
干
而

五
干
而

（
市
街
化
区
域
）

（
都
市
計
画
区
域
）
以
上
の
場
合

相
続
、
贈
与
、
財
産
分
与
、
共
有

物
の
分
割
な
ど
。

以
上
の
面
積
や
要
件
に
該
当
し
て

い
る
場
合
は
村
を
経
由
し
て
、
知
事

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
く
は
企
画
開
発
課
ま

で
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
に
福
音

家
庭
介
護
人
を
派
遣

最
近
は
痛
ま
し
い
交
通
事
故
、
産
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
限
度
額
を
下

業
災
害
な
ど
に
よ
る
不
慮
の
事
故
に
回
っ
て
い
る
こ
と
。

よ
っ
て
、
一
瞬
の
う
ち
に
母
子
家
庭
介
護
人
を
派
遣
す
る
た
め
に
は
、

と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
対
象
家
庭
の
名
簿
を
作

ま
た
、
離
婚
・
遺
棄
に
よ
る
も
の
も
成
し
て
お
き
、
そ
の
登
録
世
帯
の
申

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
出
に
よ
っ
て
、
介
護
人
を
派
遣
し

そ
こ
で
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
小
ま
す
の
で
、
病
気
に
な
ら
れ
た
と
き

さ
な
子
供
を
抱
え
て
い
る
母
子
家
庭
介
護
人
の
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
、

に
お
い
て
、
お
母
さ
ん
の
一
時
的
な
ご
近
所
の
母
子
会
役
員
ま
た
は
、
役

病
気
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
き
場
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

た
し
、
身
寄
り
な
ど
誰
か
ら
も
介
護
、
。

を
受
け
る
こ
と
か
困
難
な
家
庭
に
対
し
紅
翡
⑮
の
手
続
は

し
て
、
介
護
人
を
派
遣
し
て
、
無
料

で
身
の
ま
わ
り
や
お
子
さ
ん
の
お
世
文
I
P
i
み
ヅ
ま
ー
)
卜
]
か

話
を
し
、
お
母
さ
ん
か
一
日
も
早
く
た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四

健
康
に
な
ら
れ
、
生
活
の
安
定
と
向
十
九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
お
預

上
が
は
か
れ
る
よ
う
に
、
県
母
子
福
け
に
な
っ
た
定
額
貯
金
の
利
息
が
有

祉
協
会
に
委
託
し
て
本
年
十
月
一
日
利
に
な
る
手
続
（
マ
ル
替
の
手
続
）

よ
り
母
子
家
庭
介
護
人
派
遣
制
度
か
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

発
足
し
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
、
定
額

介
護
人
の
派
遣
対
象
と
な
る
母
子
貯
金
証
書
を
お
近
く
の
郵
便
局
の
窓

家
庭
は
次
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
し
口
ヘ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。
こ
の
取
り
扱
い
は

H

家
族
構
成
の
う
ち
に
小
学
校
低
来
年
一
月
十
三
日
ま
で
で
す
の
で
、

学
年
以
下
の
子
供
が
含
ま
れ
て
い
る
お
手
も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を
お
確

こ
と
。
か
め
の
上
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
場

口
家
族
構
成
の
う
ち
に
義
務
教
育
合
は
な
る
べ
く
早
く
こ
の
手
続
き
を

終
了
後
の
児
童
、
ま
た
は
母
以
外
の
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

成
人
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
。
た
こ
の
「
マ
ル
替
」
の
手
続
き
を
す

だ
し
、
心
身
障
害
や
老
齢
の
た
め
の
る
と
昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
四
日

労
働
能
力
の
な
い
成
人
は
除
か
れ
ま
付
で
再
預
入
さ
れ
た
も
の
と
し
て
扱

す
。
わ
れ
、
利
息
の
面
で
有
利
と
な
り
ま
す
。
（
川
俣
郵
便
局
）

家
庭
の
所
得
が
母
子
福
祉
年
金

の
ー
わ
り
／

ー
②

`/`… 

が； ：〈た讐冑姦閾喜了雀嘉：：し、ぢし： ［も） 9 らり饂姦占保； ：、~;醤害，l診t森；被： li] 
支゜認だつ師つ血けジ師つめ保いい病し場を者保な険養まだ者国療 つの保療 象
給こをしけのたのた‘がた‘険は病なた合受＾険場診費すいかかを ぎ医険費 放 l．了、
さの受‘た鵜場血場は必時保証旅院ど額のけ村者合療と゜たみ四受 の療者の そ
れ場け事場ホ合液合り、要 険を先にでの額るーかはでは 保な割け よ費か負ヵみ
ま合な前合に 代 と 診持で緊‘七はこに支‘あ 険さ‘た うの医担＇つ
す‘けに゜よ や 灸認 療参病急保割保と請払医つ 税んあ被 に負師割えて
゜所れ保 り コ なめ かし気入険に険か求い療て にかと保 な担に合£
定ば険 付 ル どた 受てや院をな診でし‘費も、 よらの険 つ割か 人
のな者 添 セ の‘ けなケし扱り療きてあの り納三者 て合か ” 
看り＾看 ッ 施マ らかガたつまをま払と全次 賄め割か いはつ ＇こ
護まり 護 卜 術ッ れつをりてす基すいで額の つてを三 ま‘た
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か
ん
き
ょ
う
ー
⑧

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
つ
い
て

今
年
も
既
に
五
月
二
十
九
日
に
館
林
周
辺
地
域
で
は
、
館
林
信
用
金

東
毛
地
域
に
初
の
光
化
学
ス
モ
ッ
庫
屋
上
に
、
テ
レ
メ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

グ
の
注
意
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
ム
（
自
動
測
定
記
録
装
置
）
を
設
置

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
季
節
か
や
っ
し
て
そ
の
測
定
が
自
動
的
に
県
公
害

て
き
ま
し
た
。
課
へ
送
ら
れ
、
予
報
、
注
意
報
な
ど

ま
だ
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
か
発
令
さ
れ
ま
す
。

生
機
構
は
未
解
明
の
点
が
多
い
が
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
●
南
寄
り
の
風
で
、
毎
秒
五
昇
以
下

化
物
、
炭
化
水
素
と
工
場
な
ど
か
の
弱
風
の
と
き

ら
排
出
さ
れ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
が
大
●
気
温
二
十
四
度
以
上
、
湿
度
六
〇

気
中
の
水
分
や
太
陽
光
線
の
紫
外
％
ー
八

0
％
程
度
の
と
き

線
の
作
用
を
う
け
て
、
化
学
反
応
●
視
界
が
一
ー
三
＼
以
以
下
の
と
き

を
起
こ
し
、
酸
化
性
の
物
質
を
大
人
体
へ
の
影
響

気
中
に
生
成
す
る
と
言
わ
れ
て
い
●
目
が
痛
い
●
涙
が
で
る
●
の

ま
す
。
ど
か
痛
い
●
息
苦
し
い
，
●
せ
き

住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
胸
の
痛
み
●
吐
き
気
●
頭
が
痛

い
●
手
足
の
し
び
れ

だ
る
い

影
響
を
受
け
た
人
は
次
の
処
置

を●
洗
眼
、
う
が
い
な
ど
を
行
う

●
屋
外
活
動
を
止
め
て
、
室
内
に

お
い
て
安
静
を
保
つ

●
必
要
に
応
じ
窓
を
閉
鎖

一
般
の
人
へ
の
周
知

注
意
報
以
上
か
発
令
さ
れ
た
場

合
は
次
の
と
お
り
周
知
い
た
し
ま

す
。

●
有
線
放
送
、
広
報
車
で
周
知

●
役
場
、
農
協
の
立
看
板
に
掲
示

さ
れ
ま
す
。
（
解
除
も
同
様
）

ま
た
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
症
状
を
感
じ

た
人
や
、
植
物
被
害
を
発
見
し
た

人
は
、
役
場
企
画
開
発
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

富
塚
富
江

五
月
晴
れ
八
十
八
夜
の
利
根
に
さ
か

す
ペ
タ
ル
踏
み
つ
つ
吟
行
の
友

細
田
武
子

訃
を
聞
き
し
道
に
あ
ざ
み
の
小
紫
風

の
流
る
る
堀
に
水
満
つ

坂
上
千
枝
子

池
巡
る
名
園
雨
に
咲
く
花
の
泰
山
木

に
時
代
は
見
ゆ
れ
（
小
石
川
六
義
園

に
て
）
岡
安
ふ
み

高
橋
正
枝

時
知
ら
す
堂
山
の
鐘
の
音
や
さ
し
幼

き
頃
の
思
ひ
巡
る
も

（
今
月
は
短
歌
で
す
）

小
綬
鶏
の
朝
ま
だ
き
に
声
き
こ
ゆ
い

つ
し
か
き
は
ひ
て
葱
き
ざ
み
ゐ
つ

中
島
あ
い
子

峠
路
の
下
り
に
暗
き
杉
の
森
背
負
子

の
人
に
夕
月
の
知

村
体
育
協
会
で
は
、
小
学
五
・

六
年
生
を
対
象
に
八
月
と
九
月
の

ニ
カ
月
間
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
行
い

ま
す
の
で
参
加
し
て
は
…
…

●
日
時
水
曜
日
は
午
後
五
時
三

十
分
＼
七
時
）
日
曜
日
は
午
前
六

時
ー
八
時
）

●
場
所
明
和
中
学
校
校
庭

●
費
用
百
五
十
円
（
保
険
代
）

-
_
9
9
_
9
9
9
_
9
,
’
＇
ー
＇
，

文

芸

欄

本
村
か
ら
は
初
め
て
カ
ナ
ダ
の
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
か
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
新
里
の
谷
津
嘉

章
選
手
（
日
大
二
年
）
を
励
ま
そ
う

と
体
育
協
会
（
会
長
・
奈
良
丑
松
）

の
主
催
に
よ
り
六
月
二
十
九
日
、
出

身
校
の
明
和
中
学
校
体
育
館
で
壮
行

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
村
の
代
表
と
し
て
、
全
力

を
尽
く
し
て
か
ん
ば
っ
て
来
て
も
ら

お
う
と
村
民
百
五
十
名
が
参
加
し
、

女
子
中
学
生
か
ら
は
花
束
を
贈
る
な

ど
を
し
て
、
盛
ん
に
谷
津
選
手
を
激

ま
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
田
選
手
(
5
2
k
m
級
）
小

幡
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ス
リ
ン
グ
監
督

正
田
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
長
、
大
島

足
工
大
付
属
高
校
監
督
ら
も
壮
行
会

に
花
を
添
え
る
べ
く
特
別
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

正
田
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
長
は
、

「
こ
の
よ
う
に
東
毛
の
地
か
ら
三
人

も
の
選
手
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

で
き
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
群
馬
の

ス
ポ
ー
ツ
は
東
毛
か
ら
と
、
い
う
言

葉
が
ピ
ッ
タ
リ
。
そ
の
よ
う
な
意
味

で
も
東
毛
の
選
手
に
は
特
に
か
ん
ば

っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励
し

^
^
0
津
遍
手
カ
ソ
バ
レ
＂
g

盛
大
に
壮
行
会

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
谷
津
選
手
は
参
加
し
た
人

達
と
一
人
ひ
と
り
握
手
を
し
な
か
ら

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
は
ガ
ン
バ
ル
こ

と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
四
日
に
農
業
委
員
会

が
行
わ
れ
、
こ
と
し
の
農
作
業
労

働
標
準
賃
金
か
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

◎
請
負

(
l
o
a当り
）

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
起
二
千
五
百
円

代
か
き
三
千
八
百
円

田
植
え
（
手
植
え
）
六
千
五
百
円

＂
（
機
械
植
え
隅
端
植
え
含
む
）

五
千
円

六
千
五
百
円

一
万
円

バ
イ
ン
ダ
ー

自
脱
コ
ン
バ
イ
ン

◎
人
夫
賃

農
繁
期
(
-
日
）
四
千
三
百
円

＂
以
外
(
-
日
）
三
千
八
百
円

少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室

館
林
合
同
庁
舎
新
築
工
事
の
為
六

月
か
ら
来
年
三
月
末
日
（
予
定
）
ま

で
の
間
左
記
仮
事
務
所
で
業
務
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
転
先

館
林
市
新
宿
一
丁
目
四
番
三
十
号

（
邑
楽
会
館
二
階
）
〒
三
七
四

電
話
1
1
0
二
七
六
七
□
四
四
六
一

6
 

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
館
林
た
ば
こ
販
売
組
合
婦
人
部
で

は
花
山
開
園
中
の
観
光
た
ば
こ
売
上

益
金
の
一
部
で
あ
る
五
千
円
を
村
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
千
津
井
の
吉
永
陽
さ
ん
は
東
小
学

校
と
東
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円

づ
つ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

農
作
業
労
働

標
準
賃
金
き
ま
る

1
1

館
林
財
務
事
務
所
1
1

事
務
．
m
が
移
転

｀喜I
●
募
集
人
員
六
十
名

●
申
し
込
み
七
月
末
日
ま
で
に

教
育
委
員
会
へ

村
民
に

プ
ー
ル
を
開
放

毎
年
水
泳
プ
ー
ル
を
一
般
に
開

放
し
て
い
ま
す
か
、
今
年
も
中
学

校
の
水
泳
プ
ー
ル
を
八
月
中
の
日

曜
日
だ
け
開
放
し
ま
す
の
で
、
多

数
の
方
か
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
時
間
は
、
午
前
十
時
ー
正

午
ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診

1
5日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
2日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
‘
受

付
は
午
後
一
時
ー
ニ
時
ま
で
で
す

レ
ン
ト
ゲ
ン
健
康
診
断

日
東
部
児
童
館
十
時
ー
十
一
時
三
十
分
ま
で

ー゚8

明
和
第
一
農
協
一
時
上
―
一
時
ま
で

月〇
十
時
i
十
二
時

1
1

明
和
村
役
場

月
一
時
ー
三
時

8
 今

月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
、
固
定
資
産
税

第
二
期
、
明
和
土
地
改
良
区
費
、

有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用

料
で
す
。

〔
集
合
納
入
日
〕

二
十
八
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
九
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館
．

.

.

.

.
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西
保
育
園
で
は
七
月
十
四
日
、
梅

雨
の
あ
い
ま
に
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
を

行
い
ま
し
た
。

大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
た
シ
ャ
ボ
ン

玉
に
は
し
ゃ
ぐ
児
。

強
く
吹
き
す
ぎ
て
こ
わ
れ
て
し
ま

う
児
。保

母
に
手
は
ど
き
を
受
け
る
児
と

さ
ま
ざ
ま
。

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ん
だ
屋
根
ま
で

飛
ん
だ
屋
根
ま
で
飛
ん
で
こ
わ
れ
て

消
え
た
•
•
•
…
」
こ
ん
な
レ
コ
ー
ド
か

鳴
り
響
く
園
庭
て
そ
よ
風
に
乗
っ
て

飛
ぶ
シ
ャ
ボ
ン
王
を
追
う
児
ら
の
姿

は
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
そ
の
も
の
：

·
O

こ
の
七
色
に
輝
く
シ
ャ
ボ
ン
玉
、

そ
し
て
は
か
な
く
消
え
る
シ
ャ
ボ
ン

玉
に
「
ウ
ワ
ー
き
れ
い
だ
、
い
つ
ま

で
も
消
え
な
い
て
”
」
と
祈
る
純
心

な
子
ど
も
達
。

い
つ
か
、
こ
の
子
ど
も
達
も
大
き

く
な
っ
た
頃
‘
き
っ
と
‘
き
ょ
う
の
楽

し
か
っ
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
で
「
い

つ
ま
で
も
消
え
な
い
で
」
と
祈
っ
た

幼
い
日
の
こ
と
を
思
い
だ
す
こ
と
で

し
ょ
う
。 e ｷ 

合 0

り

消えないで

大
き
な
社
会
資
本
の
一
っ
で
あ

る
道
路
の
改
良
や
補
修
、
河
川
の

保
全
‘
或
い
は
上
水
の
給
水
等
々

日
常
我
々
か
生
活
す
る
上
に
お
い

て
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
の
仕

事
ば
か
り
で
す
。

道
路
を
改
良
す
る
：
·
と
い
う
事

は
大
変
な
事
で
す
。
こ
の
村
で
土

地
改
良
事
業
か
実
施
さ
れ
た
昭
和

三
十
年
前
後
で
は
‘
私
な
ど
に
は

と
て
も
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
程

農
機
具
や
車
輛
の
大
型
化
と
、
普

及
か
急
速
に
行
わ
れ
た
結
果
、
そ

の
需
用
に
対
応
し
て
道
路
の
拡
幅

改
良
や
舗
装
工
事
か
必
要
に
迫
ら

れ
て
来
た
も
の
で
す
。

道
路
の
拡
幅
は
、
県
や
村
か
必

要
と
す
る
も
の
で
な
く
‘
大
型
化

し
た
農
機
具
や
車
輛
を
運
行
す
る

た
め
に
‘
ま
た
、
そ
の
車
輛
と
同

じ
道
を
歩
行
す
る
人
達
の
安
全
確

保
と
‘
緊
急
に
備
え
て
の
必
要
か

ら
生
じ
る
も
の
を
、
国
、
県
、
市

町
村
で
行
政
的
に
施
行
す
る
も
の

で
‘
拡
幅
に
は
必
然
的
に
、
地
元

の
協
力
と
関
係
地
権
者
か
ら
貴
重

な
財
産
て
は
あ
り
ま
す
か
用
地
の
一

提
供
を
し
て
戴
か
な
け
れ
ば
な
り

舗
い
い
汀
冒
i
L
三

な
水
を
皆
さ
ん
の
お
勝
手
元
ヘ
ス

ム
ー
ズ
に
お
届
け
す
べ
く
、
課
員

一
同
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
課
長

妬
衣
も
ノ9ょ
紺

課
長
奮
戦
記
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昭
和
五
十
年
四
月
に
行
わ
れ
た
県

議
会
議
員
選
挙
で
残
念
な
か
ら
投
票

率
郡
内
一
位
の
連
続
記
録
を
板
倉
町

に
0

・
ニ
五
％
の
差
で
ス
ト
ッ
プ
さ

れ
ま
し
た
か
、
今
回
の
知
事
選
挙
で

再
び
郡
内
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

再
び
一
位
に
”
~

任
期
満
了
に

伴
う
県
知
事
選

の
投
票
か
七
月

二
十
五
日
午
前

七
時
か
ら
村
内

七
カ
所
の
投
票

所
で
一
斉
に
行

わ
れ
五
千
九
百

六
十
一
人
か
午

後
六
時
ま
で
に
投
票
し
ま
し
た
。

今
回
の
投
票
率
は
前
回
の
知
事
選

よ
り
一
・
七
四
％
上
回
り
、
関
心
の

高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
男
女
別
で
は
男
八
八
・
三

八
％
、
女
九
0
•

三
三
％
と
女
性
の

方
か
良
い
投
票
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
棄
権
し
た
人
達
は
、
ほ
と

ん
ど
が
二
十
歳
代
で
、
ま
た
も
や
若

年
層
の
政
治
の
無
関
心
さ
を
示
し
ま

し
た
。

◎
開
票
結
果

有
効
投
票
五
、

無
効
投
票

◎
候
補
者
別
得
票
数

高
田
か
ん

清
水
一
郎

山
田
ゆ
ず
る

八
七
票

‘
六
五
七
票

‘
―
ニ
ニ
票

知事選投票結果

投票率―89.37% 

八
六
六
票

九
五
票

郡
内

位
の
好
成
績

な
お
‘
県
内
で
は
五
位
で
し
た
。

ち
な
み
に
郡
内
の
町
村
の
投
票
率

は
表
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
の
選
挙
立
候
補
者
の
届

け
出
か
七
月
四
日
に
締
め
切
ら
れ
ま

し
た
か
十
五
名
の
定
数
を
超
え
な
い

た
め
‘
立
候
補
者
全
員
か
無
投
票
当

選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

奈
良
東
助
（
田
島
）
五
十
八
才

小
磯
茂
（
南
大
島
）
六
十
才

奈
良
原
芳
勝
（
千
津
井
）
六
十
一
オ

関
口
義
敬
（
江
口
）
五
十
一
オ

荻
野
清
（
江
黒
）
五
十
三
才

荒
川
一
郎
（
江
黒
）
六
十
才

野
本
茂
雄
（
大
輪
）
五
十
才

藤
野
幸
一
（
川
俣
）
五
十
六
才

落
合
新
次
郎
（
須
賀
）
五
十
才

神
田
富
造
（
大
佐
貫
）
六
十
一
オ

橋
本
正
道
（
斗
合
田
）
五
十
四
才

農
業
委
員
選
挙

全
員
無
投

小
平
喜
章
（
新
里
）
四
十
八
才

黒
沢
安
（
梅
原
）
六
十
七
才

坂
上
喜
太
郎
（
中
谷
）
六
十
ニ
オ

清
水
幸
夫
（
矢
島
）
五
十
七
才

こ
の
ほ
か
に
村
長
の
選
任
に
よ
る

委
員
か
お
り
、
こ
れ
は
村
議
会
か
推

せ
ん
す
る
者
五
人
以
内
と
、
農
協
こ

と
に
推
せ
ん
す
る
理
事
各
一
人
で
す
。

◎
村
議
会
か
推
せ
ん
し
た
者

奈
良
丑
松
（
田
島
）
六
十
三
才

堀
口
正
（
新
里
）
六
十
才

蓮
見
幸
蔵
（
入
ケ
谷
）
七
十
ニ
オ

鯉
沼
―
二
（
大
佐
貰
）
六
十
五
才

福
鳥
明
（
南
大
島
）
六
十
一
オ

◎
農
協
か
推
せ
ん
し
た
者

新
井
初
太
郎
（
江
口
）
六
十
五
才

田
口
政
男
（
大
輪
）
六
十
三
才

明和村 89 37 % 

板倉町 86.99 

千代田村 79 53 

大泉町 66.91 

邑楽町 79.60 

郡平均 77 95 

下
江
黒
第
一
位

九
七
・
六
八
％

部
落
別
投
票
成
績
順
位
は
一
位
か

九
七
・
六
八
％
の
下
江
黒
、
二
位
か

入
ケ
谷
の
九
五
・
一
八
％
、
三
位
か

部落別投票成績

票
当
選

ん
‘
、
’
ー
'

さ
一
井
清
津
川
千
谷
（
長

千
津
井
の
大
川
覚
司
さ
ん
の
長
男

博
司
ち
ゃ
ん
（
五
歳
）
は
邑
楽
用
水

路
の
橋
の
上
で
三
輪
車
に
乗
っ
て
遊

ん
で
い
て
誤
ま
っ
て
落
ち
た
か
、
近

く
で
農
作
業
を
し
て
い
た
長
谷
川
清

一
さ
ん
（
六
十
九
歳
）
は
、
こ
の
水

音
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
‘
満
水
‘
強

流
に
浮
き
沈
み
し
て
流
れ
る
博
司
ち

ゃ
ん
を
救
助
棒
で
救
出
し
ま
し
た
。

村
で
は
長
谷
川
さ
ん
の
行
為
は
他

の
模
範
的
行
為
で
あ
る
と
し
て
警
察

ヘ
表
彰
の
内
申
を
し
た
と
こ
ろ
‘
七

月
五
日
に
警
察
よ
り
感
謝
状
を
受
け

ま
し
た
。

千
津
井
の
九
三
·
―
一
％
で
前
回
の

知
事
選
（
昭
和
四
十
七
年
九
月
）
で

一
位
だ
っ
た
入
ケ
谷
か
二
位
に
‘
ま

た
、
二
位
た
っ
た
下
江
黒
か
一
位
と

な
り
順
位
か
入
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

特
に
目
立
っ
た
の
は
、
斗
合
田
か

人
命
救
助
で
表
彰

大字 有権者 投槃者 投粟率 順位 前(47回年投7栗月牢) 

斗合田 293 I、
人

91 4,f 6 位 81. 29 % 268 

下江黒 259 253 97.68 1 93 22 

上江黒 381 315 82.68 15 81 70 

干津井 417 389 93.29 3 90 89 

江口 465 414 89 03 11 86 94 

田鳥 381 354 92.91 4 92 53 

南大鳥 876 771 88.01 12 86 48 

新里 497 427 85.92 14 85 68 

中谷 350 271 77 43 16 79 40 

梅原 574 502 87 46 13 87 08 

川俣 302 276 91. 39 8 89 55 

須賀 279 255 91 40 7 91 47 

大輪 -654 607 92 81 5 89.43 

入ヶ谷 96 92 96 84 2 95 18 

矢鳥 462 421 91 13 , 88.37 
大佐貰 384 346, 90 10 10 89 20 

計 6,670 5,961 89 37 I/ 87.63 

昭和50年度納税組合別村税徴収成績
S 51. 5. 31 現在

納税 調 定 領 収入済粕 収入未祈頷 連続完

組合名 組合人員 税 領 人員 税 粕 人員 税額 納回数

斗合田 81 人 6,018, 4801'1 81 人 6,018,480 I’I 人 l'j 13 年

下江黒 77 6,180,490 77 6,180,490 12 

上江黒 121 6,999,650 121 6,999,650 4 

千津井 117 7,073,900 117 7,073,900 5 

江口 132 I], 031, 360 132 11,031,360 6 

田烏 113 8,419,050 113 8,419,050 16 

南大島 265 15,456,270 265 15,456,270 2 

新里 172 8,571,960 168 8,527,100 4 44,860 

中谷 129 5,699,360 128 5,660,370 1 38,990 

梅原 184 ll, 265,040 184 11,265,040 20 

川俣 94 7,018,480 94 7,018,480 , 
,唄.,.,貝19 9 87 5,395,770 87 5,395,770 4 

大輪 199 16,688,470 197 16,447,170 2 241,300 

入ケ谷 28 2,068,250 28 2,068,250 17 

り、品 152 10,382,380 152 10,382,380 , 
大佐貰 128 7,899,450 126 7,863,140 2 36,310 

計 2,079 136,168,360 2,070 135,806,900 , 361,460 
備名

村（県）民税（特別徴収を除〈）、固定資産税

軽自動車税、国民健康保険税の現年度分

一
挙
に
一
0
•

一
八
％
も
引
き
上
け

る
な
ど
前
回
十
五
位
の
汚
名
を
拭
い

去
っ
た
の
と
、
中
谷
、
須
賀
を
除
い

柑
戻
直
続
完
納
一

昭
和
五
十
年
度
村
税
完
納
表
彰
式

か
納
税
組
合
長
及
び
来
賓
の
方
々
の

←
表
彰
を
受
け
る
梅
原
区
長

i
 

’ 

出
席
の
も
と
七
月
三
十
日
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
二
十
年
連
続
完
納
と
い

う
蝉
か
し
い
記
録
を
樹
立
し
た
梅
原

納
税
組
合
を
初
め
十
一
納
税
組
合
に

表
彰
状
と
金
一
封
か
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
納
税
組
合
か

完
納
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
皆
さ

ん
の
協
力
か
あ
れ
ば
こ
そ
で
き
た
の

て
す
か
、
四
納
税
組
合
か
完
納
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
に
思
い

ま
す
。

今
年
度
は
ぜ
ひ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の

納
税
を
み
ん
な
て
実
現
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 ＿

十
年

た
全
て
の
部
治
て
‘
投
票
率
か
あ
か

っ
た
こ
と
で
す
。



(3) 第 179号 広 報

『愛犬モデル地区』に

め

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
は
良
い
名

前
を
付
け
て
や
り
た
い
と
、
辞
書
と

首
っ
ぴ
き
で
‘
汗
水
た
ら
し
な
か
ら

付
け
た
名
前
か
、
受
け
付
け
ら
れ
な

い
漢
字
使
用
の
た
め
、
名
前
の
付
け

直
し
を
余
儀
無
く
し
て
も
ら
う
な
ど

大
変
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、

先
月
三
十
日
か
ら
、
名
前
に
使
用
し

て
よ
い
漢
字
か
二
十
八
字
増
え
ま
し

た
。
こ
の
二
十
八
字
は
、
今
ま
で
出

生
届
の
際
、
希
望
の
名
前
を
付
け
て

も
‘
受
け
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
漢
字

の
多
い
順
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
す
。

こ
れ
を
見
ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
は

リ
サ
と
か
マ
ヤ
な
ど
の
女
性
好
み
の

名
前
が
増
え
そ
う
で
す
ね
。

押
売
り
、
悪
質
セ
ー
ル
ス

最
近
、
犬
に
よ
る
害
は
畑
の
作
物

や
庭
園
、
さ
ら
に
は
家
畜
に
ま
で
及

び
、
社
会
的
に
大
き
な
不
安
を
与
え

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
江
口

南
大
島
、
矢
島
の
三
地
区
を
七
月
十

日
よ
り
＂
愛
犬
モ
デ
ル
地
区
“
と
し

ま
し
た
の
で
、
特
に
三
地
区
に
次
の

よ
う
な
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
飼
い
犬
の
実
態
調
査

〇
提
供
犬
の
定
日
収
集

〇
捨
て
犬
の
オ
リ
の
設
置

0

へ
い
死
犬
の
処
理
（
村
で
）

〇
犬
指
導
員
の
設
置

0

正
し
い
犬
の
飼
い
方
の
指
導
及
び

広
報

《
愛
犬
と
ご
主
人
の
お
約
束
》

ポ
ク
は
ご
主
人
に
次
の
こ
と
を
約
束

し
ま
す
。

①
泥
棒
、

し＼ わ 昭和51年 8 月 10 日

芙梨佑

茜沙允

葵渚冴

藍瑠喬

那瞳怜

阿紗悠

隼紘旭

鮎絢杏

翠梓

耶梢

＿
十
八
字
増
え
手
し
だ

名
前
に
付
け
て
よ
い
漢
字

を
追
い
払
い
ま
す
。

②
子
ど
も
の
面
倒
を
見
‘
遊
び
相
手

に
な
り
ま
す
。

③
ご
主
人
や
近
所
に
迷
惑
を
か
け
ま

せ
ん
。

ポ
ク
は
ご
主
人
に
次
の
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。

①
毎
年
一
回
必
ず
ボ
ク
を
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

②
春
と
秋
必
ず
仲
間
と
一
緒
に
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

ヽ
、
0

し③
捕
獲
さ
れ
一
人
ボ
ッ
チ
に
さ
れ
る

の
は
イ
ヤ
で
す
。
ボ
ク
を
放
し
飼
い

口//の
校シ

犯
でポ
きル

u 

七
月
二
十
日
西
小
学
校

で
校
旗
の
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
教
育
長
奈
良

種
介
さ
ん
の
寄
付
金
に
よ

り
作
ら
れ
た
校
旗
で
こ
の

日
奈
良
さ
ん
よ
り
学
校
へ

授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

学
校
長
の
感
謝
の
言
葉

玉タバコの種類がちがうのは？

タバコの原料となる葉

タバコには数10種類あ

ります。その種類の組

み合わせにより、チェ

リー、ハイライトなど

と分けられます。

の
あ
と
、
児
童
代
表
の
岡
安
清

久
く
ん
は
「
校
旗
は
古
向
校
や
大

学
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で

こ
の
よ
う
に
小
学
校
に
ま
で
、

で
き
た
こ
と
を
私
達
は
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

こ
の
校
旗
を
入
学
式
や
卒
業
式

運
動
会
に
は
大
い
に
利
用
し
、

こ
の
校
旗
を
心
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
学
業
に
一
生
懸
命
は
げ

み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞

を
の
べ
ま
し
た
。

ン

11111111111111111111111111 

西小学校
11111111111111111111111111 

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ポ
ク
は
環
境
衛
生
に
つ
い
て
こ
主
人

に
協
力
し
ま
す
。

①
よ
い
し
つ
け
を
す
れ
ば
近
所
に
迷

惑
を
か
け
ま
せ
ん
。

②
ボ
ク
も
私
の
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん

か
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
断
種
避
妊
手

術
を
受
け
ま
す
。

住
み
よ
い
環
境
は
ポ
ク
に
も
必
要
で

す
。

①
ク
サ
リ
で
つ
な
か
れ
通
し
で
は
、

気
か
た
ち
ま
す
。

②
散
歩
に
つ
れ
て
く
れ
る
と
マ
イ
ホ

ー
ム
を
汚
し
ま
せ
ん
。

レ
マ
ン
湖
の
ほ
と
り
に
て

左
が
亀
山
先
生

可
ロ
バ
いO
O□~眉し
て

（
イ
ギ
リ
ス
・
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
）

六
月
十
四
日
ー
ニ
十
九
日
ま
で
の
十
五
日
間
東
小
の
亀
山
昭
三
先
生

は
文
部
省
派
遣
視
察
団
の
一
員
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
カ
国
の
教
育
、

文
化
、
社
会
情
勢
な
ど
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
で
亀
山

先
生
に
教
育
を
中
心
に
数
点
お
た
ず
ね
し
て
み
ま
し
た
。

聞
き
手
ー
ち
ょ
う
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

行
っ
た
時
は
フ
ラ
ン
ス
あ
た
り
で
は

大
変
な
酷
暑
の
よ
う
で
し
た
か
—
’
~

先
生
ー
そ
う
で
す
ね
。
暑
か
っ
た
で

す
ね
。
特
に
芝
か
枯
れ
て
い
ま
し
た

ね
。
し
か
し
‘
み
ん
な
元
気
だ
っ
た

で
す
よ
。

聞
き
手
ー
ヨ
ー
ロ
ノ
パ
は
大
変
歴
史

か
あ
り
ま
す
か
、
ど
の
よ
う
な
事
で

そ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た

先
生
ー
大
英
博
物
館
や
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
寺
院
に
入
る
と
歴
史
の
重
み
、
伝

統
の
す
ば
ら
し
さ
か
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
来
ま
す
ね
。
特
に
ロ
ー
マ
市

内
な
ど
は
町
全
体
か
古
代
ロ
ー
マ
の

遺
跡
と
い
っ
た
感
し
で
す
。

聞
き
て
ー
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
の
人
々
は
日

本
を
ど
う
み
て
い
ま
す
か

先
生
ー
戦
後
た
っ
た
二
十
年
で
世
界

の
経
済
国
に
な
っ
た
事
に
驚
ろ
い
て

い
ま
す
ね
。

聞
き
手
ー
で
は
日
本
人
は

先
生
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ど
の
国
へ
行
っ

て
も
日
本
人
は
勤
勉
だ
と
即
座
に
答

え
か
返
っ
て
来
ま
す
ね
。

聞
き
手
ー
日
本
の
教
育
と
比
較
し
て

ど
う
で
す
か

先
生
ー
学
校
で
教
え
る
べ
き
範
囲
‘

家
庭
で
教
え
る
べ
き
範
囲
か
確
立
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
日
本
の
よ
う
に
‘

学
校
が
な
ん
で
も
か
ん
で
も
‘
と
い

う
事
は
な
い
で
す
ね
。

聞
き
手
ー
授
業
な
ど
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か

先
生
ー
高
校
進
学
率
な
ど
は
さ
ほ
ど

高
く
な
い
で
す
ね
。
ま
た
留
年
制
度

か
あ
り
‘
毎
年
何
人
か
い
る
よ
う
で

す
よ
。
ま
た
‘
授
業
は
午
前
中
で
終

わ
り
で
午
後
か
ら
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

な
ど
に
入
っ
て
社
会
教
育
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
ね
。

聞
き
手
ー
最
後
に
日
本
の
生
徒
を
ど

う
感
じ
ま
す
か
1
.

先
生
ー
た
し
か
に
勉
強
を
よ
く
す
る

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
徒
と
比
べ
て
き

び
し
さ
が
な
い
よ
う
で
す
ね
。
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少
年
野
球
・
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

（ソフト）
優勝矢島

千
津
井
・
矢
島
（
野
球
）

江
日
・
矢
島
（
ソ
フ
ト
）

が
優
勝

寿
学
級
で
は
八
月
に
行
わ
れ
る

納
涼
大
会
に
全
員
で
踊
ろ
う
と
‘

民
謡
会
の
指
導
の
も
と
に
民
謡
の

練
習
を
行
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
動
き
の
早
い
の
に
は

つ
い
て
行
け
な
い
よ
」
と
口
ぐ
ち

に
言
い
な
か
ら
も
、
上
達
し
て
く

る
と
‘
レ
コ
ー
ド
に
は
合
っ
し
、

七
月
二
十
三
日
西
小
、
東
小
校
庭

で
少
年
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
試
合
と
も
炎
天
下
の
な
か
白
熱

し
た
好
試
合
か
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
A

ブ
ロ
ッ
ク
（
東
部

地
区
）
で
は
野
球
か
千
津
井
、
ソ
フ

ト
は
江
口
が
優
勝
‘
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
西

部
地
区
）
で
は
、
野
球
、
ソ
フ
ト
と

も
矢
島
が
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
結
果
と
八
月
三
日
に

行
わ
れ
た
郡
大
会
に
選
抜
さ
れ
た
選

B

ブ
ロ
ッ
ク

（野
優勝

球）
千津井

►

民
謡
の
練
習

（ソフト）
優勝江口

健
全
な
杜
会
環
境
を
つ
く

ろ
う
と
七
月
二
十
一
日
、
役

場
で
青
少
年
補
導
推
進
員
の

打
合
せ
会
か
行
わ
れ
ま
し
た

c

本
村
か
ら
青
少
年
の
非
行

車
、
水
の
事
故
を
な
く
そ
う
と

補
導
員
の
み
な
さ
ん
か
夏
休

み
の
間
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す

る
こ
と
な
ど
話
し
合
い
ま
し

こ
。f
 

立
ニ
ュ
ー
ス

◄

補
導
推
進
員
の
打
合
せ

け
っ
こ
う
楽
し
そ
う
に
、
手
足
を

動
か
し
て
い
ま
し
た
。

A

ブ
ロ
ッ
ク

新
里
梅
原
大
輪
矢
島

（
須
賀
）

1
1

ロ
天

)', 
（
中
谷
）

大
佐
貰

斗
合
田

（
上
江
黒

江
口

下
江
黒

田
島

南
大
島

千
津
井

エ
ロ

、
＞
~ 千

津
井

斗
合
田

田
島

南
大
島

手
は
次
の
方
で
す
。

《
郡
大
会
出
場
選
手
》

◎
A

フ
ロ
ッ
ク
か
ら

田
村
登
美
夫
・
中
山
清
・
峯
崎
和
幸

園
部
真
也
・
深
野
一
巳
・
機
村
好
一

小
林
清
・
橋
本
俊
幸

◎
B
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

金
子
好
延
・
早
川
勇
・
中
村
高
幸
・

秋
草
悛
孝
・
山
岸
英
美
・
須
藤
達
也

大
津
浩
・
大
津
恵
一

「- -―-←ーコア［ ；最［ ；氣忍こ〕‘胄冒青；、計‘七
゜活後バに近がのし防事‘る学月ニ
発にイ対に集日た止務館学校＋ー△
な村ス処ひま ‘゜な所林校三三 P
話長をすかり会 ど長警補校日 T
しさ受べえ子場 にさ察導の ‘A
合んけきたどに つん署協 P 明が
いらてか親もは いの長議 T 中
か三いいた達約 て両さ会 A 体勉
行氏まろちの二 講氏んのか育強魚
わをしいは夏百 演をと主組館 A
れ混たろど休人 を迎東催織でヰ
まじ゜とのみの 行え部にし‘だ·

災
害
を
受
け
た
と
き
—
—
·
~

，
税
の
減
免
手
続
き
を

わ
か
国
は
、
地
理
的
条
件
か
ら
世

界
で
も
災
害
の
多
い
固
の
一
っ
に
数

え
ら
れ
、
な
か
で
も
台
風
や
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害
か
毎
年
の
よ
う
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
台
風
の
シ

ー
ズ
ン
か
や
っ
て
き
ま
す
。
万
一
、

こ
の
よ
う
な
風
水
害
な
ど
の
た
め
大

き
な
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
い
ろ

い
ろ
な
救
済
の
手
か
差
し
伸
べ
ら
れ

ま
す
か
、
国
税
や
地
方
税
の
面
で
も

救
済
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
あ
り
ま

す
。こ

の
救
済
に
は
次
の
よ
う
な
方
法

か
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場

税
務
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

①
税
の
軽
減
や
免
除

②
納
税
の
猶
予

③
申
告
、
申
請
及
び
納
付
な
ど
の
期

限
の
延
長

非
行
防
止
は
親
か
ら
と

（野
優勝

）
島
球
矢

3
 

川
俣
（
中
谷
）

大
佐
貰

梅
原
大
輪

, 

新
里
矢
島
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ー
ヒ
ャ
ラ
、
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
の
笛
の

音
が
聞
こ
え
て
来
て
、
同
僚
か
ら

「
お
前
の
動
き
は
少
し
変
だ
ぞ
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
い
つ
の
ま
に

か
獅
子
の
動
き
を
や
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

•こ―

/ _ Lゞ

砂賀光男
（斗合田）

私
は
斗
合
田
の
サ
サ
ラ
を
十
一

オ
の
と
き
か
ら
一
年
も
休
む
事
な

く
四
十
一
年
も
や
っ
て
い
ま
す
。

七
月
の
夏
祭
り
が
近
づ
く
と
、

も
う
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
く
‘

会
社
で
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
ピ

サ
サ
＿
フ
を ＝斗合田のササラ＝

十合
最四こ田獅
初日のの子
にのササ三
薬両ササ頭
王日ララか
寺行は．~I 笛
のわ土 の
境れ用 音
内まの に
やし七 合
長た月 わ
良゜二 せ
神十舞
社三い
で日踊
ーとる
舞二斗

雀
¥
ク
で

イ

3/) 

ぞ
ー
j
/
 ＼

ー
／

ん
は
さ

字
賀

題
砂

1

ー
＼

斗
合
田
の
サ
サ
ラ
は
以
前
は
模

型
の
ヘ
ビ
を
使
用
し
て
い
た
か
、

私
は
生
き
て
い
る
ヘ
ビ
を
使
い
一

段
と
迫
力
を
増
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
の
で
子
ど
も
達
か
ら
”
ヘ
ビ

お
じ
さ
ん
“
な
ど
と
変
な
ア
ダ
名

を
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
獅
子
を
踊
る
ば
か
り
で

な
く
笛
も
三
十
年
ば
か
り
吹
い
て

い
ま
す
か
笛
を
吹
け
る
人
か
ほ
と

ん
ど
い
な
く
な
り
心
配
で
す
か
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
楽
し
み
な
の

は
「
獅
子
を
オ
レ
に
や
ら
せ
て
く

れ
、
私
に
花
持
ち
を
さ
せ
て
く
れ
」

と
す
で
に
小
学
校
高
学
年
の
子
ど

も
達
か
ら
、
新
習
い
の
申
し
込
み

か
あ
り
、
サ
サ
ラ
を
愛
す
る
一
人

と
し
て
誠
に
楽
し
み
で
あ
る
。

3oo 与」ぇ紐
今9（さ継＜．．

い
終
っ
て
斗
合
田
地
区
内
を
笛
の
音

と
と
も
に
‘
に
ぎ
や
か
に
練
り
歩
き

ま
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
―
つ
で
あ
る

本
物
の
ヘ
ビ
を
使
っ
て
の
鐘
巻
と
も

な
る
と
‘
見
物
人
か
ら
は
、
「
や
っ

ぱ
り
‘
う
ち
ら
の
サ
サ
ラ
か
一
番
だ

べ
」
と
古
老
た
ち
か
盛
ん
に
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
サ
ラ
は
豊
作
と
天
下
泰
平

を
顧
う
も
の
で
、
今
年
は
涼
し
く
冷

害
か
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
斗
合

田
の
サ
サ
ラ
は
寒
気
か
吹
き
飛
ぶ
ほ

ど
勇
壮
に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

国
で
は
七
月
一
日
よ
り
五
十
五
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
「
高
齢
者
職
業

相
談
室
」
を
館
林
市
に
県
内
で
は
、

三
番
目
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
人
生
五
0
年
」
は
昔
の
こ
と
‘
今

や
「
五
十
年
は
青
年
、
六
0
年
は
壮

年
」
と
言
わ
れ
る
時
代
。
こ
の
よ
う

な
高
令
化
時
代
に
も
多
く
の
企
業
で

は
な
お
五
十
五
歳
定
年
制
か
残
っ
て

お
り
、
高
令
者
は
十
分
な
労
働
能
力

を
も
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
健
康
に
は
自

信
か
あ
る
し
、
慟
き
た
い
の
だ
か
…

と
思
っ
て
い
て
も
、
一
定
年
令
に
到

達
し
た
こ
と
の
み
を
理
由
に
退
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
老
後
の
生
活
に
大
き

な
不
安
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
人
の
要
望
に
応
え
る
た
め
開
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
相
談
室
は
、
高
令
者

を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
事
業
主
の

方
の
相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
。

▼
相
談
場
所
館
林
市
仲
町
（
市
役

船
の
長
さ
か
十
二

m
未
満
の
小
型

船
舶
を
お
持
ち
の
方
は
所
定
の
検
査

を
受
け
て
な
い
と
河
川
な
ど
運
行
で

き
ま
せ
ん
。

検
査
の
対
象
に
な
る
小
型
船
舶
を

お
持
ち
の
方
は
早
く
受
検
し
て
く
だ

検査の対象になる小型船舶

モーターポート

` ェ遊漁船 ゞー9に

ンジ 客 船 竪

ン貨物運搬船

｀一
付
稟作業船

その他一般船 -`-— 被曳客船 、 111

ろ（旅客か定い員 1客人以船上） -J叫、蜘

小
型
船
舶
に
検
森
を

所
正
門
前
）
6
館
林
□
四
一

線
二
四
三

▼
業
務
取
扱
い
毎
週
月
曜
日
＼
金

曜
日
（
午
前
九
時
ー
午
後
四
時
ま
で
）

汚
万
そ
う
＼
そ
の
院
も
う

1
1

高
令
者
職
業
相
談
室
開
設
ー度

一
内

ま
た
、
郷
土
芸
能
を
絶
や
さ
な
い

た
め
に
も
斗
合
田
サ
サ
ラ
は
二
年

お
き
に
必
ず
後
継
者
を
選
ぶ
“
と
い

う
不
文
律
か
あ
り
古
老
の
舞
う
前
に

こ
と
し
は
東
小
六
年
の
荒
川
雅
男
、

飯
島
淳
‘
機
村
好
一
の
三
君
か
連
日

の
特
訓
を
う
け
見
事
に
舞
い
ま
し
た

以
前
に
は
村
内
に
も
下
江
黒
、
千

津
井
、
江
口
、
梅
原
に
も
あ
り
ま
し

た
が
残
念
な
事
に
現
在
は
斗
合
田
と

下
江
黒
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
獅
子
を
生
き
返
ら
せ
て

ほ
し
い
と
は
、
誰
も
か
顧
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

今
年
は
、
い
つ
も
の
年
と
比
べ
て

雷
雨
や
台
風
の
接
近
か
多
い
よ
う
で

す
か
‘
雷
雨
や
台
風
に
よ
り
大
雨
か

降
っ
た
時
な
ど
、
お
も
わ
ぬ
災
害
を

ひ
き
起
こ
す
事
か
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
よ
う
な
事
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
川
の
水
か
増
水
し
‘
堤
防
の
軟
弱

地
点
は
特
に
見
廻
わ
り
欠
壊
の
お
そ

れ
か
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。

●
川
か
増
水
し
た
と
き
は
、
子
ど
も

は
川
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
、
つ
。

●
河
川
沿
い
の
家
の
人
は
、
河
川
の

増
水
状
況
を
常
に
知
っ
て
お
き
ま
し

よ
、
つ
。

●
ご
み
な
ど
川
の
流
れ
に
障
害
に
な

る
も
の
を
川
へ
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

、
。
し●

河
川
の
異
常
に
気
づ
い
た
り
道
路

の
路
肩
の
崩
れ
な
ど
を
み
つ
け
た
と

き
は
役
場
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
は
危
険
で
す
。

●
降
り
始
め
て
か
ら
一
日
八
十
ミ
リ

を
超
え
る
よ
う
な
大
雨

•
一
時
間
に
二
十
ミ
リ
を
超
え
る
よ

う
な
強
い
雨

●
暴
風
雨
な
ど
で
、
最
大
風
速
十
五

メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
風

●
強
い
地
震
、
と
く
に
地
震
後
の
雨

こ
ん
な
注
意
を

災
害
に
そ
な
え
て

さ
い
。な

お
く
わ
し
く
は
‘
東
京
都
中
央

区
日
本
橋
人
形
町
―
_
―
四
ー
七

（
丸
ニ
ビ
ル
）
~
o
三
（
六
六
八
）

ー
四
一
九
八
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
助
産
費

被
保
険
者
か
お
産
を
し
た
と
き
‘

所
定
の
助
産
費
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
妊
娠
四
カ
月
以
上
で
あ
れ

は
‘
流
産
、
死
産
で
も
支
給
さ
れ
ま

す
。
支
給
額
は
四
万
円
で
す
。

●
葬
祭
費

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
‘
葬

祭
費
か
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
額
は

五
千
円
で
す
。

◎
療
養
費
扱
い
に
な
ら
な
い
場
合

り
特
別
な
理
由
も
な
い
の
に
、
保
険

証
を
提
出
せ
す
、
医
師
の
診
療
を
受

け
た
と
き
。

回
医
師
か
認
め
な
い
の
に
、
勝
手
に

付
き
添
い
看
護
婦
を
つ
け
た
場
合
。

い
自
分
か
勝
手
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
‘
は

り
‘
灸
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

◎
保
険
で
診
療
で
き
な
い
も
の

美
容
整
形
：
・
隆
鼻
、
二
重
ま
ぶ
た
、

豊
胸
な
ど
美
容
の
た
め
の
整
形
一
切

健
康
診
断
…
何
の
症
状
も
な
い
の
に

受
け
る
健
康
診
断

予
防
注
射
…
特
別
の
場
合
を
除
く

正
常
分
娩
…
正
常
な
妊
娠
や
分
娩
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
か
、
異
常
分
娩
は

保
険
で
か
か
れ
ま
す
。

妊
娠
中
絶
…
経
済
的
理
由
に
よ
る
人

工
妊
娠
中
絶
で
母
体
保
護
の
た
め
法

律
上
の
手
続
き
を
し
た
場
合
は
除
き

ま
す
。
ま
た
優
生
保
護
法
に
よ
る
手

術
の
場
合
は
国
か
ら
費
用
が
出
ま
す
。

そ
の
他
…
日
常
生
活
に
さ
し
さ
わ
り

の
な
い
先
天
的
な
奇
形
、
ど
も
り
‘

色
盲
、
わ
き
か
‘
に
き
び
、
そ
ば
か

す
、
あ
ざ
‘
ほ
く
ろ
な
ど
。

、
家
放
そ
う
っ
て

か
，r
だ
£
大
”
に

t
u
ぼ
の
ー
ゎ
9

I

③
 



昭和51年 8 月 10 日 広 報 め し＼ わ I'i 第179号 (6) 

国
民
年
怒
が
改
正

ら
年
金
訊
か
引
き

来
年

！
り
ま

今
回

十
年

引
き

ま
た

か
と

ー
正
も

改
正

ょ

●
障
害
年
金
と
遺
児
年
金
に
通
算

き
金
数
の
て
単
上
年
た

上
と
年
月
そ
れ
の
き
齢
し
度
か
と
り
入
れ
ら
れ
、
事
故
か
あ

以
た
た
は
さ
こ
引
老
ま

母子年金などの額 (9 月 1 日よリ）

「 改正後現 竹ノー

母子・準母子
月額28,300 円 月額33,000 円

遺児年金

夫かうけるは 夫がうけるは
ずの塁額されか婦年金 すの老齢年金
た老年金の

の半額 半額

一
家
の
働
き
手
か
死
亡
し
た
ば
あ

い
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
年
金
と
し
て

母
子
年
金
‘
遺
児
年
金
‘
か
婦
年
金

か
あ
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
、
こ
れ
ら
の
年
金

額
か
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
（
準
母
子
年
金
の
ば
あ

い
は
、
弟
ま
た
は
孫
）
か
二
人
以
上

い
る
ば
あ
い
に
は
、
現
在
、
二
人
目

に
つ
い
て
は
月
額
八
百
円
、
三
人
目

か
ら
は
一
人
に
つ
い
て
四
百
円
が
加

算
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
今
回
の
改
正

で
、
二
人
目
の
八
百
円
が
二
千
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

か
婦
年
金
の
年
金
額
は
‘
死
亡
し

た
夫
か
受
け
る
は
ず
だ
っ
た
老
齢
年

金
額
の
半
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
老

齢
年
金
の
改
善
に
と
も
な
っ
て
、
か

婦
年
金
の
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

現 竹ノー 改正後

3 年以上
15年未満

17,000 円
3 年以上

15年以上
20年未満

20年未満 23,000 円

21,000 円

今
回
の
改
正
で
、
最
低
額
か
引
き

上
げ
ら
れ
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

か
二
十
年
未
満
の
ば
あ
い
一
律
二
万

三
千
円
に
な
り
ま
す
。

障害年金額

（政令で定める日より）

現 一
丁41
 

改正後

月額35,375 円

月頷28,300 円

月額41,250 円

月額33,000 円

た
日
ま
で
に
他
の
年
金
制
度
の
加
入

期
間
と
あ
わ
せ
て
一
年
以
上
の
加
入

期
間
か
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
障
害
年
金
は
、
初
診
日
か
ら
三
年

た
っ
た
日
に
障
害
の
程
度
の
認
定
を

う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、

こ
の
認
定
日
か
三
年
か
ら
一
年
六
カ

月
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

ま
た
額
も
一
級
‘
二
級
と
も
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
財
源
は
、
保
険

料
と
国
庵
負
担
に
よ
っ
て
、
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
か
、
物
価
ス
ラ
イ
ド

や
年
金
受
給
者
の
急
増
な
ど
に
‘
年

金
財
政
は
苦
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
段
階
的
に
保

険
料
を
引
き
上
げ
‘
あ
わ
せ
て
国
唐

負
担
も
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。f
 国

民
年
金
の
保
険
料
は
、
本
年
四

月
分
か
ら
月
額
一
千
四
百
円
に
な
っ

て
い
ま
す
か
、
昭
和
五
十
二
年
四
月

分
か
ら
は
月
額
二
千
二
百
円
に
。
昭

和
五
十
三
年
四
月
分
か
ら
は
月
額
二

干
五
百
円
に
引
き
上
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
‘
昭
和
五
十
二
年
度
に
年
金

額
の
ス
ラ
イ
ド
か
さ
れ
る
ば
あ
い
は

昨年度 51年 5 月から

老齢・障害 762,500円 920,000 円

本 （扶養親族 1 人） (1 ,200,000 円） (1 ,530,000円）
人

の母子・準母子 1,852,500 円 1,922,000 円

所得 （扶養親族 1 人） (2,670,000 円） (2,960,000 円）

配所得偶（扶者春扶親養族義5務人者）の
7,186,800 円 6,834,000 円

(8,760,000 円） (8,760,000 円）

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
‘
き

ょ
出
制
国
民
年
金
に
加
入
で
き
な
か

っ
た
人
に
支
給
さ
れ
て
い
る
福
祉
年

金
も
‘
表
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

ま
た
母
子
福
祉
年
金
は
、
子
か
義

務
教
育
を
終
了
す
る
ま
で
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
か
、
今
回
の
改
正
で
、
三

年
間
で
き
ょ
出
制
の
母
子
年
金
と
同

じ
く
‘
子
か
十
八
歳
に
な
る
ま
で
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
五
十

一
年
度
は
十
六
歳
ま
で
と
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

福 祉 年

みなさんのための

宿泊施設

国民年金保養センター

草津
グリーンパークパレス

国民年金の被保険者、受給権

者は格安て利用できます。
問い合わせ、予約申し込みは

TE L (027983) 8960 ヘ

金額
(10 月 1 日より）

一
所
得
制
度
の
緩
和
一

福
祉
年
金
は
‘
年
金
を
う
け
る
本

人
や
扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年
の
所

得
か
、
一
定
の
額
を
こ
え
る
と
支
給

を
と
め
ら
れ
ま
す
か
こ
の
額
か
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

~ 現 イ／丁ー 改正後

老齢福祉年金 月額12,000 円 月額13,500 円

日
1 級 月額18,000 円 月額20,300 円

2 級 月額12,000 円 月額13,500 円

母子・福祉年金 月額15,600 円 月額17,600 円

二
千
五
百
円
に
つ
い
て
も
ス
ラ
イ
ド

か
さ
れ
ま
す
。
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夏
は
暑
さ
な
ど
の
た
め
に
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
感
覚
か
に
ぶ
り
か
ち
で

す
。
そ
の
う
え
睡
眠
不
足
な
ど
か
ら

過
労
運
転
に
な
り
が
ち
で
交
通
事
故

が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
運
転
者

の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
を
必
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
十
分
な
睡
眠

仕
事
の
疲
れ
か
翌
朝
ま
で
残
る
よ

1
1

パ
ン
ツ
一
枚
で
1
1

中
央
保
育
園
で
は
、
夏
の
暑
さ
を

ふ
き
と
ば
そ
う
と
、
全
員
が
パ
ン
ツ

ひ
と
つ
に
な
り
、
水
遊
び
や
、
ど
ろ

う
で
は
‘
睡
眠
不
足
の
証
拠
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
安
全
運

転
は
で
き
ま
せ
ん
。

十
分
な
睡
眠
を
と
っ
て
、
さ
わ
や

か
な
気
分
で
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
疲
れ
た
ら
休
む

前
の
車
が
な
ん
と
な
く
も
た
つ
い

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
、
い
ら
い
ら

し
た
り
、
全
身
か
だ
る
い
よ
う
な
時

い
つ
も
行
っ
て
い
ま

ん
こ
遊
び
を
、

す
。二

、
三
人
か
パ
ン
ツ
一
枚
に
な
っ

て
庭
に
飛
び
だ
す
と
、
各
部
屋
か
ら

歓
声
を
あ
げ
て
庭
に
飛
び
だ
し
、
た

ち
ま
ち
‘
裸
の
ち
び
っ
こ
で
う
め
つ

く
さ
れ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
。
フ
ー
ル
が
な

い
た
め
か
保
母
さ
ん
達
か
知
恵
を
し

ぽ
っ
て
、
ま
わ
り
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲

い
シ
ー
ト
を
敷
い
て
水
を
溜
め
て
作

っ
た
。
フ
ー
ル
。

そ
ん
な
。
フ
ー
ル
で
も
ち
び
っ
こ
に

と
っ
て
は
天
国
。
ホ
ー
ス
や
水
鉄
砲

で
水
を
か
け
合
う
子
な
ど
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
連
続
で
し
た
。

◎
保
育
指
導

水
は
ち
び
っ
子
に
と
っ
て
楽
し
い

あ
そ
び
の
素
材
で
あ
り
、
同
時
に
自

然
を
知
る
大
切
な
教
材
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
体
で
感
じ
た
そ
の
水

の
大
き
な
力
が
人
間
に
と
っ
て
、
社

会
に
と
っ
て
ど
ん
な
役
割
を
す
る
の

か
、
ま
た
ど
ん
な
に
危
険
で
あ
る
か

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

中
央
保
育
園
長

日
日

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
炉
肛
7
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ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
国
和
露

結
婚
の
と
き
相
手
の
氏
（
姓
）
を

名
の
っ
た
人
が
離
婚
す
る
と
‘
こ
れ

ま
で
は
当
然
に
結
婚
前
の
氏
に
も
ど

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
で
は
社
会
生
活
の
上
で
不

便
を
感
じ
る
人
も
あ
り
、
特
に
夫
の

氏
を
名
の
る
事
が
多
い
現
状
で
は
、

妻
だ
け
か
不
利
に
な
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
‘
婦
人
の
地
位
の

向
上
を
図
る
た
め
、
民
法
か
改
正
さ

れ
、
六
月
十
五
日
か
ら
は
希
望
に
よ

っ
て
、
離
婚
の
日
か
ら
三
ヵ
月
以
内

に
届
け
出
を
す
れ
ば
‘
離
婚
前
の
氏

（
婚
姻
中
の
氏
）
を
名
の
る
こ
と
か

で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三
ヵ
月

以
内
（
本
年
三
月
十
五
日
以
降
）
に

午後 7 時は、

交通安全お茶の間会議

は
‘
疲
れ
た
り
眠
く
な
っ
た
り
し
て

い
る
徴
候
で
す
。
早
め
に
、
安
全
な

場
所
に
車
を
止
め
て
、
深
呼
吸
を
し

た
り
手
足
を
伸
ば
し
た
り
、
ま
た
は

し
ば
ら
く
休
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
余
裕
を
も
っ
て

「
何
時
ま
で
に
着
か
な
け
れ
ば
…
」

と
時
計
と
に
ら
め
っ
こ
を
し
な
か
ら

の
運
転
は
‘
疲
れ
を
増
し
事
故
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

出
発
は
早
め
に
し
、
時
間
の
余
裕

を
も
っ
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
子
供
の
交
通
安
全

夏
休
み
中
の
七
、
八
月
は
、
子
供

達
が
規
則
正
し
い
学
校
生
活
か
ら
家

庭
中
心
の
生
活
に
な
る
た
め
‘
気
持

ち
が
開
放
的
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

加
え
て
、
暑
さ
な
ど
が
影
響
し
て
、

こ
の
時
期
は
子
供
の
交
通
事
故
か
、

多
く
な
り
ま
す
。

子
供
を
事
故
か
ら
守
る
の
は
、
大

人
の
責
任
で
す
。
「
交
通
安
全
は
‘
ま

ず
家
庭
か
ら
」
を
心
か
け
て
、
子
供

の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

、
。
し離

婚
し
た
人
で
、
す
で
に
婚
姻
前
の

氏
に
も
ど
っ
て
い
る
人
で
も
、
本
年

九
月
十
五
日
ま
で
に
届
け
出
を
す
れ

ば
婚
姻
中
の
氏
を
再
び
称
す
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。

東
小
学
校
で

校
歌
斃
睾
舎

東
小
学
校
で
は
、
学
校
統
合
以
来

校
歌
か
な
く
児
童
か
ひ
じ
ょ
う
に
さ

び
し
い
思
い
を
し
て
い
た
か
、
和
田

先
生
ら
に
依
頼
し
て
い
た
校
歌
が
で

き
あ
か
り
七
月
九
日
体
育
館
で
発
表

会
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
作
詞
者
の
和
田
利
男
先

生
、
作
曲
者
の
後
藤
重
樹
先
生
‘
校

離
婚
後
も
婚
姻
中
の

氏
（
姓
）
を
な
の
れ
ま
す

ゴ
ミ
は
収
集
日
に

指
定
さ
れ
た

袋
で
出
し
て

g月和末”- 歌
の
財
源
を
寄
付
さ
れ
た
奈
良
種
介

先
生
の
三
氏
に
対
し
て
、
児
童
代
表

の
立
岡
君
ら
が
、
感
謝
の
こ
と
ば
や

花
束
を
贈
る
な
ど
し
て
、
最
後
に
後

藤
先
生
の
指
揮
の
も
と
学
校
関
係
者

七
十
人
か
見
守
る
な
か
全
校
児
童
に

よ
る
校
歌
の
合
唱
が
あ
り
体
育
館
に

「
手
を
組
ん
で
、
み
ん
な
楽
し
く
‘

学
校
へ
通
っ
こ
の
道
…
…
」
そ
ん
な

メ
ロ
デ
ー
か
い
つ
ま
で
も
聞
こ
え
て

い
ま
し
た
。

ぐ
感
謝
の
こ
と
ば
を
の
べ
る
立
岡
君

最
近
‘
紙
袋
か
指
定
以
外
の
も
の

を
使
用
し
た
り
、
指
定
日
以
外
に
出

さ
れ
て
お
り
、
近
く
の
家
で
は
大
変

迷
惑
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
自
宅
で

処
理
す
る
か
、
村
で
指
定
し
た
日
に

指
定
さ
れ
た
所
へ
指
定
さ
れ
た
紙
袋

（
タ
バ
コ
販
売
店
か
各
部
落
の
衛
生

部
長
宅
で
一
枚
二
十
七
円
で
販
売
）

で
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
の
朝
九
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
Q
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●
場
所

調
f
ie
は
な
‘
3

▼
調
停
の
種
類
に
は
…
…
…

調
停
に
は
現
在
次
の
も
の
か
あ
り

ま
す
。

①
宅
地
建
物
調
停
：
·
…
借
地
、
借
家

の
明
け
渡
し
や
地
代
、
家
賃
の
値
上

げ
な
ど
、
宅
地
建
物
の
利
用
関
係
を

め
ぐ
る
も
の
。

②
農
事
調
停
…
…
小
作
関
係
や
、
農

地
利
用
関
係
を
め
ぐ
る
も
の
。

③
商
事
調
停
…
…
手
形
、
小
切
手
‘

金
の
請
求
な
ど
商
事
関
係
を
め
ぐ
る

も
の
。

④
鉱
害
調
停
：
：
・
・
鉱
山
等
か
ら
の
鉱

害
に
よ
る
損
害
賠
償
を
め
ぐ
る
も
の

⑤
交
通
調
停
…
…
自
動
車
事
故
の
た

め
生
じ
た
も
め
ご
と
な
ど
の
関
係
を

め
ぐ
る
も
の
。

⑥
公
害
等
調
停
：
・
・
公
害
、
日
照
の

争
い
な
ど
を
め
ぐ
る
も
の
。

⑦
一
般
調
停
…
…
①
ー
⑥
ま
で
の
ど

れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
す
べ
て
の

民
事
上
の
も
め
ご
と
の
関
係
を
め
ぐ

る
も
の
（
例
、
土
地
‘
建
物
そ
の
他

の
物
の
売
買
を
め
ぐ
る
も
の
●
山
林

や
宅
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
も
の
）

⑧
家
事
調
停
…
…
身
分
関
係
上
の
も

め
こ
と
や
、
家
族
親
族
間
の
争
い
、

遺
産
相
続
を
め
ぐ
る
争
い
な
ど
に
関

係
す
る
も
の
。

◎
今
月
の
調
停
相
談
日

●
日
時
八
月
二
十
六
日
午
前
十

時
1

午
後
三
時
ま
で

館
林
市
役
所
保
健
相
談
室

No.2 
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七
月
九
日
西
小
P
T
A

で
は
会
員

の
家
庭
に
ね
む
っ
て
い
る
品
物
や
、

不
用
品
の
即
売
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
不
用
品
即
売
会
は
会
員
宅
の

不
用
品
を
寄
付
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
会
員
の
皆
様
に
格
安
で
即
売
し
、

そ
の
資
金
で
、
こ
と
し
の
秋
実
施
す

る
親
子
二
十
分
読
書
運
動
発
表
会
や

P
T
A

活
動
充
実
の
た
め
、
ま
た
、

学
校
教
育
振
興
の
た
め
の
資
金
を
作

り
だ
そ
う
と
‘
こ
の
日
の
即
売
会
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
即
売
会
の
感
想
を
須
賀
の
奥

沢
ハ
ル
子
さ
ん
は
「
会
場
に
行
っ
て

衣
類
や
陶
器
さ
ら
に
盆
栽
ま
で
も
か

出
品
さ
れ
、
そ
れ
か
た
だ
同
然
で
買

か
ん
き
ょ
う
ー
⑨を

食
中

毎
年
い
わ
れ
て
い
な
か
ら
被
害

の
絶
え
な
い
の
が
食
中
毒
で
す
。

食
中
毒
は
通
常
は
細
菌
に
よ
る
も

の
で
す
か
中
で
も
五
0
％
以
上
と

い
わ
れ
る
の
か
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に

よ
る
発
病
で
す
。
こ
の
菌
は
海
水

中
に
多
く
魚
貝
類
に
付
着
し
て
運

ば
れ
て
い
る
う
ち
に
二
十
五
度
℃

で
爆
発
的
に
繁
殖
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ア
ジ
の
た
た
き
、
キ
ウ
リ
と

カ
ツ
オ
の
な
ま
り
酢
の
物
な
ど
新

鮮
な
も
の
か
感
染
源
に
な
る
意
外

な
中
毒
で
す
。
こ
の
菌
は
真
水
に

弱
い
た
め
、
ま
ず
真
水
で
よ
く
洗

毒
防
ぐ

う
必
要
か
あ
り
ま
す
。
魚
介
類
と
接

触
す
る
ま
な
板
、
包
丁
な
ど
も
よ
く

洗
っ
て
か
ら
調
理
に
か
か
れ
ば
安
心

で
す
。

ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
中
毒
も
三
〇

％
以
上
と
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
指
の
き
ず
か
ら

食
物
へ
付
着
し
た
菌
に
よ
る
も
の
な

の
で
、
き
ず
の
あ
る
人
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
に
気
を
つ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
は
か
に
も
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
や

ボ
ッ
リ
ヌ
ス
菌
に
よ
る
中
毒
が
あ
り

ま
す
か
、
予
防
法
と
し
て
は
‘
①
新

し
い
材
料
を
用
い
る
こ
と
。
②
よ
く

え
る
の
か
大
き
な
魅
力
で
す
ね
。
そ

れ
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
こ
の
即
売

会
の
主
旨
、
ま
っ
た
く
よ
い
ア
イ
デ

ア
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

洗
い
、
清
潔
を
保
つ
。
③
冷
蔵
囲

を
過
信
し
な
い
。
④
な
る
べ
く
火

を
通
す
な
ど
し
て
食
べ
る
よ
う
に

す
る
。
⑤
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
無
理
に
食
べ
な
い
こ
と

⑥
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ネ
ジ
ミ
な

ど
も
二
次
汚
染
源
に
な
る
の
で
、

積
極
的
に
駆
除
す
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
③
の
冷
蔵
唐
は
庫
内
温
度

か
五
度
℃
以
下
な
ら
比
較
的
安
全

と
い
え
ま
す
が
、
食
物
を
た
く
さ

ん
詰
め
す
ぎ
る
と
冷
気
か
嘩
内
に

回
ら
な
か
っ
た
り
‘
開
閉
か
ひ
ん

ば
ん
で
あ
っ
た
り
す
る
と
温
度
は

上
昇
し
て
予
想
以
上
に
腐
敗
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
注
意
か
必
要
で
す
。

本
番
さ
な
が
ら

水
防
訓
練

1
,
q
 

1
1

利
益
は
親
子
読
書
発
表
会
に
1

西
小
で
不
屠
晶
鵬
夷
舎

（
今
月
は
短
歌
て
す
）
順
不
同

明
日
の
た
め
茄
子
を
漬
け
込
む
掌
を

染
め
て
紫
色
の
夜
か
ま
た
来
ぬ

江
森
佳
世
子

耳
に
波
松
の
林
を
抜
け
出
れ
ば
彼
方

つ
り
人
の
そ
び
ら
は
ま
ろ
し瀬

下
一
江

新
緑
の
雑
草
の
葉
ゆ
れ
に
渡
し
場
の

旗
ひ
ら
め
け
ば
恋
ほ
し
そ
の
か
み

奈
良
原
キ
ク
ノ

こ
で
ま
り
の
花
散
る
タ
ベ
心
休
ま
ず

手
し
ほ
か
け
し
に
帰
る
な
け
れ
ど

内
山
利
子

遠
か
す
み
内
房
の
海
に
海
苔
採
り
の

海
女
の
姿
か
た
て
り
座
れ
り金

子
あ
き

嫁
し
て
よ
り
疎
遠
と
な
り
し
幼
な
友

母
の
お
通
夜
に
逢
ふ
も
悲
し
く

岡
安
み
や
子

級
友
訪
え
ば
ベ
ッ
ト
に
老
母
と
ゆ
で

卵
分
ち
食
み
ゐ
て
幼
な
日
の
顕
つ

柿
沼
ま
つ

芍
薬
の
株
は
太
り
て
花
増
せ
り
遠
去

り
し
友
の
便
り
聞
か
れ
ず

江
森

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

文

芸

欄

政
美

こ
の
人

良
い
の

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
水
の
災
害
か
ら
地
域
住
民

の
生
活
を
守
る
た
め
‘
七
月
十
八
日

利
根
川
須
賀
堤
防
で
館
林
地
区
消
防

各
支
団
よ
り
約
八

0
名
か
集
ま
り
土

木
事
務
所
の
指
導
の
も
と
に
竹
尖
げ
‘

木
流
し
、
フ
ル
コ
ン
シ
ー
ト
張
リ
、

五
徳
縫
い
、
土
留
鋼
板
な
ど
の
水
防

工
法
を
本
番
さ
な
か
ら
に
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

本
当
は
、
で
ぎ
る
だ
け
‘

達
の
活
躍
の
場
か
な
い
と
‘

で
す
か
：
·
…
゜

納
涼
祭
か
次
の
日
時
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

納

古
小

、

v
i

祭

村
民
野
球
大
会
か
八
月
二
十
二

日
と
二
十
九
日
の
両
日
行
わ
れ
ま

す
。
な
お
出
場
チ
ー
ム
は
十
二
日

ま
て
に
教
育
委
員
会
へ

交
通
事
故
相
談

|

|

|

ｭ

ロ
お
申
し
込
み
く
た
さ
い
。

王冒
役
場
職
員
を
募
集

▼
申
し
込
み
期
間
八
月
一
日

1

九
月
三
十
日
ま
で

▼
申
し
込
み
先
役
場
総
務
課

▼
採
用
予
定
人
員
男
二
名
（
事

務
員
）

▼
応
募
資
格
高
卒
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者
（
来
春
高
卒
者
も

含
む
）
で
年
齢
二
十
ニ
オ
以
下

の
者
。

く
わ
し
く
は
役
場
総
務
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
八
月
十
九

H

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相
談

員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に
適
切

な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
2日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

1
9日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
6日
（
第
四
木
曜
日
）

い
す
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま

で
で
す
。

今
月
の
納
め

午
前
十

村
民
野
球
大
会
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明
和
の
よ
い
子
た
ち

ほ
く
の
白
さ

ほ
く
の
う
み
の
広
さ
を
忘
れ
な

い
で
り
つ
ば
な

お
に
い
さ
ん

お
ね
え
さ
ん
に

な
っ
て
よ
、
ね
”
~

ヽ

ど
う
カ

の
だ
ラ
茫

子万ぼく
は
出
雲
崎
の
白
い
貝

こ
ん
に
ち
は

明
和
の
よ
い
子
た
ち

み
ん
な
と
別
れ
て

ほ
く
、
ひ
と
り
で

一
年
も
待
っ
て

い
た
ん
だ
よ

ま
た
、
み
ん
な
と
会
え
て

う
れ
し
い
な
あ

ど
う
だ
い

ほ
く
の
す
ん
で
い
る

こ
の
う
み
は
…
…

青
い
う
な
ば
ら
が
ず
ー
っ
と

つ
づ
い
て
い
て

と
て
も
き
れ
い
だ
ろ
う

み
て
こ
ら
ん
よ
ほ
く
を

こ
ん
な
に
ま
っ
白

こ
ん
な
に
キ
ラ
キ
ラ

ど
う
し
て
か
っ
て

そ
れ
は
ね

ほ
く
の
心
に
う
み
の
広
さ
が

映
っ
て
い
る
か
ら
か
な
あ
… 砂浜だ

＝出雲崎臨海学校＝

柿
沼
清
吉

住
民
の
健
康
を
守
り
‘
快
適
な

生
活
か
送
れ
る
よ
う
な
、
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
‘
課

員
一
同
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
保

健
課
で
す
。

「
そ
れ
な
ら
ば
‘
空
地
や
道
路
な

ど
へ
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
か

ら
は
、
ウ
ジ
や
ハ
エ
か
わ
き
‘
更

に
悪
臭
か
す
る
か
ら
‘
き
れ
い
に

し
て
く
れ
」
と
申
し
出
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
か
‘
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

く
だ
さ
い
。

結
論
的
に
は
、
一
部
の
不
心
得

者
か
捨
て
る
空
カ
ン
や
屑
紙
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る

財
政
的
余
裕
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
仮
に
、
そ
れ
を
行
政
需
要

と
受
け
と
め
て
処
理
し
た
場
合
の

経
費
は
、
や
か
て
全
住
民
へ
つ
け

と
し
て
回
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
す
し
、
こ
ん
な
不
合
理
な
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
は
‘

い
つ
に
な
っ
て
も
住
み
よ
い
環
境

は
実
現
し
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
か

＂
き
れ
い
な
明
和
を
築
＜
I
i
為
の

認
識
を
新
た
に
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
は
、
各
家
庭

で
、
お
子
さ
ん
に
空
地
や
遊
園
地

な
ど
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
「
し
つ

け
」
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
地
域

ぐ
る
み
で
不
法
投
棄
な
ど
を
監
視

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
健
課
長

｢̂ 課
長
奮
戦
記
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に
1
図
裟
巳

<
n

イ
チ
ゴ
苗
を
仮
植
し
て
い
る

「
大
野
さ
ん
夫
婦

群
馬
県
と
上
毛
新
聞
社
の
主
催
に

よ
り
行
わ
れ
る
第
十
二
回
群
馬
県
優

良
青
年
農
業
者
表
彰
式
が
九
月
十
九

日
上
毛
新
聞
社
で
行
わ
れ
ま
す
か
、

こ
の
席
上
、
矢
島
の
大
野
雄
吉
さ
ん

夫
婦
か
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

大
野
さ
ん
夫
婦
は
近
く
に
工
業
団

ヽ
地
が
あ
り
、
工
場
を
中
心
に
し
た
開

掌
蝸
甕
進
み
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
米
を

9立
主
体
に
、
イ
チ
ゴ
、
野
菜
栽
培
を
積

で
的
に
行
い
、
農
業
所
得
の
向
上
を

b念
図
り
、
所
有
農
地
、
田
二
二
五
ア
ー

ル
、
畑
七
八
ア
ー
ル
を
経
営
し
、
新

翠』
し
い
技
術
の
導
入
な
ど
を
行
い
、
イ

砕
チ
ゴ
組
合
、
稲
作
集
団
栽
培
組
合
に

[
＇
｛
所
属
し
て
常
に
リ
ー
ダ
ー
格
と
し
て

農
業
に
は
げ
ん
で
い
る
の
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

大
野
さ
ん
夫
婦
は
「
四
、
五
年
前

矢
島
を
中
心
に
工
場
の
進
出
か
あ
い

つ
い
で
行
わ
れ
、
こ
れ
で
、
農
業
は

ダ
メ
に
な
る
か
と
悩
み
ま
し
た
か
、

最
近
よ
う
や
く
土
地
は
財
産
的
な
考

え
方
か
高
ま
り
‘
こ
れ
か
ら
安
心
し

て
農
業
を
や
れ
る
し
、
こ
の
表
彰
を

契
機
に
農
業
に
対
し
て
意
欲
か
わ
い

て
来
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

こ
。f
 

税
の
課
税
は
‘
適
正
か
つ
公
平
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
、
申
告
納

税
制
度
か
と
ら
れ
て
い
る
現
行
税
制

の
中
で
は
な
か
な
か
う
ま
く
行
か
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
税
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る

者
は
、
課
税
の
公
平
を
期
す
べ
く
一

生
懸
命
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
不
公
平
な
課
税
の
是
正

を
図
る
た
め
、
昭
和
五

0
年
度
の
申

告
者
を
対
象
に
事
後
調
査
を
行
い
‘

適
正
な
所
得
の
把
握
を
行
っ
て
公
平

な
課
税
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
養
豚
農
家
を
対
象
と
し
た

実
態
調
査
、
そ
菜
用
の
ハ
ウ
ス
の
面

積
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
‘
申
告
さ

れ
て
い
る
も
の
と
照
合
し
て
差
か
生

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
に
対
し

事
後
調
査
さ
れ
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？

大
野
雄
吉
さ
ん
夫
婦
が
受
賞

優
良
青
年
農
業
者

昭
和
五
十
二
年
の
歌
会
始
の
お
題

は
「
海
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
か
、

歌
句
に
は
海
の
語
意
の
あ
る
他
の
言

葉
を
用
い
て
も
よ
く
、
そ
れ
ら
の
語

句
か
な
く
て
も
海
の
情
景
か
詠
み
込

ん
で
あ
れ
ば
よ
い
。

詠
進
要
領

〇
詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の

0

用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
）
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間

昭
和
五
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
十

月
十
二
日
ま
て

詠
進
歌
の
あ
て
先

「
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一

秋
の
昧
寛
を

書 式 図

職
業

住
所

ふ
り
が
な

氏
名生

年
[
]

約
2
4
c
m

|
ー
|
ー
ー
ー
プ

海

て
課
税
し
て
い
く
も
の
で
す
。

も
し
、
実
施
調
査
の
結
果
、
過
少

申
告
や
‘
申
告
も
れ
な
ど
か
発
見
さ

れ
ま
す
と
、
税
の
外
に
過
少
申
告
加

算
税
（
五
％
）
や
、
無
申
告
加
算
税
(
+

％
）
か
付
帯
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
る

た
め
納
税
者
の
負
担
は
よ
り
以
上
重

く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
け
る
た
め

に
は
‘
常
に
正
し
く
、
正
確
に
申
告

す
る
こ
と
か
要
求
さ
れ
て
く
る
わ
け

で
、
税
を
少
し
で
も
「
の
か
れ
」
よ
う

と
思
っ
て
「
う
そ
」
の
申
告
を
す
る
こ

と
は
絶
対
に
さ
け
る
べ
き
で
あ
り
ま

す
。以

上
の
こ
と
を
ご
理
解
し
て
、
事

後
調
査
を
さ
れ
て
も
心
配
の
な
い
よ

う
な
正
し
い
甲
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

号
宮
内
庁
」
と
し
‘
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
番
号
一
0
0

詠
し
く
は
総
務
課
広
報
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

......... 

m~ 
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勺糸

大
輪
地
区
の
ブ
ド
ウ
栽
培
立
ぶ
t

本
村
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
大
輪
柿
沼
さ
ん
は
「
今
年
は
低
温
ヵ
続

の
ブ
ド
ウ
栽
培
。
い
た
せ
い
か
昨
年
よ
り
出
荷
か
少
し

栽
培
者
の
一
人
大
輪
の
柿
沼
さ
ん
遅
れ
て
い
る
か
、
で
き
は
昨
年
並
み

宅
て
も
八
月
二
十
七
日
に
初
出
荷
し
特
に
ム
ク
ド
リ
被
害
か
少
な
か
っ
た

て
以
来
秋
の
味
覚
を
届
け
て
い
ま
す
。
の
か
良
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、
カ

歌
会
始
め
の
お
題
は
「
海
」

昭
和
五
十
二
年

こ
の
た
ぴ
館
林
税
務
署
内
に
＂
税

務
相
談
室
”
か
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
で
所
得
を
計
算
し
て
、
申
告

し
‘
納
税
す
る
制
度
に
な
っ
て
か
ら

す
で
に
二
十
年
余
の
歳
月
か
た
ち
ま

し
た
か
、
い
ま
だ
に
税
金
に
つ
い
て

の
不
平
や
苦
情
か
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
税
法
の
解
釈
や
適
用
、

申
告
申
請
の
手
続
き
等
で
相
談
し
た

い
か
、
ど
こ
に
話
を
し
て
よ
い
か
お

困
り
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
税

務
相
談
室
で
は
み
な
さ
ん
の
税
に
対

す
る
苦
情
や
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
利
用
し

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

▼
館
林
税
務
相
談
室

館
林
市
仲
町
十
一
番
十
二
号

~
o
二
七
六
七
（
四
）
五
五
五
三

税
に
関
す
る
相
談
室
が

開
設
さ
れ
ま
し
た

疇~

笑
顔
に
包
ま
れ
て
の

ブ
ド
ウ
の
収
穫

イ
コ
を
は
と
ん
ど
し
な
く
な
っ
た
の

で
桑
畑
に
変
っ
わ
て
ブ
ド
ウ
畑
に
な

っ
て
き
て
お
リ
、
ブ
ド
ウ
栽
焙
は
こ

れ
か
ら
は
有
望
に
な
る
で
し
よ
う
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
調
停
を
申
し
立
て
る
に
は

申
し
立
て
を
す
る
に
は
、
当
事

者
の
住
所
氏
名
と
‘
ど
の
よ
う
な

争
い
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調

停
を
し
て
も
ら
い
た
い
か
を
書
い

た
申
し
立
て
書
を
裁
判
所
へ
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
そ
の

前
に
‘
毎
月
一
回
ず
つ
開
か
れ
る

調
停
相
談
会
で
相
談
な
さ
れ
ば
‘

調
停
の
申
し
立
て
な
ど
を
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。

な
お
‘
申
立
を
す
る
場
合
‘
収

入
印
紙
で
、
一
定
の
手
数
料
を
納

め
ま
す
が
、
そ
の
額
は
次
の
と
お

り
で
、
訴
訟
よ
り
す
っ
と
安
い
定

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
停
を
求
め
る
事
項
の
価
格
か

三
十
万
円
な
ら
千
八
百
円
‘
五
十

万
円
な
ら
二
千
六
百
円
の
手
数
料

を
納
め
ま
す
か
家
事
調
停
の
申
し

立
て
手
数
料
は
、
ど
の
よ
う
な
事

件
で
も
一
件
三
百
円
で
す
。

ま
た
‘
こ
の
は
か
に
関
係
人
を

呼
び
出
す
た
め
の
切
手
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
簡
単
に
申
し
立
て

か
で
き
ま
す
の
で
利
用
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
今
月
の
調
停
相
談
日

●
日
時
九
月
三
十
日
午
前
十

時
ー
午
後
三
時
ま
で

館
林
市
役
所
総
合
相
談

至

●
場
所

調
停
0
は
な
‘
3
N
o
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◎
保
育
指
導

三
つ
児
の
魂
百
ま
で
も
と
‘
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
幼
児
期
に
体
験
し
た

楽
し
い
思
い
出
か
情
緒
豊
か
で
素
直

な
心
と
な
っ
て
身
に
つ
く
よ
う
、
こ

の
よ
う
な
誕
生
会
で
「
お
め
で
と
う
」

「
あ
り
か
と
う
」
と
素
直
に
言
え
る
児

に
な
る
よ
う
保
育
し
て
い
ま
す

e

西
保
育
園
長

保
険
に
入
っ
て
い
る

毎
月
末
日
に
行
わ
れ
て
い
る
誕
生

ち
び
っ
子
誕
生
会

広 報 め し＼ わ 昭和51年 9 月 10 日

身
体
障
害
者
の
た
め
の

県
警
察
本
部
で
は
、
身
体
障
害
者

の
運
転
免
許
取
得
に
つ
い
て
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
身
体
に
不
自

由
な
と
こ
ろ
か
あ
っ
て
免
許
か
と
れ

る
か
ど
う
か
お
悩
み
の
方
は
、
相
談

し
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

相
談
で
は
‘
運
動
能
力
判
定
機
や

各
種
の
機
器
を
使
っ
て
‘
手
や
足
な

J
ど
の
力
や
機
能
を
科
学
的
に
測
定
し

そ
の
デ
ー
タ
ー
を
も
と
に
、
運
転
免

許
か
と
れ
る
か
ど
う
か
‘
ま
た
、
ど

の
く
ら
い
の
大
き
さ
の
車
か
安
全
か

免
許
を
と
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

し
ま
す
。

◇
日
時
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
の
午
後
一
時
ー
三

時
ま
で

◇
持
参
品
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
そ
の
手
帳
を

会
は
‘
園
児
達
の
楽
し
い
集
い
の
一

つ
で
す
。

こ
の
行
事
は
、
誕
生
月
に
あ
た
る

園
児
達
を
皆
ん
な
で
祝
お
う
と
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
‘
該
当
者
は
同
級
生
か
ら

赤
い
リ
ボ
ン
を
胸
に
付
け
て
も
ら
っ

た
り
‘
記
念
品
を
い
た
だ
い
た
り
し

て
大
喜
び
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
歌
や
紙
し
ば

い
、
人
形
劇
な
ど
を
行
い
‘
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

1
1

葦
転
免
言
取
得
週
性
祖
駁1
1

又
‘
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
方
は

免
許
証
を

◇
場
所
前
橋
市
元
総
社
町
三
九
五

警
察
本
部
運
転
免
許
課
適
性
検
査
係

（
運
転
免
許
試
験
場
内
）
€
JO
二
七

ニ
ー
五
―
I

四
五
四
五

皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
税
の
中
か
ら
支
払
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
村
へ
交
通
事
故
の
連
絡
か

あ
1
ま
せ
ん
と
‘
加
害
者
に
治
療
費

を
請
求
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
国
民
健

康
保
険
税
の
大
へ
ん
な
む
だ
使
い
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
交

ヽ
交
通
事
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
役
場

カ
故
の
場
合
住
民
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
た
さ
い
。

ん

□
保
険
か
使
ゆ
か
だ
姿
で

せ
い
□
口
納
涼
大
会

ま
が
て
い
る
方
途
中
雨
か
降
っ
て
来
て
、
翌
日
に

ヽ
険
も
お
り
ま
延
期
に
な
っ
た
納
涼
大
会
か
八
月
十

す
か
、
そ
七
日
、
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
多

し
保て

訊
れ
は
ま
ち
く
の
ゆ
か
た
姿
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
女
か
い
で
す
。
し
た
。

古事
交
通
事
今
回
で
こ
の
納
涼
大
会
も
第
六
回

通
故
に
よ
る
を
数
え
、
も
う
す
っ
か
り
村
民
の
間

交
け
か
の
治
に
根
づ
き
‘
納
涼
大
会
を
楽
し
み
に

療
費
は
、
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

本
来
加
害
ち
ゃ
ん
も
多
い
と
か
。

者
か
負
担
や
ぐ
ら
の
上
で
は
婦
人
会
の
人
や

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
交
通
青
年
会
の
八
木
節
か
披
露
さ
れ
、
見

事
故
に
よ
る
け
か
は
、
す
く
に
み
て
物
人
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
あ
び
て
い

も
ら
い
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
‘
ま
し
た
。
一
方
や
ぐ
ら
の
周
り
で
は

治
療
の
期
間
も
長
く
多
額
の
費
用
か
子
ど
も
達
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
も

か
か
る
例
か
多
い
の
で
、
治
療
費
を
か
二
重
三
重
の
輪
を
作
1
‘
い
つ
ま

加
害
者
か
ら
受
け
と
っ
て
か
ら
治
療
で
も
盆
お
ど
り
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
J
!

そ
こ
で
①
ま
す
保
険
で
治
療
を
受

け
ま
す
。
②
そ
し
て
治
療
費
（
七
割

分
）
は
保
険
者
（
村
）
か
支
払
い
ま

す
。
③
し
か
し
、
人
に
け
か
を
さ
せ

た
人
は
そ
の
治
療
費
を
負
担
す
べ
き

義
務
か
あ
り
ま
す
か
ら
、
保
険
者
は

支
払
額
を
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

④
加
害
者
は
保
険
者
に
請
求
さ
れ
た

額
を
、
保
険
者
に
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

治
療
費
は
‘

こんな“カン，，ちがいは

米の政府

買入偏椿

水稲うるち玄米

五 四 等

等 等 等 等 等 級

七 八 八 八 八
悶

九 四

゜七

゜
八 /' ‘ キ

七 七 七 七 七
円 円 円 円 円

ロ

先
生
に
作
品
を

見
せ
る
元
気
な
児
童

可
り
の
]
-
口
]

□八l
卜

八
月
二
十
八
日
‘
暑
く
て
長
か

っ
た
夏
休
み
か
終
り
子
ど
も
た

ち
の
姿
か
学
校
に
集
ま
り
、
第
二

学
期
か
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。初

日
は
休
み
中
に
作
っ
た
作
品

を
大
事
そ
う
に
抱
え
て
登
校
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち
と

元
気
に
話
し
合
っ
て
い
る
日
や
け

し
た
顔
々
々
そ
れ
は
ま
さ

に
健
康
そ
の
も
の
。

三
十
八
日
間
と
い
う
大
変
長
期

に
わ
た
る
夏
休
み
だ
け
に
「
子
ど

も
達
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、

心
身
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
」

と
い
う
大
き
な
ね
ら
い
の
も
と
に

指
導
を
行
っ
て
き
て
、
家
庭
の
方

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
た

の
で
、
幸
い
こ
の
休
み
中
は
、
ひ

と
り
の
事
故
も
な
く
、
全
員
か
元

気
に
第
二
学
期
を
迎
え
る
こ
と
か

で
き
た
の
で
、
先
生
方
も
一
層
う

れ
し
そ
う
で
し
た
。

体
育
館
で
始
業
式
を
行
い
‘
校

長
先
生
は
「
第
二
学
期
は
実
り
の

学
期
。
学
習
は
も
ち
ろ
ん

心
身
を
き
た
え
る
絶
好
の
シ
ー
ズ

ン
。
こ
の
期
を
逃
さ
ず
充
実

し
た
学
習
を
計
画
的
に
進
め
る
よ

う
に
」
と
い
う
始
業
式
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
達
も
ひ
と

リ
ひ
と
り
か
胸
に
‘
心
に
‘
ひ
き

し
め
た
二
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
き

り
ま
し
た
。

始
業
式
か
終
っ
て
教
室
に
帰
り

担
任
の
先
生
に
休
み
中
の
作
品
を

「
先
生
ぼ
く
の
か
一
番
だ
ろ
う
」

「
私
の
か
一
番
で
し
ょ
う
」
と
作

品
を
自
慢
そ
う
に
先
生
に
見
せ
て

い
ま
し
た
。
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ニ
ュ
ー
ス

►

ち
び
っ
子
七
夕
ま
つ
り

園
児
達
に
盆
お
ど
り
や
、
花
火

大
会
で
む
し
暑
さ
を
忘
れ
夏
の
夜

を
楽
し
く
過
し
て
も
ら
お
う
と
‘

八
月
五
日
か
東
個
‘
六
日
か
中
央
、

西
闊
で
七
夕
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。園

児
は
夕
方
に
な
る
と
父
兄
と

と
も
に
ユ
カ
タ
や
ゲ
タ
を
は
い
て

集
ま
り
盆
お
ど
り
を
お
ど
っ
た
後

一
袋
ず
つ
花
火
を
も
ら
い
、
園
庭

血
圧
測
定
結
果

住
民
検
診
と
血
圧
測
定
を
七
月
一

日
か
ら
九
日
ま
で
実
施
し
た
と
こ
ろ

受
診
者
は
一
、
八
五
二
人
で
要
注
意

者
と
診
断
さ
れ
た
人
は
、
三
九
七
人

で
全
体
の
約
ニ
―
％
か
な
ん
ら
か
の

明
和
村
交
通
対
策
協
議
会
で
は

警
察
官
や
交
通
指
導
員
ら
と
協
力

し
て
、
八
月
十
一
日
商
工
会
議
所

前
で
オ
ー
ト
バ
イ
の
街
頭
指
導
を

行
い
ま
し
だ
。

こ
れ
は
最
近
オ
ー
ト
バ
イ
の
整

備
不
良
車
を
乗
り
回
し
て
い
る
の

か
多
く
見
受
け
ら
れ
る
た
め
‘
行

っ
た
も
の
で
す
。

特
に
ブ
レ
ー
キ
不
良
か
目
立
ち

三
十
台
の
う
ち
十
一
台
か
整
備
不

良
車
で
し
た
。
な
お
、
指
摘
を
受

け
な
か
っ
た
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ

て
い
た
人
は
全
体
の
二
割
で
し
た
。

異
常
の
あ
っ
た
者
で
す
。

本
村
は
他
の
市
町
村
と
比
〖
い
、
高

い
率
を
示
し
た
の
で
、
四
十
代
‘
五

十
代
の
働
き
盛
り
の
人
や
回
復
の
見

込
み
の
あ
る
人
七
十
五
世
帯
を
対
象

2
1
5
5
が
高
血
圧
者

立

で
打
ち
あ
げ
大
喜
び
で
し
た
。

◄

街
頭
指
導

優勝 矢島チーム

4
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→
優
勝
し
た
矢
島
チ
ー
ム

第
十
九
回
成
人
野
球
大
会
か
八
月

二
十
二
日
と
二
十
九
日
の
両
日
、
ニ

十
四
チ
ー
ム
か
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。二

十
二
日
は
東
小
‘
西
小
、
明
中

の
三
会
場
で
予
選
か
行
わ
れ
、
二
十

九
日
は
西
小
、
明
中
の
二
会
場
で
、

勝
ち
残
っ
た
八
チ
ー
ム
か
優
勝
を
め

ざ
し
て
行
わ
れ
、
こ
の
結
果
、
よ
く

ま
と
ま
っ
て
い
た
矢
島
チ
ー
ム
か
二

対
0
で
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
を
下
し
、
五
度

• 9
•. 

成
人
野
球
大
会
に

2
4チ
ー
ム
が
参
加

矢
島
チ
ー
ム
が
五
度
目
の
優
勝

に
栄
養
士
に
よ
る
食
事
指
導
と
日
常

生
活
指
導
を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
‘
部
落
別
に
み
る
と
、
江
口

田
島
か
三
0
％
と
高
く
‘
逆
に
梅
原

か
八
・
九
％
と
低
い
の
か
特
徴
で
し

こ
。f
 食

事
療
法
た
け
か
酌
療
の
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
日
常
の
食
事

の
影
響
か
大
き
い
の
は
事
実
で
す
。

そ
こ
で
高
血
圧
を
防
ぐ
食
事
の
ポ
イ

く
だ
も
の
、

< 
●
植
物
性
油
は
豊
富
に

●
嗜
好
品
に
注
意
を

い
も
顆
を
多

ン
ト
を
、
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
事
は
規
則
正
し
く
量
を
少
な
め

に
ゆ
っ
く
り
と

●
食
塩
は
少
な
め
に

●
ふ
と
っ
て
い
る
人
は
カ
ロ
リ
ー
制

限
を

●
野
菜
、

目
の
優
勝
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
も
両
チ
ー
ム
の
ピ
ッ
チ
ャ

ー
か
良
く
投
げ
白
熱
し
た
試
合
で
し

た
か
、
初
出
場
の
ジ
ャ
ガ
ー
ス
が
決

勝
ま
で
進
出
し
た
の
は
す
ば
ら
し
く

ま
た
昨
年
一
回
戦
で
コ
ー
ル
ド
敗
け

し
た
須
賀
タ
イ
ガ
ー
ス
か
三
位
に
な

っ
た
の
か
特
に
印
象
的
で
し
た
。

◎
成
績優

勝
準
優
勝

三
位

ーー

◎
個
人
賞

矢
島
チ
ー
ム

ジ
ャ
ガ
ー
ズ

須
賀
タ
イ
ガ
ー
ス

新
里
チ
ー
ム

秋の交通安全運動

9 月 21 日～ 30 日まで

この運動を機会に、すべて

の人か交通安全思想に微し

て、正しい交通のルールを

実践、習慣化して交通事故

防止を図りましょう。

最
優
秀
投
手
賞
田
中
実
（
矢
島
）

最
優
秀
選
手
賞
石
崎
邦
幸
（
矢
島
）

敢
闘
賞
小
林
誠
（
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
）

打
撃
賞
田
中
幸
次
郎
（
矢
島
）



(5) 第 180号

9 月 15 日は敬老の日。

平均寿命が大きくのびた

ことにより、これから老

人天国になるといわれて

います。二れからは、い

たわれながら生活してい

た老人から、堂々と権利

を主張する老人に変わる

かもしれませんね。

ここに掲げた 10 人の人

達は今月 15 日で90オ以上

の人達です。この人達に

次のようなことを、たず

ねてみました。

〇すきな食べ物は・

〇長寿の紐けつば・・・

®忘れられない思いで・・・・

〇何かしたい事は・・・・

〇王見右：の楽しみは....

新井なつ（江口）
明治16年 7 月 1 日生 (93オ）

®ぅどん

®散歩すること

®息子か戦争に行った事

〇特にありません

®ひこ孫と話しをすること

菌田みつ（大佐貫）
明治18年 6 月 21 日生 (91 オ）

®野菜・魚

®散歩する事

®去年まで念仏をやったこと

〇若くなってあっちこっちへ

旅行したい

®草取りやテレビを見る事

広報めいわ

野本ひしや（大輪）
明治11年 7 月 14 日生 (98オ）

®梨・スイカ

®間食をしない事

®善光寺へ友達と行った事

〇同年輩の人と話しをしたい

®毎日草取りをする事

子や孫か遊びに来る事

飯塚かん（江口）
明治17年 2 月 8 日生 (92オ）

〇弄し・野菜

®体を動かすこと

酒を飲むこと

®息子が戦争に行き 1 人で家

を守って来たこと

〇海外旅行へでも行きたい

®月 1·2度分福センターに行く事

今成さい（南大島）
明治18年 9 月 27 日生 (90オ）

〇野菜

®体を以前多く動かした事

®女ばかりだったので苦労の

連続だった

〇歩く事

®ひこ孫か来る事

村田かん（大輪）
明治12年 8 月 22 日生 (97オ）

®サッパリしたもの

®間食をしない事

®明治43年の洪水

戦争

®もう一度若くなって働きた
し、

®ひこ孫か歌う歌を聞〈事

ｷt, 

原口ひで（大輪）
明治17年 2 月 23 日生 (92オ）

®野菜・果物
®体を動かす事・お茶を飲む事
®明治43年の大洪水で苦労した事
長女から順次妹に行ってしまい

私（五女）か家に定着したこと
〇お勝手や庭の草取りを続けたい

®お茶を飲みながら世間話をする

こと

田口せん（川俣）
明治19年 2 月 19 日生 (90オ）

®スパゲティ・ハンバーク

®仕事を責任を持ってやる事

®明治43年の洪水

〇車に乗ってレストラン巡り

®喫煙やテレビを見る事

昭和51年 9 月 10 日

中村厳三郎（下江黒）
明治13年 4 月 16 日生 (96オ）

〇うどん

®長風呂・毎日体を動かす事

®明治43年の洪水で 2 階まで

水か来たこと

〇若〈なりたい

®ひこ孫と神社へお参りする

事

森尻菊蔵（南大島）
明治17年10 月 1 日生 (91 オ）

®果物

®食べ過ぎない

若い時からよく働いた

®馬で農作業をした事

〇もう一度働ぎたい

®テレビを見る事（プロレス）

敬老の日には多くの行事か

各地で行われますか、本村で

は、村長、助役らか 2 班に分

かれて85オ以上の老人60 人を

慰問します。

◎75オ以上84オまでの方には

敬老年金 3 千円か贈られます

◎85オ以上の方には敬老年金

5 千円、村と社会福祉協議会

から祝品か贈られます。

◎90オ以上の方には敬老年金

5 千円、村と社会福祉協議会

からの祝品のほか、県知事か

らも祝金か贈られます。
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年
金
制
度
は

通
算
さ
れ
ま
す

し＼ わ 第180号

我
々
の
囲
り
の
あ
き
地
に
繁
茂
し

た
雑
草
を
除
去
し
、
環
境
保
全
を
図

ろ
う
と
村
で
は
「
あ
き
地
の
環
境
保

全
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
村
内
の
あ
き
地
を

調
査
し
た
結
果
一
百
四
十
件
‘
面
積

に
し
て
約
十
七
h
a
で
雑
草
か
繁
茂
し

て
お
り
‘
余
り
に
多
い
た
め
、
こ
の

指
導
要
綱
を
作
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
土
地
は
、
害
虫
の
発
生

源
や
不
心
得
の
人
の
ゴ
ミ
捨
て
場
と

な
っ
た
り
、
見
通
し
が
悪
い
事
か
ら

年
金
制
度
に
は
、
国
民
年
金
の
は

か
に
厚
生
年
金
保
険
、
各
種
の
共
済

組
合
な
ど
合
わ
せ
て
八
つ
の
制
度
か

あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
の
制
度
か
ら

老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
二

十
年
、
二
十
五
年
と
い
う
長
い
期
間

そ
の
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
か
条
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
‘
職

業
を
変
え
た
り
し
ま
す
と
‘
ひ
と
つ

の
制
度
だ
け
で
は
老
齢
年
金
を
受
け

る
の
に
必
要
な
加
入
期
間
を
満
た
せ

な
い
こ
と
か
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

加
入
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
年
金
制

度
の
期
間
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
決

め
ら
れ
た
期
間
を
満
た
し
た
人
に
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
‘
加
入
期
間
に

応
じ
た
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
し

交
通
に
も
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
近
く
の
家
で
は
夏
は
風
か
入

っ
て
来
な
い
、
冬
は
草
か
枯
れ
て
、

火
災
の
発
生
源
と
な
り
、
一
年
中
迷

惑
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
指
導
要
綱
に
よ
り

雑
草
な
ど
の
危
険
な
状
態
の
除
去
の

措
置
命
令
を
期
限
を
定
め
て
行
い
ま

す
。土

地
は
財
産
で
す
。
そ
の
財
産
を

草
ぼ
う
ほ
う
な
ど
に
し
て
お
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

て
い
ま
す
。
こ
の
し
く
み
を
年
金
の

通
算
制
度
と
い
い
ま
す
。

通
算
さ
れ
る
期
間
は
、
一
般
的
に

各
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
期
間

か
対
象
に
な
り
ま
す
か
、
そ
の
ほ
か

国
民
年
金
以
外
の
年
金
制
度
の
加
入

者
の
配
偶
者
か
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
も
通
算
対
象
の

期
間
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
に
あ
げ
る
期
間
は
通

算
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
国
民
年
金
の
被
保
除
者
期
間
で

保
険
料
を
払
わ
な
か
っ
た
り
‘
そ

の
期
間
の
保
険
料
の
免
除
も
受
け

な
か
っ
た
期
間

②
各
年
金
制
度
の
被
保
険
者
期
間

で
、
一
年
に
満
た
な
い
期
間

あ
き
地
の
雑
草
を
刈
っ
て

(6) 

「
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
を
制
定

防
雀
―
プ
ー
フ
ロ
よ
る

送
軍
霰
の
事
故
防
止

←
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を

楽
し
む
児
童

作
っ
だ
カ
レ
ー
は
合
格
点I
I
.

③
そ
の
ほ
か
‘
脱
退
手
当
を
も
ら

っ
た
期
間
。
共
済
組
合
の
期
間
で

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
前
に
退

職
し
た
そ
れ
ま
で
の
期
間

少
年
野
外
キ
ャ
ン
プ

稲
の
雀
害
防
止
の
た
め
、
各
地
で

防
雀
テ
ー
。
フ
（
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
に

ア
ル
ミ
加
工
し
た
も
の
）
か
使
わ
れ

強
風
時
に
防
雀
テ
ー
。
フ
か
舞
い
あ
が

り
‘
こ
れ
か
高
圧
送
電
線
に
か
ら
み

つ
き
‘
停
電
す
る
よ
う
な
事
故
か
起

き
て
い
ま
す
の
で
‘
次
の
事
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
防
雀
テ
ー
。
フ
は
な
る
べ
く
絶
縁
性

の
も
の
（
ア
ル
ミ
加
工
し
て
な
い
も

の
）
を
使
用
す
る
。

年
金
の
通
算
制
度
に
つ
い
て
‘
わ

か
ら
な
い
こ
と
か
あ
リ
ま
し
た
ら
‘

役
場
住
民
課
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

海
や
山
へ
出
か
け
る
の
か
夏
休
み

で
は
な
く
‘
団
体
生
活
の
大
切
さ
を

少
し
で
も
知
る
の
も
こ
の
期
間
と
‘

村
内
の
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
児
童
三
十
三
人
か
参
加
し
て

第
三
回
少
年
野
外
教
育
キ
ャ
ン
プ
か

東
部
児
童
館
の
庭
で
八
月
九
日
・
十

日
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
雨
か
降
リ
出
し
‘
楽
し

み
に
し
て
い
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
．
イ
ヤ

ー
な
ど
の
行
事
か
出
来
な
く
か
っ
か

り
。
し
か
し
、
み
ん
な
で
作
っ
た
カ

レ
ー
を
食
べ
た
り
、
県
の
青
少
年
課

の
梶
山
さ
ん
か
ア
コ
ー
デ
ォ
ン
を
持

参
し
て
室
内
で
歌
や
ゲ
ー
ム
を
し
て

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

②
防
雀
テ
ー
。
フ
か
風
で
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
‘
し
っ
か
り
と
め
て
お
く

③
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
テ
ー
。
フ
に

は
‘
絶
対
に
触
れ
な
い
よ
う
注
意
す

る④
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
テ
ー
プ
を

見
か
け
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
東
京

電
力
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

⑤
収
穫
後
は
‘
残
さ
す
取
り
か
た
づ

け
る
こ
と

パート収入と所得税

パートの年収
夫(J)所得から配 パート収入に
偶者控除か・ 所得税力{'""

70万円以下 受けられる

70万円をこえ
カ）力〉らなし、

76万円以下

76万円t 受けられない
こえる の

かかる

最
近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と

い
う
主
婦
か
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
パ
ー
ト
収
入
に
関
係
の

あ
る
所
得
税
は
ど
う
な
る
か
‘
説
明

す
る
と
：
·
：
·
…
。

奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
か

年
間
七
十
六
万
円
（
月
平
均
約
六
万

三
千
円
）
以
下
で
、
ほ
か
の
所
得
か

な
い
場
合
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。ま

た
‘
収
入
か
年
間
七
十
万
円
（
月

平
均
約
五
万
八
千
円
）
以
下
で
あ
れ

は
‘
ご
主
人
の
所
得
か
ら
配
偶
者
控

除
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
‘
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
税
務
課
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に

注
射
葦

狂
犬
病
に
か
か
っ
た
動
物
は
‘
―

時
狂
っ
た
よ
う
に
な
り
見
さ
か
い
な

く
物
を
咬
み
ま
す
。
そ
し
て
、
は
と

ん
ど
は
咬
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

一
週
間
前
後
で
死
に
ま
す
。
か
わ
い

パ
ー
ト
収
入
と

税
金
は

ご
協
力
を

赤
い
羽
根
に

期日 時 間 場 所

午前 9 時30分～ 10時30分 斗合田薬王寺

10 月 4 日 午前 11 時～ 12時 東部児童会

午後 1 時～ 3 時 江口集会所

10 月 5 日
午前 9 時30分～ 12時 明和農協第一

午後 1 時～ 3 時 矢島公民館

午前 9 時30分～ 10時30分 南大島集会所

10 月 6 日 午前11時～ 12時 梅原＝島神社

午後 1 時～ 3 時 1/又nｷｷ 場

い
ペ
ソ
ト
を
死
な
さ
な
い
よ
う
に
生

後
三
カ
月
以
上
の
犬
は
春
秋
二
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
村
で
は
秋
の
予
防
注
射

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

●
登
録
手
数
料
三
百
円
（
未
登
録
犬
）

●
注
射
料
五
百
四
十
円

●
済
票
交
付
手
数
料
六
十
円

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
共
同
募
金

運
動
か
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
ス
イ
ス
の
一
教
師
か
「
あ

た
え
よ
取
れ
よ
」
と
書
い
た
箱
を
路

上
に
置
き
、
通
行
人
か
自
発
的
に
金

を
入
れ
た
リ
ま
た
引
き
出
し
た
リ
し

た
こ
と
か
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
赤
い
羽
根
は
単
に
募
金
を

し
た
”
印

I
Iで
は
な
く
‘
勇
気
を
持

っ
て
善
意
を
示
し
た
人
に
だ
け
与
え

ら
れ
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
‘
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
廂

い
し
ま
す
。



(7) 第 180号 広

非
行
の
道

一
参
遍
め
1
3
-

七
月
一
日
村
を
あ
げ
て
＂
健
全
育
西
小
学
校

成
宣
言
“
を
行
い
青
少
年
の
健
全
入
選
い
た
す
ら
や
わ
る
い
あ
そ
ひ
を
し
な
い
子
に
な
ろ
う
二
年

育
成
を
進
め
て
来
た
か
、
そ
の
事
業

1
1

道
路
て
は
走
る
な
迫
ふ
な
と
ひ
た
す
な
車
は
み
ん
な
か
い
じ
ゅ
う
た
三
年

の
一
っ
と
し
て
、
西
小
、
東
小
、
明

1
1

親
を
た
い
じ
に
し
ん
ぱ
い
か
け
る
な
四
年

中
の
三
校
の
生
徒
か
ら
非
行
防
止
の

1
1

悪
い
人
に
は
さ
そ
わ
れ
す
自
分
の
道
を
き
め
て
歩
こ
う
四
年

標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

1
1

非
行
防
止
明
る
い
社
会
の
お
手
伝
い
六
年

生
徒
か
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佳
作
明
る
い
道
暗
い
道
心
―
つ
で
明
る
い
社
会
四
年

そ
の
中
で
入
選
‘
佳
作
の
作
品
を

1
1

集
め
よ
う
明
る
さ
と
健
康
を
こ
の
村
に
五
年

紹
介
し
ま
す
。

1
1

川
て
遊
ぶ
な
水
は
こ
わ
い
ぞ
五
年

ま
た
、
中
学
生
の
入
選
作
品
か
ら

1
1

お
よ
げ
る
か
ら
と
ゆ
だ
ん
を
す
る
な
五
年

二
点
選
び
、
全
家
庭
に
配
布
し
ま
し

1
1

非
を
な
く
す
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
か
た
い
せ
つ
六
年

た
の
で
、
標
語
を
十
分
認
識
し
て
か
東
小
学
校

わ
い
い
我
か
子
を
非
行
の
道
へ
走
ら
入
選
ち
ょ
っ
と
待
て
そ
の
シ
ン
ナ
ー
か
命
と
り

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

C
I
I

み
な
し
な
い
悪
い
遊
び
と
悪
ふ
ざ
け

日
記
t
焙
ど
(
+
行

第
二
次
大
戦
後
の
世
相
の
荒
波

に
押
し
流
さ
れ
て
、
自
分
自
身
の

改
革
に
せ
ま
ら
れ
た
と
き
、
中
学

海
軍
航
空
隊
‘
建
築
屋
時
代
と
‘
回

顧
の
な
か
か
ら
見
い
出
し
た
も
の

は
、
日
々
の
反
省
と
良
識
を
も
っ

て
‘
生
き
る
こ
と
だ
と
悟
っ
て
、

日
記
を
今
日
ま
で
、
書
き
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

明
和
村
か
誕
生
し
て
、
二
十
年

余
、
村
は
変
革
を
経
て
、
成
長
し

た
よ
う
に
‘
私
も
と
、
顧
み
た
か

渋沢

（須賀）

\—) 

ん
は
さ

字
沢

題
渋

1

ー
＼

個
人
の
力
の
努
力
し
て
も
及
ば
な

か
っ
た
こ
と
か
、
現
在
、
土
に
親

し
み
を
強
い
て
い
る
。
だ
か
ら
余

暇
で
も
畠
に
出
る
。
疲
労
と
安
堵

の
な
か
で
、
心
の
貧
困
に
迷
う
。

そ
ん
な
貧
困
を
少
し
で
も
補
う

た
め
に
ペ
ン
を
持
つ
。
一
日
の
反

省
の
糧
と
し
て
勇
気
を
持
っ
て
書

く
。
書
き
終
え
る
と
不
思
議
に
心

の
貧
困
は
消
え
て
い
く
。

時
に
よ
れ
ば
‘
書
き
た
く
な
い

早
く
忘
れ
た
い
こ
と
も
あ
っ
た
か

日
記
は
私
の
心
の
航
跡
‘
心
の
一

部
で
も
あ
る
の
で
止
め
ら
れ
な
い
。

明
日
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
現

在
か
ら
築
か
な
け
れ
ば
遅
い
。
心

の
糧
を
培
う
た
め
に
‘
今
日
も
ま

た
頁
を
捲
る
。

一
参
一一
参

植
竹
さ
ゆ
り

森
尻
年
映

田
口
吉
一

小
林
優
高

秋
草
俊
孝

中
村
文
香

坪
井
由
理

村
田
安
世

久
保
田
圭
一

庄
條
浩

ー
ー
江
森
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
ど
ん

な
仕
事
を
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か

答
ブ
ド
ウ
と
柿
の
栽
培
を
や
っ
て

い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
か
五
百
本
‘
柿
か

四
百
本
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

今
回
訪
日
研
修
団
の
一
員
と
し

て
日
本
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
か

答
私
は
姓
間
は
働
い
て
、
夜
日
本

語
を
二
世
三
世
の
イ
ど
も
逹
に
教
え

て
い
る
の
で
、
日
本
人
て
あ
リ
な
か

II ＇，畠中 IIII 

飛
び
だ
せ
ば
ア
ッ
と
い
う
間
に
命
な
し

悪
い
こ
と
誰
か
か
そ
こ
で
見
張
て
る

万
引
は
横
目
で
見
ら
れ
る
い
や
な
こ
と

信
号
を
守
る
心
か
ガ
ー
ド
マ
ン

川
や
沼
あ
く
ま
か
き
み
を
ね
ら
っ
て
る

ち
ょ
っ
と
待
て
心
の
ゆ
る
み
か
事
故
の
も
と

き
み
か
今
油
断
を
し
た
ら
命
な
し

あ
ぶ
な
い
ぞ
川
か
命
を
ね
ら
っ
て
る

学
校

夜
遊
び
夜
ふ
か
し
不
良
の
は
じ
ま
り

非
行
の
道
一
歩
進
め
は
二
歩
三
歩

服
装
は
心
の
中
を
整
理
す
る

非
行
の
芽
を
つ
む
子
は
明
る
い
家
庭
か
ら

川
の
そ
ば
子
ど
も
を
見
た
ら
声
か
け
よ
う

出
か
け
に
は
必
ら
ず
し
め
る
ヘ
ル
メ
ソ
ト

二
人
の
り
そ
れ
か
死
の
も
と
事
故
の
も
と

ち
ょ
っ
と
待
て
心
は
あ
せ
る
か
一
旦
停
止

暗
い
道
一
人
あ
る
き
は
赤
信
号

い
や
ま
て
よ
思
い
浮
か
べ
る
親
の
顔

皿
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
四
十
六
年
ぶ
り
に
故
郷
を
訪
れ
た
江
森
広
明
闘

皿
さ
ん
（
江
黒
出
身
）
は
皆
さ
ん
に
十
ニ
オ
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
“

皿
し
た
と
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
持
ち
帰
っ
た
め
す
ら
し
い
蝶
の
標
本
を
皿

皿
東
小
学
校
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
‘
江
森
さ
ん
に
い
く
っ
カ
1
1

血
ブ
ラ
ジ
ル
の
事
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

ら
日
本
語
の
勉
強
に
来
た
の
で
す
。

ど
う
で
す
か
以
前
と
比
較
し
て

生
ま
れ
故
郷
は

答
道
路
か
は
と
ん
ど
舗
装
さ
れ
て

い
る
の
に
は
お
ど
ろ
い
た
か
‘
ま
た

道
路
か
狭
い
の
に
も
お
ど
ろ
き
ま
し

た
よ
。

最
後
に
も
し
‘
誰
か
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
ヘ
行
き
た
い
と
相
談
を
受
け
た

ら
江
森
さ
ん
は
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス

4
6年
ぷ
り
故
郷
に

三
年

三
年

二
年

一
年

三
年

二
年

二
年

二
年

三
年

二
年

今
成
富
恵

小
松
原
和
子

岡
田
利
子

増
田
敏
美

小
松
原
和
子

砂
賀
弘
子

篠
原
正
二

関
口
恵
美
子

川
島
初
江

本
沢
広
司

運
見
恵
子

市
村
雅
史

渡
辺
教

奈
良
君
江

野
中
朱
美

鈴
木
希
美

関
口
京
子

荒
井
宏
明

→
江
森
広
明
さ
ん
（
右
端
）

を
し
ま
す
か

答
ま
ず
根
性
か
な
い
人
は
や
め
た

方
か
い
い
て
す
よ
。
苦
労
の
連
続
で

す
よ
。
私
の
父
も
そ
の
せ
い
か
若
く

し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ま

こ
と
に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報 め

江
森
さ
ん
（
戸
ラ
シ
ロ
）

し＼

II 

ゎ

五
年

六
年

本
沢
政
美

町
田
喜
美
代
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ーー佳
作

ーー

II II 

入
選

ーー

ハ
年

ーー

一
家

自
動
車
事
故
に
あ
っ
た
ら

●
ま
す
何
を
す
る
か

ケ
ガ
か
重
傷
な
ら
ば
‘
ま
す
そ
の

処
置
か
大
切
で
す
か
、
そ
れ
ほ
ど
で

も
な
い
場
合
は
‘
つ
き
の
処
置
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
警
察
へ
知
ら
せ
て
警
察
官
に
立
ち

合
っ
て
も
ら
う
。

0

加
害
者
の
氏
名
‘
住
所
、
ナ
ン
バ
ー

免
許
証
‘
会
社
名
な
ど
を
調
べ
る
。

c

た
と
え
軽
傷
で
も
「
許
す
」
と
い

う
言
動
を
と
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
医
者
に
か
か
る
場
合

医
療
費
は
加
害
者
か
支
払
う
べ
き

も
の
で
す
か
‘
加
害
者
の
支
払
い
能

力
そ
の
他
の
事
情
で
、
と
り
あ
え
す

保
険
証
で
診
療
を
受
け
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
す
ぐ
に
村
に

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に
よ
り

保
険
者
は
加
害
者
に
医
療
費
の
請
求

を
し
ま
す
。

犯
罪
や
故
意
に
よ
る

傷
病
の
給
付
制
限

次
の
理
由
に
よ
り
発
生
し
た
傷
病

に
対
し
て
は
、
保
険
給
付
を
行
わ
な

い
か
‘
あ
る
い
は
一
部
制
限
す
る
こ

と
か
あ
り
ま
す
。

c

犯
罪
行
為
に
よ
る
か
‘
ま
た
は
故

意
に
事
故
を
起
し
た
場
合

C

ケ
ン
カ
‘
泥
酔
ま
た
は
著
し
い
不

行
跡
に
よ
っ
て
事
故
を
起
し
た
場
合

c

療
養
の
指
揮
に
従
わ
な
い
と
き

c

詐
欺
ま
た
は
不
正
行
為
に
よ
り
‘

保
険
給
付
を
受
け
‘
ま
た
は
受
け
よ

う
と
し
た
場
合

霰
放
そ
う
み
J

か
'
r
だ
£
人
”
に

ー
④

t
u
ぼ
の
ー
ゎ9
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に
出
場
し
た
谷
津
選
手
か
八
月
六
日

役
場
を
訪
れ
村
長
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
成
組
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

谷
津
選
手
は
「
み
な
さ
ん
か
各
方

面
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
に
も

所
、
史
蹟
の
数
の
多
い
か
か
わ
ら
す
誠
に
不
名
誉
な
成
績
で

こ
と
や
、
冬
と
も
な
る
申
し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

と
苗
場
ス
キ
ー
場
の
玄
語
る
と
、
村
長
か
「
重
量
級
で
あ
そ

関
口
に
な
り
大
変
に
ぎ
こ
ま
て
や
れ
ば
も
う
り
っ
ば
」
と
終

わ
う
と
こ
ろ
で
す
。
始
笑
い
に
包
ま
れ
た
報
告
会
で
し
た
。

▼
申
し
込
み
役
場
保
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
お
し

健
課
く
も
入
賞
を
の
か
し
た
こ
と
は
誠
に

▼
宿
泊
料
三
千
円
残
念
て
し
た
か
‘
次
の
オ
リ
ン
ピ
ソ

（
税
・
サ
込
み
）
ク
モ
ス
ク
ワ
大
会
を
め
ざ
し
て
か
ん

▼
休
け
い
料
客
室
四
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

猿
ケ
京
温
泉
の
赤
谷
湖
に
面
し
た
百
円
、
広
間
三
百
円
《
対
戦
成
績
》

「
湖
山
荘
」
は
各
市
町
村
が
負
国
し
』

6
<
3
rつ
4
』
―
回
戦
カ
ル
バ
ラ
イ
（
イ
ラ
ン
）

あ
っ
て
運
営
し
て
い
る
い
わ
ば
み
フ
ォ
ー
ル
勝
ち

な
さ
ん
の
施
設
で
す
。
＾
＾

o
g
一
事
一
三
‘
二
回
戦
テ
ミ
ズ
（
ト
ル
コ
）

こ
の
周
辺
は
な
ん
と
い
っ
て
も
名
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
判
定
勝
ち

i
i
i
i
i
i
i
i
ヽ

9

ヽ

9

ヽ

ｷ
,
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
.
 

・
一
だ
れ
に
で
も
で
き
る
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
i

〔
青
色
申
告
控
除
〕
i

青
色
申
告
一
律
十
万
円
を
所
得
金
額
か
ら
i

必
要
経
費
と
し
て
特
別
に
控
除
で
i

一
「
簿
記
」
と
聞
い
た
だ
け
で
難
し
う
で
す
か
昭
和
五
十
年
分
か
ら
す
べ
き
ま
す
。
一

、
も
の
、
頭
の
痛
く
な
る
も
の
と
て
の
青
色
申
告
者
か
、
簡
易
な
帳
簿
〔
青
色
事
業
専
従
者
給
与
〕
一

i
決
め
込
ん
で
し
ま
う
人
か
た
く
さ
の
記
帳
だ
け
で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
と
一
緒
i

i
ん
い
ま
す
。
「
簿
記
」
と
は
、
帳
し
た
。
簡
易
な
帳
簿
と
は
、
形
式
に
に
生
活
し
て
い
る
奥
さ
ん
や
十
五
i

i
簿
記
入
、
記
帳
の
方
法
の
こ
と
で
つ
い
て
特
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
歳
以
上
の
親
族
で
、
そ
の
事
業
を
i

i
奥
さ
ま
方
か
毎
日
つ
け
て
い
る
家
か
、
奥
さ
ん
か
つ
け
て
い
る
家
計
簿
一
緒
に
行
っ
て
い
る
人
に
給
与
を
i

一
計
簿
も
立
派
な
簿
記
で
す
。
そ
し
と
同
じ
よ
う
な
現
金
出
納
帳
を
中
心
支
払
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
一

一
て
合
理
的
な
節
税
を
す
る
た
め
に
に
、
売
掛
帳
‘
買
掛
帳
、
経
費
帳
‘
給
与
か
働
い
た
報
酬
と
し
て
ふ
さ
i

一
も
簿
記
か
必
要
と
な
り
ま
す
。
固
定
資
産
台
帳
の
五
冊
だ
け
記
帳
し
わ
し
い
金
額
で
あ
れ
は
必
要
経
費
一

一
合
ど
の
程
度
の
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
に
な
り
ま
す
。

i
記
帳
で
よ
い
の
か
合
青
色
申
告
を
す
る
と
そ
の
他
、
現
金
主
義
に
よ
る
所
一

i
「
経
営
の
合
理
化
や
節
税
に
は
記
ど
ん
な
特
典
が
あ
る
か
得
計
算
な
ど
四

0
も
特
典
が
あ
り
i

i
帳
や
青
色
申
告
が
必
要
な
こ
と
は
帳
簿
に
甚
づ
い
て
正
し
い
申
告
を
ま
す
。

i
分
か
っ
て
い
て
も
記
帳
と
な
る
と
す
る
人
に
は
、
所
得
や
税
額
の
計
算
詳
し
い
事
に
つ
い
て
は
役
場
税
i

i
難
し
く
て
」
と
い
う
方
が
多
い
よ
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
り
扱
い
務
課
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
一

9
ヽ
ー
、
9
`
9
ヽ
ー
、
ー
、
｀
＇
‘
ー
、
9
、
9
ヽ
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
9
、
ー
、
9
`
'
`
‘
ー
、
9
ヽ
ー
、
ー
、
9
、
9
ヽ
ー
｀
ー
、
ー
、
9
ヽ
i
、

、
9
、
i
、
9
ヽ
9
、
ー
、
9
ヽ
ー
、
9
、
9
ヽ
9
,
9
、
9
`
9
ヽ
ー
、
ー
、
9
、
9
、
9
‘
»
`
‘

み
ん
パ
の
施
殷

西
山
荘
を
杓
用
し
て
は

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

閉
ざ
す
門
向
日
葵
応
ふ
留
守
の
家

林
倫
常

眠
る
娘
の
唇
ぬ
す
む
昼
の
蠅青

木
光
子

談
合
の
進
ま
ぬ
ま
ま
に
う
ち
わ
急
く

林
秀
峰

初
孫
に
う
ち
わ
の
風
を
や
わ
ら
げ
ぬ

安
見
あ
っ
子

出
穂
の
雨
稲
踊
り
つ
つ
蘇
え
る

岡
安
福
一

兄
の
遺
品
で
今
も
爪
切
る
終
戦
日

吉
田
正
義

山
萩
を
手
に
散
策
の
湯
治
客北

島

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

文

芸

欄

タ
バ
コ
は
村
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

タ
バ
コ
消
費
税
か
入
り

村
か
豊
か
に
な
り
ま
す
。

若
水

三
回
戦
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
（
ア
メ
リ

カ
）
判
定
敗
け

四
回
戦
モ
ル
コ
フ
（
ル
ー
マ
ニ
ア
）

警
告
失
格

第

2
9回
成
人
式
か
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
―

日
時

9

月

2
3日
（
秋
分
の
日
）

8

時
3
0分
よ
り

明
和
中
学
校
体
育
館

昭
和
3
1年
4

月

2

日
か
ら

昭
和
3
2年
4

月
1

日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

場
所

該
当
者

第
2
9回

新
成
人
を
祝
う
つ
ど
い

役
場
職
員
募
集

／三ーロ
二11

• • l 
お察そ受日受 （三） （二）
問署の付か付 1 月交 1 月婦
ぃ＾他場ら期日 2 通日 2 人
合？詳所 30 間ま日巡ま日補
仁昇し 日 でか視でか導
（一）い警ま昭にら員にら員

：ゞ □ こ察で和生昭 生昭
§四と署 51 ま和昭ま和昭

は・ 気れ 34 和れ 32 和
竺［館駐 9 た年 28 た年 24
ー林在 月女 4 年女 4 年
に警所 6 子月 4 子月 4

0 0 

▼
申
し
込
み
期
間
八
月
一
日
＼

九
月
三
十
日
ま
で

▼
申
し
込
み
先
役
場
総
務
課

▼
採
用
予
定
人
員
男
二
名

▼
応
募
資
格
高
卒
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者
（
二
十
ニ
オ
以
下
）

看
護
学
生
を
募
集

公
立
館
林
高
等
看
護
学
院
で
は

次
の
と
お
り
看
護
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
人
員
三
十
人
●
修
業

年
限
三
年
●
応
募
資
格
高

等
学
校
卒
業
又
は
卒
業
見
込
の
女

子
●
願
書
受
付
昭
和
五
十
二

年
一
月
十
日
か
ら
一
月
三
十
一
日

な
お
詳
し
い
事
は
館
林
市
大
字

成
島
二
五
二
番
地
公
立
館
林
高
等

看
護
学
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

6
館
林
□
七
一
七
五

警
察
官
・
婦
人
補
導
員

交
通
巡
視
員
を
募
集

▼
受
験
資
格

口
警
察
官
昭
和

2
4年
4

月

2

日
か
ら
昭
和

3
4年
4

月

1

日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
九
月
十
六
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相
談

員
が
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に
適

切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診

H

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

妊
婿
検
診

1
6日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
1日
（
第
三
火
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受

付
は
午
後
一
時
ー
ニ
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税
第

三
期
、
土
地
改
良
区
費
、
有
線
放

送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
て
す
。

集
合
納
入
日
．

二
十
八
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
九
日
東
部
児
童
館

"
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
日
明
和
農
協
第
一

I

f
l

1
1矢
島
公
民
館
」
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第 1

発行所

編集

印刷所

場
課
係
所

0
こ
｀

。ー

明
和
の
空
は
美
し
い

本
当
の
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
だ

真
赤
な
ト
ン
ボ
が
舞
い

一
点
の
雲
も
な
く

空
は
ど
こ
ま
で
も
澄
み

髪
を
な
び
か
せ
る
風
は

肌
を
サ
ラ
サ
ラ
と
く
す
ぐ
る

明
和
の
未
来
に
そ
そ
ぐ
陽
の
光

全
身
に
吸
い
込
ま
れ
る
陽
の
光

そ
ん
な
中
で
の

ス
ポ
ー
ツ

一
直
線
に
の
び
る
白
線

地
面
に
浮
か
ふ
白
線

鋼
鉄
の
よ
う
な
筋
肉

躍
動
す
る
筋
肉

光
る
汗流

れ
る
汗

そ
ん
な
汗
を

地
面
に
吸
わ
せ
て
は

スポーツの秋

あなだ毛汗を．(/

課
長
奮
戦
記

税
務
課
長立

祐
令
明
和

納
税
者
の
皆
さ
ん
か
ら
嫌
わ
れ

る
の
か
「
税
」
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
国
民
の
義
務
と
し
て
、
ど

う
し
て
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

申
告
納
税
制
度
か
と
ら
れ
て
い

る
現
行
税
制
下
に
お
い
て
、
正
直

者
が
馬
鹿
を
見
る
と
言
っ
た
税
制

で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
達

税
務
職
員
は
適
正
課
税
を
モ
ッ
ト

ー
に
調
査
事
務
を
綿
密
に
行
い
課

税
資
料
の
「
は
あ
く
」
に
専
念
し

不
公
平
課
税
の
是
正
を
図
る
べ
く

努
力
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
今
年
は
一
部
の
人
に
つ

い
て
、
税
務
署
の
手
に
よ
っ
て
、

事
後
調
査
か
実
施
さ
れ
、
申
告
し

た
資
料
と
照
合
の
結
果
、
か
な
り

の
食
い
違
い
が
出
た
人
も
あ
り
ま

す
が
常
に
正
し
い
申
告
を
し
て
い

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
は
な
か
っ

た
は
ず
で
す
。

こ
の
結
果
、
村
の
税
務
課
は
、

税
務
署
と
の
関
係
上
調
査
事
務
を

推
進
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。
今
後
職
員
か
お
邪
魔
ず
，
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

き
っ
と
、
そ
う
し
た
事
か
、
適

正
な
課
税
と
負
担
の
公
平
を
図
る

事
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
納
税

者
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
を

お
顛
い
し
ま
す
。
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九
月
十
八

H

、
第
五
回

老
人
福
祉
大

会
か
村
と
村

社
会
椙
祉
協

議
会
の
主
催

に
よ
り
、
分

幅
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
で
村

内
に
住
む
六

十
五
才
以
上

の
老
人
（
千

五
十
一
人
）
を
招
待
（
出
席
者
七
百

二
十
名
）
し
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
多
年
に
わ
た
り
社
会

に
つ
く
し
た
老
人
を
敬
愛
し
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
長
寿
を
お
祝
い
し

よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
奈
良
村
長
か
「
こ
れ
か

ら
老
人
自
ら
も
、
新
し
い
時
代
に
適

応
し
、
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め

て
世
代
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
老
人

と
な
り
、
今
後
の
生
活
を
楽
し
く
心

か
け
る
と
と
も
に
平
和
で
豊
か
な
家

庭
、
明
る
＜
住
み
良
い
村
づ
く
り
の

第五回老人福祉大会
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下
言
[

た
め
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
の
べ
ま
し
た
。

次
に
結
婚
な
さ
っ
て
五
0
年
以
上

も
夫
婦
そ
ろ
っ
て
い
る
金
婚
者
三
十

三
組
（
昨
年
対
象
者
含
む
）
に
金
盃
を

送
り
、
夫
婦
の
長
痔
を
祝
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
金
婚
者
と
功
労
者
を
代

表
し
て
千
津
井
の
野
本
竹
蔵
さ
ん
が

「
我
々
は
た
だ
、
長
い
年
月
を
過
し

た
だ
け
で
あ
る
か
、
こ
の
栄
誉
を
傷

つ
け
る
事
な
く
、
家
庭
の
円
満
と
地

域
の
福
祉
向
上
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
の
べ
て

第
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
か
ら
は
余
興
に
入
り
、
セ

ン
タ
ー
提
供
の
演
芸
や
民
謡
会
の
お

ど
り
な
ど
を
見
な
か
ら
寿
し
を
食
べ

た
り
‘
ジ
ュ
ー
ス
や
お
酒
を
飲
ん
だ
リ

し
て
、
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
て
第
五

回
老
人
福
祉
大
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

◎
顕
彰
さ
れ
た
金
婚
者
（
敬
称
略
）

▼
斗
合
田
機
村
伊
吉
・
つ
ね
▼
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日
眉
劃

；ご
金

o
B日

下
江
黒
篠
原
弥
市
・
す
い
▼
上

江
黒
牛
久
保
清
一
・
き
く
野
木

村
弥
五
郎
・
こ
う
丸
山
久
次
郎
・

さ
い
田
口
秋
次
郎
·
き
く
▼
千

津
井
野
本
竹
蔵
・
よ
ね
横
塚
藤

市
・
龍
子
▼
江
口
須
藤
芳
ニ
・

き
せ
新
井
豊
吉
・
は
な
関
口
康

平
・
な
み
奥
沢
義
吉
・
と
く
天

海
大
五
郎
・
き
た
▼
田
局
奈
良

吉
次
郎
・
ミ
ネ
奈
良
痔
三
郎
・
か

つ
高
瀬
安
太
郎
・
い
ね
▼
南
大

烏
帆
足
仙
吉
・
き
よ
小
松
原
道

高
·
せ
ん
栗
原
栄
一
・
ア
サ
▼

吉
田
勝
太
郎
・
よ
ね
岡
安
明
・
さ

と
▼
梅
原
吉
田
鷹
三
郎
・
ト
ク

柴
崎
信
義
・
い
の
佐
藤
瀧
吉
・

ト
ラ
ノ
長
柄
英
信
・
た
か
▼
川

俣
小
磯
松
王
·
た
ま
奈
良
保
光

•
い
せ
▼
須
賀
斎
藤
満
吉
・
ゲ

ン
▼
大
輪
野
本
浅
一
郎
・
カ
ン

▼
矢
島
秋
野
豊
作
・
ム
メ
大
川

理
三
・
せ
き
大
津
岩
吉
・
み
さ

▼
大
佐
貰
小
暮
知
治
・
ぜ
ん

◎
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

江
原
仙
八
、
田
口
俊
夫
、
野
本
浅
一

郎
、
渡
辺
良
吉
（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
委
員
の
根
岸
麒
一

(
6
8オ
）
と
鈴
木
好
男

(
6
6オ）
の

両
氏
が
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
両
氏
を
再

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

〇
根
岸
・
鈴
木
の

両
氏
を
再
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
福
島

茂
氏

(
6
1オ）
が
九
月
三
十
日
を
も

村
内
の
最
高
齢
者
て
あ
る
大
輪
の

野
本
ひ
し
や
さ
ん
（
九
十
八
オ
）
を

九
月
十
四
日
、
敬
老
の
日
の
前
日
、

県
の
厚
生
課
長
や
村
長
な
ど
が
多
く

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
慰
問
し
ま

し
た
。
野
本
ひ
し
や
さ
ん
は
県
で
二

十
四
番
の
高
齢
者
で
あ
る
か
、
ち
ょ

っ
と
耳
か
遠
い
だ
け
で
、
毎
日
元
気

に
動
い
て
い
ま
す
。

ひ
し
や
さ
ん
宅
を
慰
問
し
た
人
達

は
、
「
ぜ
ひ
、
県
内
一
、
全
国
一
に

な
る
ま
で
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
」
と
長
痔
を
祝
い
ま
し
た
。

ひ
し
や
さ
ん
は
頭
を
深
々
と
下
げ

「
ど
う
も
あ
り
か
と
う
」
と
お
礼
の

言
葉
を
の
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
ひ

第
五
回
定
例
村
議
会

I
I

愛
の
鐘
I
I

し
や
さ
ん
の
若
い
時
の
思
い
出
話
な

ど
を
聞
い
て
、
こ
の
日
の
慰
問
を
終

え
ま
し
た
。

設
置
な
ど
決
定

第
五
回
定
例
村
議
会
が
九
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
二
十
二
日
ま
で

会
期
三
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
①
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
②
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任

に
つ
い
て
③
昭
和
五
十
年
度
明
和
村
一
般
会
計
決
算
の
認
定
な
ど

九
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
二
十
二
日
に
は
一
般
質
問
九
件
か
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長
、
各
担
当
課
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

任
す
る
事
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
任
期
は
昭
和
五
十
五
年
九
月
三
十

日
ま
で
で
す
。

0
福
島
茂
氏
を
再
任

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

村
内
一
の
長
舟
者

野
本
ひ
し
や
さ
ん
を
祝

、
つ

っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
か
、

同
氏
を
再
任
す
る
事
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
任
期
は
昭
和
五
十
四

年
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
四
千
二
百
五
十
一
万
円
を
追
加

し
て
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
予
算
総

額
を
八
億
六
百
五
十
万
円
と
し
ま
し

こ
。t
 歳出

の
主
な
補
正
は
総
務
費
て
は

部
落
集
会
所
の
維
持
管
理
費
の
助
成

費
や
庁
舎
非
常
階
段
の
偉
装
工
事
の

六
十
二
万
円
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
東
、
中
央
保
育
園

の
附
帯
施
設
の
整
備
工
事
費
七
十
六

万
円
や
愛
の
鐘
設
置
の
百
二
十
万
円

な
ど
か
主
な
も
の
で
す
。

土
木
費
で
は
道
路
の
新
設
や
改
良

費
に
二
千
六
百
五
十
二
万
円
を
、
ま

た
、
七
月
の
豪
雨
で
五
箇
川
下
流
の

護
岸
か
両
側
と
も
崩
か
い
し
ま
し
た

の
で
、
こ
の
復
旧
に
三
百
六
十
四
万

円
追
加
補
正
を
し
ま
し
た
。

0
昭
和
五
十
年
度
決
算

昭
和
五
十
年
度
の
各
会
計
の
決
算

は
詳
し
く
四
面
、
五
面
に
掲
げ
て
あ

り
ま
す
。

（
注
）
愛
の
鐘
…
…
青
少
年
非
行
防

止
の
事
業
と
し
て
、
東
小
、
西
小
、

役
場
の
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
ス
ピ
ー

カ
ー
よ
り
午
後
九
時
に
な
っ
た
時
、

鐘
の
音
を
放
送
し
て
、
外
で
遊
ん
で

い
る
青
少
年
の
帰
宅
を
促
す
も
の
で

あ
る
。
こ
の
資
金
は
以
前
や
ま
う
の

漬
物
株
式
会
杜
よ
り
の
寄
付
百
万
円

を
基
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

0
一
般
会
計
補
正
予
算
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手
作
り
の
楽
し
さ
を

西
保
育
園
で
は
‘
買
っ
た
物
ば
か

従
業
員
の
退
職
金
は
今
や
常
識
で

す
か
、
事
業
主
で
も
退
職
す
る
と
き

か
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
第
一
線

を
引
退
し
老
後
を
楽
し
み
た
い
、
自

分
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

経
営
の
都
合
に
よ
る
工
場
や
商
店
の

閉
鎖
な
ど
…
…
い
ろ
い
ろ
な
場
合
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
か
起

こ
っ
た
と
き
に
備
え
て
事
業
主
の
生

活
安
定
を
は
か
る
退
職
金
制
度
、
そ

れ
か
、
国
で
つ
く
ら
れ
た
「
小
規
模

掛
金
は
全
額
所
得
控
除

共
済
金
は
退
職
所
得
控
除

事
業
主
に
も

I
I

退
職
金
I
I

企
業
共
済
」
制
度
で
す
。

田
掛
金
は
全
額
が
所
得
控
除

掛
金
は
全
額
か
小
規
模
企
業
共
済

な
ど
掛
金
控
除
と
し
て
、
そ
っ
く
り

課
税
対
象
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
年
以
内
の
前
納
掛
金
も

同
様
に
控
除
さ
れ
ま
す
。

②
共
済
金
は
退
職
所
得
扱
い

共
済
金
・
準
共
済
金
・
解
約
金
は

退
職
所
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
の

で
、
控
除
額
か
非
常
に
大
き
く
な
っ

り
で
遊
ぶ
の
で
は
な
く
、
自
分
で
苦

労
し
て
作
っ
た
も
の
で
楽
し
く
遊
ぶ

方
法
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
‘
紙
飛
行

機
を
作
り
、
飛
行
機
大
会
を
開
き
ま

し
た
。園

児
達
は
折
り
方
の
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
は
友
だ
ち
に
教
え
て
も
ら
い

な
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
形
の
飛
行

機
作
リ
を
一
生
懸
命
に
作
っ
て
お

-
i
f
`
]
／

□
[
[
 

よ
ど
を
う
ま
く
理
解
し
て
い
た
子
が

一
番
よ
く
飛
行
機
か
飛
ん
で
い
た

よ
う
で
し
た
。

最
後
に
‘
一
番
遠
く
へ
飛
ん
だ

飛
行
機
を
み
ん
な
に
見
せ
て
、
な

ぜ
こ
の
飛
行
機
か
飛
ん
だ
の
か
話

し
合
っ
て
、
形
‘
お
も
リ
‘
風
の

吹
き
方
で
飛
ふ
の
か
ち
か
う
の
に

気
づ
い
て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

固
安
全
・
確
実

共
済
金
額
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
支
払
い
も
政
府

が
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
お
り
ま

す
の
で
安
全
・
確
実
で
す
。

④
貸
付
制
度

一
年
以
上
掛
金
を
払
い
込
ん
だ
加

入
者
は
、
そ
の
範
囲
内
で
即
日
簡
易

に
事
業
資
金
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
（
払
い
込
み
の
掛
金
が
十
四
万

三
千
円
以
上
で
、
最
低
十
万
円
の
貸

付
け
で
す
。
）

企
業
共
済の
内
容

▼
加
入
資
格

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
二

0
人

（
商
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人
）

以
下
の
事
業
主
お
よ
び
会
杜
や
企
業

組
合
‘
協
業
組
合
の
役
員
の
方
々
で

す
。

▼
掛
金

毎
月
一
口
五
百
円
か
ら
最
高
二
十

口
一
万
円
ま
で
。

▼
共
済
金
の
支
払
い

「
共
済
金
A

」
•
個
人
事
業
を
や
め

た
と
き
（
死
亡
を
含
む
）
・
会
社

や
企
業
組
合
な
ど
の
法
人
役
員
か
解

散
で
や
め
た
と
き

「
共
済
金
B
」
・
役
員
か
病
気
、
ケ

ガ
で
や
め
た
と
き
（
死
亡
を
含
む
）

•
六
十
五
才
以
上
で
二
0
年
以
上
掛

金
を
払
っ
て
い
る
と
き
（
老
齢
給
付
）

「
準
共
済
金
」
・
個
人
事
業
を
会
社

組
織
に
か
え
て
、
そ
の
役
員
に
な
ら

な
い
と
き
（
金
銭
以
外
の
資
産
を
出

資
し
た
場
合
）
・
個
人
事
業
を
配

偶
者
や
子
に
譲
っ
た
と
き
・
役
員

か
疾
病
‘
負
傷
、
死
亡
あ
る
い
は
解

散
以
外
の
理
由
で
退
職
し
た
と
き

厚
生
年
金
保
険
や
国
民
年
金
な
ど

の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
か
住
所
を

変
更
し
た
と
き
は
「
住
所
変
更
届
」

を
社
会
保
険
庁
へ
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

こ
承
知
の
よ
う
に
、
社
会
保
険
庁

で
は
、
年
四
回
（
通
算
老
齢
年
金
に

つ
い
て
は
年
二
回
）
の
年
金
の
支
払

い
を
行
っ
て
お
り
‘
支
払
い
の
つ
ど

年
金
の
う
け
と
り
に
銀
行
等
金
融
機

た
ら出を

く共済金等の一覧表＞

掛20 け口の10場,00合0円 例5え年ば 目 10年目 20年目 30年目
1 ロ ので場す合は 20分 (60 ヵ月目） (1 20ヵ月目） (240ヵ月目） ー(360ヵ月目）
の 1

掛金合計 600,000 1,200,000 2,400,000 3,600,000 

共済金 A 817,400 1,943,000 5,624,600 12,601,000 

共済金 B 663,400 1,552,000 4,338,200 9,965,200 

準共済金 600,000 1,241,600 3,470,560 7,972,160 

（単婢：円）
（
た
と
え
ば
役
員
の
改
選
や
任
期
満

了
な
ど
で
す
。
）

▼
申
し
込
み
先

金
融
機
関
1
1

銀
行
、
相
互
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
な
ど
。

な
お
詳
し
い
事
に
つ
い
て
は
、
明
和

村
商
工
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

関
を
希
望
し
て
い
る
方
へ
は
振
込
通

知
書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
住
所
を
変
更
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
住
所
変
更
届
」
こ
れ
か
ら
は
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
提
出
し
ま
せ
ん
と
、
振
込
通
知
書
が
始
ま
り
多
く
の
車
か
移
動
し
ま
す
。

ま
た
は
支
払
い
通
知
書
が
、
変
更
前
そ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
自
動

の
住
所
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
車
の
整
備
不
良
か
思
わ
ぬ
事
故
に
つ

ま
す
。
な
か
り
か
ね
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
自

と
く
に
、
年
金
の
う
け
と
り
に
郵
分
の
車
の
悪
い
と
こ
ろ
、
悪
く
な
り

便
局
を
希
望
し
て
い
る
方
は
、
年
金
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
早
く
発
見
す

を
う
け
と
る
と
き
に
年
金
証
書
と
支
る
よ
う
努
め
、
点
検
整
備
を
す
る
よ

払
い
通
知
書
を
郵
便
局
に
提
示
す
る
う
心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
運
輸
省
で
は
、
運
行
開
始
前
の
仕

所
を
変
更
し
た
と
き
は
「
住
所
変
更
業
点
検
、
自
家
用
車
は
六
ヵ
月
ご
と
‘

届
」
用
紙
が
役
場
住
民
課
に
あ
り
ま
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
一
ヵ
月
ご
と
の
定

す
の
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
点
検
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

車
の
点
検
整
備
を

励
行
し
よ
う
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昭和50年度決算
2 億 入 村の家計籍書公豪

8億 3,780万円

1 億

b
5
rト

地
方
交
付
税

木寸 木寸

税

国
庫
支
出
金 債

繰
越
金

県
支
出
金

得
税
交
付
金

自
動
車
取

\
K

じ

L

ク

昭
和
五
十
年
度
の
村
の
家
計
簿
と
い
え
る
べ
き
決
算
が

九
月
の
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
村
民
の
み
な
さ

ん
に
五
十
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
八
億
―
―
―
千
七
百
八
十
万

円
、
特
別
会
計
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
会
計
歳
入
一
億
七

千
三
百
三
十
七
万
円
、
有
線
放
送
歳
入
二
千
百
七
万
円
、

農
業
共
済
会
計
歳
入
四
千
六
百
八
十
一
万
円
、
水
道
会
計

の
収
益
的
収
入
四
千
四
百
二
十
二
万
円
の
限
ら
れ
た
財
源

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
、
ご
理
解
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
＂
ー

1
,
·
｀
—
ー
—

9
'
 

，
ぶ
鼻
ぃ
富
養
がそ

の
他

、

農林
水産業費（8.64%)
◎ 6,638万円合 7,034円
●農業総務費 I,367万円

●農業振興費 2,819万円

●農地費 229万円

●土地改良費 I, 922万円

教育費 (12.24%)

• 9,398万円

* 9,958 円

●教育総務費 I,502万円

●小学校費 3 、 957万円

●中学校費 I, 886万円

●幼稚園費 I,509万円

●社会教育費 263万円

●保健体育費 281 万円-
民生

税金はこ(J)よぅに使ゎれました
人日 9,438人

世帯 2,150戸
51. 3.1現在で計算

●老人福祉費

・即体障害者
袖祉費

●乳児等医療費

●母子福祉費

●児童福祉施設費

●保育園費

●保育所建設費

◎
2

、1
2
4望

総務費（22.80%)

◎ |7,507万Pl

*18,550 円

●総務管理費

●徴税置

・戸籍住民基
本台帳費

●選挙費

●統計調査費

●道路維持費

•畏路橋梁新
瞑改良工事

●渡船運営費

●住宅費

581 万円

11,077万円

• 総額

( ）内は割合
合村民 1 人当り

木費（22.50%) 

◎ |7,276万円

合 18,305円
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有

85,075m 

：マ弓＝
16 I 821 m2 

磁

慰 塵

,
>
 

2,005 千円

一世帯当た

りが負担し

た額

104,657円

,
>
 

土地 4,618 m2 

¥ 総 額 闊民 1 人が 一世帯が
担した額 負担した額

村 村民税 77,757,319 円 8,239 円 36 / 166 円

税 固定資産税 88,728,970 円 9,401 円 41,269 円

の 軽自動車税 4 I 290 I 190 円 455 円 I, 995 円

内
村たばこ 16,307,740円 I, 728 円 7,585円
消 費）税

訳 電気税 9,950,000 円 I,054 円 4,628 円

保特別有土税地 27,977,700円 2,964 円 13,013円

（
農
業
共
済
会
計
）

（
国
民
健
康
保
険
会
計
）

昭
和
五
十
年
度
の
国
民
健
康
保

険
会
計
の
決
算
は
千
四
百
四
十
四

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
健
全
財

政
で
し
た
。

主
な
収
入
は
国
民
健
康
保
険
税

五
千
九
百
五
十
八
万
円
、
国
庫
支

出
金
一
億
六
百
四
十
八
万
円
で
全

体
の
収
入
の
九
五
・
七
八
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
な
支
出
は
保
険
給
付

費
一
億
四
千
八
百
一
四
万
円
、
総

務
費
の
六
百
八
十
六
万
円
か
全
体

支
出
の
九
七
・
五
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

（
有
線
放
送
会
計
）

昭
和
五
十
年
度
の
有
線
放
送
会

計
は
二
百
五
十
八
万
円
の
黒
字
で

し
た
。こ

の
会
計
は
ほ
と
ん
ど
が
使
用

料
で
運
営
し
て
お
り
、
使
用
料
収

入
が
千
三
百
八
十
二
万
円
で
歳
入

の
六
五
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
と
基
金
よ
り
二

百
九
十
八
万
円
繰
入
れ
て
お
り
ま

す
。な

お
‘
支
出
は
、
特
別
な
工
事

も
な
か
っ
た
の
で
人
件
費
千
五
百

三
十
八
万
円
か
は
と
ん
ど
で
、
支

出
合
計
の
八
三
・
ニ
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
の
農
業
共
済
会

計
の
決
算
は
全
体
的
に
み
る
と
四

一世帯当たり

にサービスさ

れた貴用

357,177円

歳 入 歳 出

国保会計 173,372,429円 158,930,862円

有線放送会計 21 、 073,024 18,488,353 

農業共済会計 46,813,694 42,634,471 

i 
収益的 44,220,851 32,641,078 

資本的・

゜
2,768,739 

昭
和
五
十
年
度
の
水
道
事
業
会

計
の
決
算
は
千
百
五
十
八
万
円
も

の
純
利
益
で
前
年
度
に
比
べ
て
三

・
一
四
倍
と
い
う
利
益
が
で
ま
し

こ
。f
 ま

た
、
一
方
の
資
本
的
収
支
に

つ
い
て
は
機
具
な
ど
の
売
却
も
な

い
の
で
収
入
は
0

で
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
施
設
な
ど
の
充
実
を

図
る
な
ど
を
し
た
た
め
二
百
七
十

七
万
円
の
不
足
額
を
生
じ
ま
し
た
。

こ
の
不
足
額
は
、
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
や
建
設
改
良
積

立
金
さ
ら
に
減
債
積
立
金
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

特

別

t
 

＿
＿
―
-
ロ

百
十
八
万
円
の
黒
字
会
計
で
し
た

か
、
昭
和
五
十
年
度
は
近
年
に
な

か
っ
た
異
常
災
害
の
た
め
水
稲
と

陸
稲
の
共
済
金
支
払
い
か
二
千
四

百
七
十
一
万
円
も
あ
り
水
稲
と
陸

稲
に
つ
い
て
は
赤
字
で
あ
っ
た
か
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
積
立

金
よ
り
補
い
ま
し
た
。

会
（
水
道
事
業
会
計
）
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ニ
ュ
ー
ス

村
内
で
一
番
早
く
、
米
の
検
査

か
九
月
二
十
九
日
、
明
和
農
協
本

所
の
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
各
地
で
冷
害
な
ど
で
米

の
減
収
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
か
‘
こ
の
日
、
出
荷
し
た
農
家

の
人
の
話
だ
と
、
「
収
穫
は
昨
年

と
ほ
ぼ
同
し
く
ら
い
で
す
。
中
に

は
今
年
か
最
高
の
収
穫
を
あ
げ
た

人
も
い
ま
す
」
と
冷
害
の
心
配
は

は
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
た
話
し
振

七
万
八
千
令
ワ
も

タ
イ
ヤ
、

八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
四
日
ま

で
村
内
全
地
域
に
わ
た
り
行
わ
れ
た

危
険
物
収
集
は
、
ち
ょ
う
ど
、
雨
天

続
き
と
い
う
悪
条
件
で
し
た
が
、
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

►

米
の
検
査

立

九
月
二
十
一
日
武
道
館
で
母
子

保
健
法
に
基
づ
い
た
三
歳
児
検
診

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
対
象
者
は
九
十
四
名

で
体
重
や
身
長
の
測
定
、
そ
れ
に

目
、
耳
、
鼻
‘
歯
、
内
科
の
検
診

を
行
い
ま
し
た
。
先
生
の
白
衣
を

見
た
と
た
ん
に
泣
き
叫
ぶ
児
な
ど

い
て
、
各
先
生
方
も
て
ん
て
こ
ま

、
·
O

ー
＞

最
後
に
保
健
所
の
係
員
か
ら
、

三
歳
児
の
し
つ
け
の
指
導
な
ど
の

相
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

灰
な
ど
も
混
入

今
回
は
、
金
属
類
と
ガ
ラ
ス
類
、

い
わ
ゆ
る
危
険
物
の
収
集
で
あ
っ
た

が
、
中
に
は
、
野
菜
く
ず
、
灰
、
タ

イ
ヤ
な
ど
収
集
出
来
な
い
も
の
が
相

当
量
混
入
し
た
も
の
も
あ
り
、
収
集

1111111111111111111111111 

危険物
収集
1111111111111111111111111 

◄

三
歳
児
検
診

り
で
し
た
。

こ
の
良
き
時
代
に
‘
は
じ
る
こ
と

岩
崎
圭
子
さ
ん
の

答
辞
要
旨

小
林
雄
司
君
の

答
辞
要
旨

一心
の
闊
着
で

大
人
の
仲
闘
人
り

か
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
次
の
収
集
の
時
に
は
、
発
生

す
る
時
点
で
分
類
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
属
類
に
つ
い
て
は
‘
資

源
再
利
用
の
た
め
に
も
、
廃
品
回
収

業
者
へ
引
き
渡
す
な
ど
し
て
、
減
量

に
こ
協
力
を
お
ね
か
い
し
ま
す
。

◎
今
回
行
わ
れ
た
収
集
量

危
険
物
収
集
量
…
…
七
万
八
干
百
k
g

（
一
世
帯
当
り
3
6
k
g
)

お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

て
、
み
ず
か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
そ
う
と
、
村
と
教

育
委
員
会
の
主
催
で
今
年
も
九
月
二

十
三
日
の
秋
分
の
日
に
第
二
十
九
回

成
人
式
が
多
数
の
来
賓
を
迎
え
中
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
こ
の
日
、
新

成
人
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
晴
天

に
恵
ま
れ
、
百
四
十
一
名
（
出
席
者

百
十
二
名
）
か
法
律
上
独
立
の
社
会

人
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

式
は
奈
良
村
長
か
「
こ
れ
か
ら
、

金
属
類
：
一
万
四
千
六
百
k
g

〖
ガ
ラ
ス
類
：
六
万
三
千
五
百
k
g

◎
輸
送
台
数

四
ト
ン
車
…
…
…
二
十
一
台

二
ト
ン
車
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
十
六
台

な
お
、
金
属
類
に
つ
き
ま
し
て
は

村
内
の
回
収
業
者
に
、
ガ
ラ
ス
類
に

つ
き
ま
し
て
は
館
林
市
に
委
託
処
理

し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
公
的
に
も
、
私
的
に

も
一
人
前
の
成
人
と
し
て
義
務
と
責

任
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
是
非

善
悪
の
判
断
を
誤
る
こ
と
な
く
、
良

識
の
上
に
立
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
成
人
者
男
子
代

表
の
小
林
雄
司
君
と
女
子
代
表
の
岩

崎
圭
子
さ
ん
の
答
辞
が
の
べ
ら
れ
、

式
を
終
え
ま
し
た
。

今
日
の
日
本
は
、
あ
る
い
は
世
界

は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
解
決
す
べ
き

問
題
、
改
革
す
べ
き
問
題
を
残
し
て

い
る
か
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

一
日
も
早
く
、
そ
う
し
た
問
題
の
解

決
に
多
少
な
り
と
も
微
力
を
さ
さ
げ

ら
れ
る
よ
う
な
人
格
を
形
成
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

村内水道管（本管）
の延長は＿

47,406m あり

ます。

家
庭
に
表
札
と

郵
便
受
箱
を

の
な
い
よ
う
社
会
の
繁
栄
と
向
上
に

努
め
て
行
き
、
益
々
良
き
時
代
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
け
、
真
の
民
主
的

な
日
本
人
で
あ
る
と
と
も
に
‘
責
任

と
自
覚
を
も
つ
人
間
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。郵

便
物
の
配
達
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
に
、
ま
た
、
誤
配
の
防
止

の
た
め
に
も
、
表
札
と
郵
便
受
箱
を

つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。表

札
は
、
住
所
の
ほ
か
、
家
族
、

同
居
人
全
員
の
お
名
前
が
は
っ
き
り

わ
か
る
も
の
、
郵
便
受
箱
は
、
郵
便

物
を
保
護
し
、
大
形
郵
便
物
も
入
る

大
き
さ
の
も
の
を
、
お
つ
け
く
だ
さ

、
。
し

郵
便
受
箱
は
、
な
る
べ
く
郵
便
局

の
勧
め
る
標
準
規
格
の
も
の
を
、

＊
へ
い
に
囲
ま
れ
た
家
は
道
路
に
面

し
た
門
ま
た
は
そ
の
付
近
に

＊
階
段
や
傾
斜
路
で
出
入
り
す
る
家

は
道
路
に
面
し
た
昇
降
口
付
近
に

食
二
階
建
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
は
、
一

階
の
出
入
口
ま
た
は
そ
の
付
近
に

地
面
か
ら
差
入
口
か
お
よ
そ
、
一
・

三
メ
ー
ト
ル
と
な
る
よ
う
お
そ
な
え

く
だ
さ
い
。
（
郵
便
局
）

〈
被
保
険
者
と
し
て
の
心
得
〉

●
早
期
発
見
・
早
期
治
療

病
気
は
早
く
発
見
し
て
、
早
く
な

お
し
て
し
ま
つ
の
か
理
想
的
で
す
。

早
い
う
ち
は
な
お
り
が
早
く
‘
費
用

も
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
病
気
を
早
く
発
見
す
る
方

法
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
と
、
ま

ず
‘
健
康
診
断
を
年
二
回
以
上
、
定

期
的
に
受
け
る
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
自
覚

症
状
で
も
一
応
注
意
し
て
観
察
し
て

い
く
心
構
え
か
大
切
で
す
。

健
康
診
断
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
は
法
律
に
よ
り
事
業
所
か
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
保
の
被

保
険
者
は
、
県
や
保
健
所
、
あ
る
い

は
村
な
ど
か
行
う
集
団
検
診
を
必
ず

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
で
き

れ
ば
、
自
費
に
よ
り
、
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
で
精
密
検
診
を
受
け
る
こ
と
か

よ
い
で
し
ょ
う
。

●
医
師
を
転
々
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

具
合
か
思
わ
し
く
な
い
と
、
す
ぐ

医
師
を
替
え
る
人
か
い
ま
す
か
、
そ

れ
は
治
療
や
薬
か
重
複
し
て
、
か
え

っ
て
病
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
病
気
に
よ
っ
て

は
、
一
定
期
間
の
経
過
を
み
な
け
れ

ば
‘
治
療
方
法
か
分
ら
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
か
か
っ
た
医
師
を
信
用

し
、
早
く
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
経
過
が
思

わ
し
く
な
い
場
合
は
主
治
医
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
旅
そ
ろ
っ
て

か
＇r
た
£
大
切
に

④
ぼ
の
！
ゎ
）⑤
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雄
▼
群
大
教
育
学
部
講
師
高
田
利

武
▼
家
庭
教
育
相
談
委
員
古
茂
田

良
証
▼
館
林
保
健
所
長
尾
形
秀
雄

の
四
氏
を
迎
え
、
家
庭
教
育
相
談
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
幼
児
の
心
の
発
達
や
、

か
ら
だ
の
発
育
、
基
本
的
な
し
つ
け

な
ど
に
つ
い
て
、
母
親
一
人
で
悩
ん

で
い
る
の
で
は
な
く
、
専
門
の
先
生

と
十
分
話
し
合
い
、
納
得
の
い
く
解

答
を
得
て
、
安
心
し
て
育
児
で
き
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
も
の
で
、

こ
の
日
、
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
、
相

談
に
来
ら
れ
た
十
三
人
の
母
親
は
、

長
い
時
間
、
一
対
一
で
の
面
接
相
談

の
た
め
「
悩
み
を
十
分
聞
い
て
も
ら

え
た
し
、
ま
た
、
十
分
な
指
導
を
い

た
だ
き
各
先
生
方
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

公
給
領
収
証
を

受
け
と
り
ま
し
ょ
う

料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、

旅
館
、
飲
食
店
、
そ
の
他
こ
れ
ら
の

店
に
顆
す
る
よ
う
な
場
所
で
飲
食
し

た
り
、
宿
泊
や
休
憩
な
ど
を
し
た
と

き
に
対
し
て
お
客
さ
ん
か
納
め
る
県

税
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
料
理
飲
食

等
消
費
税
で
す
。

。
こ
の
税
金
は
料
理
店
な
ど
を
利
用

し
た
人
か
ら
直
接
県
に
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
の
て
‘
料

理
店
な
ど
の
経
営
者
か
県
に
か
わ
っ

て
飲
食
や
宿
泊
し
た
皆
さ
ん
か
ら
料

金
と
あ
わ
せ
て
税
金
を
受
け
取
る
制

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
客
さ
ん
に
‘
確
か
に

税
金
を
、
お
預
り
し
ま
し
た
と
し
て

お
渡
し
す
る
の
か
「
公
給
領
収
証
」

で
す
。
こ
れ
は
税
金
を
払
っ
た
と
い

み
な
さ
ん
か
、
日
頃
、
国
や
県
、

村
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
「
こ
れ
は

困
っ
た
、
何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、
「
こ
の

事
は
、
こ
う
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

よ
う
な
意
見
・
要
望
か
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
、
ご
相
談
を
な
さ
っ

て
は
い
か
か
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
で
、
相
談
は

口
頭
、
文
書
、
電
話
な
ど
何
で
も
結

構
で
す
。

行
政
相
談
日
程

1
0月
1
8日
明
和
農
協
第
一

1
0月
1
9
日
東
部
児
童
館

1
0月
2
0
日
役
場

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も

1
0時
か

ら
1
5
時
ま
で
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。

な
お
2
0
日
に
は
、
特
別
に
行
政
監

察
局
の
小
野
副
監
察
官
か
相
談
に
当

た
り
ま
す
。

移
動
行
政
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す

県
教
育
委
員
会

と
村
教
育
委
員
会

で
は
村
内
に
住
む

二
歳
児
を
持
つ
親

を
対
象
に
家
庭
教

育
（
幼
児
期
）
相

家庭教育

巡回相談

食し ノヤ< [ たきと 旅館など たきと 旅館など 飲食たし な 堂食‘ 区
たレ

きと など1 パ1 
; り - 贔iし白 と 忍i スレ

きト 分
玉キ、 ラ

ン

が〖料; ％が依収れすさま 料ー合はののoそ金 七,. Pl 超をえたT D 収徴れすさま 除額の．0％たかし．. 場合は千h百円控を 三百円超匹えたf をl 収が徴れすまさ 料ー9その金のこ 七石円超たをえ 一一回の人 , 
れ

すれま 一て [ 
皇 〇％ 場合 : 千が

談
事
業
を
九
月
十
四
日
、
役
場
に
お

い
て
▼
群
大
医
学
部
講
師
戸
所
正

う
大
切
な
証
拠
に
な
る
も
の
で
す
か

ら
必
ず
受
け
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

待
ち
に
待
っ
た
出
発
の
朝
を
迎

え
た
時
、
心
は
も
う
ウ
キ
ウ
キ
で

心
は
林
間
学
校
、
体
は
校
庭
に
あ

っ
た
よ
う
だ
。
バ
ス
に
揺
ら
れ
て

三
時
間
、
そ
し
て
到
着
し
た
目
的

の
地
、
林
間
学
校
。
第
一
印
象
は

想
像
し
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
ス
テ

キ
な
建
物
。
そ
ん
な
所
で
過
ご
す

三
日
間
を
思
う
と
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て

き
ち
ゃ
う
。
最
初
に
や
っ
た
入
校

式
、
全
員
も
う
、
は
り
き
っ
て
、

校
歌
を
合
唱
、
な
ん
だ
か
そ
の
時

か
一
番
上
手
に
歌
え
た
よ
う
だ
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
だ
ろ
う
、
う
れ

し
さ
一
杯
だ
も
の
。
次
に
や
っ
た

カ
ッ
タ
ー
実
習
‘
始
め
は
み
ん
な

と
息
が
合
わ
ず
オ
ー
ル
も
バ
ラ
バ

一
致
協
力
し
て
の
カ
ッ
タ
ー
訓
練

『Eパ
‘ 学

校
I
Iで
の
三
日
間

訓
九
月
十
六
日
か
ら
三
日
間
二
年
生
全
員
が
東
毛
林
間
学

圃
校
へ
入
校
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
が
詳
し
く
書
い
て

血
あ
る
大
佐
貫
の
薗
田
敦
子
さ
ん
の

I
I

林
間
学
校
で
の
三
日

馴
間
I
i
と
題
し
た
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

ラ
、
だ
が
、
時
間
か
た
つ
に
つ
れ
て

カ
ッ
タ
ー
か
進
む
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ
の
時
の
喜
び
よ
う
は
、
も
う

た
い
へ
ん
。
全
員
の
顔
か
微
笑
で
い

っ
ば
い
。
少
し
ず
つ
で
も
進
む
カ
ッ

タ
ー
を
自
分
達
の
手
で
操
作
す
る
。

こ
ん
な
に
も
楽
し
い
こ
と
は
明
和
で

は
、
で
き
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
だ
か

ら
、
み
ん
な
で
力
い
っ
ぱ
い
オ
ー
ル

を
こ
い
だ
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上

達
す
る
カ
ッ
タ
ー
、
腕
か
自
由
に
き

か
な
く
な
る
ま
で
み
ん
な
一
生
懸
命
、

美
し
い
姿
だ
と
思
う
。
全
員
で
協
力

し
て
―
つ
の
も
の
を
動
か
す
こ
と
は

困
難
な
こ
と
だ
。
だ
っ
て
、
み
ん
な

と
息
か
あ
わ
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
が

ん
ば
っ
て
も
進
み
は
し
な
い
の
だ
か

ら
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
”
協
力
I
i
と

い
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
ん
だ
と
思

っ
た
。

…
…
（
中
略
）
…
…

私
は
林
間
学
校
で
過
ご
し
た
三
日

間
を
良
き
思
い
出
と
し
「
明
和
」
と

い
う
名
を
何
か
残
そ
う
と
、
一
生
懸

命
大
掃
除
を
や
っ
た
。
「
来
た
時
よ

り
も
美
し
く
」
形
で
は
残
ら
な
い
も

の
だ
け
ど
、
そ
の
事
を
誇
り
に
思
う

と
と
も
に
三
日
間
で
教
え
ら
れ
た
こ

と
を
生
か
し
‘
協
力
と
い
う
こ
と
を

常
に
身
に
つ
け
て
か
ん
ば
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

1
1

明
和
中
学
校
ー

11111111111111111111111111111111111 
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▼
場
所

調
f
io
は
な

‘
U
凸
z
 
マ
マ
さ
ん
パ
パ
さ
ん
大
奮
戦

東
小
P
T
A

球
技
大
会

家
庭
の
健
全
化
と
非
行
防
止
、
さ

ら
に
は
地
域
社
会
の
連
帯
感
を
深
め

よ
う
と
‘
九
月
五
日
、
東
小

P
T
A

で
は
第
一
回
パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

大
会
は
各
部
落
八
チ
ー
ム
の
対
抗

で
行
わ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
お
子

さ
ん
の
声
援
を
盛
ん
に
受
け
、
体
育

館
に
は
ワ
ン
‘
ツ
ー
、
ス
リ
ー
と
い

う
か
け
声
か
、
ま
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

で
は
、
往
年
の
腕
を
見
せ
た
パ
パ
さ

ん
‘
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ

た
人
は
「
ベ
ー
ス
を
一
周
し
た
ら
足

否
i
'
多
/
1
行

皆
様
一
般
に
お
寺
と
は
、
葬
儀

を
行
う
所
と
お
考
え
の
事
で
し
ょ

う
か
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
な

ぜ
私
達
先
祖
か
力
を
出
し
合
っ
て

お
寺
を
建
て
た
か
と
い
う
事
で
し

よ
、
つ
。

お
寺
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
時
代

か
ら
種
々
の
重
要
な
場
所
と
し
て

使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
‘
修
行
す
る
た
め
、
説

教
を
聞
く
た
め
、
結
婚
式
場
と
し

て
、
集
会
所
と
し
て
、
以
前
に
は

--み

青木康文
（大輪）

ん

は
さ
字
木
題
青

学
習
の
場
（
寺
子
屋
）
と
し
て
、

さ
ら
に
は
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

の
避
難
所
や
救
護
所
の
役
目
も
果

た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

お
寺
は
、
私
達
の
信
仰
生
活
の
場

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
生

活
と
密
接
に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

お
寺
は
常
に
、
教
え
の
た
て
ま

え
に
よ
っ
て
、
檀
徒
の
方
々
と
信

仰
に
導
き
、
人
生
に
希
望
と
光
を

与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お

寺
は
自
分
の
安
住
の
所
で
あ
り
‘

自
分
の
魂
の
落
ち
つ
く
所
で
あ
り

人
生
に
希
望
と
光
を
与
え
て
く
れ

る
所
と
考
え
て
戴
き
ま
し
て
、
お

寺
を
葬
式
の
所
と
せ
す
、
気
軽
に

行
来
し
て
幸
福
の
活
路
を
開
い
て

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文

芸

欄

は
ガ
タ
ガ
タ
‘
腰
は
ブ
ル
ブ
ル
」
、
次

の
打
席
か
ら
は
三
振
か
続
い
て
い
ま

し
た
。出

場
し
た
パ
パ
さ
ん
や
マ
マ
さ
ん

は
「
こ
ん
な
に
体
力
か
落
ち
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
な
、
こ
れ
か
ら

は
毎
日
少
し
ず
つ
体
力
を
つ
け
な
い

と
タ
メ
ダ
ナ
ー
」
と
息
を
は
す
ま
せ

な
か
ら
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

新
里
の
谷
津
嘉
章
さ
ん
は
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
記

念
と
し
て
大
型
電
気
時
計
を
中
学
校

体
育
館
へ
備
え
付
け
て
く
だ
さ
い
と

村
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

は
に
か
み
つ
笑
む
弟
た
り
し
手
に
取

れ
ば
貝
風
鈴
は
鈍
き
音
た
っ坂上

千
枝
子

墨
染
め
の
衣
の
袖
を
ひ
る
が
へ
す
ぺ

タ
ル
踏
む
足
袋
若
き
尼
僧
の富

塚
富
江

た
だ
顔
を
見
合
す
だ
け
で
和
や
か
な

ひ
と
と
き
過
す
友
と
茶
を
汲
む

中
島
あ
い
子

運
転
手
水
戸
の
訛
に
米
作
る
話
し
て

ゐ
つ
海
に
沿
ふ
田
に

細
田
武
子

湯
煙
り
の
匂
ひ
に
む
せ
つ
も
と
う
き

び
の
香
味
噛
み
し
め
湯
畑
に
憩
ふ

高
橋
正
枝

幼
き
日
の
ま
ま
に
呼
び
合
う
古
里
の

法
事
に
会
す
ひ
と
び
と
の
老
ゆ

両
安
ふ
み

老
ぬ
れ
ば
ふ
る
里
恋
し
菩
提
寺
に
父

母
の
み
た
ま
に
供
華
せ
ん
と
思
ふ

青
木
光
子

（
来
月
も
短
歌
で
す
）

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
▼
募

▼
入
所
資
格
中
学
校
も
し
く
は

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業

見
込
を
含
む
）
▼
募
集
人
員

二
十
人
▼
修
業
年
限
二
年
間

▼
願
書
受
付
来
年
一
月
十
日
＼

二
月
十
九
日
ま
で
、
詳
し
い
こ
と

は
太
田
市
高
林
六
一
七
の
一
群

馬
県
立
准
看
護
婦
養
成
所
へ
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

6
太
田
局
三
八
ー

0
七
七
一

県
立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

1
|

」

今
月
の
納
め

午
前
十

交
通
事
故
相
談

▼
日
時
十
月
十
四
日

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相
談

員
が
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に
適
切

な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診

8

7
t111it11'9,,'!lllI’',,’,, 

_
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集
人
員
農
学
科
三
十
名
蚕
業
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シ
＝
互
コ
コ
’
二
四
）
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
大
学
校

学
生
募
集

▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
▼
募

集
人
員
畜
産
課
二
十
名
園
芸

課
三
十
名
▼
修
業
年
限
二
年

間
▼
顧
書
受
付
来
年
一
月
十

七
日
ー
一
月
三
十
一
日
ま
で
、
詳

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
館
林
農
業

改
良
普
及
所

(
6館
林
四
ー
ニ
ニ

五
七
）
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

県
立
准
看
護
婦

養
成
所
生
徒
募
集

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
4日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

2
1日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
8日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま

で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第
三

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
三
期

利
根
加
用
水
組
合
費
有
線
放
送

使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
九
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館
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飼
日。
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『
ハ
イ
、
次
の
人
』

『
オ
ネ
ガ
イ
シ
マ
ス
』

『
ヨ
シ
、
ナ
イ
ス
シ
ュ
ー
ト
だ
』

こ
ん
な
元
気
な
声
が
聞
こ
え

る
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
。

こ
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
（
部
員
二
十
四
人
）
は
体
育

協
会
サ
ッ
カ
ー
部
の
お
兄
さ
ん

達
の
指
導
の
も
と
小
学
生
五
・

六
年
を
対
象
に
八
月
に
発
足
し

ま
し
た
。

始
め
は
ポ
ー
ル
が
満
足
に
蹴

れ
な
か
っ
た
の
が
、
今
や
自
分

で
も
お
ど
ろ
く
ほ
ど
の
上
達
ふ

゜

) —’ 

お
兄
さ
ん
達
が
よ
く
練
習
す

る
と
い
う
事
で
緑
と
黄
色
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大

喜
び
、
早
速
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ボ
ー

ル
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

ヘッティンワ1a

このよう1:'‘
少年サッカースクール

課
長
奮
戦
記

議
会
事
務
局
長

簡
野

議
会
事
務
局
は
、
年
四
回
の
定

例
議
会
、
必
要
に
応
じ
開
か
れ
る

臨
時
議
会
等
に
提
出
す
る
議
案
書

の
作
成
、
特
に
三
月
に
は
予
算
審

議
、
九
月
に
は
決
算
承
認
等
か
行

わ
れ
、
議
案
書
の
量
も
大
変
に
な

り
、
議
会
が
開
か
れ
る
月
は
議
案

書
の
作
成
で
お
お
わ
ら
わ
の
日
が

続
き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
が
開
か

れ
た
会
議
録
作
成
に
と
事
務
局
員

一
同
は
げ
ん
で
お
り
ま
す
。

消
防
関
係
で
は
、
地
域
住
民
を

火
災
等
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

消
防
施
設
の
充
実
に
、
ま
た
、
消

防
団
の
緊
急
出
動
に
備
え
て
夜
間

訓
練
が
校
庭
で
行
わ
れ
る
夜
に
は

連
絡
係
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
訓

練
が
終
り
照
明
を
消
す
と
き
、
火

災
の
発
生
し
な
い
日
々
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
と
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
季
節
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り

か
、
火
の
元
に
注
意
し
、
火
事
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

交
通
関
係
で
は
、
春
、
夏
、
秋
、

年
末
年
始
と
、
交
通
安
全
運
動
か

実
施
さ
れ
、
立
看
板
の
立
替
え
、
道

路
の
危
険
な
場
所
に
は
反
射
鏡
、

警
戒
標
識
等
の
設
置
に
と
、
職
員

一
同
事
故
防
止
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
。
住
民
の
皆
様
も
、
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

O
e

i 

繁



昭和51年 11 月 10 日 広 報 め し＼

第21 回村民体育祭

国叫詞⑰下で0~!l

ゎ 第182号 (2) 

それ．グ負けるな．(I もう一息(I

優勝 斗合田 2 位

、うちの父ちゃん見てるかなあー

田

気はあせっても足が前に出ねえーや

島 3 位

天まで響け我らの演奏

梅 原

昔のようにいかないようね

十
月
十
七
日
、
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
で
第
2
1

回
村
民
体
育
祭
が
、
明
和
中
学
校
の
校
庭
で
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
天
気
で
、
一
週
間
前
、

雨
で
延
期
に
な
っ
た
の
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
体
育

日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

体
育
祭
の
最
大
の
呼
び
モ
ノ
で
あ
る
綱
引
き
に
一

回
戦
で
南
大
島
が
梅
原
に
敗
れ
る
な
ど
の
大
変
に
盛

り
上
が
っ
た
体
育
祭
で
し
た
。

ま
た
、
各
種
目
で
順
調
に
得
点
し
た
斗
合
田
が

2
1

年
目
に
し
て
初
め
て
、
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

3
9
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ゆっくり走らないから

事故が起るんだよ



(3) 第182号 広 報 め し＼ わ 昭和51年 11 月 10 日

〇
薬
に
た
よ
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

昔
か
ら
薬
よ
り
養
生
と
い
わ
れ
、

い
く
ら
よ
い
薬
を
の
ん
で
も
‘
養
生

を
怠
っ
た
ら
療
養
の
効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。

日
本
人
は
世
界
中
で
一
番
薬
好
き

な
国
民
と
い
わ
れ
て
お
り
、
医
師
に

注
射
や
薬
を
ね
だ
っ
た
り
、
勝
手
に

売
薬
を
服
用
す
る
人
か
い
ま
す
か
、

薬
だ
け
か
病
気
を
な
お
す
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
病
気
を
な
お
す
の
は
、

人
体
か
も
っ
て
い
る
自
然
の
回
復
カ

か
大
き
く
慟
き
、
薬
は
そ
れ
を
援
助

す
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

0

で
き
れ
ば
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を

ふ
だ
ん
か
ら
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
）
を
き
め
て

お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
‘
か
ら
だ
の
状
態
を
よ
く

知
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
し
、
気
軽
に

相
談
も
で
き
‘
い
ざ
と
い
う
と
き
無

理
も
き
い
て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
難

病
、
奇
病
で
専
門
医
の
診
療
か
必
要

な
場
合
は
、
紹
介
し
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。
一
家
の
健
康
管
理
を
ま
か
せ

ら
れ
る
医
師
が
い
る
こ
と
は
、
安
心

し
て
生
活
か
で
き
、
大
変
心
強
い
こ

と
で
す
。

六
回
に
わ
け
て
、
お
知
ら
せ
し
て

き
た
「
国
保
の
し
お
り
」
は
、
こ
れ
で

最
終
国
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
ご

愛
読
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
国
保
に
つ
い
て
は
‘
村

民
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
こ
協
力
を

お
ね
か
い
し
ま
す
。

家
族
そ
ろ
み
、
最
終
回

か
＇r
た
を
人
”
に

t
f
l
仔
の
ー
ゎ
り

大
型
機
械
を
導
入
し
た
り
し
た
の
者
の
経
営
安
定
と
農
用
地
の
効
率
利

で
も
っ
と
農
業
の
経
営
規
模
を
拡
大
用
を
配
慮
し
た
新
し
い
仕
組
み
（
法

し
た
い
と
悩
ん
で
い
る
…
…
専
業
農
律
）
か
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

家
の
皆
さ
ん
か
『
農
用
地
利
用
増
進
事
業
』
で
す
。

ま
た
、
逆
に
会
社
に
勤
め
て
い
る
で
は
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
と

の
で
経
営
規
模
を
縮
小
し
た
い
か
一
は
ど
の
よ
う
な
事
か
概
略
を
説
明
し

旦
貸
す
と
耕
作
者
保
護
の
農
地
法
で
て
み
ま
し
ょ
う
。

は
貸
せ
な
い
し
‘
草
ぼ
う
ぼ
う
に
し
●
農
地
を
借
り
た
い
人
、
貸
し
た
い

て
お
く
の
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
悩
人
は
役
場
経
済
課
に
申
し
出
る
。

ん
で
い
る
…
…
兼
業
農
家
の
皆
さ
ん
●
貸
し
借
り
の
期
間
は
三
年
間
で
す

近
年
こ
の
よ
う
な
問
題
で
悩
ん
で
か
話
し
合
い
に
よ
り
更
新
す
る
こ
と

い
る
農
家
か
非
常
に
多
い
の
で
耕
作
か
で
き
る
。
（
途
中
解
約
は
出
来
な
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ヽ
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・

一
明
る
い
選
挙
□
爪
ス
タ
ー
コ
ン
ワ
ー
ル
に

一
農
脇
貯
金
一
詈
攣
入
饂

▼
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
教
委
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
は
ど
第
一
次
審

査
（
村
）
に
続
い
て
第
二
次
審
査
（
県
）

か
行
わ
れ
、
応
慕
点
数
一
万
一
七
二

七
点
で
入
選
四
十
八
点
の
う
ち
本
村

か
ら
二
名
入
選
し
ま
し
た
。

0

入
選
者

一
等
渡
辺
美
佐
子
（
西
小
一
年
）

三
等
藤
野
朋
f
（
西
小
三
年
）

んやち子佐美辺渡

▼
農
協
貯
蓄ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

県
信
連
主
催
で
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
各
学
校
の
推
薦
を

受
け
た
の
か
千
百
十
九
点
で
入
選
百

十
点
の
う
ち
本
村
か
ら
三
名
か
入
選

し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
小
は
特
別
に

学
校
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

0

入
選
者

特
賞
関
根

金
賞
藤
野

佳
賞
木
村

宣
子
（
東
小
二
年
）

浩
史
（
西
小
三
年
）

康
弘
（
東
小
三
年
）

農
用
地
を
汀
只
豆
安
心

農
用
地
利
用
増
進
事
業

●
借
賃
は
農
業
委
員
会
が
定
め
て
い

る
小
作
料
を
参
考
に
決
め
ら
れ
る
。

●
貸
し
借
り
期
間
が
満
了
す
る
時
点

で
農
用
地
を
返
し
て
も
ら
い
た
い
と

き
は
す
ぐ
返
し
て
も
ら
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
借
り
る
人
も
安
心

貸
し
た
人
も
安
心
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

8
 

公
ム
朧
舎
か

／
：
闘
偏
ま
れ
ま
す

市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区

域
の
区
分
、
及
び
用
途
地
域
を
指
定

す
る
都
市
計
画
の
線
引
き
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
県
原
案
か
示
さ
れ
各
部

落
ご
と
に
地
元
説
明
会
か
行
わ
れ
ま

し
た
か
、
今
度
、
十
一
月
三
十
日
午

前
十
時
よ
り
明
和
中
学
校
体
育
館
で

公
聴
会
か
開
か
れ
ま
す
。

ま
た
‘
こ
の
席
で
意
見
を
述
べ
る

方
は
「
公
述
申
出
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
提
出
期
限
は
十

一
月
二
十
五
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

「
公
聴
会
の
お
知
ら
せ
」
を
配
付
し

ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

たばこは村内で
買いましょう

村内の小売店からタバコ

を買っていただくことによ

つて知らず知らずの間に村

に入る税金があります。こ

れか「村たばこ消費税」で

あり，昨年度でも 16,307千円

もありました。

たばこは村内の小売店で

買うようにしてください。

交
通
安
全
を
願
い

風
船
を
は
な
ず
児
童

ぁ
ち

西
小
学
校
で
は

九
月
二
十
六
日
の

運
動
会
に
、
交
通

安
全
の
ね
か
い
を

こ
め
た
手
紙
を
風

船
に
結
び
つ
け
、

全
員
か
交
通
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う

に
と
‘
祈
り
な
が

ら
放
し
ま
し
た
。

ふ
わ
り
ふ
わ
り

と
赤
や
白
や
黄
色

の
風
船
は
利
根
川

を
越
え
、
田
や
畑

を
越
え
‘
―
つ
は

埼
玉
県
吹
上
へ
、

―
つ
は
越
谷
へ
と
あ
ち
こ
ち
へ
と
、

ね
か
い
の
風
船
手
紙
が
ま
い
お
り
ま

し
た
。こ

の
風
船
手
紙
に
対
し
て
、

企
遡
8

、
'

ぷ
'

街
を
自
然
を
美
し
く

吸
い
が
ら
の
投
け
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

4
Cc
 

J
 返事万来だよ33通も

こ
ち
か
ら
三
十
三
通
も
の
返
事
か
西

小
学
校
へ
届
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
通
、
越
谷
の
末
長
さ

ん
は
三
年
の
吉
永
昌
仁
君
へ
こ
ん
な

返
事
を
く
れ
ま
し
た
。

「
私
は
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
で
四

十
オ
で
す
。
仕
事
は
郵
便
局
員
で
、

杉
戸
郵
便
局
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
私

の
家
に
は
六
年
生
と
一
年
生
の
男
の

子
か
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
野
球
の
大

好
き
な
元
気
な
子
で
す
。
私
は
越
谷

か
ら
杉
戸
ま
で
十
七
キ
ロ
を
自
動
車

で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

昌
仁
君
の
お
手
紙
の
よ
う
に
、
安
全

運
転
を
い
つ
ま
で
も
／
＼
つ
づ
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
|
_
」

こ
の
よ
う
に
返
事
は
ど
れ
も
こ
れ

も
心
の
こ
も
っ
た
も
の
、
早
く
交
通

事
故
の
こ
と
を
心
配
し
な
い
で
通
学

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。



昭和51年 11 月 10 日 広報めいわ

こんなとき、こんな

手続きが必要です
旦llIlllIIllllllllllIIIIlllIllllll昔平巳は午前8時30分から午後5時までです

＇受付時間＇
吾llllllllllIIIlllllIIIllll1111品土曜日は正午までです

下記の各種届け出は住民課窓口で取り扱っていま芍

①婚姻届 1 村外へ転出しようとするとき I
婚姻届け出用紙は役場にありますか ①転出届（役場にあ＇）ます）
ら必要事項を記入して〈ださい O 14 日以内に届け出てください

記載には鉛筆，ボールペンを使わな 〇これから住もうとする住所地番を分かる

いでください ようにしてくる

〇夫妻の本籍か明和村にある場合は ②印鑑 (1 個）

1 通 ③国民健康保険証
〇夫または妻になる人の何れかの本 ④印鑑登録証（手帳）

結 籍に出す場合は 2 通 住 ※役場より交付されている各種証明書など

〇夫婦の本籍かともに明和村にない 〇就学児童かいるときは学校の先生に連絡

場合は 3 通 所 して所定の手続きをとる

婚 ②戸籍抄本 I 村外から転入したとき I
〇届け出地に， ともに本籍がある人 を ①転入届（役場にあります）
は不用 O 14 日以内に届け出てください

し 〇夫または妻になる人の何れかの本 変 ②転出証明証

籍かある場合は本籍のない人の抄 これは前住所の市町村役場で作成したもの

本を 1 通 え ③印鑑
た 〇夫婦の本籍かともに明和村にない ④国民健康保険証

場合は各 1 通ずつ た 〇すでに加入している世帯に転入するとき

③両名の印鑑 ⑤国民年金手帳
と 0 両名の印鑑か必要， この場合，婚 と ※就学児童かいるときは，前住所で作成し

姻前の姓の印鑑です た関係書類を持参の上，新住所地の教育
④保証人の印鑑 き 委員会で手続きをしてください

き この場合，保証人 2 名の各自の印鑑 I 互内で移動したとき I
か必要です（保証人は村外の人でも ①転居届（役場にあります）
よい）夫婦で保証人になる場合は同 〇これから住もうとする住所地番を分かる
じ印ではいけません ようにしてくる
⑤父母の同意 ②印鑑
20オ未満の方は父母の同意と印鑑か ③国民健康保険証
必要

①世帯主変更届（役場にあります）

①出生届書 世帯主が わたとつ O 14 日以内に届け出てください
0 出生届書は各医師や助産婦のとこ ②印鑑

塁 ろにあります。裏面に医師または （前世帯主か届け出てあるものと違うもの）
変き

や 助産婦の証明をつけてください ③国民健康保険証

な O 14 日以内に 1 通役場に届け出てく
ださい ! 古塁で、

①転籍届（役場にあります）, ②母子手帳
にと

②戸籍謄本 2 通

れ ③印鑑 (1 個） 手し多き ③印鑑 2 個
た ④国民健康保険証または社会保険証 （ただし配偶者のいない人は 1 個）; 国民健康保険に加入しているときは

助産費 4 万円か支給されます

健康保国民険 移動があたつ
I 社会保険に加入したとき I
①喪失届（役場にあります）
②印鑑

①死亡届書 ③国民健康保険証と社会保険証

0 死亡届書は各部落の区長のところ I 社会保険を抜けたとき I
にあります。裏面に医師の死亡診 ①取得届（役場にあります）にと
断書の証明をつけてください 加き ②印鑑
0 7 日以内に 1 通役場に届けてくだ 入 ③国民健康保険証

不
さい

し
0世帯員か固民健康保険に加入している場

幸 て

が
②印鑑 し‘ 合

③国民健康保険証 た ④社会保険離脱証明証（事業主の証明のあ
あ

④印鑑登録証（手帳）
者 るもの）

つ
⑤国民年金手帳

に
※用紙は役場にあります。

た

と
⑥その他

き
〇役場より交付されている各種証明

印し
I 本人が来た場合 I

書など ①印鑑登録申請（役場にあります）
0 国民健康保険に加入しているとき

鑑た
②運転免許証か身分証明書（官公署発行の

登い
は葬祭費 5 千円か支給されます

録と
もので写真貼付のあるもの）

をき 0 もし，上記の物かない場合は保証人 l 名

（村内の人て，印鑑登録かしてある者）

i 
し
た
L ヽ

; 

旦
; 且
と
り
た
し‘
と
き

国

民

年

金
に

加

入

し

た

し‘

と

き

ノ＜

イ
ク
や

[ 
の

g 
の
と
き

妊

娠

し

た

と

き

県道

' ' ヽ·

ヽ

. 
/' 

I 
/ 
/ 

I 代理人のばあい I

第182局 (4)

①印鑑登録申請（役場にあります）

②代理人選任届

0 本人からの委任の旨を証する書面

③登録しようとする印鑑

0 本人あて照会書を発送（郵送）し，その中
の回答書を 20 日以内に持参して 1孔き，回
答書と引替えに印鑑登録証を交付する

I 本人が来たばあい I
①印鑑登録証明書交付申請

（役場にあります）

②印鑑登録証（手帳）

l 代理人のばあい l
①印鑑登録証明書交付申請

0 交付申請書を書いて頂きますのて，住所、

氏名，生年月日を忘れすに聞いてきてく

ださい。

I 任意加入のとき I

畠国民年金取得申出書印鑑

③固民年金手帳（｝虚久＇し贋皇聾］息い
※任意加入とは，配偶者か社会保険に加入

しているとき， または，公的年金をうけ

ている場合で本人の希望により加入する
こと

I 付加年金加入のとき I
①付加納付申出書（役場にあります）

②印鑑
※付加年金加入とは，国民年金に加入して
いる人で定額保険料の他に 400 円よけい

に納めて裔い年金を受給したい場合

I 20オに到達した人 I
①取得届（役場にあります）

②印鑑

※厚生年金，共済組合など公的年金に加入

している人は該当しません

I 乗らないため廃止したいとき I
①廃止届（役場にあります）
②標識（ナンバー標）

③印鑑

I 新し〈買ったとき I
①標識交付届（役場にあります）

②印鑑
③防犯登録証（但し耕転機は不用）
※防犯登録証は自転車， 自動車販売店で取

り扱っています

①妊娠届
〇妊娠か確実とわかったらお医者さんに行

く前に住民課へ申し出てください。無料

で診察カデ又ゞ受けられる「妊婦健康診査受診
票」を 付いたします

②印鑑
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. . 、 .` 篭参

候
補
者
以
外
の

投
票
日
に
ど
う
し
て
も

投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
だ
め
に

不
在
者
投
漂
の
活
用
を

投
票
は
投
票
日
に
決
め
ら
れ
た
投
お
い
て
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中

票
所
に
行
っ
て
行
う
の
が
原
則
で
す
で
あ
る
場
合
（
長
期
間
出
張
中
や
出

か
‘
ど
う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
稼
ぎ
の
場
合
な
ど
）

い
事
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
●
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
ま

の
た
め
に
投
票
で
き
る
よ
う
に
と
‘
た
は
事
故
の
た
め
‘
本
村
以
外
の
市

設
け
ら
れ
た
の
か
不
在
者
投
票
制
度
町
村
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ

で
す
。
る
場
合
（
新
婚
旅
行
や
彼
岸
、
命
日

次
に
該
当
す
る
人
は
不
府
者
投
票
な
ど
に
墓
参
に
行
く
場
合
）

か
で
き
ま
す
の
で
、
必
す
投
票
を
済
●
選
挙
人
か
負
傷
や
妊
娠
な
ど
の
た

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
め
‘
歩
行
か
苫
し
く
困
難
で
あ
る
場

●
選
挙
人
か
本
村
以
外
の
区
域
外
に
合

こんな場合無効投票となりま可

他
事
記
載
投
票

名
剌
の
透
写
投
票

型
紙
投
票

複
数
記
載
投
票

ゴ
ム
印
投
票

は
り
紙
投
票

無
記
名
投
票

-丁

候
補
者
の
記
載
さ
れ
て
い
る
紙
を

家
か
ら
持
っ
て
来
て
投
票
用
紙
に

ノ
リ
付
し
た
場
合
な
ど

ち
ょ
う
ど
候
補
者
が
同
じ
名
前
だ

か
ら
と
し
て
ゴ
ム
印
で
押
し
て
あ

る
場
合

ダ
ン
ボ
ー
ル
紙
な
ど
に
候
補
者
の

名
前
を
切
り
抜
い
て
そ
の
型
を
工

ン
ピ
ツ
で
な
す
り
書
い
た
場
合

工

O
O

6
う
に
候
補
者
以
外
の

文
字
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
あ

る
場
合

●
選
挙
人
が
身
体
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
場
合
は
郵
便
投
票
が
行
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
の
人
は
不
在

者
投
票
が
行
え
ま
す
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
は
土
曜
日
で

も
、
日
曜
日
で
も
‘
平
日
で
も
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

な
ら
ば
い
つ
で
も
行
え
ま
す
。

な
お
、
印
鑑
と
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
配
布
さ
れ
た
入
場
券
を
持
っ
て

く
れ
ば
簡
単
に
投
票
を
行
う
こ
と
か

で
き
ま
す
か
、
入
場
券
か
、
ま
だ
届

い
て
な
い
場
合
は
持
参
し
な
く
て
も

投
栗
を
行
う
こ
と
か
で
き
ま
す
。

` 。
投
票
用
紙
の
下
に
候
補
者
の
名
刺

を
置
い
て
写
し
た
場
合

二
人
以
上
の
候
補
者
の
名
前
を
記

載
し
た
場
合

候
補
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
場
合
（
白
紙
投
票
）

な
お
、
詳
し
く
は
館
林
税
務
相

談
室
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
、

6
館
林
四
ー
五
五
五
三

行事内容 主催団体 場 所 時間

11 日
税理士の

税理士会 各税理士事務所 旦土 1 0 . 0 0 無料相談 16 00 

13 日
酒税についての 館林小 忍 館林酒販会館 息 13.00 座談会 酒販組 15.30 

15 日
農家の税金の

農業委員会 税務署会議室 塁 13 30 研究会 15.30 

16 日 租税教室 青年会議所 館林文化会館 塁 17 00 19 00 
17 日

物品税を 館第林一地種区協物力品税会 館林酒販会館 皇 14 00 研究する会 16.00 

18 日' 税を知る会 納税貯蓄組合 館林文化会館 塁 13.00 16 30 

覗
竃
知
る
こ
と
は

よ
い
こ
と
で
す

「
税
法
は
難
し
く
て
、
わ
か
り

に
く
い
し
税
務
署
へ
は
行
き
に
く

い
」
と
い
う
方
か
多
い
よ
う
で
す

が
、
一
っ
で
も
多
く
税
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
十
一

月
十
一
日
か
ら
、
十
七
日
ま
で
、

全
国
い
っ
せ
い
に
”
税
を
知
る
週

間
”
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
期
間

中
、
館
林
税
務
署
で
は
、
巡
回
税

務
相
談
や
農
家
の
税
金
の
研
究
会

な
ど
の
多
く
の
行
事
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
こ
の

機
会
に
大
い
に
税
の
知
識
を
吸
収

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
日
程
は
次
の
表
の
と
お
り
で

す
。
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蒻
問
庫
夷
に
注
意
竃I
I

ニ
ュ
ー
ス

►

ミ
ニ
森
林
公
園

九
月
六
日
、
東
小
で
は

P
T
A

の

役
員
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
ケ
ヤ

キ
、
シ
ラ
カ
バ
な
ど
六
種
類
、
四
十

三
本
の
木
を
校
庭
の
東
側
に
植
樹
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
校
庭
に
緑
か
少
な
い
の

と
、
木
陰
の
下
で
学
習
か
で
き
る
よ

う
に
と
高
崎
営
林
署
（
下
仁
田
）
よ

り
持
っ
て
来
た
も
の
で
す
。
早
く
大

き
く
な
っ
て
、
木
陰
の
下
で
学
習
か

セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
家
庭
や
職
場
を

訪
ね
、
商
品
の
勧
誘
や
販
売
を
す
る

「
訪
問
販
売
」
か
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
化
粧
品
や
消
火
器
、
ガ
ス
も

れ
警
報
器
、
教
育
機
器
な
ど
に
つ
い

て
の
苦
情
も
ふ
え
て
お
り
注
意
が
必

要
で
す
。 立

身
体
障
害
者
か
、
ス
ポ
ー
ツ

（
訓
練
）
を
通
し
て
‘
体
力
の
維

持
、
機
能
回
復
な
ど
を
は
か
り
‘

ま
た
‘
郡
内
の
同
じ
よ
う
な
人

達
と
交
流
を
は
か
ろ
う
と
‘
+

月
四
日
、
利
根
川
堤
防
に
4
0
人

か
集
ま
り
、
上
江
黒
か
ら
江
口

の
堤
防
の
上
を
約
二
k
m歩
き
‘

機
能
回
復
を
は
か
り
ま
し
た
。

最
後
に
弁
当
や
本
村
自
慢
の

梨
を
配
り
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
る
の
か
印
象
的
で
し
た
。

◆
問
題
点

商
店
に
行
く
手
間
が
は
ぶ
け
、
店

頭
で
は
買
い
に
く
い
物
も
買
え
る
I

な
ど
の
利
点
が
あ
る
半
面
、
①
商
品

の
種
類
が
限
ら
れ
る
‘
②
セ
ー
ル
ス

マ
ン
の
口
車
に
の
せ
ら
れ
た
り
、
強

引
さ
に
負
け
て
不
必
要
な
も
の
を
買

◄

歩
行
訓
練

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

昭和23年 5 月 1 日から 3 泊 4

日で千江田村の青年団有志が木

村さんを団長に戦争のため壊れ

た皇居に勤労奉仕に出かけ，天

皇陛下にお礼の言葉をいただい

ている写真です。

（私は左から 2 番目）

‘‘ 
忠
L
キ
苔
一
j

っ
て
し
ま
う
‘
③
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
や
品
質
保
証
の
点
で
責
任
の
所
右

か
不
明
確
に
な
り
や
す
い
‘
④
返
品

や
契
約
解
除
か
難
し
ぃ
ー
な
ど
の

問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

◆
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
法

セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
玄
関
に
入
れ
る

前
に
訪
問
の
目
的
を
聞
き
、
必
要
か

な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
か
大

切
で
す
。

主
な
注
意
事
項
を
次
に
示
す
と
、

①
「
消
防
署
か
ら
来
た
」
「
保
健
所

か
ら
来
た
」
な
ど
と
公
共
機
関
の
名

前
を
出
し
た
と
き
は
、
身
分
証
明
書

の
提
示
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
行
政
官

庁
や
公
共
機
関
は
、
特
定
商
品
の
販

売
や
推
薦
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
ガ
ス
も
れ
署
報
器
や
消
火
器
の
設

置
義
務
は
一
般
家
庭
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。

③
そ
の
場
で
買
う
こ
と
を
決
め
ず
‘

家
族
な
ど
と
相
談
す
る
時
間
を
も
つ
。

所
得
税
の
子
定
納
税
額
は
‘
昨
年

の
所
得
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
七
月

と
十
一
月
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
予
定
納
税
額
は
、
六
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
、
す

千
津
井

横
塚
弥
一
，

今
月
号
か
ら
「
思
い
出
写
真
」
と
題
し
ま
し
て
各
人
、
各
家
庭
の
思
い

出
あ
る
写
真
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

ど
ん
な
思
い
で
の
あ
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
か
‘
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
私
の
家
で
は
こ
ん
な
写
真
が
あ
る
の
だ
か
と
お
っ
し
ゃ
る
方
は

総
務
課
広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 あ

忘
れ
な
く

所
得
税
第
二
期

分
の
納
税
を
”
~

で
に
第
一
期
分
に
つ
い
て
七
月
中
に

納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
通
知
と
と
も
に
第
二
期
分
の
納

付
書
か
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

十
一
月
一
日
か
ら
三
十
日
の
間
に
銀

行
‘
郵
便
局
又
は
税
務
署
へ
お
忘
れ

な
く
納
め
て
く
だ
さ
い
。

今
年
に
な
っ
て
、
廃
業
し
た
方
、

盗
難
や
災
害
に
あ
っ
た
方
、
多
額
の

医
療
費
を
支
払
っ
た
方
な
ど
に
つ
い

て
は
、
第
二
期
分
の
納
税
額
を
少
な

く
す
る
こ
と
か
出
来
る
場
合
か
あ
リ

ま
す
。
こ
の
手
続
は
十
一
月
十
五
日

ま
で
で
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
課

で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
‘

病
気
や
け
か
を
し
た
り
、
ま
た
母
子

世
帯
に
な
っ
た
と
き
に
‘
わ
た
く
し

た
ち
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

加
入
対
象
と
な
る
人
は
、
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
で
、
農
林

業
に
従
事
す
る
人
や
商
工
業
を
営
む

人
な
ど
で
す
。
こ
の
は
か
‘
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
の
配
偶
者
、
厚
生
年
金
な
ど
の

年
金
制
度
か
ら
老
齢
年
金
や
障
害
年

明
和
東
幼
稚
園
で
は
十
月
二
十
二

日
、
田
島
・
矢
島
両
先
生
の
引
率
で

7
i

l

仙

下
：
1
p

秋
の
自
然
を
利
用
し
て

広 報 め し＼ わ 昭和51年 11 月 10 日

金
を
受
け
ら
れ
る
人
と
そ
の
配
偶
者

も
希
望
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
料
は
月
千
四
百
円
で
将
来
、

よ
り
多
い
年
金
を
受
け
た
い
人
は
、

月
頷
四
百
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

家
計
が
苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い

と
か
、
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
人

な
ど
の
た
め
に
保
険
料
か
免
除
さ
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

給
付
の
種
類
は
、
老
齢
年
金
、
通

算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年

深
ま
る
秋
の
日
差
し
を
い
っ
ぱ
い

に
受
け
な
か
ら
江
口
地
内
の
諏
訪

神
社
へ
木
の
実
拾
い
に
行
き
ま
し

こ
。f
 境

内
に
こ
ろ
こ
ろ
と
落
ち
て
い

る
ど
ん
ぐ
り
や
ま
つ
ぼ
っ
く
り
に

園
児
た
ち
は
大
よ
ろ
こ
び
で
、
我

れ
先
に
と
袋
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま

で
拾
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
か
ら
す
う
リ
や
赤
や
緑

や
黄
色
の
実
を
め
ず
ら
し
そ
う
に

取
っ
た
あ
と
、
土
手
で
お
母
さ
ん

か
用
意
し
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
や

園
で
用
意
し
た
お
や
つ
を
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

な
お
‘
こ
の
日
拾
っ
た
木
の
実

で
次
の
日
、
こ
ま
や
人
形
を
作
っ

た
り
‘
色
づ
い
た
葉
な
ど
秋
の
自

然
を
利
用
し
て
、
子
供
ら
し
い
表

現
で
創
意
工
夫
さ
れ
た
夢
の
あ
る

作
品
か
楽
し
そ
う
に
‘
つ
ぎ
つ
ぎ

と
作
ら
れ
ま
し
た
。

わ
だ
く
し
だ
ち
と

国
民
年
金

調整区域内の白地区域も規制

農地転用を
幽要とする方は早く

金
、
準
母
子
年
金
‘
遺
児
年
金
、
か

婦
年
金
の
七
種
類
で
す
。

年
金
額
は
、
老
齢
年
金
を
例
に
と

り
ま
す
と
、
保
険
料
を
二
十
五
年
納

め
た
場
合
、
月
額
三
万
二
千
五
百
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
年
金
額
は
、
生

活
水
準
の
上
昇
等
に
応
じ
て
改
定
さ

れ
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
か
掛
け
た

保
険
料
は
、
将
来
の
年
金
給
付
の
財

都
市
計
画

法
に
よ
る
市

街
化
区
域
と

市
街
化
調
整

区
域
の
区
分

設
定
が
行
わ

れ
る
こ
と
に

関
連
し
て
、

公
聴
会
が
十

一
月
三
十
日

に
開
催
さ
れ

ま
す
が
公
聴

会
の
日
以
後

の
農
地
転
用

は
い
ろ
い
ろ

の
制
約
を
受

け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

市
街
化
調

整
区
域
（
市

街
化
区
域
以

外
の
区
域
）
に
お
け
る
農
地
転
用
は

特
定
の
も
の
（
主
に
農
業
関
係
施
設
）

以
外
に
つ
い
て
は
強
く
規
制
さ
れ
ま

す
。現

在
、
農
用
地
の
除
外
か
さ
れ
た

農
地
（
白
地
）
に
つ
い
て
も
調
整
区
域

内
で
は
、
特
定
な
も
の
以
外
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
、
農
地
転
用
（
開
発
行
為
）

を
必
要
と
す
る
方
は
公
聴
会
開
催
日

浄
化
槽
の
管
理
は
専
門
業
者
と
の

契
約
を
し
て
、
使
用
す
る
わ
け
で
す

が
浄
化
槽
の
機
能
を
保
っ
た
め
に
は

使
用
者
の
方
に
も
浄
化
槽
の
構
造
や

働
き
を
知
っ
て
正
し
い
使
い
方
を
実

行
す
る
事
か
必
要
で
す
。

浄
化
槽
に
は
腐
敗
タ
ン
ク
方
式
と

ば
っ
気
方
式
と
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
か
、
ど
ち
ら
の
浄
化
槽
に
も
微
生

物
が
い
ま
す
。
ば
っ
気
方
式
で
す
と

モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
空
気
を
送
り
微

生
物
が
発
育
し
て
い
ま
す
の
で
決
し

て
電
源
を
切
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
必
ず

専
用
の
も
の
を
使
用
し
、
水
に
溶
け

に
く
い
紙
類
や
脱
脂
綿
、
タ
バ
コ
の

吸
い
か
ら
な
ど
は
流
し
込
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、
浄
化
槽
に
異
常
を
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
専
門
業
者
に
点
検
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

正
し
く
使
お
う

水
洗
ト
イ
レ

源
と
し
て
積
立
て
ら
れ
、
こ
の
一
部

が
加
入
者
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
市

町
村
や
団
体
に
融
資
さ
れ
て
、
病
院
、

保
育
所
、
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
建

設
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
国
民
年
金
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の

た
め
の
年
金
制
度
で
す
か
ら
、
わ
た

く
し
た
ち
の
力
で
大
き
く
育
て
ま
し

よ
、
つ
。

前
に
農
地
転
用
申
請
を
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
農
業
委

員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

=-一=-禾
は
す
ず
か
け

可
呵
東
小
の
校
庭
に
大
人
で
も
か
か
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
皿

皿
き
な
木
”
す
ず
か
け

I
lが
あ
る
。
き
っ
と
幾
多
の
風
雪
に
皿

皿
耐
え
、
何
千
人
、
何
万
人
も
の
児
童
が
巣
立
っ
て
行
く
の
ー

暉
を
見
送
り
、
ま
た
、
晩
秋
と
も
な
る
と
長
い
柄
の
先
に
球
圃

血
形
の
実
を
つ
け
る
の
で
、
こ
れ
を
取
っ
た
り
し
た
人
も
い

圃
た
事
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
想
い
出
多
い
す
ず
か
け
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
ロ

圃
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
（
鈴
懸
）
の
事
を
知
り
た
い
っ

て
”
~
私
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
が

憶
え
て
い
る
事
だ
け
教
え
る
よ
。

シ
ャ
ン
ハ
イ

私
の
生
ま
れ
は
上
海
な
ん
だ
よ
‘

ま
だ
、
種
だ
っ
た
け
ど
ね
。
明
治

十
年
ご
ろ
か
な
、
上
海
で
館
林
か

ら
来
た
と
言
う
佐
藤
伝
次
郎
さ
ん

が
日
本
で
は
、
見
た
事
が
な
い
木

だ
‘
こ
の
木
の
種
を
兄
の
次
助
さ

ん
へ
送
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
事
で

私
は
船
に
揺
ら
れ
て
江
口
の
王
井

次
助
さ
ん
宅
へ
来
た
ん
で
す
。
そ

し
て
、
玉
井
さ
ん
の
裏
山
に
播
か

れ
た
が
十
本
し
か
生
え
な
か
っ
た

ん
だ
よ
‘
二
十
年
か
ら
三
十
年
ぐ

ら
い
そ
こ
に
い
た
ん
だ
よ
。

当
時
の
児
童
は
江
黒
の
宝
寿
寺

で
勉
強
し
て
い
た
が
、
人
数
か
増

え
て
、
新
し
い
学
校
を
作
る
こ
と

に
な
り
二
階
建
て
、
間
口
二
十
二

間
、
奥
行
き
五
間
半
、
敷
地
九
反

の
学
校
が
大
正
二
年
十
月
に
完
成

し
た
ん
だ
。
そ
の
時
記
念
樹
と
し

て
玉
井
次
助
さ
ん
か
私
達
二
本
を

大
正
三
年
三
月
二
十
九
日
に
寄
付

し
た
の
、
青
年
会
の
人
が
十
六
人

で
植
え
た
が
、
ま
っ
た
く
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
さ
わ
ら
れ
て
く
す
ぐ
っ

た
か
っ
た
ね
。
そ
れ
か
ら
ず
う
っ

と
仲
よ
く
二
人
で
い
た
が
、
あ
る

と
き
（
昭
和
四
十
五
年
）
運
動
の

邪
魔
に
な
る
か
ら
と
い
っ
て
一
本

切
っ
て
し
ま
っ
た
の
、
も
う
私
だ

け
、
弟
は
切
ら
れ
、
話
し
相
手
も

い
な
い
。
さ
び
し
い
な
|
ー

し
か
し
、
楽
し
い
時
も
あ
っ
た

ん
だ
よ
。
千
江
田
中
学
の
校
歌
や

校
章
に
使
わ
れ
た
り
、
す
ず
か
け

祭
り
を
や
っ
て
く
れ
た
と
き
は
う

れ
し
か
っ
た
な
ー
。

戦
争
中
ね
、
私
の
下
を
防
空
壕

と
し
て
何
米
も
掘
っ
た
ん
だ
、
飛

行
機
か
ら
見
え
な
い
か
ら
と
、
そ

し
て
ね
空
襲
警
報
が
鳴
る
た
び
、

先
生
か
青
ざ
め
た
顔
を
し
て
、
重

要
な
書
類
を
抱
え
て
逃
げ
込
む
ん

だ
、
大
変
な
時
代
で
し
た
ね
。
弟

が
死
に
、
私
だ
け
の
時
は
死
の
う

と
思
っ
た
が
ミ
ニ
森
林
公
園
が
で

き
友
達
い
っ
ば
い
、
再
び
元
気
が

で
て
き
ま
し
た
。
私
は
今
、
背
丈

二
十
五
米
、
太
さ
は
―
-
「
米
も
の
巨

木
に
な
り
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で
大
事
に
し
て
ね
”
~

1
1

明
和
東
小
学
校
I
I
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調
f
fe
は
な
‘
3

i
昭
和
五
十
一
年
産
麦
は
、
長
雨
‘

一
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
、
農
家
の
麦
作

い
ろ
い
．

u-
— 

ろ
の
も
め
＂

ご
と
は
ま
t

5
付
け
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
よ
う
な
結

. " 

冨
停
＼
＼
i
果
と
な
り
、
本
村
の
共
済
金
支
払
額

、l
\
u

" 

調
停
の
結
果
は
i
も
史
上
最
高
の
三
百
六
十
三
万
二
千

調
停
か
成
立
し
た
場
合
に
、
そ
の
i
五
百
六
十
円
に
達
し
ま
し
た
。

条
項
を
記
載
し
た
調
停
調
書
は
、
ふ
i
昭
和
五
十
二
年
産
の
麦
作
付
け
の

つ
う
の
約
束
書
と
違
っ
て
確
定
判
決
一
時
節
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
こ

.~ . 

と
同
一
の
強
い
効
力
を
も
っ
て
い
ま
~
と
に
注
意
さ
れ
申
告
も
れ
の
な
い
よ

. " “ 

す
。
i
つ
お
顧
い
し
ま
す
。

u—— " 

も
し
、
当
事
者
か
調
書
で
定
め
ら
i
な
お
、
五
十
二
年
産
麦
の
水
田
裏

` " 

れ
た
約
束
を
果
さ
な
い
場
合
に
は
、
i
作
奨
励
金
（
五
十
一
年
産
十
ア
ー
ル

u
 

" 

判
決
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
調
書
に
も
~
当
た
り
五
千
円
）
は
共
済
細
目
書
に

" u-
— 

ゞ
＂

u
 

" 

と
づ
い
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
力

5
. " . . 

で
き
る
の
で
す
。
＇

" 
u
 

" . 

と
く
に
家
事
調
停
の
場
合
に
は
、
＂

" 
u
 

"ｷ 

家
庭
裁
判
所
に
た
の
ん
で
‘
履
行
の
~" 

ヽ

勧
告
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま

5
" 
u
 

. 

す
し
、
そ
れ
で
も
効
果
の
な
い
と
き
，

は
‘
履
行
を
命
じ
、
過
料
の
制
裁
に
i" . 

よ
っ
て
、
約
束
の
履
行
を
間
接
的
に
i" 
u
 

強
制
す
る
方
法
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
i
" . 

す
。
さ
ら
に
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
か
~
･
 

" 

当
事
者
の
間
に
た
っ
て
‘
お
互
い
の
i

間
の
金
銭
の
受
け
渡
し
の
仲
立
ち
を
i

し
て
、
履
行
を
確
保
す
る
制
度
も
あ
i" 
u
 

胃ヽ"ｷ 

り
ま
す
か
ら
大
変
便
利
で
す
。
＂

" 
u
 

" ̀ 
u
 

◎
今
月
の
調
停
相
談
日
＂

▼
日
時
十
一
月
二
十
五
日
、
午
前
一

" 

十
時
ー
午
後
三
時
ま
で
i` 

▼
場
所
館
林
市
役
所
総
合
相
談
室
i

. " 
u
 

" 
u
 

" 

u
 

" 
u
 

シ
リ
ー
ズ
「
調
停
の
は
な
し
」
は
＂
"
 
u
 

胃
u
 
u
 

今
回
で
最
終
回
で
す
。
＂

" 
u
 

長
き
に
わ
た
り
ご
愛
読
誠
に
あ
り
~
u
 

" 
u
 

" " 

か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
・

で
営
業
し
て
い
て
、
歩
き
の
人
か

一
人
三
銭
、
自
転
車
に
乗
っ
た
人

か
一
人
五
銭
と
い
う
安
い
料
金
で

し
た
か
、
五
月
一
日
の
板
倉
の
雷

電
神
社
の
例
祭
の
時
な
ど
は
、
参

拝
客
で
押
す
な
押
す
な
の
ご
っ
た

よ
っ
て
交
付
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
共
済
細
目
書
の
提

出
も
れ
か
あ
る
と
交
付
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
す
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
提
出
期
限
十
一
月
三
十
日
ま
で

〇
提
出
先
各
部
落
農
事
組
合
長

な
お
、
用
紙
は
農
事
組
合
長
さ
ん

が
各
家
庭
に
配
付
い
た
し
ま
す
。

岳

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
社
会
福
祉
事
業
費
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
と
大
佐
貰
の
篠
木
喜
吉
さ
ん
は

＼
ー
／

ん

浸
べ
以
：
長
：
：
口
げ
四
声

題
阿
(
|
_
¥
 

私
は
千
津
井
の
渡
し
の
船
頭
を
か
え
し
で
し
た
。
通
常
の
日
で
も

十
五
歳
の
時
か
ら
や
っ
て
お
り
ま
板
倉
の
魚
の
行
商
人
か
よ
く
利
用

す
か
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
‘
ず
し
て
い
た
の
で
、
十
分
そ
の
渡
し

い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
な
ー
と
思
い
ま
賃
で
生
活
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

す
。
お
も
し
ろ
い
事
に
、
埼
玉
側
と
群

当
時
（
大
正
十
五
年
）
は
四
人
馬
側
の
若
い
人
の
デ
ー
ト
に
も
た

び
た
び
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
に
サ
オ
舟
か
ら

ポ
ン
ポ
ン
船
に
な
り
、
同
時
に
県

営
と
な
り
、
料
金
は
無
料
で
運
航

し
、
私
達
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

四
五
年
前
に
埼
玉
側
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
か
で
き
た
の
で

利
根
の
川
風
を
船
上
で
味
わ
お
う

と
、
日
曜
日
と
も
な
る
と
か
な
り

の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
さ
な
が
ら

遊
覧
船
の
よ
う
で
す
。

阿部栄作さん

（斗合田）

紐
己
書
の
提
出
を

欄

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

植
え
し
田
に
一
瞬
の
雷
雨
に
満
々
と

畔
に
立
つ
農
夫
に
西
日
は
赤
し

瀬
下
一
江

利
根
の
里
め
い
わ
課
長
の
奮
戦
記
垂

れ
し
稲
穂
の
心
ぞ
床
し

青
木
光
子

夏
逝
き
て
た
た
み
お
さ
め
の
青
蚊
帳

の
色
あ
せ
た
り
ほ
こ
ろ
び
を
縫
ふ

江
森
佳
世
子

終
着
の
ド
ラ
の
響
き
て
土
肥
の
浜
に

ひ
と

迎
へ
の
女
中
の
紫
ゆ
れ
る

江
森
政
美

秋
深
く
無
き
人
偲
ぶ
山
の
墓
地
香
た

く
す
そ
に
栗
の
実
こ
ろ
ぶ

柿
沼
ま
つ

亡
夫
の
着
し
絣
の
単
衣
つ
く
ろ
へ
ば

三
十
余
年
の
藍
の
匂
へ
り

金
子
あ
き

麻
蚊
帳
の
収
納
に
も
馴
れ
く
ち
ず
さ

む
亡
母
愛
唱
の
赤
と
ん
ぼ
の
歌

奈
良
原
キ
ク
ノ

節
く
れ
し
太
き
我
手
に
た
め
ら
い
つ

サ
ン
ゴ
の
指
輪
の
さ
い
ず
合
せ
る

岡
安
み
や
子

い
つ
と
な
く
秋
の
す
が
た
の
う
す
り

行
く
か
連
掛
の
上
白
鷺
の
鳴
く

内
山
利
子

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

文

芸

最終回

5
2年
産
麦
の
共
斉

五
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
十
月
三
日
に
行
わ
れ
た
青
年
会
の

バ
ザ
ー
の
売
り
上
け
金
の
一
部
か
ら

一
万
円
相
当
の
本
を
購
入
し
中
学
校

の
図
書
室
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

▼
館
林
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
松
尾

和
子
チ
ャ
リ
テ
ー
シ
ョ
ー
の
益
金
の

一
部
を
交
通
事
故
被
災
者
救
済
金
と

し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
十
五
万
円

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ー
．
t

1
1
1
.

t
ー
＇
ー

’
I
9

ー

1

ー

9
,
I
I
I
'

ー
＇
ー

’
I
9
9

ー

9
1
,
I
I
l
l
I
|

-
l
l
-
]
-

―
ら
び
に
団
体
な
ど
民
間
の
幅
祉
事
一

J
 
／
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

の
亡
村
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
一

｀
□B
]
+
+
-
／
＿
十
二

シ
＝
豆
ロ
コ
＇
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

▼
場
所
明
和
村
商
工
会
館
一

訓
練
生
を
募
集
交
通
事
故
相
談
一

館
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
訓
練
▼
日
時
十
一
月
十
八
日
一

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
午
前
十
時
か
ら

I

▼
応
募
資
格
義
務
教
育
修
了
以
午
後
三
時
ま
で
一

i□い
業
1
2□1
Bか
ら
来
▼
場
所
館
林
市
役
所
一

各
種
検
診
日

年
1

月
認
日
ま
で

▼
訓
練
定
員
機
械
科
、
板
金
科
今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で
実
一

[
パ□[
F
s
i
科
―
]
科
[
]
詳
し
i
L
ぃ
口
。

1
1日
（
第
二
木
曜
日
）
一

く
は
館
林
職
業
訓
練
校

6
館
林
口
妊
婦
検
診

1
8日
（
第
三
木
曜
日
）

0
ニ
ニ
九
へ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
育
児
相
談

2
5日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
一

付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
二
時
一

赤
い
羽
根
の
募
金

ま
で
で
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う

十
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
赤
い
一

羽
根
共
同
募
金
は
、
目
標
額
四
十
今
月
の
納
め
一

三
万
七
千
四
百
円
に
対
し
て
、
五
今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税
第
[

十
六
万
二
千
三
百
十
四
円
と
目
標
四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期
、
国

額
の
―
二
八
・
五
六
％
の
好
成
績
民
年
金
第
三
期
、
明
和
土
地
改
良

を
お
さ
め
ま
し
た
。
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水

募
金
の
内
訳
は
、
一
般
募
金
三
道
使
用
料
で
す
。

十
四
万
三
千
百
四
十
円
、
法
人
募
〈
集
合
納
入
日
〉

金
二
十
万
六
千
円
、
中
学
校
生
徒
二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
室

募
金
一
万
三
千
百
七
十
四
円
と
な
二
十
九
日
東
部
児
童
館

っ
て
い
ま
す
。

I
I

斗
合
田
薬
王
寺

村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
三
十
日
明
和
農
協
第
一

れ
た
募
金
は
福
祉
関
係
の
施
設
な
＂
矢
島
公
民
館



※
愛
の
鍾
か
嗚
っ
た
ら
子
ど
も
達
は
す
ぐ
帰
り
ま
し
よ
う
。
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給食を作るおばさん達

大
き
な
釜
に
毎
日
サ
ツ
マ
ア
ゲ
や

チ
ク
ワ
を
入
れ
る
お
ば
さ
ん

…
·
:
i
、lく
ろ
う
さ
ん

大
き
な
胃
袋
を
ま
か
な
っ
て
く
れ

る
お
ば
さ
ん

…
…
i
]
く
ろ
う
さ
ん

わ
た
し
達
が
ど
う
大
き
く
な
る
か

見
守
っ
て
く
れ
る
お
ば
さ
ん

…
·
:
i
、
)
く
ろ
う
さ
ん

ね
え
”
i
み
ん
な
：
·
·
:

給
食
を
食
べ
る
と
き
、
静
か
に

目
を
閉
じ
て
ご
ら
ん
。

お
ば
さ
ん
達
の
努
力
の
味
が
ロ

の
中
で
ま
ろ
や
か
に
と
ろ
け
る
だ

ろ
う
。

お
ば
さ
ん
達
は
ね
ー

み
ん
な
に
お
願
い
す
る
事
が
一

つ
だ
け
あ
る
ん
だ
…
…
。

そ
れ
は
ね
：
·
·
:
0

お
ば
さ
ん
達
が
一
生
懸
命
作
っ

た
給
食
は
一
っ
も
残
さ
ず
食
べ
て

よ
ね
ェ
。

そ
し
て
、
早
く
身
も
心
も
大
き

く
な
っ
て
、
お
ば
さ
ん
達
に
見
せ

て
ね
。 残さず

食べてね．”
＝カロリーは十分ですよ＝

盃
／

年
老
い
た
親
に
農
業
を
任
せ
息

子
夫
婦
は
会
社
勤
め
‘
子
供
は
高

校
と
大
学
生
。
純
農
村
だ
っ
た
明

和
村
も
随
分
と
変
り
ま
し
た
。
兼

業
農
家
と
言
っ
て
了
え
ば
そ
れ
ま

で
で
す
か
、
村
も
家
庭
も
職
業
構

成
か
複
雑
に
な
り
‘
い
わ
ゆ
る
都

市
近
郊
的
な
構
造
の
変
化
か
進
ん

で
お
り
ま
す
。
一
軒
の
家
で
三
つ

の
分
野
、
三
つ
の
職
業
が
あ
る
と

云
う
こ
と
は
、
村
の
人
ロ
・
戸
数

か
三
倍
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
職
業
・
年
令
・

地
域
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
沢
山
の
行
政
需
要
か

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
要
望
に
こ
た
え
、

公
平
に
誰
も
か
健
康
で
明
る
＜
豊

か
な
生
活
が
出
来
る
よ
う
な
行
政

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
非
常
に
難

し
い
問
題
で
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
解
ら
な
く
な
っ
て
了
い
ま
す
。

し
か
し
な
か
ら
明
和
村
か
今
日

ま
で
発
展
し
て
歩
ん
で
来
た
道
、

一
軒
一
軒
の
家
庭
か
厳
し
い
時
代

を
見
事
に
乗
り
越
え
て
き
た
姿
‘

こ
れ
か
私
達
の
最
良
の
手
本
で
あ

リ
、
最
高
の
師
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
総
務
課
も
政
策
の
総
合
調
整

や
予
算
・
選
挙
・
広
報
な
ど
仕
事

は
地
味
で
す
か
‘
巾
広
い
分
野
て

負
け
す
に
頑
北
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

長 t
 

総
務
課
長

太
塚
雅

課
長
奮
戦
記
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秋
の
叙
勲
で
、
板
倉
町
の
前
教

育
長
を
し
て
い
た
上
江
黒
の
野
木

村
弥
五
郎
さ
ん
（
七
十
ニ
オ
）
は

幾
多
の
教
育
行
政
の
功
績
か
認
め

ら
れ
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
栄

誉
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。

野
木
村
さ
ん
は
大
正
十
三
年
四

月
に
千
江
田
尋
常
高
等
小
学
校
に

初
め
て
教
員
と
し
て
赴
任
さ
れ
、

そ
の
後
昭
和
十
九
年
四
月
に
富
永

中島氏

遍
/」\

/ 11 

氏
1

氏

、
〈
O
)

長
ノ

る

が当選

（
現
板
倉
高
校
）
の
新
設
か
実
現
し

た
の
も
、
野
木
村
さ
ん
の
努
力
か
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
リ
ま
す
。

そ
し
て
‘
昭
和
三
十
年
の
町
村
合

併
法
に
よ
リ
、
板
倉
町
か
誕
生
す
る

や
、
町
の
要
望
に
よ
り
板
倉
町
の
初

前
板
倉
町
教
育
長
）

野
木
村
弥
五
郎
氏

1
2月
5

日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
投
票
率
は
九
四
•
四

二
％
と
前
回
の
総
選
挙

(
4
7年
）
を

0
•

三
二
％
下
回
る
成
績
で
し
た
。

、
`
'
‘
,
区
ム
1

回
の
選
挙
は
一
口
に
＂
ロ
ッ
キ

2

ー
ド
選
挙
I
j
と
い
わ
れ
、
金
権
政
治

馬
を
正
す
選
挙
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

群
み
な
さ
ん
‘
選
挙
の
結
果
は
い
か

か
だ
っ
た
で
し
よ
う
か
。

今
後
も
一
人
ひ
と
り
か
政
冶
に
関

心
を
寄
せ
、
国
民
の
た
め
の
政
治
を

行
う
よ
う
見
守
り
ま
し
よ
う
。

▼
投
票
の
結
果
は
次
の
と
お
リ
て
す

当
日
有
権
者
数
六
七
一
八
人

投
票
者
数
六
三
四
三
人

（
不
在
者
投
票
者
数
）
一
五
一
人

棄
権
者
数
三
七
五
人

▼
候
補
者
別
得
票
数
（
敬
称
略
）

小
川
省
吾
―
―
四
三
票

長
谷
川
四
郎
五

0
0
票

中
烏
源
太
郎
―
二
五
九
票

青
年
学
校
長
、
昭
和
二
十
二
年
に
伊

奈
良
村
中
学
校
長
と
し
て
活
躍
し
、

こ
の
時
、
邑
楽
郡
東
部
に
高
校
か
な

V
‘
こ
の
伊
奈
良
地
区
に
高
校
を
新

設
し
て
ほ
し
い
と
‘
東
奔
西
走
し
た

結
果
、
館
林
高
等
学
校
伊
奈
良
分
校

明和村 9 4 4 2 % 

板倉町 9 2 2 2 % 

千代田村 9 0 0 2 % 

大泉町 8 3 0 0 % 

邑楽町 9 0 4 7 % 

郡平均 8 8 7 0 % 

林
泰
二
郎

坂
村
青
波

▼
投
票
率

男
九
三
・
六
七
％

女
九
五
・
一
四
％

投
票
率

代
教
育
長
と
し
て
‘
昭
和
四
十
二

年
ま
で
十
二
年
間
住
民
の
教
育
に

当
た
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
長
を
退
任
す
る
や

地
元
住
民
の
要
望
に
よ
っ
て
、
江

黒
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
‘
更
に

霜
置
疇
霊
完
饂
日
攣
に
園
＜

明
和
村
老
人
ク
ラ
ブ
副
会
長
な
ど

を
歴
任
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
‘
野
木
村
さ
ん
は

永
い
間
‘
数
多
く
の
犠
牲
を
は
ら

っ
て
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

郡
内
各
町
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一
歌

一優勝。

梅東中大東矢
央

小幼佐小
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優勝

゜
几
又
易
®

v
1

士

大
幸
化
成

橋
本
産
業

場

オール明和

オ川
I 
ル

明
島和俣下©賀

一マルノヽガールズ
マ
ル
ハ
カ
ー
ル
ス

几
又

/
I
ー

場

O
G

⑮
 

大東

輪

特
殊
電
装

一ファイターズ. 
2 

ソ
＂
p

サ
、
カ
ー
音

ー
役

不
戦
勝

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

緑
親
特
殊
電
装

4 ヽ

西
幼
椎
園

十
合

., 
p
ーL

ノ
ノ
／

田

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

体
育
協
会
主
催
の
第
二
十
回
村
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
か
十
一
月
十
四

日
午
前
八
時
三
十
分
よ
リ
行
わ
れ
ま

し
た
。
年
々
成
皿
ん
に
な
る
こ
の
大
会

は
昨
年
よ
り
男
子
の
部
で
は
三
チ
ー

ム
、
女
子
の
部
で
は
八
チ
ー
ム
も
増

え
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
雨
の

た
め
‘
会
場
を
東
小
‘
西
小
、
明
中

の
体
育
館
の
三
会
場
に
分
け
て
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

本
年
は
男
子
フ
ロ
ノ
ク
、
一
般
女

f
ブ
ロ
ノ
ク
、
マ
マ
さ
ん
フ
ロ
ノ
ク

一フマオァル l
ィハ
タガル

l)し明
ズズ和

一

⑪ 会

と
三
ブ
ロ
ソ
ク
に
分
け
て
行
い
ま
し

こ
。f
 そ

の
結
果
、
マ
マ
さ
ん
ブ
ロ
ソ
ク

で
は

I
I

オ
ー
ル
明
和
“
、
一
般
女
子
ブ

ロ
ノ
ク
で
は
”
マ
ル
ハ
ガ
ー
ル
ズ

I
I

男
子
で
は
”
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
“
か
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
マ
さ
ん
ブ
ロ
ソ
ク
で
優

勝
し
た

1
1

オ
ー
ル
明
和
“
と
”
梅
原

チ
ー
ム

1
1は
十
一
月
二
十
八
日
に
板

倉
町
で
行
わ
れ
た
郡
大
会
に
明
和
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
か
両
チ
ー

ム
と
も
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

大字別投票率

部落名 当日有権者数 投票者数 投票率

斗合田 295 人 282 人 95 59% 

下江黒 263 256 9 7. 34 

上江黒 380 345 90. 79 

千津井 424 409 96.46 

江 ロ 464 445 95 91 

田 島 386 380 98 45 

南大烏 882 829 93 99 

新 里 500 460 92 00 

中 クロ 372 335 90. 05 

梅 原 575 539 93. 74 

JII 俣 304 285 93. 75 

須 省ク 、 277 265 95 67 

大 輪 652 609 93 40 

入ケ谷 94 94 100.00 

矢 烏 469 446 95 10 

大佐貰 381 364 95.54 



(3) 第183号

「
不
屈
の
精
神
は
流
汗
鍛
練
で
、
明
る
い
社
会
は
同
胞
相

愛
の
精
神
で
」
と
、
寒
中
で
も
裸
で
銑
足
で
日
の
出
前
の
運

動
作
業
実
施
を
お
こ
な
う
こ
と
を
旧
梅
島
の
青
年
三
十
余
名

が
血
判
で
誓
約
、
時
に
大
正
九
年
四
月
。
当
時
を
憶
う
と
、

老
体
に
熱
血
が
た
ぎ
る
の
を
覚
え
る
。

広 報

私は右 (27オ）

左は増尾正隆師

め
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②
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し‘
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.
9
9
1
9
9
9

ヽ

品
[
ょ
百
—
ハ

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
‘
忘
年
会
、

新
年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会
か
多
く
な

り
‘
や
や
も
す
る
と
タ
バ
コ
の
火
や

暖
房
の
火
の
取
リ
扱
い
に
対
す
る
注

意
か
、
お
ろ
そ
か
に
な
り
か
ち
で
す
。

ま
た
、
年
末
の
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ

て
「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
い
っ
た
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

火
災
に
よ
り
尊
い
生
命
や
、
大
切

な
財
産
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

村
民
一
人
ひ
と
り
か
火
災
の
防
止
に

つ
い
て
注
意
を
払
っ
と
と
も
に
、
万

一
火
災
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

直
ぐ
に
消
火
で
き
る
準
備
と
避
難
の

方
法
に
つ
い
て
、
家
庭
や
職
場
で
話

し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

そ
こ
で
火
災
の
防
止
、
初
期
消
火
、

避
難
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
と
く

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
‘
置
き
忘
れ

は
し
な
い
。
と
く
に
飲
酒
し
た
と
き

の
寝
た
ば
こ
は
危
険
で
す
。

◎
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
正
し

火
災
は
人
災
£

防
ぐ
は
あ
芯
だ
”

国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
電
円
円
p
l

＂
他

付
ぷ

" 

を
よ
り
手
厚
く
保
護
す
る

E
全
帆
ー
：

序
そ

B

畠

u
.
u
u
a
“

ー
通
過
過
一
直
通
過
遍
占

' 

た
め
‘
戸
籍
法
か
改
正
さ

H
り

1
1
u
,
M

J

人
人
＂
＂
キ
職
＂
＂

れ
ま
し
た
。
十
二
月
一
日
＊

E
年
年
年
年
：
：
い

9
-i
引
~
[

L
l
"
k
"

引
k
q

"
A
I
I
"
1
1
"
h

會
址
他
が
＂
追
針
免
＆

籍

•
n

．
駐
胃
の
“

か
ら
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
叩
p
;
"
厄
上
＾

4

．
て
し
：
：
＇

L:l

•

5,1,1 

I
t
い
み
ら
｛
認
籾
が
一

必
餐
＇
4
し
の
に
0
を
つ
＂
ー
ト
・
U
い
、

戸
籍
簿
閲
覧
の
制
度
か
な
[
地

＂
洟
．

. 

く
な
る
ほ
か
、
戸
籍
謄
本
ぃ

'
5
5
I
m

）
殿
砿

F

f
狛
た
行

抄

u
て
と

1

尻
・

な
ど
の
請
求
の
取
扱
い
が
（
仕

5
5
5
A

ば
い
四m
如

謄
＂
所
い
t
仰
所
ぃ
；
＂
旺
祈
い
t
l
i
u
い
ば
g
人5
駆
m
呻
5

変
わ
り
ま
す
。
他
人
の
戸
一
P
I
"
,氏
＂
如
氏
"
u
[
k
n
”i
~
5
I
2

. 
本
人
代

n

人
＂
リ
に
さ
ん
さ
必
饗
，
．
A
の
．
P
．
"
ぶ
＂
と
必
U
な
人
と
の
閲
“
―

籍
謄
本
や
抄
本
を
請
求
す

る
と
き
は
‘
使
用
目
的
を
具
体
的
に

示
す
こ
と
か
必
要
に
な
り
ま
す
。
不

当
な
目
的
に
よ
る
請
求
に
は
応
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
本
人
と
偽
っ
た
り
‘
う

そ
の
使
用
目
的
を
示
し
て
‘
謄
本
な

ど
の
交
付
を
受
け
る
と
、
罰
せ
ら
れ

ま
す
。
交
付
を
受
け
た
い
方
は
本
人

で
も
代
理
人
で
も
戸
籍
謄
（
抄
）
本
請

求
書
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

使
用
目
的
な
ど
を
は
っ
き
り
し
て
来

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
‘
役
場
住
民
課
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
郵
便
に
よ
っ
て
請
求
す
る

場
合
の
手
数
料
は
‘
郵
便
局
の
定
額

小
為
枠
て
納
め
る
の
か
便
利
で
す
。

江
口
の
柿
沼
英
雄
さ
ん

(
6
9オ）

は
大
日
本
農
会
（
総
裁
高
松
宕
忠
旦

仁
親
王
）
よ
り
緑
白
綬
有
功
章
の

栄
誉
に
痺
き
ま
し
た
。

大
日
本
農
会
の
緑
白
綬
有
功
章

は
毎
年
一
回
農
業
の
功
績
か
顕
著

な
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
本
年
は

海
外
で
活
躍
を
し
て
い
る
人
を
含

め
て
五
十
四
名
か
高
松
宮
様
よ
り

直
接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
彰
さ
れ
た
柿
沼
さ
ん
は

農
業
に
関
し
て
の
功
績
は
数
多
く

柿
沼
英
雄
さ
ん

大
日
本
農
会
よ
り
表
彰

あ
り
ま
す
が
特
に
昭
和
十
四
年
に

田
畑
の
両
方
の
機
能
を
持
つ
陸
田

を
開
発
し
、
米
の
増
収
を
は
か
り

当
時
の
食
糧
難
時
代
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
錦
鯉
の
養

殖
を
は
じ
め
野
菜
種
子
の
採
種
に

努
力
し
て
、
最
近
発
表
し
た
“
柿

沼
交
配
二
、
ン
キ
白
菜
“
の
種
子
は

耐
病
と
多
収
の
面
で
日
本
一
の
折

紙
を
つ
け
ら
れ
た
種
子
を
作
り
だ

し
た
こ
と
な
ど
か
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
柿
沼
さ
ん

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

戸
籍
閲
覧
制
度
は
廃
止

他
人
の
戸
籍
謄
本
の

請
求
は
理
由
を
明
確
に

く
取
り
扱
う
と
と
も
に
‘
ま
わ
り
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

◎
外
出
時
や
就
寝
の
と
き
は
、
必
ず

火
の
元
を
た
し
か
め
る
。

◎
消
火
に
備
え
て
‘
常
に
消
火
器
や

バ
ケ
ッ
一
杯
の
水
を
用
意
し
て
お
く
。

◎
身
体
の
不
自
由
な
老
人
や
病
人
、

幼
児
は
‘
避
難
し
や
す
い
階
下
に
就

寝
さ
せ
る
。

◎
老
人
、
病
人
、
子
ど
も
な
ど
を
残

し
て
外
出
す
る
と
き
は
、
と
く
に
火

の
気
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
窓
や

戸
は
内
側
か
ら
開
き
や
す
く
し
て
お

゜

< 
◎
二
階
以
上
の
火
災
は
‘
避
難
か
困

難
に
な
リ
や
す
い
の
で
避
難
用
ロ
ー

。
フ
な
ど
を
備
え
て
お
く
。
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在
宅
重
度
心
身
障
害
児
・
者
を
緊

急
保
護
す
る
制
度
か
で
き
ま
し
た
の

で
こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
緊
急
保
護
制
度
と
は

重
症
心
身
障
害
児
・
者
、
重
度
精

神
薄
弱
児
・
者
、
お
よ
び
重
度
身
体

障
害
児
の
方
々
を
、
家
庭
て
日
常
介

護
し
て
い
る
保
護
者
や
そ
の
家
族
か

病
気
、
出
産
、
事
故
な
ど
の
理
由
て

そ
の
介
護
か
で
き
な
い
状
態
に
な
っ

た
時
、
一
時
的
に
施
設
に
保
護
し
、

保
護
者
の
方
々
に
安
心
し
て
病
気
の

治
療
な
ど
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い

在
宅
重
度
心
身
障
害
児
な
ど
の

緊
急
保
護
制
度
が
発
足

村
内
の
幼
稚
園
で
は
、
十
一
月

十
五
日
に
各
園
ご
と
に
、
合
同
七

五
三
の
お
祝
い
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
達
は
胸
に
赤
い
リ
ボ
ン
を

付
け
神
主
さ
ん
の
お
払
い
を
受
け

初
め
る
と
神
妙
な
顔
面
。

こ
の
あ
と
‘
千
歳
飴
を
も
ら
っ

た
り
お
母
さ
ん
か
ら
人
形
劇
や
踊

り
や
歌
の
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び

で
し
た
。

• 

七
五
三
祝

し、

立
ニ
ュ
ー
ス

◄

安
全
運
転
を
訴
え
る

明
和
村
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

ク
ラ
ブ
で
は
十
一
月
十
二
日

悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で

も
無
く
そ
う
と
、
国
道
の
大

佐
貰
交
差
点
で
、
小
学
生
の

書
い
た
”
運
転
手
さ
ん
へ
“

と
い
う
手
紙
や
「
ゆ
っ
く
り

走
ろ
う
上
州
路
」
と
書
か
れ

た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
チ
ラ
シ
を

一
渡
し
「
酒
飲
み
運
転
は
絶
対

や
め
て
」
「
信
号
は
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
一

台
い
ち
だ
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に

訴
え
て
い
ま
し
た
。

う
も
の
で
す
。

◎
期
間

原
則
と
し
て
七
日
以
内
で
す
か
‘

二
十
八
日
ま
て
延
期
す
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。

◎
経
費
の
負
担

経
費
は
無
料
て
す
。
た
だ
し
‘
所

得
の
高
い
世
帯
に
つ
い
て
は
‘
一
部

テ
レ
ビ
の
急
激
な
普
及
に
よ
り
‘

「
本
を
読
む
子
か
少
な
く
な
っ
た
」

「
親
と
子
の
会
話
か
な
く
な
っ
た
」

こ
の
よ
う
な
問
題
を
少
し
で
も
解
決

し
よ
う
と
西
小

P
T
A

で
は
群
馬
県

立
図
書
館
の
”
親
子
2
0分
読
書
“
の
指

定
を
昨
年
四
月
に
受
け
‘
二
年
近
く

こ
の
運
動
を
推
進
し
て
、
親
と
子
の

心
の
ふ
れ
あ
い
か
で
き
、
ま
た
、
同
時

に
子
ど
も
達
に
読
書
欲
か
わ
い
て
き

た
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
ぜ
ひ
県

内
の
P
T
A

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

十
一
月
二
十
一
日
、
県
内
の
関
係
者

約
四
百
人
を
招
い
て
”
親
子

2
0分
読

書
研
究
発
表
会
”
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
最
初
に

P
T
A

か
学
年
別
に
分
か
れ
て
、
読
書
に
関

す
る
あ
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
意
見
を

交
換
し
た
後
、
五
人
の
代
表
が
「
わ

か
家
の
読
書
体
験
」
発
表
を
行
い
、

午
後
か
ら
柴
崎
寅
松
先
生
か
「
子
ど

も
が
喜
ん
で
本
を
読
む
た
め
に
は
」

と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
、
こ
の
研

究
発
表
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
明
和

村
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
、
第
十
回

菊
花
大
会
か
商
工
会
館
と
明
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
色
と
り
ど

り
の
菊
か
と
こ
ろ
狭
し
と
百
八
十
鉢

も
出
品
さ
れ
道
行
く
人
の
目
を
誘
っ

て
い
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た
菊
の
審

査
の
結
果
、
知
事
賞
を
関
本
宗
市
さ

ん
か
獲
得
し
ま
し
た
。
関
本
さ
ん
は

五
鉢
出
品
し
、
そ
れ
が
全
部
入
選
し

そ
の
う
ち
二
鉢
か
最
優
等
の
知
事
賞

と
村
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

知
事
賞
に
関
本
さ
ん

第
十
回
菊
花
大
会

親
子
2
0分
読
書
運
動

西
小
て
斃
裏
舎

飲
食
物
費
相
当
額
を
い
た
た
く
場
合

も
あ
リ
ま
す
。
ま
た
‘
施
設
へ
の
往

復
の
移
送
と
期
間
中
‘
医
療
を
受
け

た
場
合
の
医
療
費
な
ど
は
‘
保
護
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

な
お
‘
こ
の
制
度
に
つ
い
て
‘
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
役
場
住
民
課
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

11111111111111111111111111111111111 

「
セ
キ
レ
イ
の
歌
」
と
い
う
本
を
読
ん
で
、
そ
の
読
書

感
想
文
を
書
い
た
新
里
の
秋
草
俊
孝
君
（
六
年
）
の
作
品

が
郡
代
表
と
な
っ
た
の
で
、
秋
草
君
の
読
書
感
想
文
を
紹

介
し
ま
す
。

C
ぶ
,' 

こ
の
本
は
、
主
人
公
「
チ
ビ
」

「
プ
チ
」
の
生
活
の
中
か
ら
鳥
の

さ
ま
ざ
ま
な
様
子
を
書
い
た
物
語

で
あ
る
。
ほ
く
は
、
鳥
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
点
を
調
べ
て
み
よ
う

と
思
っ
て
読
み
進
ん
だ
。

鳥
の
え
さ
か
冬
に
少
な
く
な
る

と
、
当
然
鳥
同
士
の
争
い
か
お
こ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
鳥
は
ほ
と

ん
ど
争
わ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
ひ

ま
に
‘
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ
そ
う

な
、
ほ
か
の
え
さ
を
探
し
求
め
る

と
い
う
こ
と
だ
。
も
し
、
人
間
か

そ
の
状
態
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
。
人
々
は
争
い
、
し
ま

い
に
は
戦
争
に
ま
で
発
展
す
る
か

も
知
れ
な
い
。
人
間
は
、
そ
う
い

う
点
は
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
゜

不
注
意
な
も
の
や
体
か
弱
か
っ

た
り
し
た
も
の
は
、
は
げ
し
い
え

さ
取
り
競
争
に
敗
れ
て
う
え
死
に

し
た
り
、
天
敵
に
取
ら
れ
て
し
ま

う
。
少
し
油
断
す
る
と
死
に
直
面
す

る
。
お
そ
ろ
し
く
か
わ
い
そ
う
な
世

界
だ
な
と
思
っ
た
か
、
本
に
は
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
か
え
っ
て
種
族
の

将
来
に
と
っ
て
良
い
こ
と
だ
と
書
い

て
あ
る
。
生
物
は
天
敵
に
取
ら
れ
る

分
を
ふ
く
ん
だ
数
ま
で
ふ
え
る
か
ら

少
な
く
な
り
過
ぎ
は
し
な
い
の
だ
と

い
う
。
昔
は
人
間
も
そ
う
だ
っ
た
ら

し
い
か
文
化
か
発
達
し
、
生
活
か
向

上
し
た
の
で
、
少
し
な
ま
け
て
も
生

き
て
い
け
る
。
あ
ま
り
に
も
便
利
な

世
の
中
だ
か
ら
少
し
反
省
し
て
も
い

い
か
な
と
思
う
。

あ
る
決
ま
っ
た
鳴
き
方
を
す
る
と

「
こ
れ
は
、
お
れ
の
な
わ
ば
り
だ
ぞ
」

と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
、
は
か

の
仲
間
達
は
そ
の
そ
ば
で
ぇ
さ
を
取

ら
な
く
な
る
。
ま
た
ひ
な
か
巣
の
中

に
ふ
ん
を
す
る
と
小
川
な
ど
に
捨
て

る
と
い
う
。
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る

と
病
気
の
原
因
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と

だ
か
、
数
も
数
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

下
等
な
脳
し
か
持
っ
て
い
な
い
の
に
‘

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
か
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
…
…
中
略
…
…

ぱ
く
は
こ
の
本
を
読
み
終
っ
て
身

近
に
い
る
か
わ
い
い
鳥
達
か
、
こ
ん

な
に
も
不
思
議
な
き
び
し
い
世
界
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

レ
イ
の
歌I
Iを
読
ん
で

明
和
西
小
学
校
|
|
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東
小
学
校
て
は
、
児
童
に
”
創
造

性
“
を
植
え
つ
け
よ
う
と
‘
教
育
伽

大
迭
―
比
を
＇
詮

3

私
共
で
製
造
し
て
い
る
比
は
‘

今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
純
日
本
的
な

建
染
材
の
一
っ
と
し
て
、
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

の
れ
ん
を
受
け
継
い
で
三
代
目

店
主
と
な
リ
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
と
七
十
余
年
‘
幾
多
の
想
い
出

と
言
う
か
、
多
難
の
追
も
あ
リ
ま

し
た
。第

二
次
世
界
大
戦
の
時
‘
l
L
の

供
出
制
度
か
設
け
ら
れ
、
ー
／
月
、

強
制
出
荷
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
。

こ
岡安利清次さん

（南大島）

興
会
の
図
画
・
エ
作
の
指
定
を
受
け

二
年
前
か
ら
版
画
の
研
究
を
続
け
て

い
た
か
‘
こ
の
成
果
を
見
て
も

ら
お
う
と
‘
十
一
月
十
九
日
郡

内
の
教
宥
関
係
者
八
十
五
人
を

招
い
て
‘
版
画
の
研
究
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

東
小
か
版
画
を
と
り
あ
け
た

の
は
先
生
と
‘
児
窟
か
一
絡
に

行
え
る
こ
と
、
勉
強
の
で
き
る

f
だ
け
て
は
な
く
‘
だ
れ
で
も

彫
刻
の
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
。

ま
た
‘
み
ん
な
で
協
同
作
品
を

作
リ
t
l
i
r

理
解
か
深
め
ら
れ
る

＼
ー
／

ん

は
さ
字
安

、
題
岡
／
ー
＼

終
戦
直
后
は
仕
事
の
割
合
に
‘

課
税
対
象
か
大
き
く
‘
税
金
に
な

や
ま
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら

の
こ
と
は
‘
忘
れ
ら
れ
な
い
一
っ

で
す
。

此
の
製
造
過
程
で
は
、
昔
は
全

部
手
辿
り
て
あ
っ
た
か
、
戦
后
日

本
産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
‘
半
自

動
化
さ
れ
、
次
第
に
時
と
共
に
‘

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

大
島
瓦
か
り
取
盛
期
の
こ
ろ
は
‘

此
製
造
業
者
は
十
二
旧
あ
り
ま
し

た
か
今
で
は
二
州
し
か
残
ら
す
、

脱
料
と
な
る
土
も
も
う
、
南
大
島

地
内
に
は
な
く
‘
埼
じ

1
1
1
小
か
ら
購

入
し
て
、
今
日
の
大
島
J
L
を
製
込

し
て
い
ま
す
。 0

イ
ー
J

3

、
4

東
小
で図

画
・
エ
作
の
発
表
会

大
輪
の
松
本
陽
三
さ
ん

(
7
2オ）

か
邑
楽
用
水
の
ゴ
ミ
を
除
い
て
い
た

と
こ
ろ
あ
や
ま
っ
て
用
水
路
に
落
ち

近
く
を
通
リ
か
か
っ
た
新
聞
配
達
人

の
八
木
橋
さ
ん
は
飛
ぴ
込
ん
で
救
助

に
む
か
っ
た
か
余
り
に
も
深
い
の
と

流
れ
か
急
な
た
め
八
木
橋
さ
ん
本
人

も
力
尽
き
て
二
人
と
も
流
さ
れ
て
い

る
の
を
大
輪
の
斎
藤
セ
イ
さ
ん

(
4
5

オ
）
か
二
人
と
も
救
助
し
た
も
の
で

こ
の
は
ど
、
日
本
善
行
会
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

魚
つ
り
大
会

鯉
沼
さ
ん
が
優
勝

体
育
協
会
主
催
の
魚
つ
り
大
会
か

十
一
月
―
―
―
日
‘
谷
田
川
の
南
大
島
地

先
て
行
わ
れ
‘
こ
の
日
‘
五
十
六
人

の
釣
リ
天
狗
か
日
頃
の
腕
を
競
い
あ

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
•
四
二
存
心
釣
っ
た

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん
か
俊
勝
し
‘
大
物

貨
は
‘
一
・
ニ
存
心
の
鯉
を
釣
っ
た
内

田
光
男
さ
ん
か
枇
得
し
ま
し
た
。

魚
つ
り
大
会
成
粕
（
敬
称
略
）

▼
優
勝
鯉
沼
利
三
郎
（
大
佐
闘
）

▼
準
優
勝
田
部
井
善
雄
（
梅
原
）

▼
三
位
折
原
明
（
大
佐
買
）

人
命
救
助
で

善
行
会
よ
り
表
彰

_

1

:

 

斎藤セイさん
（大輪）

と
し
て
‘
選
ん
だ
も
の
で
、
参
観
に

米
た
先
生
方
も
「
こ
の
よ
う
に
指
導

す
れ
は
‘
創
造
性
か
つ
く
な
ー
」
と

感
心
し
な
か
ら
見
て
い
ま
し
た
。

勤
労
感
謝
の
日
の
削
日
十
一
月
二

十
二
日
に
東
保
育
園
で
は
‘
父
や
母

の
動
き
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
‘
勤

労
の
尊
さ
を
少
し
て
も
理
解
さ
せ
よ

う
と
‘
近
く
に
あ
る
小
品
ベ
レ
コ
ー

ル
閻
に
工
場
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

信
義
（
梅
原
）

正
雄
（
川
俣
）

邦
雄
（
南
大
島
）

光
男
（
上
、
日
閲
）

サ
ラ
I
JI
マ
ン
の
曽
さ
ん

年
末
謂
整
葦

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は
‘
旬
月

の
給
料
か
ら
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
か
‘
鉦
月
の
税
金
は
、
あ

く
ま
て
そ
の
月
の
給
料
に
対
す
る
税

金
で
‘
概
算
的
な
も
の
な
の
で
す
。

し
た
か
っ
て
、
一
年
分
の
所
得
に
対

す
る
税
金
を
計
算
す
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
一
年
の
最
後
の
給
料
を
支

払
う
と
き
に
精
算
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
十
二
月
に
行
わ
れ
る
「
年

末
調
整
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

年
末
調
整
て
は
今
年
中
の
結
婚
‘

出
生
、
就
職
な
ど
で
扶
養
家
族
に
異

動
か
あ
っ
た
場
合
に
精
算
す
る
は
か

生
命
保
険
料
や
社
会
保
険
料
と
し
て

支
払
っ
た
金
額
も
差
し
引
き
精
算
し

ま
す
。こ

と
し
結
婚
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん

か
生
ま
れ
た
方
な
ど
は
早
目
に
勤
務

先
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

ほ
か
‘
税
務
署
か
ら
「
住
宅
取
得
控

除
証
明
書
」
か
送
ら
れ
て
き
た
方
も

そ
の
証
明
書
を
勤
務
先
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
四
位

▼
五
位

▼
六
位

◎
大
物
賞

紫
崎

福
田

須
永

内
田

（
今
月
は
俳
句
で
す
）
順
不
同

n
お
と

秋
の
日
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
夫
婦
戦

古
稀
迎
え
沿
し
み
憶
ふ
年
の
暮

青
木
光
子

`) 

嫁
＜
娘
と
母
は
語
ら
で
落
葉
焚
く

安
見
あ
っ
子

ダ
ン
プ
カ
ー
の
轟
音
氷
塊
落
し
去
る

岡
安
福
一

踊
り
子
の
い
づ
地
へ
行
く
や
落
葉
達

林
倫
常

一
葉
の
音
無
く
落
ち
て
秋
惜
し
む

林
秀
峰

日
阿
ぱ
こ
係
と
仔
猫
を
膝
に
抱
き

北
島
若
水

閣
の
匂
い
干
し
た
ふ
と
ん
に
た
た
み

込
む
高
湘
依
根
子

古
稀
過
ぎ
て
早
三
年
の
師
走
か
な

田
口
春
栄

（
米
月
は
短
歌
で
す
）

文

芸

欄

園
児
た
ち
は
工
場
長
さ
ん
に
案
内

さ
れ
一
っ
ひ
と
つ
の
エ
村
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

小
さ
い
児
だ
け
れ
ど
、
お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
の
動
い
て
い
る
姿
を
見
て

き
っ
と
な
に
か
を
感
し
と
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
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解 んど泣んのいで こ〈は父育立実ら質於育り内 とまい現なえ識填弗
決親゜もいなたも甘やと習母親てつ施もかいてまでしでせう代たるをを素虫
しと だてにめのえかで慣乳ののてし‘多てるす十かはん答のは゜身すを歯
てし けいかにてててすをで協時来て最〈はこ゜分しあねか母どなにるぬ予
もて のる両泣すく真゜根育力代てい近含病とそ予‘り゜か親れどつ゜つ防
らも 責の親きかる珠 気てもはいるはま気でれ防もま：ななを色け歯．てと
い責 任かにわ‘子の よ‘大生ま病母れにすはでつせ：リら選々る磨もは
た任 で 怒めそどよ く父切活す院乳て対゜乳きとんこ多弗びあ゜きら
〗あ は り〈のもう 教親で習゜か絶いす特児る身゜れい素まり栄のう

る あ虫を乳反はな えはす慣まか対るるには方近 もかをすま養正゜歯
で態 ＇）歯こ児面可白 育歯゜のたな主こ免初母法に 悪もぬかす面し予科
す度 まはめは虫愛い てを母中‘り義と疫乳乳か家 いしる：かをい防医
。で せ子てど歯い歯 る壱親で子目をか物にであ庭 これと あ考知充に
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＊
道
讐
に

冬
じ
た
＜
竃

繹
寧
鐸
鰺
の

置
蠅
婁
霧

1
2
月
2
8
日
か
ら
1
月
4
日
ま

で
の
役
場
業
務
は
休
み
ま
す
。

た
だ
し
窓
口
業
務
の
う
ち
◆
死

亡
届
◆
出
生
届
◆
婚
姻
届
の
仕

事
は
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー
教

室
か
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日
1
月
2
2
.
2
3
.
2
4
日

▼
場
所
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

▼
募
集
人
員
5
0
名

▼
参
加
費
用
八
千
五
百
円

▼
申
し
込
み
予
約
金
二
千
円

を
添
え
て
教
育
委
員
会
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
5
0
名
に
な
り
ま
し
た
ら

締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
1

管道水• 

古
い
毛
布
な
ど
を
巻
き
つ
け
、
そ
の

上
か
ら
ピ
ニ
ー
ル
を
ま
い
て
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。

意
外
と
ワ
ラ
な
ど
が
効
果
が
あ
り
ま

す
。 ス

キ
ー
戴
宣

参
鱈
書
●
●

瞑
立
福
祉
大
学
校

学
生
募
集

群馬景史の予約頒布

県
史
編
さ
ん
委
員
会

編
に
よ
る
県
史
資
料
編

二
巻
の
予
約
申
し
込
み

を
受
け
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
本
県

の
旧
石
器
時
代
か
ら
現

代
に
至
る
歴
史
を
全
3
7

巻
（
資
料
編
2
7
巻
、
通

史
編
1
0
巻
）
に
集
大
成

す
る
も
の
で
、
ま
ず
‘

資
料
編
か
ら
発
行
し
ま

す
。本

年
度
は
、
そ
の
初

刊
本
と
し
て
近
世
一
巻
‘

近
代
、
現
代
一
巻
を
次

の
要
領
で
予
約
を
受
け

▼
入
所
資
格
／
中
学
校
も
し
く
は
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見
込

を
含
む
）
▼
募
集
人
員
／
2
0
人
▼
修

業
年
限
／
2
年
間
▼
願
書
受
付
／

来
年
1
月
1
0
日
ー
2
月
1
9
日

な
お
詳
し
い
こ
と
は
太
田
市
高
林

県
立
准
看
護
婦
養
成
所
へ
お
た
す
ね

く
だ
さ
い
。

C
太
田
閲
0
七
七
一

県
立
福
祉
大
学
校
は
、
診
療
放
射

線
技
師
、
保
健
婦
、
看
護
婦
な
ど
の

医
療
関
係
技
術
者
を
養
成
す
る
専
門

機
関
で
す
。
(
6
は
全
て
前
橋
局
）

▼
放
射
線
学
科

C
訓
ー
六
七
五
六

0

試
験
期
日

▼
看
護
学
科

▼
体
裁
／
A
五
判
、
上
製
函
入
、
各

巻
約
千
二
百
ペ
ー
ジ

▼
加
布
価
格
／
近
代
、
現
代
二
千
九

百
円
‘
近
世
三
千
二
百
円
（
予
定
）

▼
発
行
／
来
年
三
月

▼
申
し
込
み
方
法
／
官
製
の
往
復
は

か
き
に
購
入
希
望
の
書
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
県

庁
県
史
編
さ
ん
室
内
群
馬
県
史
刊

行
会

(
6
前
橋
2
3
|
-
―
―
-
)
あ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
限
／
来
年

2

月
1
5
日

3
5
名

3
年

来
年
1

月
1
0日
1

2
月
1
0
日
ま
で

0

試
験
期
日
来
年
2
月
2
2
日

▼
保
健
婦
学
科

6
闘
ー
六
七
五
六

〇
受
験
資
格
文
部
大
臣
ま
た
は

厚
生
大
臣
の
指
定
し
た
看
護
婦

学
校
ま
た
は
看
護
婦
養
成
所
を

卒
業
し
た
者
、
ま
た
は
見
込
み

の
者

〇
募
集
人
員

〇
修
業
年
限

〇
顆
書
受
付

4
0
名

1
年

米
年
1

月
1
1日
＼

2
月
5
日
ま
て

来
年
2
月
1
0日

6
闘
ー
0
0

―
二

県
立
保
育
大
学
校
保
育
学
科
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
日
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
。
ま
た

は
‘
来
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者

□
通
常
の
課
程
に
よ
る
1
2
年
の
学
校

県
立
保
育
大
学
校

学
生
募
集

本
村
の
公
害
モ
ニ
タ
ー
は
梅
原
の

高
沢
茂
さ
ん
．
（
6
川
俣
三
九

0
三

有
線
七
三
ー
ニ
）
で
す
。

身
近
な
公
害
問
題
な
ど
に
つ
い
て

相
談
し
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

1
2
月
1
6
日
午
前
1
0
時
ー

午
後
3
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相
談
員

か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に
適
切
な
助

言
指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時 農

業
所
得
の

扉
人
料
控
除
を

届
出
は
十
二
月
末
ま
で

年
か
あ
け
ま
す
と
、
例
年
の
こ
と

▼
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
て
で
す
か
、
い
ろ
い
ろ
の
税
金
の
申
告

は
役
場
に
来
ら
れ
た
人
で
老
眼
鏡
を
か
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
事
前
準
備

忘
れ
た
人
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
と
し
て
、
昭
和
5
1
年
中
に
雇
人
料
を

い
と
眼
鏡
三
個
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
支
払
っ
た
方
は
、
1
2
月
末
に
税
務
課

▼
本
村
出
身
の
堀
口
清
氏
（
剣
道
範
へ
領
収
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
れ
は

士
九
段
、
居
合
道
範
士
八
段
）
よ
り
標
準
外
経
費
と
し
て
差
し
引
き
ま
す
。

不
動
心
と
書
か
れ
た
書
き
物
を
い
た
な
お
領
収
書
に
は
作
業
名
・
作
業

公
害
モ
ニ
タ
ー
に

高
沢
茂
さ
ん
だ
き
ま
し
た
。
な
お
こ
の
書
は
武
道
日
数
・
単
価
・
支
払
金
額
（
現
物
給

住
民
の
公
害
に
対
す
る
意
見
・
要
館
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
リ
ま
す
。
与
も
含
む
）
・
受
取
人
の
住
所
、
氏
名

付
け
ま
す
。
望
・
情
報
な
ど
を
は
握
す
る
こ
と
を
▼
千
津
井
の
薗
部
明
さ
ん
は
1
9
日
に
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
書
名
／
①
群
馬
県
史
資
料
編
九
近
目
的
と
し
て
、
県
公
害
モ
ニ
タ
ー
か
東
小
て
図
工
研
究
発
表
会
か
行
わ
れ
不
明
な
点
は
役
場
税
務
課
へ
お
た

世
一
（
西
毛
地
域
一
）
②
群
馬
県
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
．
る
に
当
り
、
作
品
掲
示
板
に
使
っ
て
ず
ね
く
だ
さ
い
。

汀
に
げ
い
い
―
…
-
t

.
9
.
9
.
'

・
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9
9
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9
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●
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o
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〇
受
験
資
格
大
学
の
入
学
資
格
〇
受
験
資
格
大
学
の
入
学
資
格
教
育
を
修
了
し
た
者
。
（
文
部
大
臣

県
立
准
看
護
婦

養
成
所
生
徒
募
集
を
有
す
る
者
を
有
す
る
者
か
前
各
号
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有

〇
募
集
人
員
〇
募
集
人
員
5
0
名
す
る
と
認
定
し
た
者
。
四
満
1
8
オ
以

〇
修
業
年
限
〇
修
業
年
限
3
年
上
の
者
で
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て

〇
願
書
受
付

0

顆
書
受
付
来
年
1
月
1
4
日

1

満
2
年
以
上
、
児
童
の
保
護
に
従
事

1
月
3
1
日
ま
で
し
た
者
（
い
ず
れ
も
女
子
）

0

試
験
期
日
来
年
2
月
1
4
日
と
▼
募
集
人
員
百
名

2
月
1
6
日
▼
顧
書
受
付
来
年

1

月
1
0
日
か
ら

な
お
詳
し
く
は
福
祉
大
学
校
へ
お

2
月

5

日
ま
で
。
な
お
詳
し
く
は
‘

た
す
ね
く
だ
さ
い
。
保
育
大
学
校

(
6前
橋
5
1
1
三0
七

八
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

寄
付
，
あ
り
が
と
う

く
だ
さ
い
と
ベ
ニ
ャ
板
二
十
数
枚
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

禽
月
の
鯖
め

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
第

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四

期
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

〈
集
合
納
入
日
〉

2
2
日
役
場
第
一
会
議
室

認
日
東
部
児
童
館

"
斗
合
田
薬
王
寺

2
4
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

• • 

場所 時日 、

午 23: 室 後日3 
時午前
でま 1 0 

書
糧
檎
鰺

B

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

妊
婦
検
診
1
6
日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談
2
3
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。



村の人口
1 月 1 日現在

世帯数 2200戸

人口総数 9508 人
男 4722 人

女 4786 人

(12}] 中の動き） ! 
出生12 人 廷亡 9 人

転入40 人 転出 24 人
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コ
タ
ツ
に
入
っ
て

み
か
ん
を
食
ぺ
る
の
も
い
い
し

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た

ぞ
う
に
を
食
べ
る
の
も
い
い
し

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

カ
ル
タ
を
す
る
の
も
い
い
し

だ
け
ど
や
っ
ば
り

ぼ
く
ら
は
手
足
に

し
も
や
け
を
作
っ
て
で
もいい

か
ら

ひ
ぴ
わ
れ
を
作
っ
て
で
もいい

か
ら

外
で
遊
ぶ
の
が
最
高
さ

. 
そ
う
だ
ネ
君
た
ち
の

こ
の
小
さ
な
体
の
中
に
は

元
気
で
じ
ょ
う
ぶ
な

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
力
が

い
っ
ば
い
な
ん
だ
ネ

こ
う
し
て
、
君
た
ち
は

寒
さ
に
ま
け
な
い
で
、

新
し
い
年
を
迎
え

ま
た
一
歩

大
き
く
な
る
ん
だ
ネ

寒さに敗けるな

上州っf.”

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
静
か
な
昭
和
五
十
二
年
元
旦

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
し
ま
す
。

元
旦
の
朝
、
若
水
で
口
を
す
す
き

身
を
清
め
四
方
を
遥
拝
す
る
人
は
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
み
そ

か
の
晩
か
ら
有
名
な
神
社
へ
初
詣
を

す
る
人
が
年
々
ふ
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
交
通
機
関
の
終
夜
運
転
も
あ
り

気
楽
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
い
わ
ゆ
る
信

仰
心
で
お
ま
い
り
す
る
の
で
は
な
く

皆
も
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
し
、
お
も

し
ろ
そ
う
だ
か
ら
、
と
い
う
の
で
、

友
た
ち
と
連
れ
立
っ
て
行
き
、
さ
わ

ぎ
回
る
と
い
う
の
は
ひ
か
え
た
い
も

の
で
す
。

あ
い
さ
つ
―
つ
を
例
に
と
っ
て
も

い
か
に
も
表
面
的
な
響
き
の
＂
お
め

で
と
う
“
よ
り
正
月
ら
し
い
敬
虔
（
け

ん
）
な
態
度
て
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

た
ら
ど
れ
ほ
ど
好
感
を
持
た
れ
る
か

知
れ
ま
せ
ん
。

あ
い
さ
つ
は
す
る
人
の
心
を
述
べ

る
こ
と
ば
で
あ
る
だ
け
に
‘
空
疎
な

も
の
は
か
え
っ
て
礼
を
失
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
気
分

の
変
わ
っ
た
正
月
で
あ
る
だ
け
に
、

さ
わ
や
か
な
声
で
心
を
込
め
て
、
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
よ
う
。
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農
業
振
興
に
一
千
四
百
十
一
万
円

幹
線
排
水
路
工
事
に
一
千
二
百
四
十
万
円

第
六
回
定
例
村
議
会
が
十
二
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
て
は
、
①
東
毛
広
域

市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
②
明
和
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
粂
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
③
特
別
職
な
ど
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
④
村
営
住
宅
建
設
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て
⑤
昭
和

5
1年
度
明
和
村
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
一
議
案
が
審
議
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
五
件
か
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

村
長
や
担
当
課
長
が
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
内
容
〕

▼
明
和
村
聰
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
の
給
与
勧
告
が
昨
年
十
一

月
五
日
に
公
布
‘
施
行
さ
れ
ま
し
た

村
の
重
鎮
で
あ
っ
た
前
村
長
小

松
原
誠
司
さ
ん
が
去
る
十
二
月
十

日
午
前
四
時
五
分
脳
溢
血
の
た
め

の
で
、
こ
れ
に
準
じ
て
、
諸
手
当
を

含
め
て
、
官
民
較
差
六
・
九
四
％
の

引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

自
宅
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十

三
オ
で
し
た
。

故
小
松
原
さ
ん
は
昭
和
三
十
年

三
月
議
会
談
員
に
当
選

し
昭
和
三
十
七
年
か
ら

の頃
は
譲
長
の
職
を
四
年
間

な気
努
め
さ
ら
に
、
昭
和
四

元
十
一
年
か
ら
第
三
代
村

の
ん
日
さ
長
と
し
て
、
二
期
努
め
‘

し
原
そ
の
間
、
邑
楽
郡
町
村

り
松
あ
小
会
長
を
歴
任
し
‘
同
氏

の
業
績
は
か
す
か
ず
あ

り
ま
す
。
特
に
①
教
育

前
村
長
小
松
原
誠
司
さ
ん

逝
去
さ
れ
る

▼
特
別
厳
な
ど
の
諸
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
特

別
職
の
給
与
を
改
定
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
村
長
が
三
十
六
万

円
に
‘
助
役
が
二
十
八
万
八
干
円
に
、

収
入
役
が
二
十
七
万
円
に
‘
教
育
長

が
二
十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

面
て
は
小
学
校
の
体
育
館
の
建

設
、
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
な
ど
の

建
設
②
水
道
事
業
で
は
第
二
、

第
三
水
源
の
水
源
の
建
設
③
児

童
福
祉
で
は
東
部
児
童
館
·
中
央

保
育
園
・
東
幼
稚
園
の
建
設
や
交

通
逍
児
手
当
条
例
を
設
け
る
な
ど

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
尽
力
さ
れ
た
人

で
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
年
に
地
方
自

治
の
発
展
に
尽
く
し
た
事
が
認
め

ら
れ
て
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
、
小

松
原
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
リ
ま
し

よ
、
つ
。

し＼ わ 第184号 (2)

~ 
E
-目
口
誓’
Ki

▼
明
和
村
報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
会
議
員
の
報
酬
額
を
改
正
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
議
長
十
二
万
六

干
円
、
副
議
長
八
万
七
千
円
‘
常
任

委
員
長
八
万
二
干
円
‘
議
員
が
七
万

八
千
円
と
そ
れ
そ
れ
引
上
け
ら
れ
ま

し
た
。

▼
村
営
住
宅
建
設
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

十
二
月
十
八
日
村
営
住
宅
新
築
工

事
（
四
戸
・
三
D
K
)
を
八
社
で
、

指
名
競
争
入
札
し
た
結
果
、
館
林
市

の
閥
小
林
工
務
店
に
一
千
百
万
円
て

落
札
し
、
こ
の
請
負
契
約
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
同
慈
を
得
ま
し

こ
。f
 

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
の
補
正
を
行
い
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
六
百
四
十
八
万

三
干
円
を
追
加
し
て
‘
予
符
総
額
か

八
億
六
干
二
百
九
十
八
万
六
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

主
な
歳
出
補
正
は
‘
一
般
職
及
ひ

特
別
職
の
人
件
牝
一
千
五
百
十
六
万

円
‘
農
業
振
興
に
一
千
四
百
十
一
万

円
、
幹
線
排
水
路
改
修
工
事
費
追
加

◎
＿
般
質
問

0

部
治
近
の
炉
備
情
況
と
新
堀
川
側

道
の
整
備
に
つ
い
て

0

生
活
汚
水
排
水
と
環
境
整
備
に
つ

い
て

0

畜
産
‘
企
業
公
害
に
対
す
る
行
政

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
‘
寝

た
き
リ
名
人
、
心
身
障
害
者
‘
母
子

家
庭
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
の

方
々
か
お
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
て
生
活
に
困
っ

て
い
る
方
々
か
、
明
る
い
正
月
を
過

ご
せ
る
よ
う

1
2月
1

日
か
ら

3
1日
ま

て
一
ヵ
月
間
、
歳
末
助
け
合
い
運
動

か
行
わ
れ
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
物
心

両
面
に
わ
た
る
温
か
い
善
意
を
、
た

く
さ
ん
の
方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
早
速
‘
こ
れ
ら
の
善
意
を
め
ぐ

ま
れ
な
い
家
庭
に
配
分
し
ま
し
た
。

◎
歳
末
助
け
合
い
辿
動
に
寄
せ
ら
れ

た
温
か
い
善
意
品

▼
手
ぬ
ぐ
い

□
八
0

一
本

▼
タ
オ
ル
ニ
五
八
本

▼
サ
ラ
シ
＋
反

▼
戸
別
経
金
三
十
三
万
二
三
九

0
円

▼
田
中
時
計
店
（
欠
島
）
よ
り

目
党
時
計
十
四
個

▼
や
ま
う
の
漬
物
（
株
）
よ
リ

三
万
四
八
二
三
円

▼
荒
井
建
設
（
株
）
よ
リ
五
万
円

▼
館
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

ケ
ー
キ
ニ
十
五
個

▼
頃
加
只
の
杉
田
チ
ョ
さ
ん
よ
り

指
竹
与
推
進
に
つ
い
て

0

村
内
雰
細
商
工
業
者
に
対
す
る
利

子
補
給
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

0

青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
、
そ
の

後
の
経
過
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て

以
上
五
件
の
一
般
質
問
か
行
わ
れ

ま
し
た
。

五
干
円

▼
館
林
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
婦
人

部
明
和
支
部
よ
り
ニ
―
一
六
五
七
円

な
お
、
手
払
い
、
タ
オ
ル
は
婦
人
民

生
委
員
と
明
中
の
女
生
徒
の
奉
仕
に

よ
り
オ
ム
ツ
に
縫
っ
て
常
時
オ
ム
ツ

を
使
用
し
て
い
る
寝
た
き
り
名
人
と

狐
度
障
害
者
に
贈
り
ま
し
た
。

ー
通
の
礼
状
が

安
八
町
長
よ
り

叶
年
の
台
風
十
七
号
に
よ
る
長
良

川
堤
防
決
壊
て
岐
阜
県
安
八
町
は
大

き
な
災
害
を
受
け
た
事
は
皆
さ
ん
の

記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
安
八
町
に
全
国
各
地
よ
リ
匿
名

の
方
や
住
所
不
詳
の
方
の
た
く
さ
ん

の
同
情
を
い
た
だ
い
た
そ
う
て
す
。

そ
の
よ
う
に
御
礼
を
て
き
な
い
方
か

本
村
に
も
在
住
し
て
い
る
だ
ろ
う
と

安
八
町
長
丹
羽
正
治
氏
よ
リ
一
通
の

丁
重
な
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
事

を
本
村
の
該
当
者
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
町
を
挙
て
早
期
復
旧
再

建
に
意
欲
を
燃
し
て
日
夜
努
力
を
璽

ね
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
日
も
早
く

復
旧
す
る
事
を
期
待
し
た
い
て
す
ね
。

歳
末
助
け
合
い
運
動

融
怠
さ
ん
の
讐
攣
晒
り
宣
と
ラ

に
一
千
二
l
i
u
l
J
十
万
円
な
ど
て
す
。



(3) 第184号 広 報 め し＼ わ 昭和52年 1 月 10 日

昭和51 年

主な村のニュース

1 月 11 日

11 17 日～ 19 日

11 25 B 

2 月 5 日

II 16 日

11 28 日

3 月 3 日

// 11 日～ 18 日

11 16 日

11 17 H 
1 9 11 

4 月 1 日

E
2

日

1
5
2
3
 

" 

5 月 21 日

II 24 日

6 月 14 8~29 日

II 2] 日

II 29 日

7 月 9 日

11 10 日

II 20 日

II 23 日

II 25 El 

II 27 日～ 29 日

8 月 3 日～ 4 日

II J 7 日

II 22 日 29 日

9 月 15 日

11 16 日～ 18 日

II J 8 日

II 20 日

11 23 日

II 26 日

10 月 6 日
II 17 日

11 月 3 日

11 14 日

II 15 日

II 2J日

11 30 日

12 月 5 B 
II JO日

II 21 日

武道館で小学生を対象にカルタ大会行われ

る。

第•l 1 回村民スキー教室行われる
上毛カルタ郡大会の個人戦で男女とも明和

が1歴勝
中学 2 年生を対象に第11 回立春式が行われ
る。村営住宅入居申し込み受付開始 (4 月

1 日入居）

3保育園の入園申し込み締め切る（全員入園）

新里子ども会が優良子ども会として知事よ
り表彰

第 1 回定例村議会（一般会計子算76,399万

円で 4 月からスタート）
明中卒業式 (113 名が巣立つ）

昭和50年度寿学級終了

束・西小学校卒業式

生活改善運動開始（香典お返しなど廃止）
篠原弥市氏叙勲される（勲六等単光旭日章）
南大烏の厳島神社に色習口を復元し奉納

第 2 回臨時村議会（選挙管理委員など決め

る）
第 5 回村政功労者表彰式、奈良種介氏、大

塚源六氏、故木村微司氏、小11"1マン氏、及

川ヨシ氏

利根加用水土地改良区総代選挙（全員無投

票当選）

亀山昭三先生ヨーロッパ五カ国を訪問する

村県民税連続18年完納で表彰
オリンピック出場の谷津嘉章選手の壮行会

を行う

東小て校歌発表会
愛犬モデル地区に江口、南大島、矢烏を指定

西小で校旅授与式
少年野球、ソフトポール大会が行われる

群馬県知事選挙行われる

両小学生出雲崎の臨海学校へ入校する
郡少年野球大会本村で行われる（明和チー

ム 1 回戦で敗退）

第 6 回納涼大会
村民野球大会（優勝矢島チーム）

敬老の日に 85オ以上の老人を村長ら慰問す

る

中学 2 年生赤城の林間学校へ入校する

第 5 回老人稲祉大会が分福ヘルスセンター
で行われる

第 5 回定例村議会（昭和50年度の決算など

承認）

第29 回成人式 141 名が心の晴着で大人の仲

間入り

両小学校て運動会行われる

東小てミニ森林公園の植樹を行う

第21 回村民体育大会（優勝斗合田、 2 位田

島、 3 位梅原）
釣大会行われる。鯉沼利三郎さんが優勝
村民パレーポール大会が行われる

青少年育成事業として愛の鐘を設置

西小で親子20分読書発表会が行われる

都市計画公聴会開かれる (4 人が公述する）
衆議院議員総選挙行われる
前村長小松原誠司さる逝去される

第 6 回定例村議会（補正予算など可決）

&[~ 
村
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま

に
は
、
お
元
気
で
そ
ろ
っ
て
良
い
お

年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も

か
っ
て
な
い
波
瀾
に
満
ち
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
夏
に
は
知
事
選
が
、

暮
に
は
衆
議
院
総
選
挙
が
、
ま
た
、

福
田
新
内
閣
も
誕
生
し
た
年
で
も
あ

り
、
ま
た
史
上
最
高
の
倒
産
と
い
う

深
刻
な
不
況
の
う
ち
に
暮
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
乍
ら
、
幸

い
に
し
て
我
が
明
和
村
は
村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
行
政

財
政
の
各
般
に
亘
り
順
調
な
伸
展
を

続
け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
慶
ひ

に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
て
あ
り
ま
す
。
[

私
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
こ
支
援
に
一

よ
り
ま
し
て
‘
乳
幼
児
か
ら
‘
お
年
i

寄
リ
に
い
た
る
ま
で
の
幅
祉
を
後
退
~

さ
せ
る
こ
と
な
く
産
業
の
振
興
、
道
~

路
の
改
良
‘
教
育
文
化
の
向
上
な
ど
一

各
分
野
に
わ
た
り
効
率
的
な
事
業
の
一
村
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で

執
行
に
努
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
リ
ま
一
と
う
ご
さ
い
ま
す
。
輝
し
い
新
春
を

す
が
年
を
経
る
こ
と
に
そ
の
責
務
の
~
お
家
族
お
揃
い
て
元
気
で
お
迎
え
に

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
~
な
り
‘
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

れ
か
ら
は
‘
従
来
か
ら
の
重
要
な
施
：
も
に
、
本
年
も
最
良
の
年
て
あ
り
ま

策
に
加
え
て
都
市
計
画
の
問
題
も
あ
了
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
け
ま
す
。
昨

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
執
行
に
は
村
民
の
一
年
は
景
気
の
後
退
‘
経
済
成
長
の
鈍

皆
さ
ん
と
十
分
に
話
し
合
い
慎
重
に
一
化
に
よ
る
、
き
ひ
し
い
社
会
状
勢
て

対
処
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
―
ぁ
リ
な
が
ら
も
、
村
政
全
般
に
着
実

ま
す
の
で
ど
う
か
本
年
も
旧
に
倍
し
~
な
伸
長
を
遂
け
た
こ
と
は
、
誠
に
ご

て
村
政
に
深
い
こ
理
解
と
ご
協
力
、
~
同
慶
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
て
ご
ざ
い

ご
参
加
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
一
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
経

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
さ
ま
の
一
済
情
勢
か
安
定
経
済
へ
の
転
機
に
た

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
け
一
ち
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
財
政
の

ま
し
て
新
年
の
こ
挨
拶
と
致
し
ま
す
―
硬
直
化
は
著
し
く
極
め
て
厳
し
い
情

勢
て
す
の
で
村
政
執
行
の
当
局
は
も

ち
ろ
ん
て
す
か
今
後
の
村
政
運
営
を

決
定
す
る
議
会
の
責
任
は
い
か
に
重

大
て
あ
る
か
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
年
毎
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る

財
政
需
要
は
時
代
の
要
求
て
あ
り
、

村
民
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
、
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
諸
施
策
を
協
力
に
推
進
し
、
特
に

線
引
き
の
市
街
化
区
域
の
農
工
商
の

調
和
の
と
れ
た
村
の
基
盤
を
つ
く
ら

な
け
れ
は
な
リ
ま
せ
ん
。
公
共
団
体

の
議
会
の
使
命
と
し
て
村
民
各
位
の

世
論
を
反
映
そ
し
て
実
現
す
べ
く
村

執
行
機
関
と
相
携
え
て
村
民
の
期
待

に
応
え
た
議
会
活
動
に
誠
意
活
発
に

取
組
み
明
和
建
設
に
最
善
の
努
力
を

傾
注
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
、
議
会
に
対
し
て
、
昨
年
に
倍
す

る
、
こ
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
今
年
も
本
村
の
躍

進
と
村
民
各
位
の
ご
健
勝
を
こ
祈
念

し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す

楽
し
い
モ
チ
つ
き

青少年のみなさん．”

愛の鐘ガ鳴つだら

すく：帰りましよう。

（家族そろつて夕食を共にしましよう）
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いのわをく 元でげをあとモ早 チヨち員大員二 •I
まにりまら 気やる三 l やチく をのあが会の月タ
しもがぶと なら様人←るツ食 つ掛け三を協十こ
f｀気白しし 児せ子かととキペ きけ‘人行力日と
づやたた もてをかい‘だた あ声全づいをに明
か黄安大 いネ見りうすとい けに貝つまい一和

；吾舟門 t」てヽ：忍：履£ 亡胄含姦［互犀悶



昭和52年 1 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第184号 (4)

守
り
蒙
し
よ
＝
つ

冬
休
み
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
い
う
ち
に
非
行
に
お
ち
い
る
こ
と
も

月
で
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
楽
し
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

い
夢
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
‘
う
っ
か
冬
休
み
に
入
る
と
‘
就
職
す
る
中

り
す
る
と
悪
い
方
向
に
誘
惑
さ
れ
や
学
生
や
高
校
生
は
、
学
校
を
卒
業
し

す
い
の
も
こ
の
時
期
で
す
。
た
よ
う
な
気
分
に
な
リ
｀
進
学
す
る

学
校
は
休
み
、
親
た
ち
は
忙
し
く
生
徒
は
受
験
勉
強
に
追
わ
れ
心
の
ゆ

子
ど
も
に
目
が
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
り
を
失
い
‘
あ
と
ニ
ー
三
ヵ
月
て

と
で
子
ど
も
達
は
解
放
感
か
ら
つ
い
学
校
を
卒
業
す
る
と
い
う
の
に
非
行

気
が
ゆ
る
み
‘
悪
の
道
に
入
り
こ
ん
化
し
、
就
職
や
進
学
が
て
き
な
か
っ

で
し
ま
い
ま
す
。
保
護
者
の
知
ら
な
た
と
い
う
例
が
毎
年
の
よ
う
に
あ
リ

9‘-99 ノ
思

ｮ
 

し‘

あ
の
頃
の
運
動
会
は
学
校
と
各
種
団
体
の
合
同
で
実
に
盛

大
だ
っ
た
。
特
に
青
年
会
は
各
支
部
対
抗
の
優
勝
旗
争
奪
だ

け
に
闘
志
に
燃
え
た
競
技
で
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
揃
い
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
、
ス
パ
イ
ク
を
履
き
初
め
た
。
各
競
技
の
中
で
も

リ
レ
ー
は
一
番
観
衆
の
目
を
引
い
た
競
技
で
、
そ
の
選
手
も

青
年
の
花
形
だ
っ
た
。
そ
の
リ
レ
ー
に
優
勝
し
た
時
に
撮
っ

た
も
の
で
す
。
ま
た
吾
が
支
部
も
優
勝
し
た
年
だ
っ
た
。

皇
網
硬
鬱
鍔
宣
邑

ま
す

C

次
の
点
に
は
紅
し
‘
f
ど
も
逹
を

非
行
か
ら
守
I
J
ま
し
ょ
う
。

◎
友
達
と
持
物

f
ど
も
か
良
く
な
る
の
も
悪
く
な

る
の
も
‘
友
達
次
第
で
す
。
よ
く
確

か
め
‘
不
良
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
入
ら

せ
な
い
よ
う
よ
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

、
。
l
>
 

持
ち
物
に
は
絶
え
す
江
意
し
、
タ

バ
コ
‘
マ
ー
チ
‘
刃
物
な
ど
、
子
ど

も
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
処
分

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
お
年
玉

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
正
月
は
お

年
土
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
と
染
し
い
こ

と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
か
、
あ
ま
リ
多

く
の
お
金
を
与
え
ま
す
と
、
不
必
要

に
無
駄
使
い
を
し
か
ち
て
、
や
か
て

非
行
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

不
必
要
な
お
金
は
‘
あ
ず
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

が
つ
き
ま
し
た

⑱
⑨
⑱
 

こ
の
ほ
ど
‘
役
場
前
と
須
賀
の
や

ま

7

の
漬
物
卸
前
の
県
道
に
信
号
機

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
県
道
は
役
場
前
で
一
日
に
乗

用
車
が
約
二
千
三
百
台
、
や
ま
う
の

]
]
口
：

□：5
よ
[

こ

す
。
県
道
に
出
よ
う
と
す
る
と
き
は

ポ
タ
ン
を
押
さ
な
い
と
信
号
は
い
つ

に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

ポ
タ
ン
を
押
し
て
も
信
号
は
、
す
ぐ

に
は
青
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
て
、
信

号
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

や
夕
多
多
多
多
多
ク
タ
ラ
ク
ラ
多
タ
ク
ラ
ク
ク
ラ
ク
ラ
多
多
多
ラ
ク
ラ

評
f
"
•
,

.. ,:
'
5
.g
s

臼
灼
岱
墨
吋
を
｀
渇
名
屯
召3
'

習
閲
”
泣

[
髯
占
沿
厚
咲
r
Pにr ヤ
ぃ
]

｛
土
地
を
売
っ
た
が
税
金
は

` 
＾
〔
問
〕
私
は
不
動
産
業
者
に
頼
ん
税
対
象
に
な
り
ま
す
か
短
期
に

｀
で
、
土
地
を
百
坪
（
一
＿
＿
百
三
十
而
）
こ
の
特
別
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん

>
売
り
ま
し
た
が
税
金
は
ど
の
く
ら
税
率
は
、
長
期
の
塙
合
課
税

` 
ふ
い
か
か
り
ま
す
か
。
象
に
な
る
譲
渡
所
得
が
二
干
万

｀
（
一
住
民
）
ま
で
は
二
十
。
ハ
ー
セ
ン
ト
‘
二

` 
入
〔
答
〕
土
地
・
建
物
な
ど
を
お
売
万
円
を
超
え
る
も
の
は
特
別
な

｀
り
に
な
っ
た
と
き
の
税
金
は
、
そ
法
で
計
算
さ
れ
、
税
率
も
高
く

の
資
産
を
買
っ
た
時
期
や
何
に
使
り
ま
す
。
短
期
は
長
期
よ
り
も

` ` 
｀
っ
て
い
た
か
、
そ
し
て
何
の
た
め
率
は
高
く
‘
四
十
。
ハ
ー
セ
ン
ト

>
に
お
売
り
に
な
っ
た
の
か
に
よ
っ
上
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分

` 
へ
て
、
税
金
の
計
算
方
法
や
税
率
が
住
ん
て
い
る
土
地
や
建
物
な
ど

｀
ち
が
い
ま
す
。
売
っ
た
と
き
は
‘
申
告
の
手
続

` 
＾
ま
ず
‘
買
っ
た
時
期
の
こ
と
て
を
し
て
い
た
た
く
こ
と
に
よ
っ

ヽ
す
が
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
三
三
千
万
円
の
特
別
控
除
が
受
け

＞
十
一
日
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
場
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
公
共
事

` 
｀
合
を
長
期
四
十
四
年
一
月
一
日
の
た
め
に
買
い
取
ら
れ
た
よ
う

ゞ
以
降
に
買
っ
た
場
合
を
短
期
と
し
特
殊
な
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
特

` 
入
て
区
分
し
ま
す
。
控
除
も
三
干
万
円
、
二
干
万
円

｀
次
に
‘
売
り
渡
し
代
金
か
ら
、
一
千
五
百
万
円
‘
五
百
万
円
と

>
買
っ
た
時
に
支
払
っ
た
金
額
と
売
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
以
上
の
よ

` 
｀
る
た
め
に
か
か
っ
た
経
費
を
差
し
に
、
土
地
や
建
物
な
ど
を
お
売

＞
引
い
た
も
の
か
「
譲
渡
所
得
」
で
に
な
っ
た
と
き
は
‘
ケ
ー
ス
に

ヘ
す
。
そ
し
て
、
長
期
の
場
合
に
つ
っ
て
税
金
も
異
な
っ
て
き
ま
す

` 
｀
い
て
は
‘
譲
渡
所
得
か
ら
百
万
円
ら
、
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
役

` 
へ
の
特
別
控
除
を
引
き
、
残
り
が
課
税
務
課
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い

A
く
く
＜
／
＜
／
／
ジ
タ
く
く
く
ノ
く
く
く
多
く
く
ノ
く
く
多
く
多
く
く
＜
／

ま
ず
蕗
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
・
犯
人
の
人
相
、
特
徴
‘
逃
走
方
向
。

●
現
場
に
行
く
目
標
や
道
順
。

:
·
:
―

1
0
番
の
か
け
方
：

... 

な
ど
に
つ
い
て
た
す
ね
ま
す
か
ら

事
件
発
生
I

み
な
さ
ん
か
ら
の
連
ま
た
は
「
は
い
、
警
察
で
す
」
と
い
あ
わ
て
ず
に
で
き
る
だ
け
要
領
よ
く

絡
に
よ
っ
て
‘
捜
査
活
動
か
始
ま
り
と
い
っ
て
応
答
し
ま
す
。
話
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
あ
な
た
の
早
い
連
格
が
、
犯
そ
れ
か
ら
‘
替
察
て
は
‘
―

-
0
番
を
受
け
る

人
を
追
い
つ
め
ま
す
。
―

-
0
番
の
●
な
に
が
あ
っ
た
の
か
。
一
方
、
無
線
指
令
に
よ
っ
て
パ
ト
カ

効
果
：
·
：
●
い
つ
あ
っ
た
の
か
。
ー
や
笞
察
官
を
現
場
に
向
か
わ
せ
ま

―
-
0
番
が
か
か
っ
て
く
る
と
‘
●
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
。
す
。
あ
せ
ら
す
に
落
ち
つ
い
て
話
し

登
祭
て
は
「
は
い
‘
―

-
0
番
で
す
」
●
ど
ん
な
状
況
な
の
か
。
て
く

E
さ
い
。
（
警
察
本
部
）
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わ
た
し
は
、
お
し
ょ
う
か
つ
に
‘

こ
ん
な
‘
は
つ
ゆ
め
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
は
‘
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
｀
お

と
し
だ
ま
を
、
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
て

そ
の
、
お
か
ね
て
、
す
て
き
な
‘
き

も
の
を
、
か
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は

す
て
き
な
‘
き
も
の
を
、
カ
ソ
コ
よ

く
き
て
、
わ
た
あ
め
み
た
い
な
‘
く

も
の
上
に
の
っ
て
‘
き
ぬ

1
1
1お
ん
せ

ん
を
み
た
り
、
は
っ
か
い
ど
う
の
、

う
ん
と
ひ
ろ
い
‘
は
く
じ
ょ
う
を
、

み
た
り
‘
う
み
で
は
‘
き
れ
い
な
さ

か
な
や
、
ク
ジ
ラ
も
‘
み
ま
し
た
。

そ
し
て
‘
こ
と
り
た
ち
と
、
お
は

な
し
を
し
た
リ
、
あ
そ
ん
だ
リ
し
て

い
た
ら
、
学
校
が
、
小
さ
く
見
え
ま

し
た
。
に
わ
で
は
お
と
も
だ
ち
か
、

て
つ
ほ
う
を
、
し
て
い
ま
し
た
。
と

も
だ
ち
か
『
お
ー
い
』
と
‘
よ
ん
て

手
を
ふ
っ
た
の
て
‘
わ
た
し
も

r

の

リ
子
ち
ゃ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
て
と

う
』
と
い
っ
て
‘
手
を
ふ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
す
こ
し
い
く
ど
、
さ
っ
ち
ゃ

西小 1 年

しまださち子 . 
ぱ
く
に
は
‘
い
ろ
い
ろ
な
．
‘
ね
か

い
や
き
ほ
う
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
て

ぱ
く
の
見
た
‘
と
っ
て
も
た
の
し
い

ゆ
か
い
な
は
つ
ゆ
め
を
し
ょ
う
か
い

し
ま
す
。

そ
れ
は
‘
は
く
の
う
ち
に
‘
ロ
ポ

ー
ト
が
い
て
、
べ
ん
き
ょ
う
や
し
ゅ

く
だ
い
を
、
お
し
え
て
く
れ
る
の
で

す
。
お
か
あ
さ
ん
に
は
、
そ
う
じ
ゃ

せ
ん
た
く
を
て
っ
た
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
‘
い
ち
ば
ん
う
れ
し
い
こ
と
は

学
校
か
ら
か
え
る
と
は
く
と
あ
そ
ん

で
く
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
は
ん
と
う
な
ら
‘
ど
ん
な

に
伯
日
か
た
の
し
い
て
し
ょ
う
。
て

も
‘
あ
と
て
名
え
て
み
た
ら
‘
ロ
ポ

ソ
ト
ば
か
り
‘
し
ご
と
を
た
の
ん
て

は
‘
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

は
く
は
‘
た
い
へ
ん
な
こ
と
や
、

む
す
か
し
い
こ
と
を
‘
ロ
ボ
ー
ト
に

東小 2 年

柿沼洋一

た
の
ん
だ
り
す
る
の
は
‘
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
自
分
の
こ
と
は
‘
ひ
と
に
た
よ
ら

な
い
て
、
か
ま
ん
し
て
‘
な
ん
て
も

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぽ
く
は
‘
お
正
月
に
‘
こ
ん
な
は

つ
ゆ
め
を
‘
見
ま
し
た
。

は
く
か
、
お
と
な
に
な
っ
て
‘
え

ら
い
学
者
に
な
り
‘
い
ろ
い
ろ
な
研

究
を
し
て
、
人
間
か
せ
っ
た
い
死
な

な
い
薬
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

お
し
い
ち
ゃ
ん
も
‘
ぱ
く
も
、
そ

の
薬
を
飲
み
、
二
人
て
‘
世
界
一
周

旅
行
に
‘
出
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て

と
て
も
、
お
い
し
い
食
べ
物
を
‘
は

ら
一
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
、
食
へ
た
は

つ
ゆ
め
て
す
。

ぱ
く
は
‘
こ
の
は
つ
ゆ
め
を
、
し

つ
け
ん
さ
せ
て
‘
世
界
し
ゅ
う
の
人

ひ
と
に
‘
こ
の
森
を
‘
分
け
て
あ
け

て
、
た
れ
も
死
な
な
い
国
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
界
の

西小 3 年

森田和行

わ
た
し
は
夜
、
ね
る
と
｀
ぐ
っ
す

リ
ね
て
し
ま
い
、
あ
ま
り
夢
を
み
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
た
い
‘
み

た
い
と
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
か
め
す
ら
し
く
‘
お
正
月

に
よ
い
初
ゆ
め
を
見
ま
し
た
。

そ
の
ゆ
め
は
‘
わ
た
し
と
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
と
妹
の
四
人
て
‘
は

ね
た
飛
行
場
か
ら
飛
行
機
に
乗
っ
て

新
か
た
に
行
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
乗
る
飛
行
機
、

そ
し
て
、
初
め
て
古
か
た
く
さ
ん
ふ

る
所
に
行
き
ま
し
た
。

わ
た
し
と
妹
は
‘
い
そ
い
て
外
に

出
て
、
小
，
ダ
ル
マ
を
つ
く
り
始
め
ま

し
た
。
古
ダ
ル
マ
は
だ
ん
／
＼
＇
大
き

国
々
へ
‘
い
つ
で
も
旅
行
か
て
き
‘

い
つ
で
も
‘
お
い
し
い
も
の
か
、
い

っ
ぱ
い
食
へ
ら
れ
る
‘
安
心
し
て
葬

ら
せ
る
‘
戦
争
も
な
い
‘
み
ん
な
手

を
取
り
あ
っ
て
働
ら
け
る
‘
そ
ん
な

世
界
を
つ
く
り
た
い
な
ー
。

明
和
村
か
い
つ
の
間
に
か
「
明
和

市
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

道
路
は
、
全
部
動
く
歩
道
で
、
自

動
車
は
専
用
道
路
を
走
る
だ
け
て
‘

他
は
せ
ん
ぜ
ん
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。

動
物
園
も
て
き
｀
公
園
や
、
子
ど

も
運
動
場
も
広
く
て
大
き
い
の
が
あ

り
ま
す
。

学
校
は
‘
保
育
園
か
ら
大
学
ま
で

そ
ろ
っ
て
い
て
、
全
員
が
入
学
で
き

ま
す
。

勉
強
は
‘
学
校
だ
け
て
や
リ
、
．
家

へ
帰
る
と
‘
思
い
き
り
遊
ひ
ま
す
。

春
・
夏
•
秋
・
冬
と
休
み
か
あ
り

ま
す
。

病
院
も
大
き
な
建
物
で
、
全
部
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
病
気
を
み
て
く
れ

て
‘
注
射
な
ど
し
な
い
て
‘
ど
ん
な

病
気
や
‘
け
か
も
‘
ぜ
ん
ぶ
レ
ー
サ

ー
光
線
て
な
お
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
ー
あ
ー
、
こ
ん
な
、
す
は
ら
し

い
「
明
和
市
」
か
て
き
た
と
思
っ
て

み
ん
な
と
‘
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
ら
、

目
が
さ
め
ま
し
た
。

ん
の
う
ち
も
小
さ
く
見
え
て
‘
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。

* 

* 

争

昭
和
五
十
二
年
新
春
‘
そ
れ
は
‘

ぼ
く
が
中
学
生
に
な
る
年
て
あ
る
。

六
年
間
通
っ
た
こ
の
明
和
東
小
学

校
と
も
お
別
れ
で
あ
る
。
村
民
体
育

祭
の
と
き
に
鼓
笛
バ
ン
ド
を
行
っ
た

あ
の
学
校
か
今
度
ぽ
く
の
学
校
に
な

る
の
だ
。

金
ポ
タ
ン
の
光
る
新
し
い
学
生
服

を
着
て
、
新
し
い
自
転
車
に
の
り
‘

春
風
を
切
っ
て
中
学
校
に
通
う
。
そ

し
て
、
部
活
動
は
剣
道
と
き
め
て
い

る
。
そ
の
せ
い
た
ろ
う
か
、
お
正
月

に
こ
ん
な
、
お
も
し
ろ
い
初
夢
を
見

た
の
て
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
の
ま
に
か
、
ぽ
く
は
剣
道
部

の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
い
た
。
先

甜
か
ら
ピ
ン
タ
を
も
ら
う
こ
と
も
た

び
た
び
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
実

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
県
内
て
も
て
き

な
し
。
日
本
て
も
て
き
な
し
。
敗
け

た
こ
と
は
一
度
も
な
し
。
小
さ
い
ぱ

く
が
大
き
な
人
を
や
っ
つ
け
る
の
だ
‘

そ
し
て
み
ん
な
か
ら
、
お
前
は
強
い

か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
に
行
け
‘
行
け

と
言
わ
れ
て
い
る
夢
を
見
ま
し
た
。

後
で
よ
く
考
え
て
み
る
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
‘
剣
道
は
な
い
の
て
｀

お
も
し
ろ
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
学

校
に
行
っ
た
ら
勉
強
と
ク
ラ
プ
を
一

生
け
ん
め
い
や
っ
て
‘
卒
業
す
る
と

き
に
は
‘
絶
対
に
剣
道
の
初
段
を
と

り
た
い
て
す
。

* 

屯

東小 6 年

照内一弘

囀し

く
な
リ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
よ
り
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
目
と
鼻
を
つ
け
よ
う

と
し
た
ら
ぱ
っ
と
目
か
さ
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
お
母
さ
ん
に
話
し
た

ら
、
新
か
た
て
生
ま
れ
た
お
母
さ
ん

は
‘
子
ど
も
の
こ
ろ
は
い
つ
も
‘
雪

タ
ル
マ
を
作
っ
た
り
‘
雷
合
戦
を
し

た
り
し
て
、
楽
し
か
っ
た
と
‘
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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ニ
ュ
ー
ス

►

親
子
体
操

東
幼
稚
園
で
は
家
庭
教
育
の
一

環
と
し
て
、
宇
野
先
生
の
指
導
の

も
と
で
、
親
子
体
操
を
行
い
ま
し

こ
。f
 こ

れ
は
親
子
と
も
に
体
を
動
か

し
と
も
に
汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
少
し
で

も
持
た
せ
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

日
ご
ろ
体
を
動
か
し
た
こ
と
も

な
い
親
た
ち
も
ヒ
ー
ヒ
ー
言
い
な

が
ら
も
、
最
後
ま
て
、
全
員
が
や

り
通
し
ま
し
た
。
き
っ
と
‘
翌
日

は
、
体
が
ギ
‘
ン
ギ
シ
な
っ
て
い
る

人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◄

保
育
園
で
マ
ラ
ソ
ン

十
二
月
八
日
、
紬
空
の
屑
寒
い

日
、
西
保
育
園
て
は
寒
さ
に
負
け

な
い
丈
夫
な
子
に
成
長
し
て
も
ら

お
う
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
行
い
ま

し
た
。園

児
達
は
、
保
母
さ
ん
の
後
を

頬
を
ま
赤
に
し
、
白
い
息
を
は
き

は
き
八
百
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を

ク
ラ
ス
ご
と
に
走
り
、
中
に
は
、

保
母
さ
ん
を
抜
く
速
い
児
な
ど
が

い
て
、
保
母
さ
ん
達
を
お
ど
ろ
か

せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
は

税
金
が
も
ど
り
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
月
給
や
ポ
ー
十
五
日
）
を
す
る
と
税
金
が
も
ど
る

ナ
ス
か
ら
税
金
が
天
引
き
さ
れ
、
年
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

末
調
整
で
清
算
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
税

確
定
申
告
な
ど
は
関
係
な
い
と
い
う
務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
税
金

か
た
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
て
耳
が
遠
付
さ
れ
ま
す
。

よ
り
な
お
話
し
を
”
~
サ
ラ
リ
ー
マ
①
自
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

ン
で
も
申
告
（
二
月
十
六
日
1

三
月
を
買
っ
た
人

立

り：
三

印
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
を
買
っ

た
場
合
、
回
工
事
完
了
ま
た
は
賭
入

し
た
日
か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
入
居
し

引
続
い
て
住
ん
だ
場
合
、
い
床
面
積

が
百
六
十
五
面
（
昭
和
四
十
八
年
以

前
に
新
築
の
も
の
は
百
二
十
面
）
以

下
で
あ
る
も
の
。

②
病
気
な
ど
の
た
め
多
額
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
人

納
税
者
や
い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て

い
る
配
偶
者
、
そ
の
他
の
家
族
が
病

気
に
な
り
医
療
竹
を
支
払
っ
た
と
き

は
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額

が
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

言
戸
塁

3
5
凌
b、
5
7i
p
`
)
園
漆
口
高
苓
盆

困
滞
R
~
‘

t
ざ
5，
も
ざ
云
i

(
E毀
2
8
m
H
}

⑧
昭
和
五
十
一
年
の
中
途
で
退
職
し

年
末
調
整
の
し
て
な
い
人

④
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

あ
な
た
が
マ
イ
ホ
ー
ム
と
し
て
使

っ
て
い
た
家
と
敷
地
を
売
っ
た
場
合

確
定
申
告
を
す
れ
ば
三
干
万
円
ま
て

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

⑤
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
損
害
を
受

け
た
人

⑥
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
く
、
原
稿

料
や
配
当
な
ど
が
あ
る
人

⑦
予
定
納
税
の
あ
る
人
で
確
定
申
告

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人

…
•
•
•
な
ど
で
す
。

還
付
さ
れ
る
税
金
が
三
万
円
以
上

に
な
る
方
は
‘
申
告
書
に
受
取
る
銀

行
や
農
協
な
ど
の
預
金
口
座
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
税
務
署
か
ら
振
込
み

さ
れ
て
受
取
り
に
出
向
く
手
数
が
は

ぶ
け
ま
す
。

* 

村
営
住
宅
を
建
設

村
営
住
宅
が
須
賀
地
区
に
建
設
さ

れ
ま
す
。
既
に
昨
年
1
1月
に
土
地
取

得
が
行
わ
れ
、
先
月
工
事
が
始
ま
り

4

月
の
完
成
を
め
ざ
し
で
急
ピ
ソ
チ

◄

建
設
位
置

『
人
居
は
四
月
皿

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
敷
地
面
積
／
一
九
五
三
面

●
床
面
積
／
五
一
・
一
七
t
（
三D
K
)

●
建
築
戸
数
／
四
戸
（
一
棟
二
戸
建
）

◄

村
営
住
宅
間
取
り
図

* 

* 

——— —— 

生
徒
会
活
動

, 
皿
ど
の
学
校
に
も
小
学
校
に
は
児
童
会
、
中
学
校
に
は
生
徒
会
叫

皿
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
中
学
校
を
訪
ね
た
と
き
、
偶
叩

順
然
に
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
持
つ
機
会
を
得
ま
·

血
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
会
の
こ
と
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
お
た
叩

皿
ず
ね
し
て
み
ま
し
た
。

ー
生
徒
会
と
は
一
口
に
行
っ
て

な
に
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
。

A

く
ん
数
多
く
の
生
徒
活
動
が

あ
り
ま
す
が
そ
の
連
絡
や
調
整
を

や
る
ん
で
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
行
く

よ
う
に
ね
。

ー
大
変
な
仕
事
で
す
ね
。

D

さ
ん
そ
う
で
も
な
い
み
た
い

で
す
よ
。

B

く
ん
会
長
だ
け
は
ね
を
お
る

ん
で
す
よ
。

ー
生
徒
会
の
行
事
に
は
ど
ん
な

こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
。

c

く
ん
文
化
祭
‘
運
動
会
、
マ

←
生
徒
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ニ
ゴ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
計
画
す
る
ん

で
す
。

F

さ
ん
そ
れ
に
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
も
や
る
で
1

。
き
ょ
う
だ
っ
て

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
や
っ
た
ん
で

す
。

I

ど
う
ゆ
う
目
的
で
。

A

く
ん
三
年
生
が
高
校
受
験
を

控
え
て
、
し
め
り
が
ち
な
気
持
を

な
く
す
た
め
で
す
。
(
-
同
‘
り

っ
ぱ
‘
り
っ
ぱ
の
声
あ
り
）

c

く
ん
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生

徒
会
の
目
的
な
ん
だ
な
ー
。

|
と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
り
ま
す

が
中
学
校
を
ど
う
思
い
ま
す

か
。
ー
（
沈
黙
続
く
）
1

E

く
ん
試
験
、
試
験
で
や

ん
な
っ
ち
ゃ
う
よ
な
ー
。

D

さ
ん
裏
の
校
舎
は
暗
く

て
目
を
悪
く
し
ち
ゃ
う
よ
ね
。

A

く
ん
そ
れ
に
透
き
間
風

が
入
っ
て
来
て
寒
い
ん
て
す
。

（
話
し
合
い
は
こ
の
あ
と
も

続
き
ま
し
た
が
省
略
し
ま
す
。

な
お
、
名
前
は
本
人
達
の
希

望
で
人
＜
ん
、B
さ
ん
な
ど

と
し
ま
し
た
）

1
1

明
和
中
学
校
I
I
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定
年
も
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
退

職
後
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
悩
み
か
多
い
も
の
で
す
。
年
金
、

退
職
金
、
再
就
職
、
自
営
業
な
ど
定

年
の
前
に
考
え
る
べ
き
こ
と
を
、
あ

る
程
度
整
理
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

と
く
に
定
年
後
の
再
就
職
は
、
ご

承
知
の
よ
う
に
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
再
就
職
を
容

易
に
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
「
職

業
講
習
・
職
業
訓
練
制
度
」
を
実
施

膏
年
会

し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
制

度
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

①
概
要

こ
の
制
度
は
、
定
年
後
子
定
者
か

定
年
前
に
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
定
年
退
職
後
、
容

易
に
再
就
職
で
き
る
よ
う
国
か
援
助

す
る
制
度
で
す
。

②
受
講
対
象
者

①
定
年
退
職
予
定
者
で
、
原
則
と

し
て
、
定
年
退
職
前
一
年
以
内
の

モ
誇
3

私
か
入
会
し
て
い
る
青
年
会
は

会
貝
二
十
数
名
内
女
性
五
名
と
い

う
小
さ
な
会
で
は
あ
り
ま
す
か
、

会
長
を
中
心
に
一
致
団
結
し
て
、

納
涼
祭
、
野
外
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

行
事
を
消
化
し
て
現
在
自
分
な
り

んさ子
配

正口

O
B

関

に
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
村
内
の
青
年
は
、
ど
ん
な

考
え
方
を
し
、
又
悩
ん
で
い
る
か

そ
ん
な
事
を
話
し
合
え
る
場
を
設

定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
会
員
を
一
人
で
も
増
や
す

ｷｷ 

＼
ー

ん

o
-
rノ
は
さ字
口
題
関

ン
タ

9

,

'

 

た
め
に
‘
お
花
や
お
茶
な
ど
も
年

間
事
業
と
し
て
取
り
入
れ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
‘
な
ん
と
言
っ
て
も
、

活
動
の
中
心
か
仕
事
を
終
え
た
後

に
集
ま
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
、

帰
宅
す
る
の
に
は
‘
夜
遅
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

若
い
女
性
が
夜
遅
く
帰
宅
し
た

場
合
な
ど
、
周
囲
の
人
々
は
‘
良

い
方
に
は
見
て
く
れ
ま
せ
ん
。
い

や
な
噂
も
た
び
／
＼
聞
き
ま
し
た
。

し
か
し
‘
私
は
そ
ん
な
明
に
は

屈
し
ま
せ
ん
。
青
年
会
を
や
っ
て

い
る
ん
て
す
も
の
。

青
年
会
は
若
い
人
の
紀
ま
り
て

す
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ふ
れ
て
い

る
人
‘
ぜ
ひ
青
年
会
に
と
う
そ
＂

1
1

老
後
を
楽
し
く
安
心
に
過
ご
せ
ま
す

I
I

定
年
退
職
前
の
人
は
い
か
が人
て
あ
る
こ
と
。
が
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
定
年
て
退
職
す
る
事
業
主
に
‘
ま
た
‘
受
講
者
に
は
、
次
の
よ
う

一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
な
受
講
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
る
こ
と
。
④
各
種
学
校
に
通
学
ま
た
は
通
校
す

③
講
習
内
容
る
場
合
、
受
講
し
た
日
(
-
日
）
に
つ

・
事
務
関
係
簿
記
、
経
理
、
労
務
き
三
九
0
円
。

管
理
、
司
法
、
税
理
士
な
ど
。
＠
通
信
制
に
よ
り
受
講
す
る
場
合
、

・
技
術
関
係
自
動
車
整
備
、
測
量
月
額
九
千
七
五
0
円
。

製
図
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
左
官
、
印
刷
0
各
種
学
校
な
ど
に
通
学
ま
た
は
通

（
期
間
は
い
ず
れ
も
一
年
以
内
）
校
す
る
場
合
、
通
所
手
当
が
支
給
さ

④
受
講
給
付
金
れ
ま
す
。
（
最
高
限
度
額
一
万
七
五

講
習
を
受
け
る
場
合
の
費
用
は
‘
0
円
）

国
が
全
額
負
担
し
ま
す
の
て
、
入
学
な
お
、
詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職

金
、
教
材
費
‘
受
講
料
な
ど
を
本
人
業
安
定
所
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

卒
業
記
念
に
と
一
竺
皿
小
一

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を
：
東
”

り
、
東
京
竃
力
に
霞
柱
の
提
供
を
申

し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
東
京
電
力
の
ご

好
意
に
よ
り
、
古
い
電
柱
を
十
本
い

た
た
き
‘
そ
れ
に
彫
刻
し
、
お
も
い

お
も
い
の
色
を
塗
り
、
立
派
な
ト
ー

テ
ム
ポ
ー
ル
が
完
成
し
、
早
速
玄
関

前
な
ど
に
立
て
ま
し
た
。

ま
た
、
六
年
生
の
父
兄
も
一
家
庭

一
本
の
植
樹
を
行
い
、
学
校
の
緑
化

整
備
に

d

一
役
買

p
 

い
ま
し

こ
。f
 

• •. ̀'! 束
小
の
児
童
は
、
教
育
振
興
会
か

ら
図
画
、
エ
作
の
研
究
指
定
を
二
年

前
に
受
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
彫

刻
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
六
年
生
は
彫
刻
に

関
す
る
も
の
を
卒
業
記
念
に
残
そ
う

と
、
相
談
し
た
結
果
「
ト
ー
テ
ム
ポ

ー
ル
を
作
ろ
う
、
そ
し
て
、
材
料
は

古
い
電
柱
て
」
と
い
う
事
に
ま
と
ま

トーテムポールを前に

喜ぷ児童達

退
職
金
と
税
金

ま
だ
働
け
る
と
思
っ
て
い
て
も
‘

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か
は
「
退

職
」
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

と
き
、
支
袷
さ
れ
る
の
が
退
職
金
て

す
が
、
そ
こ
て
気
に
か
か
る
の
が
税

金
の
こ
と
で
す
ね
。

退
職
金
は
長
い
間
慟
い
て
手
に
す

る
も
の
て
‘
退
職
後
の
生
活
の
た
め

に
大
切
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
退

職
金
に
対
す
る
所
得
税
は
、
ほ
か
の

所
得
よ
り
は
軽
い
負
担
て
す
む
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

計
算
方
法
は
‘
そ
の
年
内
に
支
払

い
を
受
け
た
退
職
金
か
ら
勤
め
た
年

数
に
応
じ
た
退
職
所
得
控
除
を
差
し

引
き
、
残
額
の
二
分
の
一
が
退
職
所

得
と
な
り
‘
こ
れ
に
所
得
税
の
税
率

を
か
け
て
算
出
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
三
十
年
勤
続
の
場
合

は
一
干
万
円
ま
て
‘
―
二
十
五
年
勤
続

の
場
合
は
一
千
―
一
百
五
十
万
円
ま
て

税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
‘
退
職
手
当
の
支
払
い
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
は
「
退
職
所
得

の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
‘
役
場
税
務

課
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査

に
協
力
を

「
工
業
統
計
調
査
」
が
昨
年
十
二
月

三
十
一
日
現
存
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
か
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
‘
す
べ
て

の
工
業
事
業
所
を
対
象
に
、
従
業
者

数
、
原
材
料
の
使
用
額
、
製
造
品
出

荷
額
な
ど
を
調
森
す
る
も
の
て
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
‘
わ
が
国
の
経

済
施
策
立
案
の
た
め
の
重
要
な
参
考

資
料
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
調
査
票

は
‘
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
て
‘
よ
ろ

し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
・

今
月
号
よ
り
、
新
た
に
”
教

育
を
考
え
る
＂
と
題
し
ま
し
て

三
田
教
育
長
に
執
筆
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
は
‘

1
2回
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
愛
読
と
教

育
に
対
し
て
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
①
放
育
と
考
え
る

「
汝
の
国
の
青
年
を
示
せ
。

し
か
ら
ば
汝
の
国
の
未
来
を
ト

せ
ん
」
こ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
哲
学
者
の
言
葉
で
あ
る
。
明

和
村
の
将
来
を
支
え
る
の
は
現

在
の
青
少
年
で
あ
り
、
青
少
年

教
育
の
重
要
性
は
古
今
東
西
を

問
わ
な
い
。
教
育
こ
そ
か
明
和

村
の
将
来
を
支
え
る
唯
一
最
大

の
資
産
て
あ
る
の
て
、
本
村
て

は
早
く
か
ら
教
育
を
優
先
さ

せ
‘
施
設
設
備
の
整
備
と
内
容

の
充
実
に
努
め
て
き
た
。
そ
れ

に
も
拘
ら
す
公
民
館
建
設
の
こ

と
・
西
小
増
築
の
こ
と
・
明
中

改
築
の
こ
と
・
学
力
の
こ
と
・

体
力
の
こ
と
・
非
行
の
こ
と
な

ど
色
々
の
問
題
が
累
積
し
て
い

る
。
教
育
行
政
の
難
し
さ
を
し

み
じ
み
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
。
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犬
は
つ
な
い
で

老
齢
年
金
の
受
給

者
は
現
況
扇
を
”
~

年
金
の
支
払
い
は
年
金
を
受

け
て
い
る
人
（
受
給
者
）
が
指
定

し
た
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局

を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

受
給
者
が
今
後
も
引
き
続
い
て

支
払
い
を
う
け
る
た
め
に
は
‘

現
況
の
確
認
を
受
け
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
‘

毎
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
受
給

権
者
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
‘
昭
和
五
十
一
年
ニ

月
十
五
日
以
前
か
ら
国
民
年
金

の
老
齢
年
金
ま
た
は
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
す
。

最
近
‘
飼
い
大
に
か
ま
れ
て

か
み
傷
を
負
っ
た
り
、
は
え
つ

か
れ
て
転
倒
し
重
傷
を
負
っ
た

な
ど
と
い
っ
た
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。

飼
い
主
の
方
は
、
必
ず
け
い

留
し
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
員
募
集

明
和
パ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
ク

ラ
プ
お
よ
ぴ
明
和
体
協
サ
ッ
カ

ー
部
で
は
、
新
た
に
ク
ラ
プ
貝

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

入
部
希
望
の
方
は
役
場
教
育

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
園
芸
試
験
楊
で
は
、
園
芸
に
関

す
る
専
門
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得

を
は
か
り
‘
創
造
性
と
実
践
力
を
備

え
た
地
域
園
芸
の
中
核
と
な
る
担
い

手
を
養
成
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り

研
究
生
を
募
巣
し

て
い
ま
す
。

●
募
某
人
員
約

十
名
●
応
募
査

格
日
本
県
に
居

住
し
、
高
校
卒
業

ま
た
は
来
春
卒
業

見
込
み
の
者
・

修
業
年
限
一
ヵ

年
●
専
修
科
目

ろ
地
野
菜
・
施

設
野
菜
・
花
き
・

果
樹
、
環
境
（
病

園芸試験場で
研究生を募集

総
務
課
広
報
係
で
は
、
広
報
に
の
ま
す
。

せ
る
写
哀
を
い
ろ
／
＼
の
角
度
か
ら
な
お
、
広
報
に
の
っ
て
い
な
い
場

撮
！
‘
こ
の
う
ち
の
一
枚
か
二
枚
を
合
で
も
、
そ
の
と
き
‘
そ
の
場
に
い

広
報
に
の
せ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
た
記
憶
の
あ
る
方
は
念
の
た
め
問
い

広
報
写
真
に
の
っ
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

て
い
る
も
の
て
‘
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
写
真
な
ど
、

さ
そ
れ
ら
の
ス
ナ
ー
た
く
さ
ん
保
存
さ
れ
て
お
リ
ま
す
。

.............................. 

を
ま
プ
写
真
が
数
多
く
i
孔

真
ブ
汀
拉
仔
さ
ー
ー
｛
拿

写
止
御
希
望
の
方
に
：
各
ょ
．
疇
i

ど
〖
：
：
｀

ス

:
[
]
0
バ
[
[
屁
凹
[

写
真
を
差
し
上
げ

... 
;……………………… 

9
1
1ー1
1
1
1
1
＿
お
し
ら
せ
一

害
虫
・
土
壌
肥
料
）
●
顔
掛
受
付

二
月
一
日
1

二
月
二
十
八
日

な
お
詳
し
く
は
園
芸
試
験
場

~
o

二
七
0
六
ー
ニ
ー
一
0
ニ
―
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

農
業
調
査
を
実
施

群
馬
県
の
農
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
多
く
の
困
難
な
問
題
を
か
か

え
る
本
県
農
業
の
将
来
を
展
望
し
、

農
業
発
展
の
た
め
の
必
要
な
基
礎
査

料
を
得
る
た
め
二
月
一
日
頃
調
査
貝

の
方
が
皆
様
の
お
宅
を
お
訪
ね
し
‘

調
査
栗
に
碁
づ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と

質
問
い
た
し
ま
す
か
、
こ
の
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。な

お
‘
こ
の
調
査
は
統
計
の
目
的

以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

関
口
忠
さ
ん

統
計
協
会
よ
り
表
彰

江
口
の
関
口
忠
さ
ん
（
四
十
ニ
オ
）

は
‘
十
二
年
間
統
計
調
査
員
と
し
て

各
秤
の
統
計
調
査
に
的
確
‘
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
統
計
事
務
に
当
た
ら
れ
た
事

が
認
め
ら
れ
て
‘
群
馬
県
統
計
協
会

長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

小
型
船
の
検
査
は

お
済
み
で
す
か

が
昭
和
5
2年
3

月
3
1
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
て
早
め
に
検
査
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

も
し
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
し

ま
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
日
本
小
型
船

舶
検
査
機
構
関
東
支
部

6
(
O三
）
六

六
八
ー
四
一
九
六
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

昭
和
橋
の
通
行
止

利
根
川
に
か
か
る
昭
和
橋
の
い
た

長
さ

1
2
m未
満
の
レ
ジ
ャ
ー
用
モ
み
が
ひ
ど
い
た
め
‘
二
月
十
日

1

四

ー
タ
ー
ポ
ー
ト
‘
つ
リ
船
な
ど
の
エ
月
二
十
五
日
ま
で
補
修
工
事
の
た
め

ン
ジ
ン
付
小
刑
＇
船
（
エ
ン
ジ
ン
取
り
通
行
止
と
な
リ
ま
す
。
こ
の
た
め
‘

外
す
し
船
も
含
む
）
を
お
持
ち
の
方
千
代
田
村
と
行
田
市
を
結
ぶ
武
蔵
大

て
‘
ま
だ
日
本
小
刑
＇
船
舶
機
構
の
検
橋
か
太
田
市
と
表
沼
市
を
結
ぷ
刀
水

介
を
受
け
て
い
な
い
方
は
検
森
期
限
橋
を

7

回
し
て
く
だ
さ
い
。

I
I

＿
あ
し
ら
せ
一
ー

1
1
1

こ
れ
か
寵
線
に
か
ら
む
と
大
変
危

険
て
す
し
‘
ま
た
、
か
ら
ん
だ
物
を

取
ろ
う
と
し
て
電
柱
に
登
る
の
も
大

変
危
険
で
す
。

電
線
の
近
く
で
遊
ん
て
い
る
子
ど

も
達
を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
場
を
離

れ
る
よ
う
一
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
北
風
や
雪
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
遁
線
が
切
れ
て
‘
垂
れ
下
が

っ
て
い
る
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
電

線
に
近
づ
い
た
り
触
れ
た
り
し
な
い

て
、
す
ぐ
東
京
霊
力
（
電
話
1
1

館
林

□
四
三
四
0
)
に
、
ご
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。寄

付
閑
瑾
遺

東
京
電
力
か
ら

お
知
ら
せ

●
お
正
月
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
洋

ダ
コ
や
ユ
ー
コ
ン
飛
行
機
を
飛
ば
し

て
遊
ぶ
の
が
流
行
し
ま
す
。

.............................. 

責

[
r□[季
節
、
C
・
ー
[

~
仕
末
に
・
＇
《
一
~

；
を
つ
け
科
事
¢
心
忙
吋
~

~
ま
し
ょ
う
贔
叩

5
i

冒
油
閾
~

.............................. 

盟
栄
建
材
工
業
（
株
）
で
は
社
会
福

祉
事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
村
に

五
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

月
惰
調
停
柑
談

今
月
は
都
合
に
よ
り
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
来
月

か
ら
、
再
ひ
行
い
ま
す
。

各
種
検
診

H

今
月
の
検
診
は
次
の
日
程
て

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診
1
3
日
（
第
二
木
咄
日
）

妊
婦
検
診
2
0
日
（
第
三
木
叫
日
）

育
児
相
談
2
7
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
楊
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
て
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
明
和
土
地
改

良
区
骰
‘
有
線
放
送
使
用
科
及

ぴ
水
道
使
用
料
で
す
。

（
巣
合
納
入
日
）

2
7
日
役
場
第
一
会
議
室

2
8
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

3
1
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

切員 • • 
なが相瑞 時日 交通助皆談所
言さは

悶 ん無館時 1 悶
の料林 1 月

を悩で市午］3
行み専役後日 柑
し、ご門所 3
まとの 時午談
すに相 ま前
゜適談 で 10
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いつでも鵞事に

女
性
の
代
表
的
道
具
で
あ
っ

た
縫
い
針
に
日
頃
の
感
謝
の
気

持
を
表
わ
す
た
い
へ
ん
女
性
ら

し
い
や
さ
し
い
な
ら
わ
し
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

毎
年
二
月
八
日
の
事
始
め
に

は
、
針
を
職
業
と
し
て
い
る
仕

立
屋
さ
ん
や
女
性
は
裁
縫
の
仕

事
を
休
み
針
箱
を
き
れ
い
に
掃

除
し
て
針
さ
し
の
針
は
そ
ろ
え

て
な
ら
べ
、
糸
も
抜
き
取
っ
て

休
ま
せ
ま
す
。
そ
し
て
一
年
の

間
に
折
れ
た
針
や
曲
か
っ
た
も

の
、
頭
の
取
れ
た
待
ち
針
な
ど

を
豆
腐
に
さ
し
ま
す
。

最
近
は
着
物
が
再
び
流
行
し

て
き
た
せ
い
か
、
和
裁
学
校
や

洋
裁
学
校
を
中
心
に
、
こ
の
行

事
も
息
を
吹
き
返
し
て
き
ま
し

こ
。f
 日

頃
使
い
な
れ
た
道
具
に
感

謝
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
な

か
お
も
む
き
か
あ
る
も
の
で
す

ね
。時

代
が
変
わ
っ
て
も
風
習
か

す
た
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
嬉

し
い
限
り
で
す
。

東
京
浅
草
の
観
音
さ
ま
に
あ

る
淡
島
明
神
の
針
供
養
は
江
戸

時
代
か
ら
有
名
で
す
。

針
供
養
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共 済 見 舞 金

傷 害 の 程 度 金 額

死亡した場合 500,000円

廃疾となったもの

（身障福祉法により 1 級， 2 級に認定され 300,000 

身体障害者手帳を交付されたもの）

1 年以上の治療を要する傷害 200,000 

6 カ月以上の治療を要する傷害 100,000 

5 カ月以上の治療を要する傷害 80,000 

4 カ月以上の治療を要する傷害 60,000 

3 カ月以上の治療を要する傷害 40,000 

2 カ月以上の治療を要する傷害 20,000 

1 カ月以上の治療を要する傷害 10,000 

1 週間以上 1 カ月未満の治療を要する傷害 6,000 

2
月

1
6日
か
ら

2
月

2
8日
ま
で

申
し
込
み
受
付
は

新
聞
を
見
る
と
毎
日
の
よ
う
に
‘

交
通
事
故
に
よ
る
悲
し
い
記
事
か
載

っ
て
お
り
ま
す
。
も
う
、
交
通
事
故

は
他
人
事
で
は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
自
分
か
犠
牲
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
と
き
に
そ
な
え
て

い
ま
ま
で
加
入
し
て
い
た
方
は
今
年

も
忘
れ
ず
に
再
加
入
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
未
加
入
の
方
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

安
い
会
費
、
簡
単
な
手
続
き
で
、

゜

こ
云
費
年
額

5

円

1死
亡
ま
た
は
傷
害
の
口
応
し
て

見
舞
金
か
支
払
わ
れ
ま
す
。

L
な
お
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
共

済
期
間
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

▽
会
員
に
な
れ
る
方
本
村
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
方
。

: 建設資金の一部は簡易生命保険 i1 住
心、 積立金から融資を受けています は宅

ピ ・＂須に

;, l, 1平紐紐集＝璽言冒
でi -̂ --,  ¥ ー一釦 • ` コ7 -,-,ごこ喝建し
進一竺it日 ・畜 II ~ ~—ー ・マn 設て

：譴—-- :、:
村た
営め

住
宅
四
戸
を
四
月
の
完
成
を
め
ざ
し

て
工
事
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
村
で
は
村
営
住
宅
の
入
居

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
申
込
受
付
二
月
十
六
日
ー
ニ
十

八
日
ま
で

◇
募
集
戸
数
四
戸

◇
床
面
積
五
一
・
一
七
面
（
三

D
K
)

◇
家
賃
一
万
四
千
円

◇
入
居
者
の
決
定
方
法
多
数
の
と

き
は
公
開
抽
せ
ん
。

◇
入
居
者
の
資
格

0
村
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
か
あ

り
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
。

®
世
帯
員
二
人
以
上
の
家
族
構
成
の

そ
n

村営住宅

▽
共
済
会
費
一
人
に
つ
き
年

額
二
百
五
十
円
で
す
。
な
お
、

期
間
途
中
（
四
月
一
日
以
降
）

に
加
入
し
て
も
会
費
は
同
じ
で

す
。

▽
共
済
の
期
間
四
月
一
日
か

ら
、
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。
ま
た
、
途
中
で
加
入
し

た
場
合
で
も
来
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

▽
加
入
申
込
の
方
法
各
家
庭

に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込
書
と

会
員
証
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会

費
を
添
え
て
二
月
二
十
八
日
ま
で
に

隣
組
を
通
じ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
月
七
日
以
後
の
申
し
込
み

や
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
役
場
総

務
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

*** 

方
（
婚
約
者
を
含
む
）

®
そ
の
ほ
か
所
得
に
よ
っ
て
制
限
か

あ
り
ま
す
。
ま
た
‘
税
金
の
滞
納
が

な
く
、
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る
方
な

ど
で
す
。

◇
申
込
手
続
入
居
申
込
書
（
役
場

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
に
源
泉
徴

収
票
又
は
所
得
証
明
を
つ
け
、
住
民

票
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
企
画
開
発
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

条
件
に
あ
て
は
ま
る
2
0
オ
以
上
の
人

か
う
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。
2
0
オ
前

に
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
人
で
も
、

定
め
ら
れ
た
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば

2
0
オ
に
な
っ
た
と
き
か
ら
障
害
福
祉

年
金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。障

害
の
範
囲
に
は
、
精
神
の
発
育

遅
滞
‘
視
力
障
害
、
聴
力
障
害
な
ど

の
ほ
か
、
手
足
の
切
断
な
ど
、
す
べ

て
の
障
害
が
ふ
く
ま
れ
ま
す
。

障
害
の
程
度
は
、
重
度
の
障
害
を

一
級
‘
軽
度
の
障
害
を
二
級
と
定
め

「
一
＿
＋
ま
か

S

て
い
ま
す
。
年
金
額
は
、
一
級
の
場

一
合
月
額
二
万
三
百
円
、
二
級
の
場
合

畳
I
ts
れ
る
―
万
三
千
五
百
円
で
す
。

二
十
オ
に
な
っ
て
障
害
福
祉
年
金

ー
障
害
福
祉
年
金
ー
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
て
も
、
請

障
害
福
祉
年
金
と
は
、
日
常
生
活
求
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

に
著
し
い
制
限
を
う
け
る
程
度
の
障
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
役
場

害
の
状
態
に
あ
っ
て
、
定
め
ら
れ
た
住
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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三
位

ーー

明
和
村
青
少
年
問
題
協
議
会
、
同
金
子
好
延

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に
青
木
英
明

よ
る
第

1
0回
上
毛
カ
ル
タ
大
会
が
正
女
子
個
人
戦

月
九
日
武
道
館
で
開
か
れ
各
地
区
子
一
位
石
崎
幸
子

ど
も
会
代
表
の
百
二
十
九
人
が
集
ま
二
位
落
合
美
代
子

り
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
三
位
新
井
千
津
子

な
お
、
上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は
＂
石
村
陽
子

次
の
と
お
り
で
す
。
男
子
団
体
戦

男
子
個
人
戦
一
位
新
里
チ
ー
ム

一
位
秋
草
俊
孝
新
里
輪
上
チ
ー
ム
三
位

二
位
庄
條
浩
南
大
島
大
輪
下
チ
ー
ム

ビ
置
g
u
m
u
m
5
5
5
u
m
m
u
m
u
u
-
m
n
-
u
m
u
m

巴
m
n
-
巴

U
-
m
u
m
n
-
5
5
u
m
u
u
-
m
`
n
-
m
u
m
u
m
u
m
u
m
m
u
m
n
-
u
m
u
m
u
m
u
m
u
m
n
-
u
m
n
-
u
m
5
5
5
5
5
5
5
5
5
u
m
u

"
 

一
月
十
八
日
、
西
保
育
園
で
は
i

" " 

生
活
カ
ル
タ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
i

一
立
こ
の
生
活
カ
ル
タ
は
、
幼
児
期
一

＂
；
叫
の
日
常
生
活
に
必
要
な
交
通
、
道
i

i

5
が
す
｀
必
徳
‘
健
康
、
衛
生
、
危
険
予
防
な
一

" 

ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
つ
い
て
と
り
あ
i

傍

こ
/
/
]
/
/
/
/
/
/
/

□
喜
ジ
J
1
0口汀
く
て
し
一

i
im
u
m
u
m
u
m
遍̀
u
m
u
m
u
m
u
m
u
m
n
-
u
m
n
-
u
m
`
m
u
m
u
m
u
m
u
m
u
m
u
m
u
=
-
m
n
-
u
m
`
m
u
m
u
m
m
u
m
`
m
u
m
`
n
u
m
u
m
u
m
d
m
u
m
u
=
n
-
u
m
u
m
u
m
u
m
u
m
-
m
m
u
m
m
u
m
u
u
-
m
u
m
o
-
u
m
u
m

g
-

『
ハ
イ
』
と
＝
言
量
よ
く二

位
大

大
佐
貫
·

多
数
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。

タバコは
村内で

買いましょう

タバコ 1 箱 (20本入り）を

買うごとに，村に約 16 円

お金が入ります。

私のタコはこんなタコ

矢
島

大
輪
下

梅
原

大
佐
貫

貝

郡
大
会
1
1

上
毛
か
る
た

入
ヶ
谷

大
輪
下

女
子
団
体
戦

一
位
江
ロ
チ
ー
ム

島
チ
ー
ム
三
位

賀
チ
ー
ム
。

※
二
位
ま
で
は
郡
大
会
に
本
村
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

明
和
上
位
独
占

一
月
二
十
三
日
本
村
で
行
わ
れ
た

上
毛
か
る
た
郡
大
会
の
結
果
個
人
戦

男
子
の
部
で
は
秋
草
君
か
優
勝
、
女

子
の
部
で
は
石
崎
さ
ん
か
優
勝
、
落

合
さ
ん
が
二
位
に
、
団
体
戦
で
も
‘

男
子
新
里
チ
ー
ム
、
女
子
矢
島
チ
ー

ム
か
そ
れ
ぞ
れ
二
位
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
個
人
の
部
の
県
大
会
出
場

者
を
決
め
る
の
に
あ
た
り
、
秋
草
君

と
石
崎
さ
ん
か
対
戦
し
た
結
果
、
わ

ず
か
の
差
で
秋
草
君
か
勝
ち
、
郡
代

表
と
な
り
ま
し
た
。

県
大
会
で
の
秋
草
君
の
活
躍
か
期

待
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
は
便
利

な
燃
料
で
す

か
、
取
扱
い

を
一
歩
間
違

う
と
、
爆
発
、

火
災
、
酸
素

欠
乏
と
い
っ

た
お
も
わ
ぬ

惨
事
を
引
き

お
こ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ

と
り
が
注
意

を
す
れ
ば
‘

。
フ
ロ
パ
ン
ガ

ス
事
故
は
、

ほ
と
ん
ど
防
げ
ま
す
。

家
庭
で
。
フ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
使
用
が

多
く
な
っ
て
い
る
時
期
で
す
。
次
の

こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
点
火
し
た
ら
、
必
ず
落
火
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

②
煮
こ
ぼ
れ
や
風
に
よ
る
立
ち
消
え

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
長
時
間
使
用
し
て
い
る
部
屋

は
と
き
ど
き
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

④
元
栓
は
、
外
出
や
就
寝
前
に

は
、
必
ず
し
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
ゴ
ム
管
は
、
ヒ
ビ
割
れ
か
あ

っ
た
ら
早
目
に
取
り
替
え
ま
し

よ
、

7
。

上
毛
カ
ル
タ
大
会

えない凶祖

二
位
矢

大
佐
貰
・
須

プロパンガスの安全な使用を

1
1

東
小

協
同
タい

で
コ

と
作
り

r
 
:
•
り
で
す

＝
i
口
-
早
速

タ
コ
を

．
千
津
井

食
→
げ
大
会

． h
-ぶ・

『
市
販

瓦

ゞ
‘年

に
ち

-

]

]

]

 

と
し
て
ま
た

え
ば
‘
わ
い
い

う
最
近
あ
り
ま

少
し
で
願
い
事

作
っ
た
連
ダ
コ

と
、
ま
ィ
に
富

タ
コ
骨

と
な
る
竹
を
割
る
事
や
紙
を
貼
る

こ
と
を
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
父

さ
ん
と
協
同
し
て
行
い
、
少
し
で

も
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
持
っ
て

製
作
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
冬
休
み

の
宿
題
と
し
て
、
出
さ
れ
た
も
の

で
す
。

タ
コ
作
り
は
学
校
か
ら
渡
さ
れ

た
設
計
図
を
基
に
し
て
自
由
に
‘

拡
大
、
縮
小
し
、
遊
び
に
も
出
な

-

1

1

1

,

,

'

,

'

1

1

1

,

,

'

,

'

9

1

1

,
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カ
フ
ト
虫
竃
養
殖

南
大
島
の
町
田
徳
一

南
大
島
の
町
田
徳
二
さ
ん

(
5
0
オ
）

は
、
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
る
カ
ブ

卜
虫
の
養
殖
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

町
田
さ
ん
か
カ
ブ
ト
虫
の
養
殖
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

以
前
椎
茸
栽
培
を
行
っ
て
い
た
こ

ろ
、
不
要
と
な
っ
た
原
木
か
ら
カ
ブ

卜
虫
か
自
然
発
生
す
る
こ
と
に
気
づ

き
、
こ
れ
を
ど
う
に
か
商
品
化
し
よ

う
と
三
年
程
前
か
ら
本
格
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

養
殖
池
に
行
く
と
、
モ
グ
ラ
な
ど

に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
下
に
金
網

を
敷
き
、
そ
の
上
に
オ
ガ
ク
ズ
を

2
0

e
m程
積
み
、
そ
の
中
に
身
を
ま
る
＜

し
て

4
c
mぐ
ら
い
成
長
し
た
幼
虫
か

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

い
っ
け
ん
、
カ
プ
ト
虫
を
養
殖
す

昭
和
十
年
一
月
東
武

鉄
道
k
k

に
入
社
し
て

館
林
機
関
区
に
配
属
さ

れ
蒸
気
機
関
車
の
清
掃

手
入
れ
、
そ
の
他
に
従

事
し
乗
務
員
と
し
て
輸

送
の
前
線
に
て
働
い
て

居
り
ま
し
た
が
、
昭
和

四
十
一
年
六
月
―
―
―
十
日

か
ぎ
り
て
蒸
気
機
関
車

は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
そ
の
時

の
別
れ
の
記
念
ス
ナ
ッ

プ
で
す
。

私
が
乗
っ
て
い
た
五

号
機
関
車
は
現
在
分
福

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
内
に

大
切
に
保
存
さ
れ
て
あ

り
ま
す
。

91999,.,'‘ 

品
[
よ
音
―
'

一
炉

蓮 仁作さん

（大輪）

館
林
警
察
署
長
よ
り

表
彰
を
受
け
る

る
の
に
は
‘
場
所
も
少
な
く
て
済
む

し
‘
労
力
も
か
か
ら
な
い
し
‘
エ
サ

大
輪
の
蓮
仁
作
さ
ん

(
6
8オ）
は

こ
の
ほ
ど
館
林
警
察
署
長
（
神
戸
利

喜
蔵
）
よ
り
民
間
協
力
者
と
し
て
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

警
察
の
仕
事
は
暑
さ
寒
さ
を
問
わ

ず
日
夜
行
わ
れ
ま
す
か
、
交
通
事
故

防
止
の
た
め
取
り
締
り
を
、
い
つ
も

蓮
さ
ん
の
前
で
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ

い
つ
も
積
極
的
に
協
力
を
申
し
出
た

も
の
か
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

I 

たさした受真四ツと／／五 わスま＾かース育 i! 
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* 

も
多
く
は
必
要
な
い
と
‘
養
殖
は
簡

単
そ
う
に
思
え
た
か
‘
い
さ
養
殖
を

r`
ー
や
る
と
決
心
し
た
と
き
は
、
カ

ど
プ
ト
虫
は
ど
こ
へ
卵
を
生
ん
で

ど
う
し
て
育
つ
の
か
、
ま
っ
た

＜
雲
を
つ
か
む
よ
う
で
、
あ
ち

こ
ち
の
図
書
館
へ
足
を
何
度
か

運
ん
だ
か
、
カ
プ
ト
ム
シ
に
関

し
た
本
は
な
く
、
独
自
て
研
究

し
た
せ
い
か
‘
失
敗
も
た
び
た

ひ
あ
っ
た
か
よ
う
や
く
昨
年
こ

ろ
か
ら
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え

る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
‘
め
ず
ら
し
い

外
国
の
カ
プ
ト
虫
を
育
て
て
み

た
い
と
大
き
な
夢
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

** 

んさ
—-=E ' 

師
重

講
沢ム

口
女

今
回
の
ス
キ
ー
教
呈
は
初
心
者
か

多
く
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
‘
こ
の
教

室
て
み
っ
ち
り
と
基
礎
を
覚
え
た
て

し
よ
つ
。
そ
れ
か
上
達
の
早
道
で
す

し
、
な
お
一
層
楽
し
く
す
る
方
法
で

す
。
ま
た
、
同
時
に
正
し
い
用
具
の

使
い
方
、
ス
沢
ー
場
で
の
マ
ナ
ー
な

ど
も
知
っ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
主
催
者
側
か
ら
の

多
く
の
要
望
を
よ
く
守
っ
て
く
れ
、

一
人
の
怪
我
も
な
く
だ
れ
も
か
考
え

て
い
た
教
室
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
h
`
'
"＾

念
竺

初
め
て
の
ス
キ
ー
な
の
て
ど
う

な
る
こ
と
か
と
心
配
だ
っ
た
。
重
い

靴
を
は
い
て
背
丈
以
上
も
あ
る
ス

キ
ー
板
を
つ
け
て
思
っ
よ
う
に
動

か
す
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
足
に

い
ら
だ
ち
を
覚
え
な
か
ら
も
、
さ
さ

や
か
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ス
キ
ー

の
楽
し
さ
を
感
し
る
こ
と
か
て
き
て

と
て
も
う
れ
し
い
。

んさ子
加
君
参初
林\ 

一

ー

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
三
日
間

で
し
た
か
、
見
す
知
ら
す
の
人
と
、

んさ

p

-

1

目
啓井

’
回

r
7
`

石

昼
は
一
生
懸
命
指
尊
員
の
後
を
追

っ
て
雪
上
に
シ
ュ
。
フ
ー
ル
を
描
き
‘

宿
舎
に
帰
っ
て
か
ら
は
‘
み
ん
な
と

一
生
懸
命
飲
ん
て
、
食
べ
て
、
ゲ
ー

ム
し
て
、
歌
っ
て
‘
話
し
て
二
十
四

時
間
楽
し
い
事
ば
か
り
。

こ
れ
か
ら
も
ず
う
っ
と
体
協
ス
キ

ー
教
室
だ
け
は
続
け
て
く
だ
さ
い
。

んさ

．
i
：
翠
．

d
i
↓
・
一

]
p
二
4
5
.
H
n
ニ

＾
白

醗
3

生
ま
れ
て
初
め
て
長
い
靴
を
は
い

た
私
。
こ
の
長
い
靴
を
ど
う
や
っ
て

使
う
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
私
。
最

後
ま
で
ま
わ
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け

通
し
の
私
。
そ
ん
な
私
を
最
後
ま
で

親
切
に
指
導
し
て
く
れ
た
指
導
員
の

方
、
本
当
に
あ
り
か
と
う
ご
さ
い
ま

し
た
。
す
っ
か
り
、
ス
キ
ー
の
と
り

こ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
か
ら
、

休
日
に
で
も
ス
キ
ー
に
出
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ー
を
通
じ
て
友
達
と
な
っ
て
、

と
っ
て
も
ハ
ノ
ピ
イ
な
日
々
で
し
た
。

昼
の
講
習
は
つ
ら
か
っ
た
け
れ
と
、

夜
の
歌
や
ゲ
ー
ム
を
ま
じ
え
た
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
自
分
の
欠
点
や
ら
忠

告
を
誰
も
か
克
服
し
て
き
た
も
の
だ

と
い
う
話
に
、
明
日
こ
そ
は
と
い
っ

た
希
望
か
湧
い
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
人
生
の
話
を
聞
き
に
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

i
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林つね

（大輪）

農
業
者
年
金
制
度
か
で
き
て
、
約

六
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
と
、
こ
の
農
業
者
年
金
制
度

か
理
解
さ
れ
、
本
村
で
も
加
入
者
が

約
四
百
人
と
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
、
よ
く
理
解
さ
れ

て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

農
業
者
年
金
制
度
と
は
ど
う
い
う
も

の
か
、
ま
た
、
経
営
移
譲
年
金
と
農

業
者
老
齢
年
金
と
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
農
業
者
年
金
加
入
資
格
は
…
…

吟
詠
＾
？

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
六
日
詩

吟
明
和
第
一
教
室
が
誕
生
し
た
時

は
会
員
十
二
名
で
、
こ
れ
で
や
っ

て
行
け
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
た

も
の
で
し
た
が
、
二
年
余
を
経
ま

し
た
今
日
、
皆
様
の
お
か
げ
に
よ

り
入
門
者
は
百
四
名
と
な
り
ま
し

こ
。t
 詩吟

は
何
時
ど
こ
で
も
稽
古
が

出
来
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
下
腹
を

引
き
‘
思
い
き
り
吟
ず
る
事
に
よ

っ
て
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
の
で

ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

あ
る
こ
と
。
次
に
自
分
の
権
利
名
義

で
の
経
営
が
三
0
ア
ー
ル
以
上
あ
る

こ
と
で
す
。

◇
経
営
移
譲
年
金
と
は
…
…

①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
二
十

年
以
上
あ
る
人
が

◎
六
十
五
オ
に
な
る
ま
で
の
間
に

自
分
の
農
業
経
営
を
後
継
者
や
他

の
農
家
な
ど
に
譲
れ
ば
、
そ
の
と

き
か
ら
年
金
が
給
付
さ
れ
る
年
金

制
度
で
す
。
（
六
0
オ
以
前
に
譲

っ
た
と
き
は
六
0
オ
に
な
っ
た
と

＼
ー
）

玲
―
―-h丑

低
血
圧
で
困
っ
て
い
た
私
も
竹
越

先
生
か
ら
「
血
圧
は
心
配
な
い
ね
」

と
言
わ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
の
入
門
し
て
い
る
家
元
の

沼
崎
会
長
は
、
明
和
村
が
青
少
年

健
全
育
成
宣
言
村
で
あ
る
と
言
う

事
に
深
く
意
を
そ
そ
が
れ
て
、
子

供
の
う
ち
か
ら
精
神
鍛
練
を
す
る

必
要
を
説
か
れ
、
身
を
以
っ
て
チ

ビ
ッ
コ
教
室
の
指
導
に
当
た
ら
れ

て
居
ら
れ
ま
す
。
弟
子
と
云
う
立

場
で
な
く
、
一
村
民
と
し
て
会
長

に
は
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

因
み
に
、
チ
ビ
ッ
コ
教
室
は
、

千
津
井
教
室
か
四
十
名
（
千
津
井

児
童
館
）
、
川
俣
教
室
が
二
十
名

（
駅
前
吟
詠
道
場
）
週
一
度
盛
ん

に
稽
古
し
て
お
り
ま
す
。

ー
農
業
者
年
金
の
加
入
を
—
ー

経
営
譲
つ
て
楽
し
い
老
後

き
か
ら
給
付
）

五
年
加
入
者
は
月
額
二
万
六
千
円

の
給
付
が
、
三
十
年
加
入
者
は
月
額

七
万
八
千
円
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

◇
農
業
者
老
齢
年
金
と
は
…
…

保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
二
十
年

以
上
あ
る
人
が
経
営
移
譲
す
る
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
‘
六
十
五
オ
か
ら

給
付
さ
れ
る
年
金
で
す
。

な
お
、
制
度
が
始
ま
っ
た
当
時
、

六
0
オ
に
な
る
ま
で
二
十
年
以
上
納

め
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
大
正
五

年
1

昭
和
九
年
生
ま
れ
の
人
に
つ
い

て
は
生
年
月
日
に
応
じ
て
、
五
年

1

ー
＇

饒
覗
樽
駿

I
H

程
決
ま
る

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
期
間
は
谷
午
後

1
1

大
佐
貫

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
※
四
日
・
七
日
の
相
談
場
所
は
明

の
一
ヵ
月
間
で
す
。
本
村
に
お
き
ま
和
農
協
第
一
事
業
所
で
す
。

し
て
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
納
税
相
三
月
八
日
午
前

1
1

南
大
島
（
ニ

談
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
相
談
に
お
で
軒
•
新
田
・
中
・
本
郷
・
稲
荷
山
）

か
け
く
だ
さ
い
。
午
後

1
1

中
谷
・
南
大
島
（
七
軒
．

▼
所
得
税
確
定
申
告
相
談
（
対
象
者
八
軒
）

1
1

農
業
一
般
）
三
月
九
日

二
月
二
十
一
日
・
ニ
十
二
日

時
間
1
1

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で

場
所
1
1

役
場
三
階
第
二
会
議
室

▼
住
民
税
申
告
相
談

三
月
二
日
午
前

1
1

斗
合
田
・
上

江
黒
午
後

1
1

千
津
井

三
月
三
日
午
前

1
1

江
口

午
後
1
1

下
江
黒
•
田
島

※
二
日
・
三
日
の
相
談
場
所
は
東

部
児
童
館
で
す
。

三
月
四
日
午
前

1
1

大
輪

午
後
1
1

川
俣
・
須
賀

三
月
七
日
午
前

1
1

矢
島
・
入
ヶ

十
九
年
に
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

五
年
加
入
者
は
月
額
三
千
二
百
五

十
円
の
給
付
が
、
三
十
年
加
入
者
は

月
額
一
万
九
千
五
百
円
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

◇
後
継
者
に
対
す
る
優
遇
…
…

現
在
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い

る
三
十
五
才
未
満
の
特
定
後
継
者
に

つ
い
て
は
、
三
十
五
オ
ま
で
一
般
の

保
険
料
負
担
の
三
割
程
度
安
く
な
り

ま
す
。

な
お
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
役
場
農
業
委
員
会
か
、
農
協
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

午
前
1
1

梅
原

午
後
1
1

新
里

※
八
日
・
九
日
の
相
談
場
所
は
役

場
三
階
第
二
会
議
室
で
す
。

●
時
間
は
各
相
談
所
と
も
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

記
載
相
談
を
う
け
る
場
合
は
、
後

日
問
題
な
ど
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

質
問
に
応
じ
ら
れ
、
か
つ
自
書
の
出

来
る
方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
、

氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
等
、
必
す
、

自
書
願
い
ま
す
。
）

生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
駅
の
ホ
ー
ム
に
迷
ひ
き

し
一
羽
の
黄
蝶
に
冬
陽
か
か
よ
ふ

中
島
あ
い
子

期
待
せ
じ
事
も
起
ら
ず
暮
れ
ゆ
く
か

師
走
の
街
に
数
の
子
購
な
ふ高橋

正
枝

旅
遠
き
車
内
灯
わ
び
し
小
さ
き
鈴
と

り
と
め
も
な
く
想
ひ
揺
り
つ
つ坂上

千
枝
子

西
風
の
ひ
そ
け
く
な
り
て
夜
に
入
る

と研
ぎ
す
ま
さ
れ
し
月
の
吾
を
さ
す

富
塚
富
江

嫁
ぐ
娘
の
日
取
り
き
ま
れ
り
と
つ
お

い
つ
寝
返
り
し
つ
つ
今
宵
眠
れ
ず

細
田
武
子

来
む
年
の
念
ひ
た
す
ら
日
溜
り
の
水

仙
の
花
清
ら
に
は
咲
く

岡
安

（
来
月
も
短
歌
で
す
）

文

芸

欄

ふ
み

合
は
、
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

払
込
保
険
料
が
九
千
円
を
こ
え
る
場

合
は
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の

み
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要

と
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
及
び
給
与
所
得
の
み
の

方
で
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
明
和
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は

住
民
税
の
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
手
続
き
が
で

き
ま
す
か
ら
、
早
目
に
申
告
し
て
納

め
過
ぎ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役
場
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

明
和
村
教
育
委
員
会
は
、
昭
和

五
十
一
年
度
学
校
教
育
の
重
点
目

標
を
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
・

健
全
育
成
•
生
命
尊
重
の
三
点
に

し
ぼ
り
、
関
係
各
方
面
と
緊
密
な

連
絡
を
保
ち
な
が
ら
努
力
し
て
き

こ
。f
 学

力
の
向
上
は
学
校
教
育
本
来

の
使
命
で
あ
っ
て
、
い
つ
、
い
か

な
る
場
合
に
も
努
力
す
べ
き
目
標

で
あ
る
。
本
村
に
お
い
て
は
、
去

る
昭
和
四
十
九
年
度
と
五
十
年
度

の
二
年
に
わ
た
り
、
群
馬
県
教
育

委
員
会
の
学
力
向
上
研
究
指
定
地

区
と
し
て
重
点
的
に
研
究
し
、
以

後
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
引
続
き

努
力
を
重
ね
て
き
た
。
特
に
本
年

度
は
管
内
三
校
と
も
研
究
指
定
を

受
け
、
二
年
に
わ
た
る
研
究
結
果

を
関
係
者
多
数
出
席
の
も
と
で
公

開
発
表
し
た
。
明
和
中
は
、
邑
楽

郡
中
学
校
教
育
振
興
会
の
指
定
に

よ
り
全
教
科
の
研
究
結
果
を
十
一

月
五
日
に
、
明
和
東
小
は
、
邑
楽

郡
小
学
校
教
育
振
興
会
の
指
定
に

よ
り
図
工
科
（
特
に
版
画
）
の
研

究
結
果
を
十
一
月
十
九
日
に
、
明

和
西
小
は
群
馬
県
立
図
書
館
の
指

定
に
よ
り
親
子
二
十
分
間
読
書
の

研
究
結
果
を
十
一
月
二
十
一
日
に

公
開
発
表
し
た
。
何
れ
も
教
師
と

両
親
と
児
童
生
徒
の
三
者
か
一
体

と
な
っ
た
見
事
な
研
究
発
表
会
で

あ
り
十
分
な
成
果
が
あ
が
っ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

り
シ
リ
ー
ズ
②

放
育
と
考
え
る
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県
立
館
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

" 

~
五
十
二
年
度
（
四
月
）
入
校
の
訓
練
生

, "ヽ 
u-~
を
募
集
し
ま
し
た
か
、
機
械
製
図
科
、

u-
" 

i
機
械
科
、
録
金
科
の
三
科
は
若
干
定

u
 

" 

+
a
当
り
農
業
所
得
標
準
i
員
に
余
裕
か
あ
り

水
稲
七
万
七
千
四
百
円
一
倖
末
ま
す
の
で
、
次
に

裏
作
九
千
百
円
一
よ
り
第
二
次
募
集

普
通
畑
一
等
十
万
九
千
八
百
円
一
芦
季
を
い
た
し
ま
す
。

陸
田
二
等
口
汀
三
の
を
者
□
｀

養
蚕
八
万
一
千
五
百
円
―
t
奴
圧

H
振
っ
て
応
募
し
て

ぃ
：
青
系
十
ロ
ロ
＿

T
[三
練
練
い
い
。

赤
系
八
万
四
千
二
百
円
一
郵
酬
郵
酬
i
各
科
共
十
人

ニ
ラ
ニ
十
八
万
五
千
二
百
円
~
修
業
年
限

飼
料
畑
二
万
五
干
五
百
円
一
半
末
各
科
共
一
年

、
ウ
ス
応
募
資
格
機

ノ
キ
ュ
ウ
リ
八
十
八
万
六
千
六
百
円
一
l
i
械
製
図
科
…
高
卒

キ
ュ
ウ
リ
（
二
期
作
）
i
見
込
以
上
の
男
女

" 
u
 

" 

ト
マ
ト
六
十
四
万
三
千
百
円
i

l
奇
I
f
f
心

6

一
あ
し
ら
i
j
­

百
十
万
八
千
二
百
円
~

イ
チ
ゴ
五
十
万
八
千
円
[

u
 

" 
u
 

ナ
ス
六
十
一
万
五
千
三
百
円
~
通
信
制
で
高
校
を
卒
業
で
き
る
の

, " 

養
豚
（
一
頭
当
り
）
i
を
ご
存
知
で
す
か
。
通
信
制
は
年
齢

u
 

肉
用
豚
赤
字
七
千
七
百
円
i
に
関
係
な
く
、
だ
れ
で
も
入
学
で
き

u-
— 
" 

繁
殖
豚
十
九
万
六
千
二
百
円

7
毎
日
学
校
に
行
か
な
く
て
も
よ
い
の

ｷ" u
 

種
付
豚
三
十
七
万
四
千
七
百
円
一
で
働
き
な
が
ら
学

" “— 

乳
牛
二
頭
）
十
四
万
七
千
二
百
円
一
っ
と
す
る
人
や

（
た
だ
し
乳
量
計
算
を
行
う
）
一
を
口
夏
の
主
婦
な
ど

喜
（
採
卵
用
十
羽
当
り
）
i
格
に
は
最
も
適
し
た

" 

（
飼
育
一
千
羽
未
満
）
i
方
法
で
す
。
舅

赤
字
七
百
円
一
資
学
習
の
方
法
は

肥
育
牛
十
一
万
七
千
六
百
円
i
業
口
学
自
習
を
主
に

所
得
か
ら
控
除
す
る
経
費
i
め
ら
れ
た
レ
ポ

こ
の
経
費
は
、
農
業
用
自
動
車
の
一
t

d
'ートを
出
し
て
、

償
却
費
・
租
税
公
課
等
、
耕
う
ん
機
i
指
導
を
受
け
、
毎

" 

等
の
農
機
具
の
償
却
費
、
土
地
改
良
i
月
二
回
位
の
日
曜

"ヽ 

区
費
等
は
別
に
差
し
引
い
て
農
業
所
i
日
な
ど
に
面
接
指

u
 

得
を
計
算
し
ま
す
。
一
導
に
登
校
し
ま
す
。

" 
ヽ

な
お
、
農
業
用
自
動
車
の
場
合
は
i
学
費
は
各
種
の

胃
u—— 

車
検
証
と
免
許
証
が
必
要
で
す
。
~
補
助
か
あ
る
の
で

u
 

" 

農
業
所
得
の

標
準
き
ま
る

通信制で高校

ご
く
わ
ず
か
し
か
い
り
ま
せ
ん
。

卒
業
後
の
資
格
は
全
日
制
や
定
時

制
の
高
校
と
全
く
同
じ
で
、
卒
業
生

も
多
数
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
入
学
希
望
の
方
は
、
県
立

桐
生
女
子
高
校
(
€
J0
二
七
七
ー
ニ

ニ
ー
六
一
八
二
）
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

幼
稚
園
教
誦
を

二
名
募
集

明
和
村
教
育
委
員
会
で
は
幼
稚
園

教
諭
を
二
名
募
集
い
た
し
ま
す
。

⑥
応
募
資
格

二
十
ニ
オ
以
下
の
女
子
で
幼
稚

園
教
諭
の
免
許
状
を
有
す
る
者

（
三
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
の
者

を
含
む
） ］］言

疇0 日肴
―
―

9
a
~
'『

-
,
a
'
『
-
’
,
'

難聴を早期発見・早期治療

他
の
二
科
：
…
•
中
卒
以
上
の
男
女

顧
書
受
付
三
月
一
日
i
十
五
日

な
お
く
わ
し
く
は
、
職
業
訓
練
校

（
館
林
ニ
ー
0
ニ
ニ
九
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
]

交
過
規
制
に

ご
注
意
を
”
~

業
を
営
ん
で
い
る
か
た
か
、
前
年
中

の
事
業
か
ら
生
し
た
所
得
に
応
じ
て

納
め
る
県
税
で
す
。

役
場
で
は
毎
年
一
回
固
定
資
産
課
個
人
の
事
業
税
の
申
告
は
三
月
十

税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
。
五
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
年
の
中

自
分
の
財
産
か
正
確
に
あ
る
の
か
途
に
事
業
を
や
め
た
方
は
、
や
め
た

ま
た
、
正
確
に
課
税
さ
れ
て
い
る
か
日
か
ら
一
ヵ
月
以
内
に
申
告
し
て
く

確
か
め
ま
し
ょ
う
。
だ
さ
い
。

▼
日
時
三
月
一
日
ー
ニ
十
二
日
ま
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
、

で
午
前
九
時
か
ら
午
後
あ
る
い
は
、
村
民
税
、
県
民
税
の
申

五
時
ま
で
告
書
を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
個
人

▼
場
所
役
場
税
務
課
の
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

（
土
曜
日
は
十
二
時
ま
で
、
日
曜
日
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
祝
日
は
縦
覧
し
ま
せ
ん
。
）
納
税
は
、
八
月
と
十
一
月
に
分
け

個
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
の
詳
し

固
人
事
業
税
の
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
こ
と
は
館
林
財
務
事
務
所

(
6
ニ

申
告
は

局
四
四
六
一
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

三
月
十
五
H

ま
で
に

個
人
の
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事
だ
さ
い
。

＿
ぉ
し
ら
せ
＿

＠
応
募
方
法

履
歴
書
を
二
月
二
十
日
ま
で
に

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
し

て
下
さ
い
。

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

l

心
一
―
,
,
'
-
r
,
9
-

団

役
場
力
ら
の
文
書
は

郵
送
に
な
り
ま
す

ー
ニ
月
一
日
よ
り

今
ま
で
役
場
か
ら
出
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
文
書
は
田
口
、
内
田
の
二
名

の
職
員
に
よ
っ
て
戸
別
毎
に
配
達
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
二
月
一
日
か
ら

業
務
改
革
に
よ
り
文
書
な
ど
は
、
郵

送
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
広
報
や
納
税
通
知
書
な

ど
特
定
の
も
の
は
従
来
ど
お
り
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
配
り
い
た
し
ま
す
。

▼
あ
る
匿
名
希
望
（
新
里
在
住
）
の

方
か
ら
社
会
福
祉
事
業
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
と
、
村
に
五
千
円
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
0日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

1
7日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談
2
4
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
国
民
年
金
第

四
期
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び

水
道
使
用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

2
4
日
役
場
第
一
会
議
室

2
5日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

2
8
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

適談 • • 

切な員が相談 悶 晶 目i 助皆は
さ無時 2: 嘉 のん料で館林市` i 喜
悩‘ 馨 日
み専 3 

t ご門 時午
との ま前
に相で 10

• ▼月

悶 は例, 時 2 復
1 月

ー 午後 1日6 ス権

議会室時ま3 午前 相-
で 10 =fill{ 火
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山
で
は
木
々
が
我
が
春
と

里
で
は
子
ら
が
我
が
春
と

家
で
は
楽
し
い
ヒ
ナ
祭
り

山
で
は

里
で
は

家
で
は

大
地
の
香
が
漂
い

桃
の
花
酒
も
漂
い

ヒ
シ
餅
・
ヒ
ナ
ア
ラ
レ

山
で
は
ウ
グ
イ
ス
鳴
き
始
め

里
で
は
ヒ
バ
リ
も
鳴
き
始
め

家
で
は
お
い
し
い
白
酒
を

山
で
は
氷
が
流
れ
出
し

里
で
は
つ
く
し
も
顔
を
出
し

家
で
は
左
近
の
さ
く
ら
を
見

山
で
は
小
川
が
音
を
た
て

里
で
は
つ
ぼ
み
も
音
を
た
て

家
で
は
右
近
の
た
ち
ば
な
を

山
で
は
つ
め
た
い
雪
が
止
み

里
で
は
か
わ
い
た
風
も
止
み

家
で
は
明
り
を
ぼ
ん
ぼ
り
に

＃はもうすぐ

一楽しいヒナ祭り一

サ
ク
ラ
は
我
が
国
を
代
表
す
る

国
花
と
し
て
世
界
じ
ゅ
う
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ

ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
咲
く
の
は
、
我

か
国
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

満
開
の
と
き
の
美
し
さ
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
、
三
分
咲
き
、

四
分
咲
き
の
こ
ろ
の
姿
も
い
い
も

の
で
す
ね
。

朝
の
空
気
の
ま
だ
澄
ん
で
い
る

と
き
や
、
夕
暮
の
静
か
な
芝
の
中

の
サ
ク
ラ
は
、
こ
と
に
す
ぐ
れ
て

い
て
、
そ
の
色
香
と
い
い
、
容
姿

の
優
雅
さ
は
、
む
か
し
か
ら
歌
に

よ
ま
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
花
の
盛
り
か
い
か
に
も
短
か

く
、
一
時
に
ぱ
っ
と
咲
い
た
か
と

思
っ
と
、
一
夜
の
風
に
ば
っ
と
散

る
…
…
そ
の
散
り
ぎ
わ
、
思
い
き

り
の
よ
さ
が
ま
た
私
た
ち
の
気
質

に
合
つ
の
か
、
多
く
の
人
び
と
か

ら
愛
さ
れ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
「
花
の

咲
い
た
と
き
だ
け
サ
イ
タ
サ
イ
タ

と
も
て
は
や
す
が
、
あ
と
は
顧
み

も
し
な
い
。
葉
桜
に
毛
虫
か
た
か

り
、
毛
虫
が
我
が
春
と
ば
か
り
は

び
こ
っ
て
も
駆
除
し
な
い
」
と
怒

っ
て
い
る
人
の
文
章
を
見
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
サ
ク
ラ
は
日
本

の
国
花
だ
と
自
慢
し
て
い
る
わ
り

に
は
余
り
大
切
に
し
て
い
る
よ
う

す
を
見
か
け
ま
せ
ん
ネ
。
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奈
良
原
キ
ク
ノ
さ
ん
（
矢
島

は
じ
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
出
席
し
た
婦
人
は
三
十
ー

六
十
オ
代
の
主
婦
百
人
か
集
ま
り
‘

二
十
五
人
か
知
事
相
手
に
発
言
し
ま

し
た
。話

題
は
出
席
者
か
婦
人
な
た
め
か

教
育
問
題
や
青
少
年
の
非
行
防
止
な

ど
の
意
見
か
多
か
っ
た
か
、
中
に
は

「
国
連
大
学
を
東
毛
に
」
「
婦
人
の

船
も
考
え
て
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
話
し
合
う
集
い
に
本
村
か
ら

も
十
二
人
の
婦
人
か
出
席
し
、
三
人

の
方
か
意
見
を
述
べ
ま
し
た
し

三
人
の
意
見
と
知
事
の
話
し
の
要

旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
F
 

花
山
公
園
の
整
備
を

館
林
市
に
は
り
っ
ぱ
な
花
山

公
園
か
あ
り
ま
す
。
つ
つ
じ
が

咲
く
頃
に
も
な
る
と
、
全
国
各

地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
か

そ
れ
が
過
ぎ
る
と
翌
年
の
五
月

ま
で
閑
古
鳥
か
鳴
く
よ
う
で
は

な
ん
と
も
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

な
ん
と
か
整
備
を
お
顆
い
し
ま

す
。
ま
た
東
毛
に
大
き
な
民
族

資
料
館
を
設
置
で
き
な
い
も
の

で
し
ょ
う
か
。

芸
芸
＝

l
（

〔
知
事
〕
奈
良
原
さ
ん
の
考

え
に
私
も
そ
の
と
お
り
だ
と
思

栗
原
し
ん
豆
（
南
大
島

っ
て
お
り
ま
す
か
、
民
族
資
料
館
を

建
設
す
る
よ
り
も
先
に
、
東
毛
の
オ

ア
シ
ス
で
あ
る
花
山
公
園
の
整
備
を

先
に
進
め
、
四
季
を
通
じ
て
、
み
ん

な
か
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

働
き
が
い
の
あ
る

農
業
後
継
者
作
り
を

現
在
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
農
業
後
継
者
に
つ
い

て
で
す
か
農
業
を
や
ろ
う
と
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
若
者
に
は

技
術
導
入
資
金
や
育
成
資
金
を

出
来
る
だ
け
増
額
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
嵩
温
多
湿
の
ハ
ウ
ス
内

で
の
長
時
間
労
働
は
婦
人
に
と
っ
て

健
康
を
そ
こ
な
い
易
い
の
で
、
県
で

も
っ
と
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
施
策

を
お
顧
い
し
ま
す
。

芸
芸
号
）

L
‘

〔
知
事
〕
後
継
者
問
題
は
家
庭
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親

か
熱
心
に
愛
情
を
も
っ
て
農
業
を
や

れ
ば
、
そ
ば
で
見
て
い
る
息
子
は
必

ず
つ
い
て
来
ま
す
。
し
か
し
今
度
の

県
予
算
に
青
年
農
業
者
特
別
融
資
制

度
・
後
継
者
奨
学
金
な
ど
設
け
た
の

で
、
魅
力
あ
る
農
業
を
や
っ
て
行
け

る
と
思
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
病
の
事
で

す
が
農
業
改
良
普
及
所
に
普
及
員
が

お
り
ま
す
の
で
、
相
談
な
さ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

利
根
川
河
川
敷
の
利
用
を

私
達
の
村
の
前
に
は
利
根
川

か
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
広
々
と
し
た
河
川
敷
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
総
合
運
動
場
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
作
っ
て
は
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
悪
書
か
自
動
販

売
機
で
い
つ
で
も
買
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
青
少
年
の
非

行
化
に
つ
な
か
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

設
置
す
る
販
売
機
に
は
許
可
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

最
後
に
ろ
う
あ
者
を
毎
日
前
橋
の

学
校
へ
母
親
か
付
き
添
っ
て
行
く
の

は
大
変
で
す
の
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

芸
号
浜
芸

〔
知
事
〕
私
も
河
川
敷
を
利
用
し

て
多
く
の
施
設
を
設
置
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
多
く
の

財
源
が
必
要
な
の
で
、
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
販
売
機
の
事
で
す
が
、
こ
れ
は

県
で
は
全
く
規
制
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
最
後
の
ろ
う
あ
学
校
へ
専

用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
ほ

し
い
と
い
う
事
で
す
が
、
ま
さ
か
一

人
の
た
め
に
、
バ
ス
を
運
行
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
近

郊
に
何
人
の
ろ
う
あ
者
か
い
る
か
実

態
を
調
べ
、
そ
の
必
要
が
あ
れ
ば
‘

そ
の
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
月
六
日

村
と
子
ど
も

会
育
成
団
体

連
絡
協
議
会

の
主
催
に
よ

り
、
第
一
回

手
作
り
タ
コ

あ
げ
大
会
を

梅
原
地
先
の

利
根
川
堤
防

で
行
い
ま
し

こ
。f
 こ

の
タ
コ

あ
げ
大
会
は

親
と
子
か
協

同
し
て
‘
知

恵
を
し
ほ
り

作
り
な
か
ら

楽
し
み
、
し

い
て
は
、
非

行
防
止
に
も
役
だ
て
よ
う
と
、
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

午
後
一
時
の
開
始
時
間
か
近
づ
く

に
つ
れ
て
、
上
州
名
物
の
か
ら
っ
風

が
一
段
と
激
し
さ
を
増
し
、
タ
コ
を

天まであがれ

子ども会タコあげ大会

定
例
村
議
会
か
三
月
十
一
日
招
集

さ
れ
、
会
期
は
お
お
む
ね
八
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま

す
。今

回
上
程
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
議

案
は
一
年
間
の
方
向
を
決
定
す
る
昭

和
5
2年
度
各
種
会
計
予
算
の
認
定
、

職
員
増
に
伴
う
定
数
条
件
の
一
部
改

正
、
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
、

幼
稚
園
保
育
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
、
人
事
関
係
審
議
か
二
件
、
条
例

関
係
が
十
件
、
補
正
予
算
関
係
か
五

件
、
新
年
度
予
算
関
係
か
五
件
、
合

計
十
九
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。 3

月

1
1日
招
集

あ
げ
る
に
は
風
が
強
す
ぎ
て
か
、
糸

か
切
れ
、
川
の
中
に
落
ち
る
の
も
あ

っ
た
り
、
ま
た
、
こ
の
風
を
上
手
に

利
用
し
て
終
始
安
定
し
て
あ
が
っ
て

い
る
タ
コ
も
あ
れ
ば
‘
く
る
／
＼
と

回
転
し
て
地
面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ

る
タ
コ
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
全
部
で
百
二
十
ニ
ヶ
の

手
作
り
タ
コ
か
集
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン

も
ま
ち
／
＼
、
さ
な
が
ら
怪
獣
な
ど

テ
レ
ビ
の
主
人
公
か
勢
ぞ
ろ
い
し
た

よ
う
で
し
た
。

▼
タ
コ
あ
げ
大
会
成
績

〔
小
学
生
の
部
〕

優
勝
丸
山
洋
子
（
須
賀
）

準
優
勝
坂
上
雅
代
（
南
大
島
）

三
位
大
谷
恒
夫
（
新
里
）

〔
中
学
生
の
部
〕

優
勝
堀
口
忠
美
（
新
里
）

以
下
該
当
者
な
し

定
例
村
議
会
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春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
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とは六らかる般試日
合ど月さつみの験ま春
わのにれたが青をでの
せよ青て青ち少終の青
てう少驚少な年え一少
青な年き年時は‘力年
少様健‘の期職解月健
年子全青補で場放間全
をな育少導す環的行育
考の成年率゜境なわ成
ぇヵ~宣のが一の気れ運
て‘言非県昨変持ま動
み春村行下年化にすか
まのををではなな゜三
し青発防第だどるこ月
よ少し止二れに季の十
う年てし位もよ節時六
゜健かよとかつで期日
全らつい予て‘はi
育‘とう想気ま進四
成そ‘事し持た学月
運の昨を得の‘進十
動後年知なゆー級五

健
全
育
成
運
動
の
推
進
目
標

①
青
少
年
の
自
覚
を
高
め
よ
う
。

●
進
級
・
進
学
・
就
職
を
と
も
に

喜
び
、
新
し
い
生
活
に
つ
い
て
の

希
望
や
計
画
を
話
し
合
い
励
ま
そ

゜

、
つ●

グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
明
る
い
楽

111111 Jill Ill ll lllll lllll Ill II I II II II II I 111111111111111 Jill 111111111111111 I Jill 11111111111 

し
い
つ
ど
い
を
も
ち
助
け
合
い
や

友
情
を
暖
め
あ
お
う
。

●
青
少
年
に
役
割
を
与
え
自
覚
や

責
任
感
を
育
て
よ
う
。

●
グ
ル
ー
。
フ
や
団
体
で
社
会
奉
仕

の
意
義
を
理
解
さ
せ
、
そ
の
活
動

を
助
長
し
よ
う
。

5
青
少
年
の
非
行
、
交
通
事
故
、
そ

の
他
の
事
故
を
な
く
そ
う
。

●
愛
の
一
声
を
か
け
あ
い
非
行
や

事
故
を
な
く
そ
う
。

●
健
全
な
仲
間
づ
く
り
を
進
め
、

青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
と
め
よ

゜

、
つ●

学
校
や
職
場
の
き
ま
り
‘
交
通

ル
ー
ル
な
ど
を
み
ん
な
で
守
ら
せ

ょ
‘
つ
。

報 め

3/?6 

4/15 

し＼ わ 昭和52年 3 月 10 日

この児らのために，

大人は，

我々

すがすがしい太陽

と緑のもとで遊べるように

してやる義務がある。

エネルギーを良い方に導

く義務がある。

（東小グラウンドにて）

昨
年
六
月
二
十
一
日
に
青
少
年
健

全
育
成
宣
言
村
を
発
し
、
ど
う
に
か

し
て
、
こ
の
汚
名
を
返
上
し
よ
う
と

村
で
は
‘
●
部
落
座
談
会
を
開
催

●
児
童
、
生
徒
に
標
語
作
成
•
愛
の

鐘
を
設
置
•
タ
コ
あ
げ
大
会
、
な

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
一
年
近
く
村
を
あ
げ

て
の
運
動
は
一
体
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

館
林
警
察
署
の
防
犯
課
長
に
、
う
か

が
っ
て
み
ま
し
た
。

「
結
論
か
ら
言
え
ば
村
長
さ
ん
を
は

じ
め
村
あ
げ
て
の
運
動
が
実
を
結
び

ま
し
た
ね
。
数
字
で
比
較
し
て
も
、

一
昨
年
の
補
導
者
が
2
4人
で
あ
っ
た

も
の
が
昨
年
は
9

人
と
な
り
‘
件
数

で
も
二
件
と
い
う
よ
う
に
私
も
驚
く

ほ
ど
の
減
少
で
す
。
こ
れ
は
、
部
落

座
談
会
を
開
い
て
親
た
ち
の
理
解
を

求
め
た
の
か
好
結
果
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
ね
。
た
だ
、
少
し
心
配
な
の

は
シ
ン
ナ
ー
で
補
導
し
た
の
か
、
3

人
で
あ
っ
た
も
の
か
、

8

人
を
一
挙

に
補
導
し
た
こ
と
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
の
課
長
さ
ん
の
話
し
の
よ
う
に

非
行
に
走
る
原
因
は
、
家
庭
内
に
あ

る
よ
う
で
す
ね
。
ま
ず
は
親
か
積
極

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
ま
ず
健

全
な
家
庭
づ
く
り
か
ら
と
い
う

考
え
方
に
た
っ
て
毎
月
第
一
日
曜
日

＂少年(])みなさん

愛の鐘が鳴つだら
す＜帰りましょう

（家族そろつて夕食を共に）

西
小
で
二
名
入
選

「
家
庭
の
日
」
作

文
コ
ン
ク
ー
ル

森尻年映さん
(3 年）

冑
聾
網
鬱
拿
冑
霞
宣
＝
＝
＝
＝
二
寄

鱈
し
て
宣
l□
…
•
そ
の
後
は

⑤
環
境
浄
化
活
動
を
推
進
し
よ
う
。

●
地
域
の
奉
仕
活
動
に
は
親
子
か

す
す
ん
で
参
加
す
る
よ
う
に
し
よ

゜

、
つ●

自
然
を
愛
し
美
し
い
郷
土
を
つ

く
ろ
う
。

●
オ
ア
シ
ス
運
動
を
励
行
し
よ
う
。

オ
「
お
は
よ
う
」
、
ア
「
あ
り
が

的
に
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
‘

そ
の
よ
う
な
家
庭
で
は
、
明
る
<
‘

素
直
な
子
に
育
ち
ま
す
。

清水敦子さん
(6 年）

と
う
」
、
シ
「
失
礼
し
ま
し
た
」

ス
「
す
い
ま
せ
ん
」

こ
の
よ
う
に
り
っ
ば
な
青
少
年
を

育
成
す
る
の
に
多
く
の
事
が
あ
り
ま

す
か
、
青
少
年
が
進
ん
で
行
う
の
は

も
ち
ろ
ん
両
親
の
自
覚
が
大
変
必
要

な
の
で
す
。

を
「
家
庭
の
日
」
に
設
け
て
国
、
県
、

村
な
ど
が
そ
の
普
及
に
努
力
し
て
き

ま
し
た
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に

「
家
庭
の
日
」
を
過
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
、
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

県
で
は
体
験
作
文
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
三
百
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
が
そ
の
中
か
ら
西
小
学
校
か
ら

二
点
入
賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
清
水
敦
子
（
六
年
）

佳
作
森
尻
年
映
（
三
年
）
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遺
族
年
金
の
受
給
者
は

現
況
届
の
提
出
を

9 →、ジr -,』'

し

►

立
春
式

I I し
一

ｷ¥ 

¥
 

立
ニ
ュ
ー
ス

十
四
オ
に
な
っ
た
ら
自
分

の
生
き
方
に
自
覚
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
、
明
和
村
教
育
委

員
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
中
学
二
年
生
百
十
五
人
を

対
象
に
立
春
式
を
体
育
館
で

行
い
ま
し
た
。

館
林
警
察
署
長
ら
多
数
の

祝
辞
の
あ
と
、
二
年
生
を
代

表
し
て
、
入
ヶ
谷
の
蓮
見
幸

夫
君
か
「
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
責
任
あ
る
人
間
と
し
て
、

厚
生
年
金
保
険
の
遺
族
年
金
受
給

者
は
、
毎
年
四
月
十
五
日
ま
で
に
、

現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

◄

雪
の
通
学
路

二
月
十
四
日
夜
十
時
ご
ろ
か
ら

明
け
方
七
時
ご
ろ
ま
で
降
っ
た
、

こ
と
し
初
め
て
の
雪
、
カ
ラ
カ
ラ

天
気
が
続
い
て
い
た
た
め
農
家
で

は
「
い
い
湿
り
だ
」
と
喜
び
、
子

ど
も
達
は
、
手
に
手
に
雪
を
に
ぎ

り
な
が
ら
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
寒
さ
を

忘
れ
た
か
の
よ
う
に
雪
ダ
ル
マ
作

り
や
雪
合
戦
を
し
て
い
ま
し
た
か

夕
方
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど
解
け
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
、
子
ど
も
達

に
楽
し
さ
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
現
況
届
は
、
今
後
も
引
き
続

い
て
年
金
の
支
払
い
を
し
て
い
く
た

め
に
、
社
会
保
険
庁
で
受
給
者
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続

行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
式
を
終
え
ま
し
た
。

き
で
す
。
現
況
届
の
提
出
か
あ
り
ま
せ
ん
と

現
況
届
の
用
紙
（
郵
便
ハ
ガ
キ
と
八
月
分
か
ら
年
金
の
支
払
か
差
し
止

同
じ
大
き
さ
）
は
、
三
月
中
旬
ご
ろ
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

に
社
会
保
険
庁
か
ら
受
給
者
あ
て
に
社
会
保
険
庁
で
は
、
現
況
届
を
電

直
接
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
子
計
算
機
に
よ
っ
て
処
理
し
ま
す
の

を
記
入
の
う
え
村
長
の
証
明
を
受
け
で
、
よ
ご
し
た
り
、
折
り
ま
げ
た
り

て
か
ら
、
社
会
保
険
庁
あ
て
送
付
し
し
な
い
よ
う
と
く
に
注
意
し
て
く
だ

厘
史
書
知
ろ
う
と

南
大

・
大
島
史
駿
舎
斃
星

人
間
は
よ
り
良
い
文
化
を
求
め
よ
島
集
会
所
て
I
i
中
谷
教
学
院
境
内
の

う
と
、
と
も
す
れ
ば
未
来
を
見
つ
め
三
義
人
碑
I
i
と
い
う
テ
ー
マ
を
決
め

す
ぎ
る
の
で
、
各
地
で
過
去
の
史
実
て
、
県
歴
史
調
査
委
員
の
森
尻
重
作

を
顧
み
よ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
さ
ん
か
内
容
を
説
明
し
な
が
ら
進
め

勉
強
会
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
本
ら
れ
ま
し
た
。

村
で
も
南
大
島
の
人
達
が
、
明
和
村
勉
強
会
か
進
む
に
つ
れ
て
、
集
ま

は
も
ち
ろ
ん
、
近
郊
の
歴
史
を
正
し
っ
た
人
達
の
中
か
ら
『
三
義
人
は
、

く
理
解
し
、
そ
れ
を
子
や
孫
に
正
し
我
々
農
民
の
鏡
だ
。
も
う
少
し
顕
彰

く
伝
え
よ
う
と
”
南
大
島
史
談
会
I
i
す
べ
き
だ
』
な
ど
と
熱
心
に
勉
強
会

（
会
員
三
十
一
人
）
を
結
成
し
、
二
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

月
十
日
に
第
一
回
目
の
勉
強
会
を
行
こ
の
会
の
会
長
で
あ
る
森
尻
重
作

い
ま
し
た
。
さ
ん
は
「
我
々
の
先
代
か
残
し
た
文

こ
の
日
は
午
後
七
時
よ
り
、
化
遺
産
の
史
実
を
話
し
合
い
、
見
学

し
、
さ
ら
に
は
小
冊
子
を
出

版
し
、
後
世
に
残
し
伝
え
た

い
」
と
熱
っ
ぼ
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

な
お
こ
の
会
に
入
会
希
望

者
は
、
森
尻
会
長

(
®
4
8
\

2
)
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

ゴ
ミ
は

決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た
袋
で

最
近
、
ご
み
袋
が
指
定
さ

れ
た
日
以
外
に
で
て
お
り
、

収
集
所
近
く
の
家
で
は
大
変
迷
惑
を
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
指
定
袋
を
必
ず

受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
み
袋
は
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
（
月
曜
日
・
金
曜
日
）
の
午
ま
た
、
可
燃
性
以
外
（
空
ビ
ン
、
．
空

前
九
時
ま
で
に
指
定
場
所
に
出
し
て
缶
、
ガ
ラ
ス
な
ど
）
の
ゴ
ミ
は
袋
の

く
だ
さ
い
。
ま
た
紙
袋
か
村
の
指
定
中
に
混
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

以
外
の
袋
が
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
て
住
み
よ

ま
す
。
村
の
指
定
し
た
袋
以
外
は
収
い
郷
土
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
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わ 昭和52年 3 月 10 日

り
っ
ぱ
に
出
来
た

ヒ
ナ
人
形

若いあ田さんに

乳 日
し
I
J
 

検 診

赤
ち
ゃ
ん
の
し
ぐ
さ
は
、
ど
れ
一

つ
を
と
っ
て
も
家
族
を
和
や
か
に
さ

せ
る
も
の
で
す
。
パ
パ
・
マ
マ
と
い

う
言
葉
に
も
か
わ
い
い
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
ん
な
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
。
こ

の
赤
ち
ゃ
ん
を
す
こ
や
か
に
‘
健
康

に
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
い
、
さ
ら
に
は

病
気
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
て
も
ら

お
う
と
一
オ
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対

象
に
村
で
は
毎
月
第
二
木
曜
日
に
乳

児
検
診
を
医
師
・
助
産
婦
・
保
健
婦
か

中
心
と
な
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

基
本
的
な
し
つ
け
、
赤
ち
ゃ
ん
の

病
気
な
ど
に
つ
い
て
、
毎
月
多
数
の

母
親
か
相
談
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
相
談
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

東
保
育
園
長

餅おの飾の女いをか ー
止 ‘ヒでり子のまかかヒ

まな生通 きや愛ん 楽ヒナすをの子すたるナ
す児活じこれおいをそしナ様゜すいの゜が災祭
゜ににてのい部い利れいアを東るなヒこわ難り
育う ‘よな屋ヒ用ぞおラ飾保心いナのりをは
つる心う物のナしれ祭レり育の家祭伝にヒ古
よおのなか壁人色ヤりを‘園余庭り統すナ来
うい豊‘出か形紙クをいさで裕では的るに子
教をカ~製来けををルしたくははも‘なとうど
育持な作まに作使卜まだらきほ簡小や言つも
しつ‘教し飾りつのしい餅れし単ささわしに
てよ日育たれ玄て空たて‘いいななしれてふ
いう常を゜る関可び°‘草なもお女いて厄り
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先
月
号
の
広
報
紙
で
新
里
の
秋
草

俊
孝
君
（
西
小
六
年
）
が
上
毛
か
る

た
の
郡
代
表
選
手
と
し
て
、
県
大
会 秋草俊孝〈ん

愈
因
届
霙
伯
圏
（
第
四
位
）

上
毛
か
る
た
県
大
会

会
場
に
行
く
と
同
じ
く
ら
い
の
赤

ち
ゃ
ん
か
た
く
さ
ん
い
て
、
他
の
赤

ち
ゃ
ん
と
体
格
や
身
長
な
ど
が
比
べ

ら
れ
、
自
分
の
子
は
他
の
赤
ち
ゃ
ん

と
見
劣
り
し
な
い
で
成
長
し
て
い
る

な
と
思
い
安
心
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
育
児
や
食
事
に
つ
い
て
も

先
生
や
保
健
婦
さ
ん
な
ど
か
親
切
に

指
導
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

病
院
の
検
診
よ
り
保
健
婦
さ
ん
な

ど
が
我
が
児
の
よ
う
に
接
し
、
そ
の

赤
ち
ゃ
ん
に
通
し
た
指
導
を
し
て
い

た
だ
け
る
の
で
本
な
ど
よ
り
も
大
変

参
考
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
赤
ち
ゃ

ん
の
こ
と
に
気
を
つ
か
っ
て
く
れ
て

ち
ょ
っ
と
し
た
所
作
に
温
か
さ
を
感

じ
ま
す
。
た
だ
も
う
少
し
、
人
数
を

制
限
し
て
や
れ
ば
、
余
り
待
た
ず
に

検
診
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

に
出
場
す
る
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
先
月
十
一
日
に
前
橋
市
中
央
公

民
館
で
第
三
十
回
上
毛
か
る
た
県
大

会
か
行
わ
れ
、
秋
草
君
が
見
事
第
四

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

県
大
会
は
各
地
区
代
表
の
二
十
一

人
の
精
鋭
が
集
ま
り
、
総
当
た
り
の

リ
ー
グ
戦
を
行
い
順
位
を
決
定
す
る

も
の
で
す
。

秋
草
君
は
予
選
リ
ー
グ
で
は
五
勝

安
心
し
て
育
児
が

と
っ
て
も
暖
か
み
が

竹越千恵子さん
（川俣）

中村菊枝さん

（下江黒）

り
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん

は
、
ひ
と
つ
相
談
な
さ
れ
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
納
得
の
い
く
、
安
心
し
た

育
児
が
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
れ
ま
す
よ
。

一
敗
の
成
績
で
B
l

三
組
の
第
二
位

と
な
り
、
決
勝
リ
ー
グ
（
四
位
ー
六

位
決
定
戦
）
に
出
場
。
す
べ
て
大
差

で
全
勝
し
、
第
四
位
と
い
う
成
績
を

獲
得
し
ま
し
た
。
秋
草
君
ど
う
も
お

つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

.............................. 

ワ
ン
ち
ゃ
ん
に

予
防
注
射
を

犬
は
人
間
の
”
最
も
古
い
友
”
の

―
つ
で
す
が
、
犬
に
は
「
狂
犬
病
」
と

い
う
恐
ろ
し
い
病
気
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
生

後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
は
毎
年
一
回
登

録
、
春
秋
二
回
の
予
防
注
射
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
で
は
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す

の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
手
数
料
三
百
円

●
注
射
料
八
百
五
十
円

●
済
票
交
付
手
数
料
百
五
十
円

※
合
計
金
額
一
千
三
百
円

な
お
今
回
都
合
が
悪
く
受
け
ら
れ

な
い
人
の
た
め
に
五
月
九
日
・
十
日

に
第
二
次
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い

ま
す
。

期日 時 間 場 所

午前9時30分～ 10時30分 斗合田薬王寺

4 月 4 日 午前11時～ 12時 東部児童館

午後 1 時～ 3 時 江口集会所

4 月 5 日
午前 9 時30分～ 12時 明和農協第 1

午後 1 時～ 3 時 矢烏公民館

午前9時30分～ 10時30分 南大島集会所

4月 6 日 午前10時～ 12時 梅原三島神社

午後 1 時～ 3 時 ィ/又n 場

青
少
年
の
健
全
育
成
は
教
育
に

課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る

か
、
生
活
環
境
の
激
変
す
る
現
在

の
社
会
情
勢
下
に
お
い
て
は
、
学

校
・
家
庭
・
社
会
の
三
者
が
一
体

と
な
っ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
解
決

で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

本
年
度
は
、
地
区
別
懇
談
会
を

開
催
し
て
、
三
者
の
意
見
交
換
を

は
か
る
と
と
も
に
「
青
少
年
健
全

育
成
」
を
村
と
し
て
宣
言
し
、
村

を
あ
げ
て
努
力
し
ま
し
た
。
防
犯

の
標
語
を
募
集
し
、
そ
の
作
品
を

印
刷
し
て
全
戸
に
配
付
し
、
愛
の

鐘
を
設
置
し
て
広
く
村
民
に
呼
び

か
け
、
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し
て
余

暇
の
善
用
を
は
か
る
な
ど
の
施
策

を
実
施
し
、
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
の
生
活
指
導
に
全
力
を
傾
け
て

児
童
生
徒
の
自
覚
を
高
め
る
と
と

も
に
、
家
庭
と
の
連
絡
を
緊
密
に

し
て
家
庭
教
育
の
振
興
に
努
力
し

ま
し
た
。
村
を
あ
げ
て
の
努
力
の

結
果
、
青
少
年
の
非
行
は
減
少
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
激
変
す
る
社

会
情
勢
と
揺
れ
動
く
不
安
定
な
青

少
年
の
心
理
状
態
を
考
え
る
時
、

こ
れ
か
ら
も
、
学
校
と
家
庭
は
勿

論
、
村
民
全
員
が
暖
か
い
親
心
を

も
っ
て
息
長
く
見
守
り
、
青
少
年

自
身
が
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
、

明
る
く
の
び
／
＼
と
運
動
に
勉
強

に
、
そ
し
て
仕
事
に
、
精
進
で
き

る
環
境
作
り
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す

シ
リ
）
ズ
⑧

放
育
と
考
え
る
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こ
れ
か
S
植
え
情
け

普
通
白
菜
と
い
え
ば
冬
、
か
ら
っ

風
か
吹
き
荒
れ
る
頃
収
穫
す
る
も
の

と
相
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
、
入

ヶ
谷
の
金
子
三
郎
さ
ん
（
六
十
オ
）

は
白
菜
の
苗
を
二
月
に
植
え
て
四
月

上
旬
ご
ろ
か
ら
収
穫
す
る
と
い
う
め

ず
ら
し
い
春
白
菜
を
栽
培
し
て
成
功

し
て
い
ま
す
。

金
子
さ
ん
は
三
年
程
前
か
ら
‘
白

菜
の
端
境
期
に
収
穫
で
き
れ
ば
‘
価

格
も
高
く
、
水
田
の
裏
作
と
し
て
利

用
で
き
る
し
、
そ
の
後
の
稲
作
に
も

白
菜
の
肥
料
か
残
っ
て
い
る
の
で
、

稲
に
は
肥
料
を
施
さ
な
く
て
も
済
む

だ
ろ
う
と
行
っ
た
も
の
か
、
昨
年
は

考
え
て
い
た
と
お
り
の
結
果
か
出
た

明
和
村
は
昭
和
三

十
年
＿
l
-月
一
日
に
千

江
田
、
梅
島
、
佐
貫

村
が
合
併
し
て
出
来

た
村
で
す
が
、
合
併

す
る
ま
で
の
経
過
は

三
村
の
兼
ね
合
い
が

難
し
く
幾
多
の
曲
折
、

激
論
は
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
最
終
的
に

現
在
の
よ
う
な
形
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
新
村

明
和
村
が
限
り
な
き

良
き
村
と
な
る
よ
う

に
と
思
い
な
が
ら
撮

っ
た
三
村
代
表
の
合

併
委
員
の
メ
ン
バ
ー

で
す
。

私
は
後
列
右
か
ら

三
番
目
で
す
。

第186号

春
白
菜
に
取
り
組
む
金
子
さ
ん

(6) 

ン
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村た買店
入にり 税ば犀ー ぃましよ 村B 内— 
i ゜がうで

の
で
、
近
所
の
人
の
話
だ
と

金
子
さ
ん
は
毎
日
ニ
コ
ニ
コ

顔
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

金
子
さ
ん
は
今
年
も
昨
年

と
同
じ
よ
う
に
約
四
十
ア
ー

ル
栽
培
し
ま
す
か
「
今
年
の

よ
う
に
寒
さ
か
続
く
と
な
か

な
か
苗
を
育
て
る
の
か
大
変

で
す
よ
‘
ま
た
、
今
年
か
ら

こ
の
事
を
知
っ
た
近
所
の
四

人
と
‘
春
白
菜
を
研
究
す
る

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
の
で
本

格
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

千
江
田
農
協
は
昭
和
四
十
九
年
に

総
事
業
費
二
千
九
百
九
十
万
円
で
東

北
道
の
東
に
野
菜
流
通
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
ま
し
た
か
、
そ
の
お
か
げ
で

農
家
の
間
で
は
、
野
菜
の
生
産
意
欲

か
高
ま
り
、
生
産
か
増
加
し
、
さ
ら

に
は
、
品
質
の
向
上
に
つ
な
か
っ
た

と
し
て
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す

か
、
千
江
田
農
協
で
は
、
さ
ら
に
‘

野
菜
の
生
産
販
売
の
機
能
を
飛
躍
的

に
発
展
さ
せ
よ
う
と
‘
こ
の
は
ど
‘

野
菜
指
定
産
地
近
代
化
事
業
と
し
て

国
‘
県
よ
り
一
千
六
十
六
万
八
千
円
、

村
か
ら
百
六
万
四
千
円
の
補
助
を
受

け
総
事
業
費
二
千
百
三
十
五
万
を
か

け
て
セ
ン
タ
ー
の
各
種
機
械
の
導
入

を
行
い
ま
し
た
。

農
家
の
人
は
夕
方
五
時
ご
ろ
か
ら

収
穫
し
た
野
菜
を
持
っ
て
来
ま

す
か
、
今
ま
で
よ
り
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
作
業
か
行
わ
れ
、
農
産

物
の
流
通
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

さ
ら
に
充
実

千
江
田
農
協
流
通
セ
ン
タ
ー

—— —— —- ----ー — —_ -_ -ー = = — 一 ＿―-ニ ーニー一ー ___—_ -_ -— 一＿ ―-←-一＿＿ 二 = 一― —_ -_ ___一ーゴ
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り
ヵ
↑

書
書

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
後
で
、
申
告
し
た
金
額
に
間
違
い

の
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
人
は
、
正

し
い
金
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
う
っ
か
り
し
て
い
て
申
告

書
を
提
出
し
な
か
っ
た
人
は
、
申
告

を
し
な
け
れ
ば
ま
り
ま
せ
ん
。

＊
納
め
過
ぎ
た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
‘
還
付

を
受
け
た
税
金
か
少
な
い
こ
と
か
わ

. 

砂
賀
造
船
所
に
技
術
研
修
に

文

芸

欄

べ
く
早
く
正
し
い
金
額
に
訂
正
す
る

澗
違
え
た
り
た
め
の
「
修
正
申
告
書
」
を
提
出
し
、

そ
の
差
額
の
税
金
を
納
め
て
く
だ
さ

合
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

忘
れ
た
と
き
は
ぃ
゜確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
、
う
っ
か
り
し
て
申
告
書
を

提
出
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
な
る
べ

く
早
く
申
告
を
し
て
、
税
金
を
納
め

9

、

9

、

9

、

9

、

9

、

I
•
9

、

9
•
9

、

I
•
9

、

9
•
9

｀
ー
、

9

、
ー
、

9

ヽ
ー
、

9

ヽ
ー
、

9

ヽ
ー
、

9

ヽ
ー
、

ヘ
ン
リ
ー
君

ド
ゴ
君

事どを族い
にこ持はわク
帰へつもれル
つ出てち‘ミ
てかいろクは
来けるんル俗
るよものミに
とうのこの//
いとはとあ来？
わも‘‘るる ll

福田源吾さんれ必たク家身ミ
てすとルの“

（大輪） ぉ無えミ家と

り
ま
す
。

ク
ル
ミ
の
木
は
普
通
山
地
に
自

生
す
る
木
で
す
が
、
私
の
家
で
は

大
き
な
ク
ル
ミ
の
木
か
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
3
0
年
程
前
、
家
族
か
無

事
に
僣
っ
て
来
る
よ
う
に
と
、
利

か
っ
た
と
き
は
、
来
年
の
三
月
十
五

日
ま
で
の
間
に
、
正
し
い
金
額
に
訂

正
す
る
た
め
の
「
更
正
の
請
求
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
そ
の
請
求
か
正
し

い
と
認
め
た
と
き
は
‘
納
め
過
ぎ
の

税
金
を
お
返
し
し
ま
す
。

合
納
め
足
り
な
か
っ
た
と
き

所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
た

た
め
、
納
め
る
べ
き
税
金
か
少
な
か

っ
た
り
‘
還
付
を
受
け
る
税
金
か
多

い
こ
と
か
わ
か
っ
た
と
き
は
、
な
る

＼
ー
）

ん
は
さ

字
田

題
福

（
ー
＼

根
川
で
捨
っ
た
一
個
の
ク
ル
ミ
を

庭
の
隅
に
植
え
た
も
の
で
す
。

ク
ル
ミ
の
木
か
あ
る
お
か
げ
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
か
、
私
を

初
め
、
家
族
の
者
か
毎
日
出
か
け

て
も
、
無
事
に
帰
っ
て
来
ま
す
。

大
木
に
な
っ
た
今
で
は
、
皆
ん

な
の
顆
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
た
わ
わ
に
実
を
付

け
、
家
族
の
者
に
め
す
ら
し
い
‘

山
の
味
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
大
変
固
い
皮
に
お
お

わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
食
べ
る
ま

で
に
は
、
ナ
タ
で
割
っ
た
り
、
苦

労
し
て
口
に
入
れ
る
た
め
、
一
層

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
達
も
め
ず
ら
し
い
味
を
好

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
は
と
か
く
、
輸
出
の
拡
大
と

か
‘
資
源
の
取
得
す
ぎ
と
か
、
目
指

す
商
業
主
義
か
強
す
ぎ
る
と
諸
外
国

か
ら
批
判
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
言
葉
を
一
日
も
早
く
否
定
し
よ
う

と
、
日
本
は
積
極
的
に
技
術
の
援
助

を
各
国
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
進
ん
だ
造
船
技
術
を
マ
ス

タ
ー
し
て
も
ら
お
う
と
‘
斗
合
田
の

砂
賀
造
船
所
に
日
本
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
友
好
協
会
よ
り
派
遣
さ
れ
た

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
人
の
ヘ
ン
リ

ー
君

(
2
4オ）
と

ド
ゴ
君

(
2
1オ
）

の
二
人
か
造
船
技

術
の
修
得
に
か
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ン
リ
ー
君
は

パ
。
フ
ア
ニ
ュ
ー
キ

宣
言
]
[

砂
賀
造
船
所
と

U
"す
。
‘

い
え
ば
‘
花
山
の
城
沼
‘
榛
名
湖
‘

中
禅
寺
湖
、
富
士
五
湖
な
ど
に
浮
か

ぶ
ボ
ー
ト
を
製
造
し
て
い
る
こ
と
で

有
名
で
す
。
き
っ
と
み
な
さ
ん
も
一

度
は
砂
賀
さ
ん
の
船
に
乗
っ
た
事
か

あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
砂
賀
さ
ん
の

技
術
を
修
得
し
‘
船
の
交
通
に
だ
け

頼
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
発
展

の
た
め
に
砂
賀
さ
ん
の
技
術
を
二
年

間
勉
強
す
る
も
の
で
す
。

二
人
は
一
月
二
十
二
日
に
砂
賀
さ

ん
宅
に
来
て
、
造
船
技
術
の
す
ば
ら

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

ひ
と

折
り
に
来
る
行
商
の
女
や
つ
れ
目
立

つ
娘
を
亡
く
せ
し
と
顔
小
さ
か
り

瀬
下
一
江

遠
き
日
に
捨
て
し
夢
ふ
と
よ
み
か
え

る
セ
ー
ラ
ー
服
の
群
に
出
会
ひ
て

江
森
佳
代
子

小
春
日
の
土
手
に
草
つ
む
耳
さ
と
き

孫
の
瞳
の
あ
げ
ひ
は
り
追
ふ柿

沼
ま
つ

山
も
み
じ
燃
ゆ
る
ち
か
や
に
切
手
を

は
す
婆
々
の
背
に
初
冬
匂
ふ

奈
良
原
キ
ク
ノ

学
生
の
写
生
す
る
ら
し
き
茂
林
寺
の

木
立
の
ざ
わ
め
き
画
板
に
し
づ
ま
る

金
子
あ
き

船
よ
ひ
に
苦
し
む
友
と
夜
を
明
か
し

肩
よ
せ
合
ひ
つ
日
向
路
を
ふ
む

岡
安
み
や
子

ひ
え
び
え
の
朝
起
き
を
た
め
ら
ひ
つ

高
き
梢
に
も
ず
の
た
か
鳴
き内

山
利
子

矢
面
に
立
て
る
い
ら
だ
ち
底
冷
え
の

日
陰
に
白
き
茶
の
花
を
見
つ江

森

（
来
月
は
俳
句
で
す
）

万
ン
バ
レ
I
I
.

て
く
だ
さ
い
。

合
用
紙
な
ど
は
税
務
署
に

「
確
定
申
告
書
」
「
修
正
申
告
書
」

及
び
「
更
正
の
請
求
書
」
の
用
紙
は
、

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
や
納
税
に
つ
い
て
、

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

政
美

し
さ
に
お
ど
ろ
く
と
同
時
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
船
に
大
変
な
興
味
の
し
め
し

よ
う
。二

人
と
も
そ
ろ
っ
て
「
日
本
の
気

候
は
寒
く
、
ま
る
で
冷
蔵
庫
の
中
で

仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
早

く
自
分
で
設
計
し
、
つ
く
っ
た
船
を

南
国
の
海
に
浮
か
べ
る
事
を
考
え
れ

ば
寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
さ
」
と
目
を
蝉

か
せ
な
か
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

き
っ
と
、
こ
の
よ
う
に
、
技
術
の
援

助
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
平
和
に
直

結
す
る
早
道
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

11111 lllll lllll 111111111111111111111111111111111111111111111 llllllllll 111111111111111 lllll llllllllll 111111111111111 lllll lllll lllll lllll lllll lllll lllll lllll 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 lllll lllll lllll lllll lllll lllll 111111111111111111111111l 111111111111111 

むらなねつそれた よ かわおる ぬり ちとへほにはろ い

※
次
号
に
続
く

い
つ
ま
で
も
伝
え
た
い
母
の

味六
月
き
す
（
鱚
）
は
絵
に
か

い
た
も
の
で
も
食
え

腹
八
分
は
医
者
知
ら
ず

匂
い
ま
っ
た
け
味
し
め
じ

保
存
法
を
考
え
て
計
画
的
な

買
物
を

へ
た
な
包
丁
百
ぺ
ん
洗
え

冬
至
南
瓜
に
年
と
ら
せ
る
な

調
味
料
の
入
れ
方
サ
（
砂
糖
）

シ
（
塩
）
ス
（
酢
）
セ
（
し
ょ

う
油
）
ソ
（
化
学
料
調
味
料
）

理
詰
め
よ
り
重
詰
め

ぬ
か
み
そ
は
日
に
三
日
底
か

ら
ま
ぜ
る

顆
似
品
に
だ
ま
さ
れ
る
な

大
水
に
飲
み
水
無
し

山
葵
と
浄
瑠
璃
は
泣
い
て
ほ

め
る

買
い
だ
め
買
い
あ
さ
り
は
資

源
の
ム
ダ

良
い
も
の
よ
り
安
く
フ
ー
ド

ウ
ィ
ー
ク

大
根
食
う
た
ら
菜
っ
葉
干
せ

冷
蔵
庫
の
過
信
か
ら
食
中
毒

そ
の
手
に
の
る
な
衝
動
買
い

か
か
あ

漬
物
ほ
め
れ
ば
鳩
は
め
る

値
段
の
比
較
に
ユ
ニ
ッ
ト
プ

ラ
イ
ス

無
い
も
の
食
お
う
か
人
の
癖

ラ
ム
は
子
羊
、
出
世
し
て
マ

ト
ン

麦
飯
に
食
傷
な
し

®
〇
⑤

食
生
活
の



昭和52年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第186号 (8) 

毎
週
水
曜
日
に
放
送
し
て
い

る
有
線
放
送
番
組
の
＂
み
ん
な

の
歌
ご
え
”
に
あ
な
た
の
ノ
ド

を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
出

場
希
望
者
は
放
送
所
ま
で
。

耐
ん
な
の
●
『
』
え
に

．
鱈
し
て
1
3

税
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
人
、
税
に
つ
い
て
お
困

り
の
人
、
そ
の
よ
う
な
人
の
た

め
に
、
館
林
税
務
相
談
室
で
は
、

税
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦
情
を

専
門
に
お
受
け
し
て
い
る
相
談

官
か
、
い
つ
で
も
皆
さ
ん
の
お

い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も

で
き
ま
す
し
、
電
話
で
も
結
構

で
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
か
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
6館
林
四
ー
五
五
五
三
）

覗
の
楯
駿
竃

ぁ
持
ち
し
て
ま
す

錆
道
＊
舎
か

行
わ
れ
蒙
言

三
月
二
十
一
日
、
午
前
九
時

よ
り
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
試
合
は
小
・
中
学
生

•
一
般
の
三
部
に
わ
か
れ
て
行

わ
れ
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

三
月
十
六
日
ま
で
に
教
育
委
員

会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
こ
れ
ま
で
の
月
額

l
千
四
百
円
か

ら
二
千
二
百
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
‘

母
子
世
帯
や
障
害

者
な
ど
に
な
っ
た

と
き
の
生
活
の
安

定
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。こ

の
た
め
、
年

金
の
額
は
物
価
の

上
昇
な
ど
に
応
じ

て
改
め
ら
れ
ま
す
。

一
昨
年
の
物
価

ス
ラ
イ
ド
、
昨
年

の
法
律
改
正
で
は

大
幅
に
年
金
額
か

増
額
さ
れ
、
生
活

を
；
§
…
…
t
§
，
一
あ
し
ら
せ
一
§
§
屯
§
屯
魯
沙
一
あ
し
ら
せ
一
を
魯
魯
沙
魯
魯
魯
魯
沙

保
険
証
の
記
号
で
す
。

◎
四
月
一
日

▼
九
時
ー
十
一
時
斗
合
田
薬
王
寺

斗
合
田
旧
下
江
黒
い

▼
一
時
ー
四
時
東
部
児
童
館

上
江
黒
伽
千
津
井
団
江
口
因

田
島
応

▼
九
時
ー
十
二
時
須
賀
集
会
所

川
俣
①
須
賀
①
大
輪
伽

▼
一
時
ー
四
時
矢
島
公
民
館

入
ヶ
谷
岱
矢
島
肉
大
佐
貫
⑤

◎
四
月
二
日

▼
九
時
ー
十
二
時
役
場
保
健
室

南
大
島
囚
新
里
仰
中
谷
⑫

梅
原
げ

※
部
落
に
よ
っ
て
部
落
役
員
が
集
め

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
は
役
員
さ
ん
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

現
在
使
用
し
て

い
る
国
民
健
康
保

険
証
は
今
月
三
十

一
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
の
で
、

四
月
一
日
か
ら
新

し
い
保
険
証
と
交

換
に
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
な
ど

に
置
い
て
あ
る
保

険
証
は
、
三
月
下

旬
ま
で
に
お
手
元

に
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
務
の

簡
素
化
を
計
る
た
め
保
険
証
の
記
号

も
変
更
に
な
り
ま
す
。

交
換
日
時
と
会
場
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
口
内
は
変
更
さ
れ
た

国民健康保険証を

交換しま芍
4月ガら2,200円（こ

国民年金の保険料

保
障
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
に
成
長
し

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
保
険
料
は
年
金
を
支

払
っ
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
年
金
額
か
増
額
さ
れ
ま
す

と
、
現
行
の
保
険
料
で
は
年
金
財
政

か
支
え
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

9

9

9

9

9

,

.

 

~
気
を
つ
け

―
ま
し
ト

一
親
の
心
は

そ
の
ま

伝
わ
リ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

た
め
、
四
月
か
ら
月
額
二
千
二
百
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

瞑
民
会
館
の
事
業
鑑
賞

モ
ニ
タ
ー
募
集

県
民
会
館
で
は
、
た
だ
い
ま
「
主

催
事
業
鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

任
期
は
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
六

ヵ
月
間
で
、
県
民
会
館
の
主
催
事
業

を
鑑
賞
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

て
い
た
だ
き
‘
ご
意
見
を
今
後
の
企

画
運
営
の
参
考
に
す
る
も
の
で
す
。

募
集
人
員
は

2
0人
、
応
募
資
格
は

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

二
十
六
日
ま
で
に
役
場
総
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室

電
々
公
杜
で
は
会
社
、
商
店
な
ど

の
社
員
教
育
に
、
ま
た
は
学
校
の
児

童
、
生
徒
を
対
象
に
正
し
い
電
話
の

知
識
と
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
内
容
と
し
た

「
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
教
室
」
を
無
料
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
①
能
率
的
な
か
け
方
、

資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

昭
和
四
十
八
年
秋
の
石
油
危
機
で

私
た
ち
は
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

無
限
で
は
な
く
、
ま
た
安
く
手
に
入

る
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し

こ
。

• 
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど

を
外
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

わ
か
国
で
は
、
こ
の
限
り
あ
る
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で
き
る
だ
け
大
切
に

し
て
い
く
こ
と
か
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
も
、
い
ろ

い
ろ
と
節
約
で
き
る
面
か
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
小
さ

な
心
が
け
か
節
約
の
た
め
の
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

感
じ
の
よ
い
受
け
方
、
要
領
の
よ
い

取
り
次
ぎ
方
な
ど
の
講
義
②
電
話

に
関
す
る
知
識
を
中
心
と
し
た
映
画

開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
館

林
電
話
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

明
和
・
千
江
田
の
両
農
協
で
は
、

交
通
安
全
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

新
入
学
児
童
に
交
通
安
全
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
と
ハ
ン
カ
チ
を
百
五
十
二

組
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

訂
正
の
お
わ
び

先
月
号
（
六
面
）
の
農
業
所
得
の

欄
で
、
梨
畑
青
系
が
十
六
万
三
千
六

百
円
と
あ
り
ま
し
た
の
は
十
六
万
一

千
四
百
円
の
誤
り
で
し
た
。
深
く
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

各
種
検
診
日

今
月
の
検
診
を
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

乳
児
検
診

1
0日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

1
7日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
4日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、

受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
明
和
土
地
改

良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及

び
水
道
使
用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

2
9日
役
場
第
一
会
議
室

3
0日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

3
1日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

適談 • • 

切員 嬰 鷹 日なか 時父' 
助皆は ; 

冨: さ無 [ 時 3ん料 i月
ので 畠 17 故
悩‘ 日相
み専 3 三畝火

いごとの門 時ま午前
tま に相 で 10

• ：月胃 時例

; 時 3 行
1 月政

` 
15 父

一日 、権-/‘ 

会 3

議室時ま午前 相
で 1 0 吾n火火
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